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プロローグ









　──こいつは今……何を言ったんだ？

　一人の少年は言葉を無くす。周りにいる、他の少年・少女たちもだ。彼らに微笑ほほえむのは、架空世界からやってきた勇者だった。その目は真まっ直すぐに彼らを見る。

　──それがどれだけ難しいことなのか、本当に理解しているのか？

　少年は右手を握る。錆さびついていたはずの心臓が動き出していた。全身に血が巡っていく。

　少年の英明な頭脳は思索を始める。

　思索の先には獣がいた……可能性という名の獣が。その獣とは、もう一人の自分だった。

　偽り、潜み……獲物に飛び掛かる瞬間を、今か今かと待ち続ける。

　この獣は叫んでいた。変えたいと。壊したいと。暴れたいと。

　伴ったのは狼ろう狽ばいだ。コイツを解き放っていいのか？

　コイツを解き放つのは今なのか？　と……。

　少年は明めい敏びんなハンターでなければならなかった。少年の敵は多く、あまりに大きかったからだ。でも、勇者は示してしまった。

　少年が戦うべき、本当の敵を。心のどこかで、打倒してやりたかった極上の獲物を。

　そして、かつて諦あきらめてしまった地平線────一人の少女が見た夢。

　勇者が示したのは、少女の夢見た世界だった。

　弱者に優しい、弱者がいても良い場所だった。

　でも……少年はそれがどれほど難しい事なのかを知っていた。

「それが何を意味するのか分かっているのか？」

　少年の口が思わず動く。勇者は笑った。事もなげに答える。

「ああ。俺おれたちは世界とケンカをすることになるね」

　少年の身体からだを風が通り過ぎる。思考も心配も緊張も……負の要素だけを灌そそぐ、禊みそぎの風だった。少年の脳裏に少女の面おも影かげが蘇よみがえる。




　ひまわりの花みたいに笑う少女と────目の前の勇者が重なった気がした。




　少年は気付かない。自分の口元が、酷こく薄はくな笑みを象かたどっていた事に。

「世界中のヘキサを救う。そのために……君たちの力を貸してほしい」

　この時は誰も分からない。少年自身もまた、知しる由よしもなかった。

　彼こそが、この世界を救うかもしれなかった本物の勇者で……




　自分こそ、この世界を壊すことになる解放者リベレイターだったと言う事に。






Ⅰ　勇者と隠いん遁とん者









　六月中旬。時は一四時半を回る。

　陽よう光こうが森に降り注ぐ。木漏れ日の光は強く、白い。もう初夏の陽気だ。

　森の中は青々と緑が茂っていた。背の高い草木。剝むき出しの茶色い土は、栄養をたっぷりと吸っている。この隣小島は常に生命の躍動に溢あふれていた。

　人を食らいにくる化物どもを殺し、その血を吸って森や土が成長するからだ。

　そんな森の中を、大きな音が響き渡る。

　一つは何かが転がるような音だ。併せて、森の木が潰つぶされる音が連鎖する。

　同じく、断続的に上がる撃げき鉄てつ音──ガン！　ガン！　と巨大な鉄棒を叩たたきつけるような重音が鳴る。そのリズムに合わせ、爆発音が起こっていた。

　深い森の中を二体の異物が通り過ぎる。

　一つは巨大な大玉だ。転がり続けるそれは、全長二〇メートル近い。進行上にあるもの全すべてを潰していく。太い幹は折り倒され、下敷きになる。草花は散るように舞った。

　並走するは、鋼鉄の鬼──Ｉｚ－42Ｃ・試作戦せん騎き装そう【鬼灯ほおずき】だ。

　一四・五メートルの瘦そう身しんを黒と赤で塗る。両肩に巨大ブースターを一基ずつ。併せて二刀も担ぐ。足下の巨大タイヤロードホイールが土と草を巻き上げる。

　鬼灯は大玉を追い掛けていた。

『クソ！　止まれっ！　この！　このっ！』

　鬼灯の外部スピーカーから、搭乗者・一いちノの瀬せ葵あおいの声が上がった。

　鬼灯は右手に持ったリボルバー式グレネード【クロガネ】を撃ち続ける。

　大玉が紅ぐ蓮れんのカーテンに包まれる。しかし次の瞬間には、炎を搔かきわけて、鬼灯よりも大きな大玉が姿を現す。

『オーガゼロ！　そのままでいいわ！　もうすぐ森を出る！　そこで【ブラックウィッチ】とエンゲージ！　あとはセレンに任せなさい！』

　鬼灯のコックピットモニターに、長い黒髪の少女・九重ここのえ紫し貴きが映る。

　バイク型のシートに座る葵はライダースタイルだ。赤と黒の防護服で身を纏まとう。鬼灯が乱暴な機動を取るたびに、大きな乳房が跳ねて揺れた。セミロングの茶髪──その前髪の隙すき間まからは、勝気な双そう眸ぼうがギラついていた。葵は獰どう猛もうに笑う。

「ハっ！　ヤなこったっ！　この玉コロ野郎！　可愛かわいいセレンにしか目が行ってない！　セレンが痛い思いしたらどうすんだ！」

『今のデストブルム相手じゃ返り討ちだと思いますけど……。でも、葵さんならそう言うと思ってました！』

　今度は、幼い少女がモニター横に映る。陽ひ葉よう茜あかねだ。つり目気味の目元が特徴的である。

『エンゲージポイントに新しい武器を置きました！　なんだか良く分からないけど兵器の四アームズ・フオーからだそうです！』

「飛鳥あすかの発明!?　やっば！　凄すごそうじゃん！」

　葵あおいは目を輝かせる。今度は少年の顔が、茜あかねの下に表示された。

『生せい途と会かい本部よりオーガゼロ。ブラックウィッチ到着まで、まだ三分ほどかかる見込みだ。司令が新武器の性能を見たいと言っている。ぶっつけ本番になるが出来るか？』

　少年・氷ひ室むろ夏なつ樹きがそう聞いた。葵は声を弾ませる。

「もちろんです！　隊長、待ってて！　カッコいいとこ見せるから！」

　モニター向こうで紫し貴きが『ちっ』と、面白くなさそうに舌打ちする。夏樹は破は顔がんした。

『油断と無理は厳禁だ。よし、頼む！』

　葵は心底嬉うれしそうに「了解！」と応こたえた。

「よっしゃぁあああああ！」

　葵が操そう縦じゆう桿かんのトリガーを外側に弾く──鬼灯ほおずきが弾切れになったクロガネを捨てた。

　鬼灯の両肩が点火する。二基のブースターが推進力を高めた。ロケットダッシュで鬼灯は大玉を抜く。森の出口が見えてきた。鬼灯は勢いよく森から跳び出す。

　視界に鋼材の敷き詰められた高原が広がった。鋼材の接合部分が四角形の模様を作っている。巨大タイヤロードホイールが鉄を擦り、鬼灯は火花を上げて接地した。一度バウンドしてから滑走を続ける。続いて巨大な大玉が人工のコロシアムに落ちてくる。敷地に巨大な球状の凹くぼみを作った。

「ぐるるるる」

　大玉から獣の唸うなり声が上がる。

　大玉は、団子虫が身体からだを伸ばすように全容を現す。その顔は獣面だった。胸部には大きな口。手足は短く、小さな尻尾しつぽが尻しりから跳び出す。全身が厚い堅けん甲こうに覆われている。

【堅けん牢ろう型】は、何ど処ことなくアルマジロを思わせるクイーンだった。

　やや首を上げる格かつ好こうで鬼灯が対たい峙じする。鬼灯は【巨大な金棒】を地面に突き立てた。

『お互いに身み支じ度たくが整ったところで……第二ラウンド！』

　鬼灯が両肩のブースターを点火させる。中段に金棒を構え……振り上げた。

　激打音──堅牢型の横っ面が殴られる。涎よだれの飛沫しぶきも一緒に飛んだ。

　鬼灯は全身を振り子に変える。全力で金棒を振り回し続けた。顔や肩、腹に金棒が浴びせられる。堅牢型は、痛そうな素振りは見せるものの、その外皮には傷一つ付かない。

　鬼灯が堅牢型の上に跳び乗る。今度は頭上から金棒を振り下ろした。傍はたから見れば非常にコミカルな絵面だが、葵は至って真剣に戦っている。コックピット内で葵は焦じれた。

「これ使えないじゃん！」

『葵ちん！　アレを使うんだ！』

　突如、眼鏡めがねの少女がモニター横に映った。葵は眼鏡少女に「アレ!?」と聞き返す。

『武装カーソルにあるドクロマークを押すんだ！　その後に、試し製せい穿せん鎚ついのヘッドをクイーンに思いっきり打ちつける！　ガツンと！』

『伏ふし見みさん！　許可なしに作戦中の通信を行ってはいけません！』

　モニター向こうで紫し貴きが叱しかった。葵あおいはモニターを見直す。

　モニター底部には、武装を示すアイコンが並んでいる。現在は金棒のアイコンにカーソルが合わさっている。葵はそれを親指で押す。

　画面中央に〔ドクロマーク〕の電光スイッチが表示された。葵は素早くそれも押す。

『大人しく、しろ！』

　外部スピーカー越しに葵が言う。足元で暴れる堅けん牢ろう型の背中に、鬼灯ほおずきが金棒を突く。

　突如、金棒の表面がカギ爪のように変形した。金棒の中から〔ドリル〕が現れる。

『ド！　ドリルぅ!?!?』

　葵の仰天声が周囲に響く。ドリルが強烈に打ち出された。堅牢型の外皮に小さなヒビが入る。ドリルの先端が、僅わずかに外皮へ侵入していた。ドリルが急速回転を始める。

「うおぉおぉっっおっおっ！」

　コックピットが揺れる。葵の全身もだ。特にその大きな胸が小刻みに震えた。臀でん部ぶ付近から、かつてない振動を葵は感じる。

　金属同士が削り合うような音──火花を上げてドリルと外皮がぶつかり合う。

　外皮のヒビが広がっていく。堅牢型が痛がるように鳴き声を上げた。

　ドリルがみるみる堅牢型の体内に入って行き……ドリルと金棒が取り外しパージされる。コックピットモニターにデカデカと〔５〕の数字が現れた。

「な！　何だコレ!?」

〔４〕〔３〕とカウントダウンしていく。

　葵は猛烈に嫌な予感がした。操そう縦じゆう桿かんを思い切り引く──鬼灯が後ろへと飛とび退のいた。

　血肉の花火が上がる。

　堅牢型の体内で爆発が起こったのだ。黒い血や外皮を周辺にばら撒まいた。

「っ!?!?　なん……つう、物騒なもんを！」

　葵は顔を青くする。堅牢型は、後頭部から丸い背中をごっそりと失っていた。

　一歩間違えればこちらもお陀だ仏ぶつだ。葵は着地しようとして、突然の浮遊感を感じる。

　モニターを見た葵に喜色が滲にじんだ。

　黒い、魔ま女じよ帽子を被かぶったような巨大ロボット──デストブルムが映っていた。

　鬼灯の腕や腰には、鋼鉄の蔓つるが絡まっている。葵は言った。

「セレン！　ナイスキャッチ！」

『葵、お疲れさま』

　デストブルムから少女の声が上がる。続けて、中の少女はデストブルムに命じた。

『クロ！　終わり！』

　魔女帽子の内側──デストブルムのアイカメラ──が、パールから赤に変わった。

　デストブルムが二本の蔓を勢いよくしならせる。

　鞭べん撃げき二に閃せん────鋼鉄の鞭むちが×の字を描く。

　真っ黒い血が噴水のように上がった。四つのブロックになって、堅けん牢ろう型は地面に転がる。

　一刀両断だった。接敵して五秒も掛からずに終幕を迎えた。

　デストブルムは目の色をパールに戻す。担いでいた鬼灯ほおずきを地面に下ろした。

『やったね！』

『うん』

　鬼灯が右手を上げると、デストブルムが鬼灯の右腕に蔓つるを絡ませる。

　一四時三九分────堅牢型の襲撃は、鬼と魔ま女じよのコンビによって阻止された。







　スーパーコンピューターがダース単位で並ぶ。正面には三つの巨大モニターを掲げる。

　映画館を彷ほう彿ふつとさせるこの場所は司令管制室だ。ここにいるのは一一名の生せい途と会かい役員。先ほど指示を出していた紫し貴き・茜あかね・夏なつ樹きの姿もあった。

　夏樹は安あん堵どの息を漏らす。着ている濃のう緑りよくのブレザーは、氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくの制服だ。

　目鼻立ちのはっきりした甘いマスクをしている。一〇人見れば、一〇人が認めるような色男だ。夏樹は振り向き、首を上げた。

「司令。状況終了です」

　一際高い位置にあるのは司令席だ。座るのは、最近は毛皮のコートを着なくなった老ろう婆ばである。老婆・氷室雷らい鳥ちようは咥くわえていた煙草たばこを灰皿に押しつける。

「大した手際だ。人出が足りない時は生途会こつちも手伝ってもらおうかねぇ」

「自分は現場の方が性に合ってます。やはり落ち着きません」

　夏樹は笑顔を取り繕つくろう。それから生途会役員たちに視線を向ける。

　皆、笑顔で帰投命令を出している。巨大モニターからは部下たちの嬉うれしそうな声が飛び交っていた。彼らを見て、夏樹は笑みを深くした。

　──もう……大丈夫だ。

　夏樹は再び雷鳥の方を向く。

「司令、このあと少しよろしいですか？　お話があります」







　西暦二〇七〇年──人類は【マリス】と呼ばれる怪物と戦争をしていた。

　マリスに奪われた命は十億以上にも上る。平和の二文字は地球上から無くなり、半世紀以上が過ぎた。人類は未いまだ、この劣勢を覆せていない。

　追い込まれる人類を支えているのは二つ──生贄と武器の存在だ。

　優先被ひ虐ぎやく対象者【ヘキサ】を一か所に隔かく離り管理し、マリスの侵攻を意図的に限定させた。

　ヘキサでおびき寄せたマリスを、対マリス戦用決戦兵器【ネイバー】で殺す。

　人類は生きたいがために、ヘキサを囮おとりとして利用している。

　同じ人間を差別することで、人類は自分たちの命と尊厳を保っていた。

　同日の夜。ここは寮代わりに当てられた生徒のマンションの一室である。

　一五畳のリビング──壁際に、所狭しと通信機器が並ぶ。どれもが軍用品だった。

　二四面の監視モニター。弁当箱が三段並んだような通信機。これは広帯域多目的無線機である。それらは一般人が所持できる代物ではなかった。

　リビング中央にはモダンな机だ。机上には四〇インチの光学画面が二つ浮かんでいる。

　ＰＣの前には一人の少年が座っていた。金髪に染めた髪を、トップで立てている。ソフトモヒカンという髪型だ。その目元は刀剣のような鋭さを帯びている。

　彼の名前は七なな扇おうぎ大和やまと──氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくの三年生である。

　大和は、眉み間けんの皺しわをより深いものにした。

　地図データ・円グラフ・棒グラフ・折れ線グラフ──画面に表示されているのは様々なデータ群だ。氷室義塾のマリスとの戦績がモニターに映し出されている。

　戦闘時間、戦費、動員数、死傷者数と、様々な情報がデータになって表示されていた。

「短期間で、これだけの大戦果を……こんなの武蔵むさしの爺じいさんがいた時以来だ」

　大和はしきりに画面のウインドウを切り替える。過去データとの比較を行っていた。

　現在の機兵部の部隊規模はかつての半分にも満たない。それなのに、全盛期の戦果と同等以上の数値を出してしまっているのだ。

　大和は光学画面の一つを指で払う。画面は写真映像に切り替わった。

　映ったのは茜あかね・紫し貴き・葵あおいと鬼灯ほおずきのバストアップ映像だ。
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「陽ひ葉よう茜あかね……妖精の三フエアリー・スリーの生せい途と会かい復帰がまずでかい。生途会の指揮系統は盤ばん石じやくになり、学園の切り札だった一いちノの瀬せと九重ここのえ会長の【ギロチンタッグ】がまた使えるようになった……これはいい。知りたいのはそのきっかけだ。どうして陽葉はまた生途会に戻ってこれた？　それにあれだけ【鬼灯ほおずき】に乗るのを拒んでいた一ノ瀬が、今いま頃ごろになってどうしてこの機体に……」

　大和やまとはまた光学画面を指で払う。今度はセレンとデストブルムが映り出された。

「次にネイバーフッドと黒帽子、このペアもだ。まさかここまで大化けするとは……。天井知らずの武装・性能の代償に、制御は困難を極める【デストブルム】。それを、あの気弱なネイバーフッドが乗りこなしている……着目すべきは、その内面の変化だろう──」

　大和は再度、画面を指で払う。一人の少年が映し出された。

「そしてこの生徒……全すべては、コイツが学園にやってきてから変わっていった」

　廊下を歩いているところを盗撮したものである。彼はこの春に転入してきた、一般人の生徒だった。

「本土からきた氷ひ室むろの血縁者。一般人印ナシ。二人目の特別義務生徒Ｓ・Ｄ・Ｓにして、謎なぞの新型兵器の専任パイロットという触れ込みだが──」

　大和は当面の調査対象を、彼に定める事にする。

「氷室夏なつ樹き……か」







　翌日──時は一〇時だ。

　雲は無い。青々とした空がどこまでも広がっていた。太陽光を反射して海が幾重にも光の層を作っている。海上に一艘そうの漁船が浮かぶ。漁師の夫婦が引き網漁を行っていた。

　船上の自動巻き取り機ウインチが網を巻き上げている。突如、自動巻き取り機ウインチが止まった。すると船体が大きく傾く。漁師・夫が船から落ちそうになった。

　そして……二人は目をまん丸に広げる。

　海面を盛り上げ、クジラが天へと飛び出した。クジラの次に海中から現れたのは黒い大怪獣……漁師・妻は泡を吹いて気絶した。

　全長二四・九メートル。重さ一〇一トン。

　頭から背骨と肋ろつ骨こつを伸ばしたようなボディをしている。有機的で、どこか刺し胞ほう動物のようにも。手足が無い代わりに四本のマシンアームとテールユニットを持つ。

　クジラを持ち上げて現れたのはデストブルムだった。

　デストブルムから、茜とセレンの声が流れる。

『特務！　封鎖エリアから出ちゃってます！　ってクジラぁ!?!?』

『大漁』

　デストブルムに捕まったクジラは、空中でぴちぴち尾を振っていた。

　次に紫し貴きの声が流れてくる。

『セレン。デストブルムの様子はどう？』

『……気持ちいい。クロ、水好き』

　二人が話す中、船上の漁師・夫が「トミ子ぉ！」と妻を介抱する。

『飼っていい？』

『そんな大きな物、どうやって世話するの。逃がしてあげなさい』

　セレンが質問すると、ため息混じりに紫し貴きが返した。

　セレンが『お行き』と言う。デストブルムが捕まえたクジラを海に返す。

　海面が大揺れを起こし、漁船が一八〇度ひっくり返る。そのまま大波に吞のみ込まれた。

　デストブルムは即座に鋼鉄の蔓つるを海面に突き刺すと、海中から漁船を引き上げた。







　デストブルムが超巨大ハンガーに背を預ける。固定用のロックボルトが、デストブルムの背中や腰後ろに差し込まれた。

　そんなデストブルムを足元から睨にらみ付けるように見上げるのは、お冠かんむりの陽ひ葉よう茜あかねだ。

　長い髪を左右でまとめる。幼い面おも立だちは一二歳という年齢にぴったりだ。生せい途と会かいの制服である、濃のう紺こんの士官服を着ている。腰には、白いアザラシのヌイグルミを抱えていた。

「も[image: ][image: ][image: ]！　特務！　いくら実験だからって、あんまりデストブルムの好きにさせないでください！　漁師のオジサンに、在り得ない感じでキレられたんですから！」

　デストブルムが首を下に向ける。パール色のアイカメラが茜を捉とらえた。

　茜はビクっと腰を引かせる。デストブルムを怒らせたかと思ったのだ。すると──

　デストブルムの帽子の隙すき間まから、セレンティーナ・エングヴィスが顔を出した。

　金色の長い髪とライトブルーの大きな瞳ひとみ。例えるなら西洋人形のような少女だ。現在は黒いパイロットスーツを着ている。

　セレンの場合、容姿と年齢が一致しない。茜と同年代くらいに見えるのだが、実際の年齢は一五歳である。セレンは「下ろして」と、デストブルムと頭を二回叩たたいた。

　デストブルムが蔓の一本を伸ばす。セレンの身体からだに巻きつき、茜の前へと下ろしていく。茜は「ホヘぇ」と、口を開けた。セレンが着地する。鋼鉄の蔓がセレンの頰ほおを撫なでた。蔓は消火用の放水ホースくらいの太さがある。撫でられる度にセレンの頭は大きく傾いた。

「なんか、すっかり仲良しですね」

　茜が呆あきれたように言う。セレンは蔓に抱きついて「仲良し」と微笑ほほえむ。

　デストブルムは自分の意思を持っている。セレンが深層に眠っていたデストブルムの声を聞いた事で、その自我を表に出すようになっていた。

　最近ではロボットというより、セレンのペットに近い。少なくとも茜はそう思っている。

　不意に鋼鉄の蔓が、セレンの身体を巻き取った。

「きゃ！　クロ、いたずら！」

　セレンが宙に浮かぶ。セレンは小柄なくせに胸だけは大きい。最近はＦカップからＧカップに成長済みだ。蔓つるに縛られる事で、セレンの爆乳が強調された。

　そんな様を見て茜あかねは若じやつ干かん引く。

「なんか特務……触手モノのエロゲーヒロインみたい」

　セレンは分からなそうに首を傾かしげる。本日のデストブルムのテストは終了を迎えた。







　一三時。本日の業務を終わらせたセレンと夏なつ樹きが歩道を行く。早い帰路についていた。

　濃のう緑りよくのブレザー制服に着替えたセレン──夏樹の制服の裾すそを摘んでいる。左手に白いアザラシのヌイグルミを抱えている。セレンは心配そうに夏樹を見上げた。

　夏樹はというと非常に眠そうである。歩きながら、首をコク、コクと落としている。

　その度にセレンが、慌てて夏樹の頰ほおをペちぺち叩たたいた。

　夏樹は本日、三日ぶりの帰宅だった。新しい任務に取りかかっているとしかセレンは聞かされていない。髪や肌に脂が浮いている。風呂に入っていないのだなとセレンは思った。

　頰を叩かれて「すまん」と夏樹が目を瞬まばたかせる。異世界の英雄とはいえ、完徹三日はさすがに応こたえていた。夏樹は両頰を強く叩く。

　氷ひ室むろ夏樹とは彼の本当の名ではない。彼の名前は【エイルン＝バザット】

　この世界ではアニメと認知される【ドール・ワルツ・レクイエム】の世界から、この世界にやってきた少年戦士なのである。
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　現在は氷ひ室むろ夏なつ樹きと名乗り、この世界とセレンを救うために日夜戦っている。

　セレンは夏樹の手を引く。近くの公園で夏樹を休ませようと思った────

　翻ひるがえって……夏樹は綺き麗れいな公園内に視線を渡す。

　セレンから、共用の場所だと教えてもらう。夏樹はこの島の豊かさを嚙かみ締める思いだった。こういう共用施設が市民に与えられるのは、統治組織が豊かな証拠だ。そして、共用施設が綺麗なのは治安の良さの表れである。

　貧しい国や星を渡り歩いてきた夏樹はそれをよく理解していた。中央の慰霊塔を見上げる。夏樹は「落書きがない」と、感動した。それから信じられない物を見つけてしまう。

「み、水がっ!?」

　夏樹が急に早足になった。セレンも慌てて追いかける。夏樹が見つけたのは噴水だった。

「今は戦時中だろ……どうしてこんな物？　セレン、これはいったい何に使うんだ？」

　噴水なんて物を夏樹は初めて見た。夏樹の生まれ育った〔月〕は、食事も水も完全配給制だ。子供の時分は、雨が降れば、ドラム缶を担いで外に飛び出したものである。

　聞かれたセレンは噴水の用途を考える。間を置いて「……見る？」と、疑問形で応こたえた。

　夏樹は渋じゆう面めんを浮かべる。

「なんて、もったいない……」

　夏樹からしてみれば、一般家庭に水が引かれていることがまず考えられない。

　この世界に住み出したばかりの頃ころは「個人で毎日シャワーを使うなんて」と、喜びよりも後ろめたさが勝っていたものだ。せめて自分は……と、使用は五分以内に留とどめている。

　夏樹は「よし」と、制服を脱ぎ出す。ここで汚れを落としていく事に決めた。片やセレンは度肝を抜かれて後ずさる。セレンが見る中、夏樹はトランクス一丁になった。

　そして、迷いなく噴水の中に飛び込んだ。

「な！　夏樹!?」

「ハハ！　目が冴さえるな。セレンもどうだ？　冷たくて気持ちいいぞ！」

　夏樹は喜色満面で噴水をシャワー代わりにする。

　ちなみに公園には二人以外にも人がいた。一般市民から見れば、夏樹の奇行は、最近の阿あ呆ほうな若者に映った事だろう。

　夏樹は水を掬すくってバシャバシャと顔を洗う。そんな夏樹の手をセレンは摑つかんだ。

「き！　汚いから止める、うぅ！」

　思い切り引く……が、ビクともしない。逆に夏樹の方がセレンの手を引いた。

「？　何を言ってるんだ。透明で綺麗じゃないか。君も入れ。ここで洗っておけば家で水を使わずに済むんだ。いい思いつきだろ？」

　セレンは喉のど奥から声を漏らした。夏樹の手を摑んだ事を激しく後悔する。

　そしてセレンは見てしまう……隣の水面に浮かぶ、お好み焼きのような物体を──

　セレンはこの世の全すべての酔っ払いを恨む。ヌイグルミを放ほうって本格的な抵抗を見せ始めた。

「むうっ！　むーむーっ！」

　セレンは涙目になって夏なつ樹きの手を外そうとする。しまいにはバシバシ夏樹の腕を叩たたく。

　許否していることを懸命に伝えた。でも夏樹は、それをセレンの照れ隠しだと思った。

「はは。服なんて帰ってからまとめて洗えばいいんだから──」

「ちょっと君！　ここで何をしている！」

　そんな夏樹を止めたのは、年若い制服警官だ。傍そばには女性警官もいる。

　夏樹は一瞬、きょとんとなった。セレンはその隙すきに、夏樹の手から逃にげ遂おおせる。

「半裸の変態が年とし端はもいかない少女に、いかがわしい真ま似ねをしていると通報があったんだ」

「な！　なんだって!?」

　警官の言葉に、夏樹は目が覚める思いだった。

　白昼堂々、そんな凶悪事件が起こっているなんて……夏樹はその変質者に強い怒りを覚える。いち軍人として、彼らに協力を申し出た。

「くっ！　どこにでも外道はいると言う事か！　場所は!?　俺おれも手伝います！　早く、その子を助けにいかないと！」

　男性警官は眉まゆを顰ひそめる。『何言ってんだ、このパン一いち？』と、思われているなど夏樹は夢にも思わない。男性警官は語調を強くした。

「お前の事だ！　この変態め！　こんな小さな子に何をしようとしていたんだ！」

　凶悪犯罪に巻き込まれた少女セレンは、おろおろと警官と夏樹を見る。

　一方の夏樹は……その目を細くする。すぐに分かってしまった。この警官の魂胆が。

「こんな天下の往来で！　恥ずかしいと思わないのか！」

　夏樹は、ほらと思った。次に来るのは大方『見逃してやるから金を出せ』という決まり文句だろう。様々な星や国で任務を行ってきた経験で夏樹は知っている。

　現地で本当に注意すべきなのは、チンピラやマフィアではなく汚職警官だ。奴やつらは権力を盾に、市民をいたぶり、私腹を肥やす。

　おそらくは『ここは俺たちの縄張りだ』とでも難癖をつけ、ゆすりにでも来たに違いない──夏樹はそう勘違い看破した。

「ここは共用の施設と聞いている。また、遊泳禁止等の警告も貼はりだされていない。よって俺が貴方あなた方に咎とがめられる謂いわれはない」

「いっ！　一般常識の話をしてるんだ！」

「貴様の腐った公理観念など知るものか！　この汚職警官め！」

　二人は激しく言い合いを始める。それを見ているセレンは泣く寸前だ。夏樹の手を後ろから引いて「ごめんなさい」と、謝り始めた。

　しかし夏樹の熱は上がるばかりだ。唾つばを飛ばして警官たちを罵ば倒とうする。

「国家権力が何のためにあると思っている！　市民を守るためだろう？　それを悪用するこの小悪党が！　恥を知るのはお前らの方だ！　貴様らのような奴がいるから国から民の心が離れてしまうんだ！　貴様は何のためにその制服を纏まとっている！」

　この状況が、夏樹の中の悲しい記憶を呼び覚ます。

　戦火で家を焼かれた、天てん涯がい孤独の子供──彼は家族代わりに一匹の子犬を連れていた。その子犬を悪徳警官二人が取り上げ、サッカーボールのように蹴けって遊んでいたのだ。

　その悪徳警官たちに、岩をも砕くエイルンパンチが炸さく裂れつしたのは言うまでもない。

　そんな人にん面めん獣じゆう心しんの非道と、目の前にいる制服警官が……夏なつ樹きの中で今、重なった。

「貴様のような奴やつがいるから、市民はいつまでも俺おれたち軍人を信じてくれないんじゃないかっ！」

　夏樹は心からの叫びを上げる。パンツ一丁で。

　警官たちの顔が洒落しやれじゃないほどに歪ゆがむ。セレンはどうしていいか分からなくなった。

「ふえ……ええん、うええええん！」

「っ!?　よくもセレンが泣かせたな！」

　遂ついに夏樹の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる。男性警官の胸倉を摑つかみ上げた。







　その晩の事である。自室の光学ＰＣの前で、大和やまとが腕を組む。

　大和は日中の間に盗撮した、氷ひ室むろ夏樹の行動記録を見ていた。

「こいつ……ただのバカなんじゃないか？」

　パンツ一丁で公園の噴水で水浴びを始め、注意してきた警官に逆ギレして襲い掛かる高校生──そんなものを大和は初めて見た。

「ま、まあ始まったばかりだ。明日は奴の周辺にも気を配ってみよう」

　不意に呼び鈴が鳴らされる。大和は「きたか！」と、財布片手に玄関へ飛び出した。

「もう、ほんと。いつもご苦労様です。お重、洗っておくんで。ありがとうございまーす」

　人当たりの良い声が玄関から聞こえてくる。しばらくして大和が、黒漆のお重を手に持って戻ってきた。手に持つお重は、鰻うなぎ専門店の特上ウナギ弁当だ。

　大和はリビングに掛けられている鏡を見て、自分に言う。

「七なな扇おうぎ大和。これは立ち返るための手段だ。自分が高貴な者であると、忘れないようにするための食であって、断じて本能を満たすためのものではない」

　鏡の前でキリ！　と顔を作る。それから椅い子すに座り、お重を開けた。

　大和は「ほう」とため息を漏らす──芳ほう醇じゆんなタレが絡まった二枚の肉厚な鰻。食欲を刺激する濃密な香りに、大和の鼻孔はくすぐられた。

「さすがは四五〇〇円。俺に食べられるなんて幸せなウナギ様だいただきます」

　大和は流れるような所作で手を合わせ、割り箸を割る。一枚目を取り、口に運んだ。

「もぐ……はぁ。機兵部をやめてからは月一回の楽しみになってしまったな」

　大和の表情が憂いを帯びる──大和は元々、機兵部の出身だ。

　初代機兵部こと【神かん無な木ぎ大隊】はかつて、主に五つの中隊から構成されていた。

　本陣警護中隊【零ゼロ番隊】

　援護機動中隊【二番隊】

　陽よう動どう配置中隊【三番隊】

　砲撃支援中隊【四番隊】

　撹かく乱らん機動中隊【五番隊】

　そして、単独戦闘の許された、独立小隊【一番隊】と【六番隊】だ。

　隊長には【規格外十番テンナンバー】と呼ばれる学園屈指の実力者たちが就つく。

　彼らは当時の氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくの名を天下に知らしめた。

　だが三番隊だけは神無木緑の推薦で一般部員が預かっていた。それが当時の大和やまとである。華々しい戦果を上げる他の隊長に比べ、大和は非常に影の薄い存在だった。

　でもそれは、敢あえてそうなるように大和が振る舞ったからである。

　神かん無な木ぎ緑みどりとテンナンバーの威光を高めるべく……大和はどこまでも〔影〕に徹したのだ。

「光あるところ、ずず。影あり。影が暗いほど光は強く、なるからな。ずず」

　大和は当時を立ち返りながら、肝吸いをすする。ふと、窓ガラスを擦るような音が聞こえた。振り向くと、ベランダに〔虎とら縞じまの不細工なデブ猫〕がいた。

「……ニャンタス。まったく、毎夜ご苦労なことだな」

　大和は小さく笑った。お重を置いてベランダに向かう。窓を開けるとデブ猫が中に入ってきた。大和の脳裏に機兵部・初代部長の顔が過よぎった──




《ニャンタス[image: ][image: ]!!　あなたまた来たのぉ!?　もう！　食いしん坊ね！》




　このデブ猫に抱きつく亜あ麻ま色いろの髪の少女……多くの生徒にとっては太陽のような存在だった。大和の笑みが深くなる。

「……あいつが死んでからは、俺おれにばかりたかりおって。待ってろ。今、オマエの分も出してやろう」

　大和は押入れを開けて猫缶を取り出す。振り返ると、猫がうな重に顔を突っ込んでいた。

「おぃいいいいいいいぃいいぃいいぃ！」

　──咥くわえられた蒲かば焼やきが踊る。──熟成ダレのかかった米の園は、猫の前足によって無残に踏み荒らされる。──ニャンタスは世にも凶悪な猫相で、大和の鰻うなぎを貪むさぼる。

「この駄猫ぉぉ！」

　大和が猫に飛び掛かる。うな重を取り上げようとした。しかし暴食の虜とりこになったニャンタスは大和の鼻を引っかく。大和は眩暈めまいに襲われたかのようによろめいた。

　一秒経たち、二秒経ち……ゆらりと猫を上から見下ろす。

「この大和様に爪を立てるとはいい度胸だ……もう今日という今日は我慢ならん」

　大和が再度、デブ猫へと飛び掛かる。デブ猫も二枚目の鰻を咥えながら応戦した。

「宗家仕込みの古武術！　そのだらしない身体からだに打ち込んでくれるわ！」

　大和とデブ猫の仁義なき戦いが始まったが、しばらくして隣の部屋から苦情がくると大和は平身低頭で謝った。





　幕まく間あい　【ドール・ワルツ・レクイエム　　第六話　〔コスモフィリア〕


２０６８年９月26日　放映】



　────────　アニメーション映像が流れる　────────




　黒煙が何本も立ち昇る。火星のアボメル砂漠は主人公ジンが駆る【アヴァンアリス】とエイルンの属する【ラインハルト軍】との激戦場となっていた。

　空中で高速で戦う二機────一機は、エイルンの駆る【エドレスカＭｋⅡ】だ。

　白いロングヘアーが風圧にたなびく。黒いハイブーツのようなレッグユニット。西洋鎧よろいのような上半身をしている。エドレスカＭｋⅡは赤い騎士を彷ほう彿ふつさせるＳＤシユプリームドールだった。

　相対するは、主人公ジンとヒロイン・サクラが乗る【アヴァンアリス】である。

　全身に古傷を抱える黒き魔人──剛健なボディは暴力的なまでの力強さを持つ。その黒腕は実に禍まが々まがしい。魔まの者にふさわしいデザインだ。エドレスカより二回りは大きかった。

　エイルンは、かつて煮え湯を飲まされた最強の魔人に再戦を挑んでいた。

『もうやめろ！　自分が戦火を拡大させていると、どうして分からないんだっ！』

　エドレスカの手の甲からブラストソードが二本伸びる。黄色い光剣だ。背中のバーニアを噴出させてアヴァンアリスに突撃した。

　アヴァンアリスは両拳こぶしを打ち付ける。周囲に幾き何か学がく模様のバリアーが張り巡らされた。

「大きすぎる力は争いを呼ぶ！　だから、然しかるべき場所で、正しく管理されなければならない！　お前のやっていることは正義の味方に憧あこがれた、子供の遊びと変わらないんだぞ！」

　バリアーの上からエドレスカが何度も二刀を振り抜く。接触の度に光の激突が火花を散らした。アヴァンアリスは微動だにしない。

　ジンはコックピットで悠然と脚を組む。サンバイザーに、黒い外がい套とう姿の美青年だ。

　貫かん録ろくさえ滲にじませ、ジンはゆっくりと頰ほお杖づえをついた。

「正義か。じゃあ聞くが、お前が尻尾しつぽを振る月にはそれがあるというのか？」

「当たり前だ！　月は三星間の激化する紛争を止めたいと本気で願っている！　正義がどこにあるかなんて誰が見ても明白じゃないか！」

　エドレスカの中で必死にエイルンが訴える。汗の玉が弾け飛んた。

　エドレスカが何回もアリスと身体からだを交差させる。剣けん閃せんの光と効果音がその度に起こった。戦いながらエイルンとジンは、互いの正義をぶつけ合う。

「本気で言ってるならおめでたい。ラインハルト軍はお前が思っているほど綺き麗れいで正しい軍隊じゃないと思うぞ」

「どういうことだ！」

「何かの縁だ。教えてやるよ軍人。正義なんて言葉は自分を正当化したい奴やつほど使いたがる、万国共通の免めん罪ざい符ふだ。正義を翳かざして闘争を起こし、正義に酔って引き金を引く。事実と向き合えない雑魚ほど使いたがる、全宇宙で二番目に汚い逃げ文句だ」

　エイルンの驚きよう愕がくした顔がアップになる。エドレスカがバーニアを逆噴射して距離を取った。アヴァンアリスは展開したバリアを解く。

「なん、だと」

　エイルンが歯を覗のぞかせる。ジンは形の良い鼻を持ち上げた。

「アンタ……『俺おれは悪くない。俺は正しいんだ』って、騒ぎたてて銃をぶっ放す、思考停止したガキにしか見えないよ」

　エイルンは瞳ひとみを震わせる。その目と髪が、紅色に染め上がった。

「おまえええええええええええええ!!」

「っ!?」

　エドレスカが赤い残像を作った。縦じゆう横おう無む尽じんに空を飛び回る。そのスピードに虚を突かれ、ジンも声を上げる。エドレスカがアリスの装甲を切りつけていく。しかし──

　エドレスカの両手がアヴァンアリスに摑つかまれる。

「操縦技術は俺並み……いや、以上かもな。だが、乗り物の差が絶望的だ」

　アリスによって、エドレスカの両手がみしみしと握り潰つぶされていく。

「宇宙は俺が救ってやる……一介の軍人に星四つは重いだろう」

　アヴァンアリスの全身が発光する。青々とした空の雲が一瞬で搔かき消えた。

　そして──エドレスカも上半身だけを残し、残ざん骸がいとなって地面に落ちていった。

「くっそぉおおおおぉおおぉ！！！」

　エイルンの悲痛な叫びと共に、戦闘は終了する。




　■シーンが変わる。

　エイルンは上官の部屋に呼び出されていた。頭と腕に包帯を巻く。対面に座るのは上機嫌な上官である。エイルンは怪け訝げんそうに聞き返した。

「大尉昇進？　私がですか？」

「あぁ、そうだとも。よくあのアリスを止めてくれた。これで私たちアルタイル艦隊はベガ、デネブよりも一歩先んじたのだ。手ずから皇帝様にこれを献上することを考えたら、今晩は眠れそうにないな！　グハハハ！」

　手に持たれるのは蒼あおい宝石のようなキューブ──それは現地人の村の子供たちが隠し持っていた物だった。エイルンは声を震わせて聞く。

「まさか……それを奴やつよりも先に手に入れるために、あの村を？」

「中尉、いや、大尉か……これは宇宙平和の鍵となる、やんごとなき品だ。あんな小汚い村一つと秤はかりにかけるなんて、皇帝陛下への背信だよ。慎みたまえ」

　その言葉にエイルンは打ちひしがれた。




　■シーンが変わる。

　エイルンは一人艦かん橋きように出る。眼下に広がるのは自分が焼いた砂漠の町だ。

　空にオレンジ色の夕日が揺らめく。

　エイルンは左手でフェンスを摑つかんだ。唇くちびるを震わせ、頭をフェンスにつける。

《よくも騙だましたな！　噓うそつき軍人！　母ちゃんを返せ！　母ちゃん返してよぉ！》

　村の子供が泣きながら石を投げる。

《もう大丈夫って言ったのに！　私たちを助けにきたって言ってたじゃないですかぁ！》

　その姉も声を張り上げて泣いていた。

《俺おれは！　俺は本当に君たちを助けようと！　助けたかっただけなんだ！》

《中尉殿！　危険です！　下がって！　我々の任務は終わったんです！》

　暴徒と化した村人に石を投げられるエイルン。そんなエイルンを、部下の中年軍人が背後から押さえつける。エイルンは最後まで彼らに手を伸ばし、訴え続けていた────

「うぁあ、」

　エイルンの目から涙が零こぼれる。

「あぁああぁあああああぁっ」

　エイルンは一人泣き崩れる……そんな彼を艦かん橋きようの入り口でドクターツルギが覗のぞいていた。

　ツインテールに眼鏡めがね。橙だいだいの着物の上から白衣をかける。

　傍そばには、助手のアンドロイド《チビフィーナ》がちょこんと座る。

「泣き虫エイルン」

　ツルギは愛いとおしそうにエイルンの背中を見守っていた。






Ⅱ　勇者の激励









　翌朝──戦闘科校舎を夏なつ樹きと紫し貴きが歩く。夏樹は申し訳なさそうな顔で謝っていた。

「九重ここのえすまない、昨日は……日本の警官が勤勉だなんて思わなくてさ」

　昨日の公園の一件──暴れ出した夏樹を、警官二名で取り押さえるなど出来るはずもなく……応援が応援を呼び、遂ついには機動隊が出動する大事件になってしまった。

　そんな両者の間に入ったのが、セレンに救援を求められた紫貴だった。

　生せい途と会かい長ちようの紫貴を知らぬ大人は、この島にはいない。紫貴が事情を説明すると、警察は渋々と退散していった。夏樹は気恥ずかしさを隠せない。

「君が来てくれなかったら、危うく流血騒ぎになるところだったよ」

　翻ひるがえって紫貴は、完全に馬ば耳じ東とう風ふうだった。

　長い黒髪に紺色の士官服姿。セレン程ではないが、大きなバスト。

　紫貴は目をとろんとさせていた。

　──あー……妊娠してぇ。

　紫貴の頭の中は、朝からピンク色だった。

　──かっこいいエイルン。エイルン結婚しよ。この場で押し倒されてもＯＫしちゃう。というより、むしろ押し倒しなさいよ。私、今日、危険日だから。

　長いまつ毛、整った唇くちびる、凛り々りしい眉まゆ、汚れを知らない瞳ひとみ──紫し貴きは、舐なめまわすように夏なつ樹きの一パーツ、一パーツをその目に焼き付ける。

　──罪なエイルン。好き、愛してる、私の嫁。あぁ、貴方あなたの子供が欲しい。四人までなら頑張る。それ以上は相談で……一緒に白い家を買いに行きましょう。

　紫貴は完全にトリップしていた。頰ほおを紅潮させ、無意識に小指の先を嚙かんだ。

「こ、九重ここのえ？」

　夏樹は熱でもあるのかと心配を始める。

　九重紫貴はアニメオタクでエイルン＝バザットの大ファンなのだ。

　そして……生徒の中では唯一、夏樹の正体に気付いている。

　超人的な身体能力──実在する声優【石いし田だ彰あき良ら】と合致した声せい紋もん──驚異の回復能力等──様々な状況証拠から、彼の正体に辿たどり着く。そして重度の恋こい患わずらいに陥った。

　紫貴は絶対にこの秘密を喋しやべらない。自分だけの情報として大事に持っておくつもりだ。

　その理由はというと。

　──私のモノになってくれないなら、この秘密をネタに脅しちゃうんだから。身体からだだけでも貴方を繫つなぎとめる……絶対、逃さない。

　と、酷ひどく自己中心的な思惑からだ。そんな二人の前方から、セレンと茜あかねがやってくる。

　廊下の途中、途中で、セレンは声をかけられていた。

「特務！　一昨日おとといはお疲れ！」

「ナイス爆撃！　あれ助かっちゃったよ！」

　茜の背に隠れてセレンは戸惑う。夏樹はその様子を見て、相そう好ごうを崩した。

　──本当に……良かった。

　前回の闘い以降、セレンの学園問題はほぼ終結に向かっていた。もう理不尽に苛いじめられる事もない。セレンは元気に学校に通い出している。

　夏樹はそれを誰よりも嬉うれしく思っていた。そして、セレンも夏樹たちに気付く。小走りで二人の下にやってきた。セレンは紫貴と手を繫ぐ。それから夏樹の制服の裾すそを摘んだ。

「おはようセレン」

　妄想から現実に帰ってきた紫貴が優しく言う。セレンは無表情のまま頷うなずいた。

「いたいた氷ひ室むろさん！　言われていた改正の準備が整いましたよ！」

　茜も夏樹を見かけるや、右手を上げた。夏樹は「もうか！」と声のトーンを上げる。

「ハイ！　今、田た中なか先輩が条文の修正に入ってます！」

「ありがとう。さすが陽ひ葉ようだ」

　茜がやってくると夏樹はその頭を撫なでた。茜は「や、やめてください！」と照れる。

　それを見たセレンは眉を斜めにした。

「むぅ！」──茜を撫でる夏樹の手を押しのける。

「ちょ！　痛っ！　特務!?」

　セレンはそれから茜の頭をポカポカ叩たたく。慌てて夏樹が、セレンの両脇を抱えて持ち上げた。飼い猫よろしく、セレンはすぐに大人しくなる。

　すると今度は、階段から葵あおいの声が上がった。

「あ、いた！　隊長──っ！」

　セレンは声を聞くや、夏なつ樹きの手の中でじたばた暴れ出した。夏樹が手を離す。

　セレンはトテトテと葵に向かった。やってきた葵はそんなセレンを胸に納める。セレンの頭を撫なでながら言った。

「最近、隊長、全然機兵部に来てくれないじゃん！　なんか生せい途と会かいとばっか！」

　葵の文句に夏樹は頭を搔かく。その隣で紫し貴きが長い髪を払った。得意げな顔になる。

「氷ひ室むろくんは今、重要な案件で生途会にご足労頂いています。むしろ彼の技能を加味するなら、生途会への移籍を考えてもらいたいくらいです。あんまり氷室くんを困らせないで」

　葵が「なぁ！」と声を上げる。茜あかねは「いいですねソレ！」と喜んだ。

「あのさぁ。隊長は私たち機兵部の総隊長で、仕方なくそっちに貸してやってるんだから……おかしな事言ってると、もう貸してやらないぞ？」

　葵は口元を引きつらせる。紫貴も大人げなく、カチンとなった。

「……私の権限で、〔副会長〕というポストを新設して、氷室くんに納まって頂いても構わないのよ？」

　──氷室さん、やっぱモテモテだなー。

　女の修羅場なんてものを茜は初めて見る。一方、夏樹は何かを考えていた。

「そういうことなら一いちノの瀬せ。今週は多分無理だから……来週からでいいんだが、俺おれに戦騎装の操縦を教えてくれないか？」

「え？　だって隊長にはエルフィーナがあるじゃん」

　葵が面食らう。夏樹は苦いコーヒーを飲んだような顔になる。

「もし今後、機兵部にたくさん新入部員が入ってきたとして……仮にも総隊長の肩書きを持つ男が、戦せん騎き装そうに乗れなかったら君はどう思う？」

　葵は「あ～」と納得する。嬉うれしそうに胸を叩たたいた。

「そういう事ならまっかせて！　やるからにはビシバシいくから！」

　夏樹は「ありがとう」と笑う。

　紫貴は嫉しつ妬とを抑えられず、ギチギチと歯を嚙かみ鳴らしていた。




　そんな一部始終を、廊下の陰で監視する大和やまと──胸中は動揺を禁じえなかった。

「ラ、ラノベ主人公かよ」

　手に持ったメモに〔信頼あり〕〔女メロメロ〕〔死ねばいいのに〕と記載した。







　一五時──戦騎装・第一格納庫。

　重機の作業音と整備部員の叫び声が反響する。アスファルトの床を作業車が行いき交かう。

　二四体の戦せん騎き装そうが向かい合わせに並んでいた。整備ハンガーに背を預ける格かつ好こうである。

　ハンガー区画は計三つ──一区画に八体──で、戦騎装一機に三～四名の部員が整備に就つく。夏なつ樹きが一人、通路を進んでいる。

「あ！　柔じゆう呉ご──っ！」

　夏樹は目的の人物を見つけると右手を上げた。

　六尺豊かな整備部長・橘たちばな柔呉は振り向く。作業着にヘルメット姿だ。夏樹を見てその糸目を拡ひろげた。

　また柔呉の近くには、円柱状のセラミックを抱えてスクワットをする二人組もいた。

　一人は、顎あご髭ひげのチャラい系男子・江え藤とう山やま武たけ。

　もう一人は、一九〇センチ超えの日系ブラジル人・前まえ田だオルソンだ。

　二人とも機兵部のトップ５に入る実力者である。ジャングルブーツにレンジャーズボンを履く。黒のタンクトップは汗でグシャグシャになっていた。

　二人も夏樹を見るや、柱を捨てるように置く。直立して夏樹に敬礼した。

　夏樹も簡単に敬礼で返す。すぐ柔呉に話を持ちかけた。

「作業中にすまん。ちょっと見てもらいたい物があるんだ」

　夏樹は一つの光学書面データを展開する。宙に浮かんだそれを柔呉に見せた。

　柔呉は書面データに目を走らせる。しばらくすると「う～ん」と唸うなった。

「できないか？」

「無理じゃないとは思うが……どうだろう」

　二人の話に山武とオルソンは興味津しん々しんだ。首に垂れる汗を手で拭ぬぐいながら耳を澄ましている。やがて柔呉は「やってみっか」と、歯を覗のぞかせた。

「まーた、何かやり出したな？　俺おれも面白そうな所に置いてくれるのが条件だ」

「それは、一番大変なポジションという事になるが？」

　夏樹が返すと柔呉が笑って肩を叩たたく。それから夏樹はオルソン・山武にも言った。

「あとそうだ……オルソン、江藤、君たちにも話がある。朗報だぞ」

　夏樹は別の光学書面データを二枚分出す。

　それを見てオルソンと山武は「「マジっすかぁ!?」」と、目を飛び出させた。







　一七時半──氷ひ室むろ義ぎ塾じゆく・図書室。

　黒のタンクトップにレンジャーズボン。亜あ賀が沼ぬま大だい地ちが金髪ボーズ頭を搔かく。大地は持っていたシャーペンを机に放ほうった。「かはぁ──！」と、長い息を吐く。

　机にあるのは不要紙の束だ。過去の行事予定など、廃棄予定だった紙を総務部から貰もらってきたのだ。この裏に大地は、暗記する数字や用語をひたすら書きこんで、勉強していた。

　一方、大地の二つ後ろのテーブルに大和やまとが座る。良心価格五八〇円を貫く、緑の背表紙が美しいライトノベルをめくる……フリをして、大地を監視していた。

　そんな中、車くるま椅い子すの少女がやってくる。

　アッシュブロンドの髪を束ねて肩から垂らす。膝ひざの上に何冊かの本を置いている。

　全自動車椅子に乗った少女──八や雲くも日向ひなたと、大だい地ちの目が合った。

「八雲さん？　ウス！」

　大地が立ち上がり、頭を下げる。日向は笑って車椅子を進ませた。大地が勉強で使っていたタブレットを覗のぞきこもうとする。大地はすぐにタブレットを差し出した。

「亜あ賀が沼ぬまくん、副部長になるの？」

　日向がタブレットを見ながら聞く。

　大地が勉強していたのは、中隊長クラスの指揮官講習内容だった。

「なりてー……っすかね。試験受かんなきゃ、なりたくてもなれないんで」

　大地は座り直す。マッサージするように目元を擦った。

「なんか、昔と見違えちゃったなー。オネーさん、嬉うれしいやら、寂しいやら」

　日向の言葉に、大地がボーズ頭を搔かく。

「総隊長がなんか、生せい途と会かいと動いてるみたいなんス……あの人の事だから、きっとまた何か、やると思うんすよ。総隊長が動いてんなら、部下の俺おれも出来ることやんなきゃ失礼っつぅか──」

　大地の発言に、日向は内心で感嘆の声を上げた。

「あの八雲さん、ちょっと相談乗ってもらっていいすか？」

「ん？　なになに？」

　日向は膝の本を机に置く。大地の話を聞く事にした。

「副部長に昇格すれば、部隊で使う、機体の選択申請が出せるって噂うわさ……あれって本当なんスか？」

　日向はすぐに合点がいく。

「八雲さんちの四番隊、チューンした巌がん流りゆうを使ってたじゃないすか？　アレって八雲さんの判断っすよね？」

　日向は元機兵部である。かつては、砲撃支援部隊【四番隊】の隊長を務めていた程の実力者だ。

　そして規格外十番テンナンバー──天才ガンファイター【閃光の八ライトニング・エイト】と恐れられていた少女でもある。礼儀知らずの大地が、非戦闘員の日向にここまで敬意を払うのも、その実力を見せられてきた部分が大きい。

「うん、そうだね。ただ、四番隊私たちの場合、部隊分の装備と機体を新調する感じになっちゃったから、予算がかなり掛かっちゃって……皆が『あれ乗りたい、これ乗りたい』って言い出したら学園側も堪たまらないから、以降、申請の話は内緒って事になったんだ」

「やっぱそうなんすね！」

　日向の説明に大地は嬉しそうな声をあげた。タブレットの画面を変えて日向に見せる。

「あのコレ！　先月ロールアウトしたばっかの【風ふう神じん】って機体なんすけど、マウント表が四つも増えてるし、機動性もうちらの高機動な号戦装備と変わらないんすよ！　まぁ、さすがに燃費面は負けてますけど、出力一二〇〇ワットってのも魅力だと思いません!?　持たせられる武器も結構増やせるんス！　疾しつ風ぷうの良い所どりしてマッチョにした、上位互換機というか！　でも疾風の開発系譜から生まれてるから、やっぱ後継機か！」

　日向ひなたは「これに乗りたいんだ？」と、微苦笑を浮かべた。

　大だい地ちは自分が興奮していた事に気付く。意識的に気持ちを落ち着かせた。

「ま、まぁ、それもあるんすけど……俺おれ、総隊長から四人、部下を預けてもらってるんです。まだ小隊なんで、八や雲くもさんと比べるのは失礼かもしんねーけど、隊長としてアイツらに出来る事はやってやりたいなって──」

　日向は一瞬、息を止める。

「他の奴やつの命タマを預かる以上、『あーすれば良かった』って後悔したくないっていうか……ハハ、自分で言っててアレですけど、クセーっすかね？」

　日向には大地の真剣さが伝わっていた。だから日向も真剣に返す。

「……亜あ賀が沼ぬまくんの今の目標って何？」

「も、目標すか？」

　大地がオウム返しで聞く。日向は「今のね」と、険しい表情で加えた。

　大地は顔を引き締める。

「機兵部で最速の……いえ！　最速で最強の部隊を作りたいっす！」

　大地は声に熱を込めて応こたえる。

「冷静に考えて、一個戦力で俺が一いちノの瀬せに届くとは思えない。悔しいが、あのアホは別次元を行ってる。しかも乗ってる鬼灯ほおずきは【世界最強の戦せん騎き装そう】なんて謳うたう科学者もいるくらいで……アイツや月げつ下かさん、もちろん日向さんもっスけど、俺みたいな凡人がどうすれば天才に届くのかずっと考えてて……で、結局、群れるしかないかなって──」

　大地の実力は、機兵部の中でも群を抜いている。しかしそれは、ヘキサの能力ブーストに依よるものが大きい。元の自分は〔凡人〕の類で、それは大地自身も承知していた。

　しかも世界には、葵あおいのような天てん賦ぷの才能を輝かせる〔天才〕もいる。

　そんな天才に届く方法を模索した、大地なりの回答であった。

「それで？　部隊を作る事で何をしたいの？」

「……いつまでもオンブに抱っこじゃ進歩ねーから。そんなんじゃジジイになっても、夏樹あの人に追いつくなんて出来ねーから。すぐに肩並べられるなんて思っちゃいませんよ？　でも、困ったときに名前が挙がる、上位五番くらいには入ってたいんすよ」

　大地は、だんだん声を小さくする。言ってて気恥ずかしくなったのだ。

　でも日向は笑わない。力強く微笑ほほえんだ。

「よし、わかった。試験まで一緒に勉強しよ！　私で良かったら勉強教えてあげる！」

　大地が耳を疑う。その目をパチパチさせた。

「ま、マジっすか？」

「うん。お姉さんが亜あ賀が沼ぬまくんのこと、絶対に副部長にさせてあげる」

　腰に手をやり、日向ひなたは可愛かわいらしく胸を張った。

　大だい地ちは席を立ち「あざっす！」と、勢いよく頭を下げた────

　大和やまとは本棚にライトノベルを戻す。その口には笑みが象かたどられていた。

「伍いつ橋はしのところの狂犬が……進歩したもんだ」







　同時刻──夏なつ樹きの部屋のキッチンで、セレンが夕飯を作る。

　春物のカーディガンにプリーツスカート。その上からエプロンをかける。

　フライパンに引いた油が音を立てる。きつね色に揚がったフライ群が躍っていた。

　セレンは揚がった物から、隣のステンレスバットに並べていく。

　本日のメニューはフライの盛り合わせだった。

　一方、揚げ物の香りにくんくん鼻を動かすのは葵あおいだ。ショートパンツにタンクトップ姿である。リビングのソファーに寝そべる姿は、腹をすかした雌ライオンである。

　対面のソファーには紫し貴きが座っていた。手にティーカップを持つ。

　紫貴は先ほど来たばかりなので制服姿のままだった。

　多頭型戦以降、紫貴は、夏樹がセレンと毎晩、夕食を共にしていると聞く。それからは何かと理由をつけては足を運ぶようになっていた。
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　ちなみに葵あおいはほぼ毎晩である。夕食後、セレンを部屋に送るまでが日課となっていた。

「今日はフライか～。トンカツはやっぱロースだよね～。脂身ー脂身ー、んふふ」

「アナタは食べた分だけ運動するから、憎らしいくらいに太らないわよね」

　足を尻しりの上でブラブラさせる葵を見て、紫し貴きが苦笑する。

　葵は「あ」と、声を漏らした。何かを思い出した顔で紫貴に聞く。

「そういや田た中なかから聞いたけど、紫貴って例の『ドールなんたら』ってアニメ、全部見たんでしょ？　アレってどんな話」

　紫貴が耳を尖とがらせる。湧きあがった動揺を咄とつ嗟さに殺す。紫貴は平静を装った。

「んっ、んっ……アナタ、アニメとか興味無かったじゃない。どうしたの急に」

　紫貴がアニメオタクなのをセレンと葵は知らない。というのも、紫貴は来客を招く場合、自室とは別に借りているダミー部屋へ人を招く。

　これは紫貴がアニメオタクだとバレないようにするためだけに、毎月の家賃を払っている部屋だ。二人を呼ぶ時は、いつもこの部屋に入れていた。葵が言う。

「だって隊長、それ見てんしょ？　エルフィーナも出てるっていうし、興味あんだけど、この歳でアニメ見るなんて恥ずかしくて出来ないじゃん」

　紫貴は心の芝生をスパイクで踏みにじられた気分になる。咳せき払ばらいをしてから説明した。

「こほん……ざくっと説明すると、全宇宙を支配できる最強の戦略兵器【アヴァンアリス】、まぁ戦せん騎き装そうみたいな人型巨大兵器なんだけど、それを巡って火星・月・木星・地球が惑星間戦争を起こすの。それを主人公が力尽くで黙らせるってお話かしらね」

「は？　出来るわけないじゃん。戦騎装一機でそんなこと」

　きょとんとなる葵。紫貴は脱力した。

「いいのよ、そこは……アニメなんだから。で、【アヴァンアリス】、通称【アリス】は神話の時代に、全宇宙で二二個ある【コスモフィリア】っていう、各星に眠るエネルギー結晶石のうちの三つを使うことで作られたとされているの。物語はアリスを直接奪おうとする【アリス強奪派】と、コスモフィリアを集めてアリスをもう一機作ってしまおうという【アリス製造派】に分かれて話が進むの」

「ふーん。で、エイルン＝バザットってのは？」

　葵は興味なさそうに相あい槌づちを打つ。紫貴は心中で、この野郎ぉと毒づいた。

「エイルンは、アリス製造派として動く、月の軍人ね。【シュプリームドール】のエースパイロットで、重要なサブキャラクターという位置づけよ。主人公の壮大なスケールの闘いに巻き込まれる形で物語に嚙かんでいくことになるわ」

「シュプリームドール？」

「ドール・ワルツ・レクイエム内の人型兵器の総称よ。アリスをモデルにして作られたって設定だから〔人形ドール〕という単語が使われているの。イメージ的には……戦騎装に似ているわね。戦騎装もネイバーの研究を進めて、あそこまで進歩した兵器規格な訳だし」

　戦騎装という単語が出てくるや、葵は興味を持つ。ソファーの上に座り直した。

「でもさ。そのアリスって、軍隊とケンカできるくらい強いんだろ？　それじゃ敵とか作れないじゃん。物語にならなくない？」

　紫し貴きは苦笑いになった。

「軍隊どころか、星を敵にしても勝つくらいよ？　アリスって。敵をばったばったと薙なぎ払うから視聴者に喜ばれるのよ。でも物語中盤、コスモフィリアが三つ集まって、〔アリスの贋がん作さく〕……まぁ、アリスと同等の力を持つ機体も出てくるの。それが【グリムガント】……アニメ一期のラスボスが乗る機体よ」

「あー。じゃあ、その悪者やっつけて、めでたしめでたし、なんだ」

　葵あおいの発想力の乏しさに、紫貴は眉まゆをピクピクと動かす。

「お、概おおむね間違いでは無いけど……ドール・ワルツ・レクイエムって、重要なキャラほど良い奴なのよ。『好きな人のため』とか、『世界を平和にしたい』とか、『弱い人を助けたい』とか。誰かが、特別間違えている訳ではないの。敵のボスの【アスタニア】なんて、主人公よりも色んな人の事を考えて動いていたキャラクターだったし」

「ふーん……。ま、人間同士が争うんだからア○パンマンとバイキンマ○みたいに簡単にはいかないよね。でも、そんな強い奴やつばっかりだから、エイルンなんちゃらって嚙ませなんだ？」

　葵がそう言う。紫貴は目をひん剝むいて、声を裏返らせた。

「嚙かませにさせられたのよっ！　制作側の陰謀でっ！」

　葵がビクっと背筋を伸ばす。セレンも驚いて台所から顔を覗のぞかせた。

「あんな不遇演出、重ねに重ねてっ！　何なのよ！　二三話の戦闘シーン丸々カットのピロートーク演出はっ！　エルフィーナの変身する直前で場面カットするなんて悪意があるとしか思えないわよ！　なんて可哀かわいそうなの！　私のエイルンっ！　二期でアニメ監督水野が連投なのも私は許してないわよ！　アニメ制作会社デイブレイク！」

　紫貴の両りよう眼めは潤んでいた。いつやって来たのか、セレンが横からハンカチを差し出す。紫貴は「ありがと」と、ハンカチで鼻をかんだ。

「それにエイルンはエルフィーナに乗り換えてから、もう一人の主人公と言われる位に評価をひっくり返したんだから！」

　ソファーで正座姿になっていた葵が「ご、ごめん」と謝る。

　セレンもおろおろしていた。何を考えたのか、台所から揚げたての海え老びフライを菜さい箸ばしで持ってくる。セレンはそれを紫貴の口元にやった。

「ありがと。はふ！　おいひ！　確かに、もぐ、んぐ。はぁ……アリスやグリムには勝てなかったけど、エルフィーナも月のコスモフィリアを使って作った【ルイン・ウィール】搭載型のスペシャル・シュプリームドールなんだから。それに、あのチートというか、バグキャラのツルギが、命を捨てて──」

　説明の途中で紫貴は黙る。そんな紫貴を見てセレンと葵は顔を見合わせた。

　──どうして私は……これに気付かなかったんだろう。

　紫し貴きは真剣な顔で考え事を始める。

　劇中において、エイルン＝バザットとドクターツルギは両想いだった。

　しかし、素直になれないツルギと、奥手で鈍感なエイルンは付かず離れずを繰り返す。そして二人は互いに想おもいを伝えられず、永遠の別れを強いられる事になる。

　物語終盤、ツルギは愛する人と愛する娘・エルフィーナを最後の舞台に送るため、その短き生涯に終止符を打つ────

　それがエイルンの幼おさな馴な染じみ・ドクターツルギのキャラクター設定だった。

　紫貴は顔を曇らせる。

　──エイルンがいるって事は、ドクターツルギも実在の人物と考えるのが妥だ当とうよね。でも、もしそうだとしたら……

　セレンが首を傾かしげて「紫貴？」と声をかける。

「じゃあエイルンは……今もまだ彼女を」

　セレンに呼ばれた事に気付かず、紫貴はそう呟つぶやいていた。










　同時刻──居住区・某コンビニエンスストア。

　学校帰り、コンビニに寄った大和やまとは困った場面に直面する。小学生ぐらいの男の子が、風船ガムをズボンポケットに入れたのだ。大和やまとは素知らぬ顔でレジの方を見た。
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　中年の店長らしき人物も、その子供のことを注視していた。

　大和は舌打ちする。すぐその子の所まで行った。大和は彼が盗もうとした物と、同じ物をガバっと片手で鷲わし摑づかむ。屈かがんだ際に、その男の子を睨にらみつけた。

「バレてるぞ。ポケットの物出せ」

　大和に凄すごまれ、男の子は盗んだガムをポケットから出す。

　大和はそれを奪うように取ると会計に向かった────

　自販機横のベンチで、大和と男の子が座る。男の子は膝ひざに顔を埋うずめて泣いていた。

「泣くくらいなら初めからやるなよ」

　ガムを嚙かみながら大和が言う。すると男の子は泣きじゃくりながら言った。

「だっ、て、印ナシの人、皆、意地悪してくるし！　パパもママにも、意地悪して。パパ、お仕事もやめさせられちゃって！　こんな、ところに、お引っ越し、しなくちゃいけなくなって。お店の人、印ナシだったから、困らせて、やろうって」

　──こいつ……発症したばかりか。

　大和は男の子の右手の刻印を見る。

　ヘキサを親族に持ってしまった事で、生活が壊されてしまうケースは珍しくない。まるで、ヘキサが犯罪者であるかのように周囲は扱う。

　おそらく、この島に来るまで肩身の狭い思いをしてきたのだろう。大和はそう推察した。

「それでも、お前なんかは恵まれてる方なんだぞ……親が一緒にいてくれるだけな」

　この第弐富士には、定期的に若年層のヘキサが他の保管領から送られてくる。

　第弐富士の場合、家族が望めば一緒に住む事が可能だ。今までの生活をかなぐり捨ててでも、ヘキサとなった者と一緒に暮らす家族は多い。だが、その反対もある。

　家柄や世間体。築いた生活を守るため、家族ヘキサを捨てる親も中にはいる──

「お前は俺よか全然マシだ……それにこの島で働く印ナシは怖いババアによく調教されてるからな。本土の時みたいに苛いじめられないから安心していい」

　大和はそう言うも、男の子は泣きやまない。仕方ないと、ポケットから学生証を取り出した。カードタイプの物だ。大和が指で触れる。Ｂ５板サイズの光学画面が浮かんだ。

　大和は保存した画像データを再生──一機のロボットが宙に表示された。

「う、あ……かっこぃい！」

　男の子は、泣き止やんで画像に釘くぎづけになる。

　白銀に輝くボディ。外観は鎧よろい武者にも重騎士にも見える。右肩に、大きな巨大刀ダンビラを乗せた人型ロボットだ。大和は自慢げに言った。

「地球で最も強く、漢おとこらしい……最高にイカしたロボットだ」

　それは、かの大英雄が乗り続けた機体──ネイバー７番機【明みよう星じよう】の画像データだった。







　一九時半──第七地下シェルター。

　この場所は、夏なつ樹きの愛機【エルフィーナ・ルインレーゼ】の専用ハンガーだ。

　左の区画に置かれているのは、全長二〇メートル以上の追加装甲である。メタリックレッドの、Ａのような形をしている。他にも二基のブースター等が置かれていた。

　これらは【ファラリカ】のパーツ群だ。ファラリカとは、エルフィーナの別形態の名である。紅の巨大スーパーカー【ファラリカ・ドーター】に装着する事で、エルフィーナを敵地まで安全に輸送する、巨大戦闘機になる。

　シェルター中央には、エルフィーナが休むような格かつ好こうで座っている。

　全長一七・二メートルの淑しゆく女じよだ。真紅のドレスを身に纏まとっている。貴婦人帽子にフリルカチューシャ。ドレスの袖やスカートにもフリルをあしらい、薔ば薇ら飾りがスカートに付く。ロングヘアーを象かたどる衝撃排出路ブロンドテクトは気品さえ漂っている。

　そのミッドナイトブルーの瞳ひとみは現在、ぱっちりと開いている。

　エルフィーナのコックピットには制服姿の夏樹がいた。

　夏樹は難しい顔でモニター画像を注視する。

　──やはり、これは……

〔空間を内側からこじ開ける黒腕〕──以前、エルフィーナがガールズボディになった際、米国情報管理局【ＮＳＡ】の機密ファイルから盗んできた画像だった。

　ドール・ワルツ・レクイエムの主人公──ジン＝ナガトの専用機であるアヴァンアリスとエルフィーナは仲が悪い……というより、一方的にエルフィーナがライバル視している感じだ。それに起因しているのか、夏樹への報告も今日まで遅れてしまっていた。

　特段、それについて夏樹に思う所は無い。それよりも問題なのは、この画像の真偽だ。

「これがジンのアリスである可能性は？」

『若じやつ干かんのフォルムチェンジが認められますが、あのいけ好かない女は度々、姿を変えますので……事象要因だけを見れば、あの女に間違いないでしょう』

　夏樹の胸中に不安が芽吹く。夏樹こと、エイルンの世界もまた危機が迫っていた。

　夏樹がこの世界の救済に踏み出せたのはジンの存在が大きい。しかし、もしもジンまでこの世界に来てしまっていたとしたら……夏樹の顔に焦りが出る。

「とにかく連絡だ。アイツが着ていたら合流して──」

「僭せん越えつながら本機の判断で既に試行させていただきました。日を変え、総計四八一九回のコンタクトを試みましたが、アブソリューター・ジンはお出になられませんでした。また、あの女がこちらの通信を受信した形跡もございません」

　エルフィーナの回答に夏樹は表情を沈ませる。「そうか」と零こぼした。

「だが……うん。そうだな。アイツがこの世界に来た事に変わりないんだ。帰れる方法があると分かっただけでも大きな前進だ……ありがとうエルフィーナ」

　そう言うも夏樹の表情は優れない。落胆が見てとれた。

　すると正面モニターに【橙だいだいの着物を着たツインテールの女の子】が映る。

『捨てられた犬っコロみたいな顔して！　シャキッとなさい！　泣き虫エイルン！』

　夏なつ樹きは寝起きに水をぶっかけられたような顔になる。一拍置いてから「こいつめ」とモニターを小突いた。エルフィーナがどこか楽しそうに言う。

『映像記録以外は、全すべて私の演技となります。お母様のモノマネも、現在では再現度が九〇パーセントを超えたと自負しております』

　エルフィーナの声は、開発者であるツルギ自身のものが使われている。

　ツルギと死別してからは、エイルン夏樹が気落ちすると、エルフィーナはツルギのモノマネをして彼を元気づけようとするのだ。夏樹はシートに背を埋うずめた。

「……君は、ときどきお節介だ」

「私が世話を焼きたいと思うのは貴方あなた様だけです。私の旦那様マイ・ムツシユ」

　エルフィーナの励ましはちゃんと届いていた。エイルンは肺に大きく息を取り込む。

「そうだな。こんなんじゃツルギにドヤされる……今は俺おれの為なすべき事をしないとな」

　夏樹は身体からだを起こす。モニターに映っている映像ツルギに言った。

「君の娘は……今も素敵に成長し続けているよ」

　寂しさを混じらせた声で夏樹は言う。それから気合を込めるように息を吐いた。

「いよいよ明後日か……」







　二日後・一四時──氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくの高等科生徒は体育館に集められていた。

　総勢二四〇〇名である。昼夜関係なく就労する、整備部のような生徒たちも含めて全生徒が集合していた。今回は部活を休ませてまでの招集だ。

　壇上には生せい途と会かいから、美形のメガネ男子・田た中なか栄えい太た郎ろうと茜あかね──機兵部から葵あおい・大だい地ち・オルソン・山やま武たけ──整備部からは柔じゆう呉ごと日向ひなた──そして特別義務生徒のセレンと夏樹──

　一〇人は壇上の左右に分かれて座っている。

　演台の前に立つのは紫し貴きだ。生徒総会は滞りなく進んでいた。

「当塾は今年の春、一般人の転入生を迎えております。ヘキサしか入塾できないという校則に対し、例外措置をとってまでの転入でしたので、皆さんとは異なった就学形態をとっていました。ですが準備も整い、今年の夏から皆さんと一緒に机を並べる事になります」

　紫貴がそう言うと、夏樹がパイプ椅い子すから腰を上げる。

「戦闘科の皆さんはよくご存ぞん知じですね。セレンティーナ・エングヴィス特務と同じく、クイーン撃滅の任を負う、氷室義塾で二人目の特別義務生徒Ｓ・Ｄ・Ｓ。幾度となく命をかけて、この学園をマリスから救ってくれた氷室夏樹三年生です」

　言って紫貴は拍手をする。壇上の生徒も一緒に拍手をした。体育館に、拍手の波が波及する。夏樹は紫貴と入れ替わるように演台の前に立つと……その目を瞬まばたかせた。

「「「「「総隊長─────────っ！！！」」」」」

　機兵部全員が総立ちで応援を送る。怒声にも似た野太い声援だ。

　機兵部を真ま似ねるように、生せい途と会かい役員達や整備部からも歓声が上がった。

「エイルンせんぱ～いっ!!」

「いつも守ってくれてありがとうございま[image: ][image: ]っす!!」

「「「「「エイルン！　エイルン！　エイルン！　エイルン！　エイルン！」」」」」

　止やまないエイルンコール……夏なつ樹きはこの二カ月、死に物狂いで走ってきたのが報われるようだった。この世界に来たばかりの頃ころなら、想像もつかない光景だ。

　──……ありがたいな。

　夏樹は心中で、声援をくれる生徒に礼を言う。マイクに向かって話し始めた。

「今、ご紹介に与あずかりました氷ひ室むろ夏樹です。今年の春から皆さんと一緒に登校させてもらっている……のですが、不勉強なもので今も隔かく離りクラスで一人、補習授業を受けています」

　小さな笑いが其そ処こ彼かし処こで起こる。

「自分は皆さんでいうところの一般人、印ナシです。そんな自分でも、こうして受け入れてくれる皆さんにまずお礼が言いたい……本当に、ありがとう」

　夏樹は一歩下がる。生徒たちに頭を下げた。それから夏樹はまたマイクに向かう。

「実は、今日は皆さんに重大な話があって集まってもらいました」

　体育館内に若じやつ干かんのざわめきが起こる。

「この氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくの校則では、高等科に上がると適正ごとに【戦闘科】と【非戦闘科】に分けられるのは皆さんご存ぞん知じですね？　戦闘科から非戦闘科への転科は可能でしたが、その逆は出来なかった。そこからくる所得や待遇の格差に、多くの生徒が不満を抱いていることは、生途会も大きな懸念事案として捉とらえてきたそうです。そこで今回……この制度を撤廃する運びとなりました」

　体育館内に、大きなざわめきが湧いた。壇上にいる夏樹は、演台に身を乗り出した。

「ここから先は、敬語無しで失礼するよ……この氷室義塾が、日本の国土防衛を任せられて二年になる。まず皆に理解して欲しいのは、五〇年以上、米軍の庇ひ護ご下で国土を防衛していた日本は、何の実績も無い氷室義塾にその任を委い託たくした。氷室義塾は何が何でも、早期に結果を出さなくてはならなかったんだ。世界中に蔓まん延えんしたヘキサ排はい斥せきの動きが氷室義塾を潰つぶしてしまう前にね……。適正ごとに皆を振り分けたのもそのためなんだ」

　夏樹は、この二カ月を振り返る。

　仕方がない、仕様がない──状況が複雑に絡まり合い、多くの子供たちが苦しんでいた。




　死の恐怖と、別離の悲しみに喘あえぐ者がいた。途方もない重責に苦しむ者もいた。恐怖と痛苦に押し潰され、たくさんの命を背負わされた女の子がいた。

「それでも全すべてが上手く言ったわけじゃない……悲しい事件もあった。心に深い傷を負った者もいるだろう」

　言いながら夏樹は振り返る。壇上の仲間たちを見た。

「ここにいる彼らも、今はこうして顔を並べられているが、かつては対立し、傷つき、泣いて怒って、いろんな苦難を乗り越えてやっとここまで来れたんだ」

　夏なつ樹きは仕切り直すように「さて」と言う。

「少し前置きが長くなってしまったが、ここからが本題だ」

　夏樹は口元に、力強い笑みを貼はり付けた。

「戦闘科の全部活は、生せい途と会かい含め、多くの人員を大募集する！」

　今日、一番のざわめきが体育館に起こる。中でも非戦闘科生の驚きは大きかった。

「もし気持ちをくすぶらせている奴やつ、給料を上げたい奴、やりたい事がある奴がいるなら来てほしい！　そして間近で彼らの姿を見てほしいんだ。ヘキサであることに目をそらさず、へこたれることなく自分たちの未来を切り開こうとしている……本当にカッコいいぞ。マリスと戦う彼らは」

　マイクを手に取り、左手で壇上の仲間たちを指す。

　大だい地ちを筆頭に、何名かが背筋を伸ばした。傍聴する生徒たちに笑顔が広がっていく。

　困惑する者も多いが、多くの生徒が希望を抱いた様子だった。

　夏樹は確かな手ごたえを感じ取る。紫し貴きや茜あかねなど、生途会メンバーも夏樹と同じ感触を抱いていた。この生徒総会は大成功だと。でも……

　夏樹は次第に顔を曇らせていく。やはりこれは言っておくべきだと思った。

「上手い事だけ言って……事実を話さないのはフェアじゃないよな」

　マイクを通して夏樹がポツリと言った。

　壇上脇の茜は、とても嫌な予感がする。夏樹の性格から、何を言おうとしているかすぐに分かった。茜はパイプ椅い子すから立ち上がる。

「氷ひ室むろさん！　ソレは別に、言わなくて言い事だと思いますっ」

　周りに聞こえないよう、茜は配慮したつもりだ。でも夏樹は「すまん」と謝った。

「戦闘科に入れば、嫌でも痛感する事だと思う……だから現実も話しておこうと思う」

　夏樹の不穏な皮切り──傍聴する生徒たちの笑顔が固まっていく。

「これは非戦闘科の皆に言っておきたい事だ。壇上にいる彼ら……戦闘科生と君たちの間には歴然とした差がある。それは才能であったり、能力であったりと様々な形でだ」

　戦闘科と非戦闘科の選別基準は、才能開花の〔ランク指定〕に大きく依よる。

　身体変化分類フイジカル、能力変化分類ブレイン、複合変化分類ハイブリツトの三つに大別されるヘキサは、能力向上の振り幅や内容で、Ｓ～Ｅまでランク付けされる。

　無変化分類ノンギフトを除き、戦闘科への入課を許された者は最低でもＣランクより上の者だ。あとは、もともと戦闘方面に高い適正や、能力を有していた者たちである。

　ちなみにＣというランクは、能力変化分類ブレインならＩＱ一二〇以上。身体変化分類フイジカルなら、アスリート並の反射神経や身体能力を有する者となる。

「理不尽なまでに、実力の差を見せつけられると思う。きっと悔しい思いもするはずだ……数値化して出た事実データというのは、残ざん酷こくだが強い説得力を持っている」

　夏樹は喋しやべりながら分かる。希望を持った生徒たちが、意気消沈していくのが。

　人は不平等だ。生まれ落ちた時点で全部が違う。でも……だからこそ夏なつ樹きは言う。

「ここからは俺おれの意見というか、信条のようなものだが──」

　夏樹は目に強い光を宿す。そんな〔取るに足らない理由〕で諦あきらめて欲しくなかった。

「はっきり言う……そんなものは何の障害にもならない」

　傍聴する生徒の何人かが面を上げた。

「人は生まれながらにして不平等だ。生まれ。金の有る無し。容姿、頭脳、身体からだ、持病、地位や環境……挙げたらきりがないほどに全すべてが違う。でも、その一つ一つを『諦める理由』に繫つなげていたら、一歩も動けない」

　泥の中をもがき苦しんだからこそ、分かる真理もある。

　夏樹はどうにもならない苦しさを知っている。努力しても報われない空むなしさを知っている。負けて流す、涙の味を知っている……だから、届けと願って言うのだ。

「『やっても駄目だった』『時間の無駄だった』と、やってきた全部を否定するつまらない人間になるな。『やっても無駄なら、やらなければいい』なんて、口が裂けても言うな！」

　かませ犬──この世界に来て、【エイルン＝バザット】というキャラクターが、そう揶や揄ゆされていると夏樹は聞いた。正直、胸を抉えぐられた……でも否定できなかったのだ。

　戦友のジンに、強い劣等感を感じてしまう自分にはお似合いの言葉だとも思った。何度も負け、失敗をし、出来る事もやっても、やれる事をやっても報われず──

「こう見えて俺も、結構負けの味は知っている。そんな奴やつから皆にアドバイスがある」

　だから夏樹はエイルン＝バザットとして教える────必勝の極意を。

「限界を作るな、負けを認めるな……絶対に諦めるな！」

　夏樹は語気を荒くする。届いてと欲しいと、心から願って言葉を紡いだ。

「やらなければゼロだ！　でも挑戦すれば確率は一パーセントに上がるかもしれない！　勝算が一パーセントなら一〇〇回挑戦すれば一回は勝てるだろ！　〇・一パーセントなら一〇〇〇回挑戦しろ！」

　人は誰しも可能性を持っている。でも、展望を見いだせないから一歩が踏み出せない。

「能力が足りない？　そんなもの努力で補え！　才能がない？　そんなもの根性でねじ伏せろ！　勝ちを決めるのも負けを決めるのも！　最後は自分の心一つだ！」

　夏樹は自分の心臓を強く殴る。

「心で負けるな！　全部に負けるぞ！　心で勝て！　勝ち続けろ！」

《私、好きだよ。あんたの絶対に諦めないところ》

　不意に……夏樹の脳裏に、幼おさな馴な染じみの言葉が蘇よみがえった。

　夏樹は目を見開く。マイクを摑つかみ取り、思い切り右拳こぶしを振り上げていた。

「そうなった奴に──！」

　大だい地ちが握り拳を作る。オルソン・山やま武たけが嬉き笑しようした。田た中なかが強く眼鏡めがねを押し上げる。

　柔じゆう呉ごが「やれ！」と焚たき付け、日向ひなたは目を拡ひろげる。セレンはヌイグルミで顔を隠す。

　葵あおいは興奮し、茜あかねは立ち上がり、紫し貴きは「もう大好き」と呟つぶやいた。




「出来ない事など何もないっ！」────夏なつ樹きの拳こぶしが演台を殴り潰つぶす。




　夏樹は息を荒らげる。数秒経たって顔を上げる……皆、目をパチクリしているようだった。

　夏樹の頭がクールダウンする。すると途と轍てつもない居心地の悪さを感じた。でも──




　揺れる体育館──拍手と歓声の大渦うずが巻き起こる。




　男子も女子も、戦闘科も非戦闘科も関係ない。全校生徒がパイプ椅い子すを蹴け飛とばして拍手する。状況を把握していないのは夏樹一人だけだった。

　そんな彼の耳元で、紫し貴きが「大成功ね」と、囁ささやく。紫貴はするりと夏樹からマイクを奪い取る。締めの挨あい拶さつをした。

「氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくは次の段階に進みました。戦闘科に興味のある人は是非、その目で覗のぞきに来てください。これにて、臨時の生徒総会を終わりにいたします」




　拍手は鳴り止やまない。そんな生徒たちの中、大和やまとだけが表情を強こわ張ばらせていた。

　──氷室義塾が……次の段階に移った？

　この日、この時──七なな扇おうぎ大和は氷室夏樹の人物評価を大きく変えていた。






Ⅲ　招集と勇者









　生徒総会の晩──自室のＰＣ机の前に大和が座る。額に手を当て、考え事をしていた。その眼光は鋭い光を帯びる……大和は苛いら立だっていた。

《勝ちを決めるのも負けを決めるのも！　最後は自分の心一つだ！》

　昼間の夏樹の演説──あれが大和の神経を逆さか撫なでしていた。

「どうにもならないことが幅を利かせているから現実なんだろうが……」

　志や努力など、個人の力ではどうにもできない事は幾らでもある。

　自分たちヘキサなどは、その最たる例だ。

　ヘキサの刻印が発症すれば、指定保管領への出頭が命じられる。

　ここに個人の意思は介在しない。家柄や身分は剝はく奪だつされ、人以下の生き物として一生を終えることになる。昨日までの生活を失い、保管領の暮らしを強いられるのだ。

　本土の保管領など刑務所と変わらない。

　朝の点てん呼こ。決められた時間での食事。定められた時間の就労。幼年ヘキサの場合は最低限の勉学。そして定められた時間分の自由時間──それが死ぬまでだ。

　就労による僅わずかばかりの給金で、菓子などの嗜し好こう品ひんを買うくらいしか楽しみがない。

　家族と会うのだって容易ではない。月に何回、日に何分と面会時間が定められている。

　未来の見えない人生に絶望し、自ら命を絶つ者も少なくないという。

　大和やまとたちの住む、この第弐富士が特別なのだ。

　しかし、それでも日本はまだマシな方なのである。保管料の整備まで手の回らない国は、ヘキサを家畜同然に扱っている。軍事備品として、生きたヘキサをマリスの撒まき餌えに使う国だって存在するのだ。これに当てはまらないのは、ヘキサの排はい斥せきを唱えない穏健派の国だけである。しかし、それも数えるくらいしか存在しない。

　大和の眉み間けんに皺しわが走る。

　──軍事利用という点で考えれば、この氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくだって同じだ。

　第弐富士内における、ヘキサの諸もろ々もろの権利は【マリスとの闘争】が前提にある。

　──才能開花で戦闘に特化したヘキサを戦闘用に調練し、対マリス用の戦闘員にする。選別からあぶれた才能の無い者は、マリスを誘おびき寄よせる撒き餌として学園で飼っておく。自由だ、人権だなどと、小気味良い言葉をまぶして俺おれたちを欺いているに過ぎない。

　大和は、氷室義塾が掲げる【ヘキサの人権擁よう立りつ】を否定する。

　確かに第弐富士にいるヘキサは普通の人のように暮らせる。ヘキサの家族も住まう事が許されている。しかし、ヘキサが一生、籠かごの鳥であることに変わりはない。違いは保管領鳥籠の中が住み易やすいかどうかだけだ。大和はこれを自由とは認めない。

　──ヘキサの人権など、ただの欺瞞だ……しかし、それでもこんな学園を信じ、来もしない未来に目を輝かせ、自分たちの夢に殉じていった者もいたのだっ。

《ヤマえも～ん！　何とかしてぇ！》

《裏方は骨折り損……家を建てるなら誰かが土台にならないと、ね》

　初代部長・神かん無な木ぎ緑みどりと、亡き戦友・双そう条じよう水す久く那なが、大和の脳裏に蘇よみがえる。

「ヘキサが安心して暮らせる場所を作るといった神無木、あいつの夢を陰から支えるといった双条……無い餌をぶら下げて、走らせ続けたオチがマリスの餌だ」

　大和は唇くちびるを嚙かみ締める……その拳こぶしは固く握られていた。

「餌、餌、餌……ヘキサは結局、どこまでいっても餌でしかない。ヘキサ俺らを喰くい物にする奴やつらがいる限り、こんな事はいつまでも続く──」

　大和の目は、ドス黒い怨えん嗟さの光を宿していた。

「氷室義塾は……絶対にあってはならないんだよ」







　翌日八時──戦闘科校舎。

　制服姿の夏なつ樹きが廊下を歩いていた。その裾すそを摘んでセレンもついていく。数歩離れたところに大だい地ち・山やま武たけ・オルソンも随伴していた。また葵あおいの姿も見える。

「え、エイルン先輩!?　お！　おはようございます！」

「うそ！」「え？　どこどこどこ!?」「せ、先輩おはようございますっ！」

　夏樹を見かける度に、生徒たちが挨あい拶さつをする。皆、恐縮した様子だった。

「ああ、おはよう」

　夏なつ樹きはちゃんと一人一人に挨あい拶さつを返す。一緒にいる大だい地ちは、自分の事のようで気分が良い。片や、葵あおいはと言うと……どこか逡しゆん巡じゆんしている様子だった。

「隊長、ここまで来てアレだけど……私、あいつを迎え入れるのはどうかと思います」

　生徒総会も早々に、夏樹は次の案件に着手していた。

「明日の話し合いには是非、睦見アギトくんにも出てもらいたいんだ」

　睦むつ見みアギト──規格外十番テンナンバーの【悪魔の六デーモン・シツクス】と恐れられる男子生徒のことである。夏樹は歩きながら山やま武たけに聞いた。

「江え藤とう。彼の参入は機兵部のプラスになると思うか？」

「まぁそりゃ、戦力的な意味合いなら。部長がもう一人、やってくるようなもんなんで」

　大地がアピールするように割って入る。

「睦見さんっ、分類は無変化分類ノンギフトなんすけど！　操縦技術に関しては間違いなく一いちノの瀬せとタメ張ってると思いますっ！」

「ハぁ!?　私の方が上に決まってんだろ！　証拠にアイツ、鬼灯ほおずき乗れませんでしたーっ！」

「部長、言い方がそれ子供ね。でもアギト、戦うといつもぶっ殺しゲームよ」

　ムキになる葵と、感想を付け加えるオルソン。

　二人のコメントに「反対する理由はないな」と、夏樹は笑った。

「俺おれの方でも、彼の戦闘映像は見させてもらった。一ノ瀬とは全くタイプの違った天才だ。塾長が島外放ほう逐ちくにしなかった理由も頷うなずける」

　六人は昇降口の階段を上って行く。屋上のドアは鍵が壊されていた。

　夏樹はくすりと笑ってドアを押し開ける。

　屋上に出る六人──まだ朝なのに日差しは強かった。吹きっ晒さらしの足場は汚れで真っ黒だ。コンクリートの隙すき間まからは雑草が伸びている。

　夏樹の視界の端で何かが動く。夏樹は首を上げた。昇降口から人の足が垂れていた。

「睦見、アギトくんだね？」

　夏樹が足に向かって声をかける。すると寝そべっていた人物が身体からだを起こした。その人物は六人の前に跳び下りてくる。

　長髪の美少年──背は夏樹よりも高い。ワイシャツのボタンを外し、胸元をはだけさせている。形の整った口元は笑みを作っていた。

「知ってて聞くなよ。氷ひ室むろ夏樹くん」

　小馬鹿にしたような態度だ。でも夏樹はそんなこと気にも留めない。それよりもアギトの身体からだ付きに関心がいく。

　──すごいな。

　夏樹には一目で分かる──アギトの身体は恐ろしいまでに絞り込まれていた。

　一見、スラっとしているが、中身は凝縮した筋肉の塊である。また身体の軸がブレていない。武術に精通していることも夏樹には窺うかがえた。

「睦むつ見みさん、久しぶりっす」

　大だい地ちが恐縮して頭を下げる。オルソン・山やま武たけも遅れて会え釈しやくした。

　三人の様子を見て、夏なつ樹きは少し気を引き締めた。

「率直に言おう。機兵部に戻ってきてくれ、睦見。君の力が必要だ」

　アギトは顔色を変えない。自分の顎あごに右手を添えた。

「俺おれもあんたには興味があったんだ。その返事は、お喋しやべりの後でもいいか？」

「？　ああ、もちろんだ」

　アギトは背中をほぐすように胸を張る。そのまま昇降口の壁に背を預けた。

「あんたって何のために戦ってるんだ？」

　夏樹は一瞬、動揺する。少し間を空けてから応こたえた。

「……力が無くて泣く、理不尽に奪われて泣く、そんな人たちの涙を一粒でも多く止めるために俺は軍人になった」

　それを聞いた葵あおいは「隊長ぉ」と、手を胸の前で組んだ。アギトは「なるほど」と呟つぶやく。

「共感は出来ないが、面白いとは思う……でも、響かないな」

「じゃあ俺にも質問させてくれ、睦見。君が戦う理由はなんだ？」

　夏樹が聞く。返答はすぐアギトの口から出た。

「男が戦うなんて、惚ほれた女のため以外にあるのか？」

　夏樹が声を無くす。葵の顔が固まった。大地が顔を赤らめる。オルソン・山武が「何言ってんだこのイケメン？」みたいな顔になった。セレンは一瞬何かを考える。得とく心しんいったように「ふんふん」と頷うなずいた。

「それ以外の理由なんてのは、みんな後付けで、こじつけだ」

　夏樹は何度も瞬まばたきをする。夏樹の中のイメージとだいぶ違う……驚きを隠せなかった。

　夏樹はわざとらしく咳せき払ばらいをする。

「な、なるほど。確かに。素晴らしい理由だと思う、同じ男として羨うらやましい部分もある」

「だろう？　それでだ氷ひ室むろ。もしも暫しばらく見ない間に、惚れていた女が他の男になびいてるとしたら、アンタどう思う？　面白くないと思わないか？」

　そう言ってアギトは葵を見る。他の者の視線も葵に集まった。

「は、はぁああ!?」

　葵が顔を真っ赤にする。夏樹は神妙な顔になった。

　──惚れた女？

　夏樹の疑惑の眼まな差ざしが、真っ赤な葵を捉とらえる。その視線をそのまま横の大地に向けた。

　やがて夏樹はハッとなる。合点がいき、葵の耳元に口を近付けた。

　葵は頰ほおを紅潮させて「え？　え？」と、少女の狼ろう狽ばいを見せる。

「すまん一いちノの瀬せ。俺はこっち方面はどうも疎いらしくて……もしかして君と亜あ賀が沼ぬまは、そ、その……良い仲なのか？」

　夏樹が小さな声で聞く。途端に葵の眉まゆがつりあがった。

　葵あおいのバキバキに割れた腹筋がねじられる。上体の捻ひねりにあわせた鉄てつ拳けんが振り抜かれた。

「ごっふ！」────夏なつ樹きの身体からだがくの字に曲がる。

　夏樹は腹を押さえて悶もん絶ぜつした。

「い、一いちノの瀬せ……何を」

　葵は腕を組んで「ふん！」と、そっぽ向く。

「そうたいちょー」「いつか刺されますよ？」「コレ、女の拳こぶしじゃねぇよ」

　オルソン・山やま武たけ・大だい地ちの順で声がかけられる。

「睦むつ見み！　ふざけてないでちゃんと応こたえな！　私、アンタのそういう所が嫌いなんだよ！」

　葵ががなり立てる。アギトは肩をすくめた。

「一応、俺おれの方が先輩なんだけどな……それに少しくらい勘違いしてくれてもいいだろ。つまらない女だ。まぁ、胸がデカイ女はタイプじゃないから惚ほれられても困る訳だが」

「……ホンット、イラつく」

　葵の目が据すわる。アギトがその顔を見て笑みを深くした。夏樹が間に入る。

「一ノ瀬！　それに睦見も！　俺たちはケンカをしに来たんじゃない。睦見。もし、この場で決めかねるなら、明日、一六時から第一会議室で話し合いがある。君にもそれに出てもらいたいんだ。それを聞いてから考えてもらうと言うのはダメか？」

　聞かれてアギトは視線を移す……葵、それから大地たちへ。視線を戻して夏樹に言った。

「俺は同僚を四人殺してる。一人は遺体が見つからず、行方不明ＭＩＡ扱いだがな。そんな危険人物を仲間に迎え入れようなんて、おめでたい奴やつの下に就つく気はない」

　アギトの顔色は変わらない。でも完全に空気が変化していた。危険地帯に足を踏み入れたような緊張が全員に走る。

　夏樹は一度、息を吐く。それから部下たちの方を向いた。

「これから話すのは、あくまでココだけの話だ。一切の他言は禁止とする」

　そう釘くぎを刺し、夏樹はアギトに向き直った。

「九重ここのえに手伝ってもらい、俺は君に関する事件時のレポートや、当時の記録を片っ端から追わせてもらった……そしてある可能性に辿たどりついたんだ」

　アギトは壁から背を離す。

「あの事故……デストブルムの暴走は第三者の悪意によって、意図的に引き起こされた可能性がある」

　夏樹の切り出しに、セレンが勢いよく面を上げた。

　葵が「どういう事？」と夏樹に聞く。

「あの事故の主原因はＤＢシステムに敵味方の識別機能がついていなかったからではない。それに加えて、デストブルムの〔痛覚リンク〕を生せい途と会かい側が認知していなかった事にある……九重や陽ひ葉ようが知っていれば、あんな事故は絶対に起こらなかったはずなんだ」

　大地たちが怪け訝げんそうに顔を見合わせる。

　セレンも息を吞のんだ。夏樹の話を静聴する。

「この学園に来たばかりの頃ころ、俺おれは氷室義塾ここが日本の最重要拠点だと聞いて耳を疑った。勝敗を左右するセレンを使い潰つぶすような扱いがまかり通り、精神の未熟な子供が職業軍人を押し退のけて戦場を闊かつ歩ぽする……陥かん落らくしなかった事が逆に不思議なくらいだった」

　大だい地ちが「すんません」と、肩を落とす。

「でも、この惨状には裏があった……全すべてはデストブルムの暴走事故、あれが起点になっている。調べてみたら、未知な部分の多いデストブルムに、ただの子供でしかなかったセレンを、ぶっつけ本番で戦場に送り出したというじゃないか……。実戦配備までの段取りがまるでメチャククチャだ」

　夏なつ樹きは僅わずかな苛いら立だちを面に出した。

「極めつけは前回の遠征話とロイヤルガードさ。ヘキサを狙う謎なぞの部隊の襲撃に続き、救援にきたロイヤルガードの手落ちのせいで、デストブルムの接収に、学園の存続まで危ぶまれた……何者かが氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくに悪意を持って介入しようとしているのは間違いないだろう。だからデストブルムの暴走事故も、第三者によって引き起こされたと俺は考えた」

　夏樹は自分でも情報を整理するように、一つ一つ説明する。

「デストブルムの初陣となったあの日、デストブルムの自律戦闘モードは最初から発動していたわけではなかった。しかし、一七五六。デストブルムがルーク二匹・ポーン七匹に同時に嚙かまれる事でＤＢシステムは発動する」

　セレンはその時の状況、その時の痛みを想起していた。

　大雨が降っていたあの日──マリスに囲まれ、どうすればいいか分からないうちに体中に激痛が走ったのだ。

　セレンの身体からだに震えが来る。夏樹はそんなセレンの手を握った。

「第三者の目的が、実態の知らされていなかった【ＤＢシステムの発動】に定められていたとする……そこへ誘導するために状況を整理する必要があった。なにせデストブルムには二個中隊規模の護衛がついていたからね……でもそれは、ヘキサの被ひ虐ぎやく体質を用いれば充分に崩す事ができただろう」

「……まさか」

　葵あおいや大地たちの中で、一人の少年が思い起こされる。

「大隊全体のカバーをする援護機動中隊【二番隊】……つまり双そう条じよう水す久く那な君の隊ならば疑われること無く、ある程度は自由に戦場を立ち回る事が出来たはずだ。現にその日、彼直属の三小隊は頻ひん繁ぱんに、戦線ギリギリで上下動を繰り返していたんだ……まるでマリスとの乱戦に味方全体を引きずり込むかのようにね」

　大地たちに強い悪寒が走る。まるで巨大な掌てのひらの上で、踊らされているような錯覚を覚えた。そしてそれは葵も感じていた。

「現場映像は残っておらず、君が殺したという三人も、自首という形で事後、学園側が君自身から知らされたものだ。しかし、目撃者の中には〔双条くんとその三人が激しく交戦する姿を見た〕と言う者が何人もいたんだ……これは神かん無な木ぎ部長が死ぬ間際の話だ」

　アギトは一瞬だけ、その目を細くした。

　話す夏なつ樹きは、その僅わずかな反応に気付く。

「……双そう条じよう君は部員からの信頼も厚かったと聞く。不可解な点は多い……しかし彼と、君が殺したという三名は、経歴に虚偽が記されていたんだ。生まれも家族構成もすべて出で鱈たら目めで、彼らの出自は氷ひ室むろ財ざい閥ばつが調査しても足取りが摑つかめなかった。これらの背景と、君の自首に対する裏付けが取れなかった点が、君の処分が軽微になった理由さ」

　夏樹はアギトを見み据すえる。アギトはその視線から目を逸そらさなかった。

「よって俺おれはこう考えた……悪意ある第三者の野望に気付いた誰かは、味方への被害拡大を止めるべく、単身で『スパイの処断』に踏み出したんじゃないかって」

　アギトはくすりと笑う……話は終わりだとでも言うように右手をひらひら振った。

「見かけに寄らず、妄想が豊かだ。推理小説でも書いて投稿してみるといい」

　行こうとしたアギトの前にセレンが来る。セレンはいそいそとポケットから飴あめ玉だまを出す。

　包み紙を外して、飴玉をアギトの口へ。アギトはパクとセレンの飴を食べた。

「もぐ、これは何の遊びだ？　セレンティーナ」

「おいし？」

「？　悔しいがミルク味は一番好きな味だな」

　セレンは怯おびえた様子を見せない。それと言うのも、ちょくちょくアギトはセレンにちょっかいを出してくる間柄だからだ。セレンは言った。

「じゃあ明日来る。飴の恩返し……アギトもできる。鶴に負けちゃダメ」

　アギトはポカンとなる……やがて「ぷっ」と笑いを堪こらえた。セレンの頭に手を乗せる。

「置き物と思いきや、とんだネゴシエーターさまだ」

　アギトは込み上げる笑いが止まらない。夏樹に向けて右手を上げる。

「飴一個が高くついた」

　そう言って、アギトは屋上を去った。







　その晩──自室のベッドで大和やまとは寝転ぶ。蛍光灯の光をぼんやりと眺めていた。

　屋上での夏樹たちの話を、大和は盗聴器を介して聞いてしまう。

　見えざる第三者──デストブルムの暴走──二番隊の不可解な行動──

　それらの可能性については以前に大和も考えた。しかし、『自身の被害妄想』『みんな大好き陰謀論』『もう終わってしまった事』と、真相に近付くのを止めた。

　否いや……躊躇った、というのが正解かもしれない。死んだ仲間を疑いたくはなかった。

　──神かん無な木ぎ緑みどりは……絶対に死んでいい女ではなかった。

　あの日、三番隊隊長の大和も戦場にいた。皆を生かすため、緑は単独で陽よう動どうを開始する。

　しかし大和はそれを止めず、残存部隊の撤退に取りかかった。

〔神無木緑の仲間たち〕──彼らを信じたからこそ、その選択を取れたと言えた。

　紫し貴きや茜あかね。まだ生き残っていた葵あおい、月げつ下か、日向ひなた……あの規格外の天才たちなら不可能も可能にしてくれると信じて。しかし──





　　　　＊＊＊＊＊






　集音スピーカーから、あらゆる音がごちゃ混ぜになって入ってくる。

　爆発音と砲声──マリス共の雄お叫たけび──仲間たちの泣き叫ぶ声──

　防護服姿の大和やまとは前後を失っていた。コックピットモニターの映像に釘くぎ付けになる。

『八や雲くも隊長！　返事してください！　八雲隊長ぉ！』

　上半身が大きく凹くぼんだ巌がん流りゆう・改が横たわる──それは日向の機体だった。

『月下さん！　月下さん！　くっそぉおおおぉおぉ！』

　大だい地ちの疾しつ風ぷうが走る。手には半壊したコックピットブロックを抱えていた──それは月下の疾風の物だった。

『どけえぇえええええええ！　緑みどりねぇ！　緑ねぇ──っ！』

　返り血で真っ黒になった鬼灯ほおずきが滑走する。二刀でマリス共を薙なぎ払って、緑の下へ向かう──葵の叫び声が止やむことは無かった。

　日向の銃も、月下の足も、葵の牙も……神かん無な木ぎ緑に届いてはくれなかった。

「おい……やめろ」

　緑の疾風が仰あお向むけに倒れる。緑機は片足を失い、首も飛ばされていた。

「やめろと言ってるんだっ」

　そして、戦せん騎き装そうよりも大きな獣人ルークが、飛び掛かり──




「っ!?!?」────緑の疾風は潰つぶされる。




　他にも次々とマリスが押し寄せた。潰された緑の肉に肖あやかろうとして。

　中の一匹についた赤い血……その光景が、七なな扇おうぎ大和を突き動かした。

『全軍撤退！　ポイントＡ６まで後退しろ！』

　大和の疾風が、右肩から大型突とつ斬ざん刀とう【カネサダ】を抜いた。

『七先輩!?』

『口答えは許さん！　フォーメーション・ストライカー！　直近の三機と臨時編隊！　双そう条じよう中隊の隊員をなるべくリーダーに置け！　援護に向かおうとする奴やつは俺おれがこの場で撃ち殺す！　生きたければ俺に続け！　道は作る！』

　この日、七扇大和の指揮する残存部隊──計三五機──は、無事に戦線を離脱。

　一人も欠けることなく全員が生還。

　そして、次の日……大和は機兵部を辞めた──





　　　　＊＊＊＊＊






「神かん無な木ぎ……」

　神無木緑みどりは魅力的な女性だった。亜あ麻ま色いろの長い髪。気を緩ませてしまう独特の雰囲気。

　何よりもあの笑顔が大和やまとは苦手だった。




《困ったよ～ヤマえも～ん》

《ヤマえもんって誰ですか。そんな名前の人は知りません。というか、元ネタ知ってるとか、あれ何十年前だよ？》

《え？　なんでも願いを叶かなえてくれる青い狸たぬきロボットでしょ？　私も欲しいなー、飛鳥あすかちゃん作ってくれないかなー》




　大和はその顔を憮ぶ然ぜんとさせる。

「あのアホを戦せん騎き装そうに乗せるメリットなんて……毛ほども無かったはずだ」

　緑は無変化分類ノンギフトだった……他人より秀でていたのは人望だけである。

　頭の回転は普通。指揮能力テストもＤ判定。戦騎装の操縦技術も万年最下位を突っ走っていた。そんな劣等生の緑が機兵部に配属された理由、それは──

「氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくはあいつを……モルモットにしやがった」

　機兵部の運用には〔ヘキサの研究〕も絡んでいる。その情報の開示・提供は、義塾側と日本政府の間で明文化され、締結されたものだ。

　無変化分類ノンギフトについては解明されてない部分が多い。その研究の一環で適正皆無にもかかわらず、緑は機兵部へと配属された……彼女の死はヘキサ研究がもたらした、必然だったと大和は結論付けている。大和の口元が強く歪ゆがんだ。

「おかげでもう……あの日々は二度と戻ってこない」




《大和くん、お似合いだね！　似合ってるよ警備服。ヒューヒュー！》

《そうかぁ？　警備のバイト小僧にしか見えないんだが……って！　神無木さん。なんでしょうか。その格かつ好こう？》

《ふふん。可愛かわいい？　ムラムラしちゃった？　いやーん。襲われちゃうー！》

《襲いませんー！『緑色のビキニとか安直すぎだろ』とか思っただけですぅー！　零こぼれそうなオッパイとか、『あ、乳首浮かないの？』とか、別に思ってませんーっ！》

《うわー……ヤマえもん、思ってることダダ漏れ。さすがの私も引いちゃう》

《って言う冗談でしたよごめんなさいね！　で……まぁ、あれだ。なんで俺おれが警備員なんだよ。確かに展覧会ってアイデアソースは俺だったが、人選とかあるだろもっと》

《え？　だってヤマえもん、強いでしょ？　ほら、前非戦闘科の怖い子たちにトイレで襲われそうになった時、一瞬で助けてくれたじゃない。超びっくりしたんだから》

《……ビビって振った一発が、運よく当たっただけだ。もしもあの時、あの場所にいけるなら、俺おれはあんな危ない真ま似ねをした自分を説教をしたい》

《ひどーい！　それでもし、私に赤ちゃん出来ちゃったら大和やまとくん、責任とってくれた？　自分の子供じゃなくても、私と望まれなかった子供にまで、愛を注いでくれた？》

《そういう生々しい表現はやめてくださいお願いしますごめんなさい》




　大和は勢いよくベッドから起き上がる。その唇くちびるを嚙かみ締めた。

　一年近く経たっても、彼女と過ごした記憶は抜け落ちない。思い返す度に憎悪のガソリンが注がれていく。

　──氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくは……在ってはならない。

　大和は憎む。欺ぎ瞞まんにみちた、この学園。ヘキサを食い物にする氷室義塾を。

　ここは対マリス用の尖せん兵ぺいを生み出すプラットホームだ。

　夢・自由・人権・未来──そんな絵に描いた餅で騙だまし、死ぬまで子供たちをマリスと戦わせる。人間が自分たちを上位存在だと思う以上、人とヘキサは決して相あい容いれない。

　神かん無な木ぎ緑みどりの死が、その真実を自分に教えてくれた。

　故に大和は復ふく讐しゆうの誓いを立てた……緑が死んだあの日に。




「氷室義塾は、必ず俺が潰つぶす」────七なな扇おうぎ大和は復ふく讐しゆう者しやになったのだ。




　着信音が鳴る。あまりにタイミングが良かったので、大和は気分を壊された。

　頭をぼりぼり搔かいて電話を取る。知らない番号からの着信だった。

「はい、もしもし」

『あ、これは、七扇大和くんの携帯電話であってるかな？』

　それは、現在、最も注意をしている人物からの電話だった。







　翌日──一五時五五分。場所は第一会議室となる。

　大和は舌を巻く。その顔触れは〔錚そう々そうたる〕という言葉しか思い付かない。少年少女たちが縦長の会議円卓に座る。戦闘科では、知らぬ者がいない実力者たちだった。

　──よくもまぁ、これだけ集めたもんだ。

　現機兵部の中核を担う、新生五番隊──大だい地ち・オルソン・山やま武たけのスター小隊。

　古参メンバーとして、今も生せい途と会かいを支え続ける敏腕オペレーター──田た中なか栄えい太た郎ろう。

　機体整備から、違法改造まで何でもござれのスーパーメカニック──橘たちばな柔じゆう呉ご。

　そして、規格外十番【テンナンバー】の二つ名を冠する天才たちだ。

　一人軍隊──炎の一フレイム・ワン・一いちノの瀬せ葵あおい。

　戦略兵器レベルの戦術指揮官──氷の九アイス・ナイン・九重ここのえ紫し貴き。

　ＩＱ一九〇の作戦立案家──妖精の三フエアリー・スリー・陽ひ葉よう茜あかね。

　百発百中のガンナー──閃光の八ライトニング・エイト・八や雲くも日向ひなた。

　絶対領域アンタツチヤブル──悪魔の六デーモン・シツクス・睦むつ見みアギト。

　そして、もう一人。

　──あいつはこういうの、絶対にこないと思ったんだがな。

　大和やまとは視線を円卓の端に向けた。

　腕を組んで静かに目を閉じる美女──黒のタンクトップに作業ズボン。左目を前髪で隠す。手袋を嵌はめた左手は、鋼鉄の義手となっている。

　最速のランナー──神馬の五スレイプニル・フアイブ・伍いつ橋はし月げつ下かだ。

　新旧のオールスター勢ぞろいといったところだろう。

　その中に、ちゃっかりと呼ばれている自分……大和は内心で、鼻高々だった。

　──そして、この俺おれ。テンナンバー中、空席の七番に最も近いと言われた男。かつての機兵部の献身すぎる踏み台、もとい土台となった……困った時のヤマえもんこと──

　大和は隣の山やま武たけに腕を突つかれる。大和はドキッとなる。首を横に向けた。

「あのぉ[image: ][image: ]、これって大事な会議なんでぇ、部外者は出てってもらえます？」

　──おぃいいいいいいいいいぃいいぃっ!?!?!?

　大和は心中で絶叫した。その目をまん丸に拡ひろげる。

　──思い出せ！　お前ら三人がバカみたいに突出した時、何ど処こからともなくコンテナ飛ばしてくれた謎なぞのヒーローがいただろう？　あとほら！　奇跡の撤退戦の臨時指揮官！　あそこで頑張ってたのも俺だ！　というか、毎月、領収書の整理も俺がやってたんだよ？　影薄かったかもしれないけど、機兵部の公式庶しよ務むさんって俺！　あと俺も一応、隊長さん！

　場が一気にざわつく。口々に言いだされたのは『この人誰？』的なコメントばかりだった。大和は自分の影の薄さを再確認する想おもいだった。

「も[image: ][image: ]。亜あ賀が沼ぬま先輩、部外者つれてこないでくださいよぉ」

　──おい、ＩＱ一九〇の設定どうした天才少女。

「いや茜お嬢、俺じゃねぇんだけど……てっきり生せい途と会かいの関係者かなって」

　──『昇格試験……受かるといいな』って思った時の俺の気持ち返せよ。

「よっし自己紹介。私、一いちノの瀬せ葵あおいね。で、アンタだれ？」

　──あれぇ～おかしいな。神かん無な木ぎ関係で、君とは一番ニアミスしてるはずなんだけど。そういえば君、神無木のことしか見てなかったもんね！　けっ！

「すまん！　資料の作成に手間取って──」

　前方の引き戸から夏なつ樹きが入ってくる。隣にはセレンもいた。

　人数を確認するように夏樹が目を配る。そんな夏樹の視線と大和の視線がぶつかった。

「昨日は突然すまなかった！　来てくれて助かるよ。七なな扇おうぎ大和くん」

　大和の胸中に光が広がった。






Ⅳ　勇者の新世界









　生せい途と会かい室しつにきた夏なつ樹きは、呼び出した面々が概おおむね揃そろっている事を確認する。

　縦長の会議円卓──配置は夏樹をトップに、右側が男衆＋セレン。左側が女衆だ。

　光学書面データが、各人の前に浮かんでいる。

「あの、総隊長。俺おれらこの会にきて良かったんすかね？」

「江え藤とうもオルソンも上等部員に昇格したんだ。これからは指導する立場になるんだから、今日は堂々と意見をいってくれ」

　手を上げた山やま武たけに、上着を脱ぎながら夏樹が言う。セレンが甲か斐い甲が斐いしく夏樹の上着を受け取る。壁際にあるハンガーラックに夏樹の上着を吊つるした。

「さて。あと一人来る事になってるんだが……」

　夏樹がそう言うと前のドアが開かれる。

「こん！　にちっ！　わぁああああああああ！」

　ポヨンとバストを弾ませて入ってきたのは眼鏡めがねの少女だった。

　ショートの髪に白のノースリーブシャツ。作業ズボン。腰から伸ばすのはマニピュレーター形状の作業補助ロボットである。

　伏ふし見み飛鳥あすか──テンナンバーの最後の一人、兵器の四アームズ・フオーと呼ばれる少女だった。

「ありがとう。来てくれ──」

「うぉおおおおおおおおお！　何これ超かわいいいいいぃ！」

　飛鳥は夏樹を無視して、セレンのヌイグルミを取り上げる。

「ねぇ！　これドリルつけていーいぃい!!　角付きアザラシにしよーよぉお！」

「ダメ！　ダメぇ！」

　セレンが飛鳥からヌイグルミを取り戻そうとしがみつく。そんな中、葵あおいが立ち上がった。

　無言で飛鳥の下に行き……「ふん！」と、頭突きした。

「座れ」

「お、オーケー葵ちん。だから暴力は止やめて」

　目を潤ませて飛鳥はセレンの隣に座る。葵も席に戻ると、夏樹は話を始めた。

「改めて自己紹介を……初めまして。俺は氷ひ室むろ夏樹。現在は機兵部の臨時教導役を務めている。また戦闘中は、前戦指揮官を任せてもらっている身だ」

　夏樹は円卓に両手を付ける。体重を預けた。

「結論から言う。睦むつ見みアギトくん、伍いつ橋はし月げつ下かさん、八や雲くも日向ひなたさん、そして七なな扇おうぎ大和やまとくんには前線に返り咲いてもらいたい」

　名前を呼ばれた者たちの心臓が跳ねる。夏樹は続けて飛鳥を見た。

「そして伏見飛鳥さんには兵器開発の面で専門的なバックアップに回ってもらいたい」

　飛鳥はいつ取り出したのか、携帯ゲーム機をピコピコさせていた。軽い調子で「いーよー」と言う。すると月げつ下かが「いいか」と、右手を上げた。

「そこのやる気のない二人はまぁ分かる。が、私やそこのポンコツが呼ばれた理由は何だ？」

　月下が言ったのはアギトと大和やまとの事だ。そして顎あごをしゃくって指したのは車くるま椅い子すに座る日向ひなたである。

　日向は煩わしそうに月下を一いち瞥べつする。でも同じような疑問を持っていたようだった。日向も、疑問の視線を夏なつ樹きに投げかける。月下が続けた。

「見ての通り、やれることそんな無いぞ。神輿みこしに担いで歌でも歌わせるのかい？　でも、フリフリの衣装着てマイク持つとか面白そうだな。私はこう見えて歌がうまい」

　月下は話す内にノリ気になる。大だい地ちは、頭の中でその姿を想像した。テーブル下でグッと拳こぶしを握る。すると日向がせせら笑った。

「ランジェリーパブのお立ち台とかだったら映えそうですよね。月下さん」

　鋭い視線で田た中なかと山やま武たけが月下の爆乳を盗み見る。二人は前まえ屈かがみになった。

「ひがむな、老け顔。小こ皺じわ増えたなブス」

　月下の容赦ない悪口に日向の両目が細くなる。一気に場の空気が悪くなった。

　夏樹が慌てて間に入る。

「う、歌ってもらうのもいいな！　うん！　部隊の士気高揚も重要な任務だ！」

「お、話わかるな。アンタ」

　月下が機嫌を良くする。すると紫し貴きがわざとらしく咳せき払ばらいした。

「こほん。氷ひ室むろくんが望むのなら、ボイストレーニングを経たのち、歌って踊れる生せい途と会かい長ちよう路線を目指してもいいのよ」

「紫貴さん何言ってるんですか？」

　隣に座る茜あかねがげんなりする。夏樹は「伏ふし見み」と、飛鳥あすかにバトンを渡した。

「ん？　僕ぼくの番？」

「説明を頼む。皆、渡したデータの五ページを開いてくれ」

　各々が光学書面データを進ませる。すると二体のロボットのファイルが浮かび上がった。

「やっぱり、これ……」

　呟つぶやいたのは柔じゆう呉ごだ。そのロボットは先月、搬入されたばかりの新型戦せん騎き装そうだった。

　飛鳥が円卓に乗る。円卓をステージにして指を鳴らした。

「デザイン＆プロデュース・バイ僕！　プロダクト・バイ・氷室財ざい閥ばつのニューマシン！　そのヘビー級砲戦ボーイがグラン二号【フレイムパンチャー】！　ガチムチ、見た目モンスターがグラン三号【ファイヤーキッカー】だぁあああああああ!!」

　宙空に立体画像の拡大版が現れる。セレンが「おぉ」と魂たま消げた。

　グラン二号は鈍重な人型のフォルムをしている。肩や胸、特に大だい腿たい部ぶが肥大していた。装甲は分厚い。砲撃戦を得意とする自衛隊の巌がん流りゆうよりもどっしりしたイメージだ。

　グラン三号は、二号の更に二回りは大きい。ゴリラのような巨腕をしている。ごつごつした装甲に覆われていた。見るからに堅そうな機体だ。後ろから見ればアルマジロ。前から見たらゴリラといった感じだ。人と言うよりは獣に酷こく似じしたデザインと言える。

「二号には独自に開発した【サスペンションウェーブ】と【イメージモーションサポート】を搭載！　まぁ勝手に反動制御してくれて、機動も脳波検出で簡略化できてるってこと！　三号には【ナーヴリンクソフト】っていうの、作って搭載させたから、肘ひじまで腕が残ってれば、手があるのと同じような感覚を再現！　でもこいつに重要なのはペダル捌さばきなので手なんてのはオマケだぜオマケ！」

　飛鳥あすかは月げつ下かと日向ひなたに両手を差し出す。

「月下ちんと日向ちんの専用機だよん！」

　全員の視線が二人に行く。

　日向の表情は暗かった。月下に関しては、あからさまに気を悪くしたようだった。

「傷病人用にマシン作るとかアホか？　パイロットに合わせてマシンのスペック落とすなんて本末転倒だろ」

　声には出さないが日向も同意見だった。でも飛鳥は「にひ！」と白い歯を見せる。円卓の上で胡坐あぐらをかいた。飛鳥は頭上を指差す。これは宙空の立体映像を指差したのだ。

「グラン三号は鬼灯よりも速いよ……月下ちん」

　葵あおいと柔じゆう呉ごが顔を強こわ張ばらせる。月下も同じだ……喉のどを鳴らして唾つばを吞のみ込んだ。

「そしてグラン二号には、最大二二キロ射程のスペシャルライフルを持たせるつもり」

　日向も絶句した。飛鳥は身体からだを揺らしながら説明を続ける。

「グラン三号に求められるのは怪物的な動体視力と運動神経。グラン二号に求められるのは超高精度な射撃テクニック。極端な話、これだけあればよくて、これが無いパイロットはみ[image: ][image: ]んなボツ！　不適格ぅ！」

　飛鳥は「ブーっ！」と手で×を作る。それから不服そうな顔になった。

「だいたい、おかしな話だよねぇ。搭乗者ドライバに合わせてるせいで機体が、より高みにいけない。何で乗る人を優先させるんだろう。ほんっと、どいつもこいつも馬鹿ばっか。無能なドライバに合わせて、やれ慣かん熟じゆく性せい、やれ機能限界なんて言いあってるんだから……おかげでどこ見たって、失敗作がスクラム組んでドヤ顔してる。乗る人に無能しかいないせいでこっちは大迷惑だっちゅうの」

　それは開発者である飛鳥が抱く不満──搭乗者と戦術兵器、両者にある現実問題に他ならなかった。搭乗者が優れていれば、より強い機体を作り出せる。しかし、人に扱えない兵器は無用の長物に成り下がる。

　飛鳥は大多数のパイロットの〔上限値の低さ〕に腹を立てているのだ。

「技術畑の視点から見てどうっすか、今のご意見？」

　面白くなさそうな顔で大だい地ちが聞く。柔呉は顎あごを擦る。

「俺おれとは真逆の兵器観かな。あいつとは美う味まい酒が飲めそうにねーな」

　日向が「部長は未成年ですよ」と注意する。

「その点、葵あおいちんの鬼灯ほおずきはグッドだよね。アギたんの【雷らい公こう】は……まぁ及第点？　そしてヒムロンのエルフィーナちゃん！　あれはエクセレント！　マジ、パねぇ！」

　飛鳥あすかが首を真後ろに向ける。突然の事に夏なつ樹きはビックリした。すぐ飛鳥に笑い返すが……夏樹は笑みを凍りつかせる。

　飛鳥の目は据すわっていた。それも、憎悪とでも呼べるような暗い光を湛たたえて……冷え冷えとした声がその口から出た──

「どうやってあんなモン作り出したのか、疑問しかないけどね」

　夏樹は口を強く噤つぐむ……自分の秘密が露見するのを恐れたかのように。







　同時刻──日本国内・某所。

　暗い螺ら旋せん階段を三人が下りていく。黒スーツの護衛二人と雷らい鳥ちようだった。雷鳥の手には高級そうなワインボトルが握られている。

　雷鳥は昨日から氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくを空けていた。現在、夏樹たちが行っている計画については、全すべて了承している。雷鳥は木製の門扉の前に立った。

　黒スーツの部下が重い扉を開ける。牢ろう獄ごくのような尋問部屋が広がった。

　窓がなく、光が差さない。オレンジ色の古びた照明が一つだけである。

　室内は強烈なアンモニア臭が充満していた。雷鳥は怯ひるむことなく中に入る。木製の小机の上にワインボトルを置いた。

「トイレくらい行かせて下さいって、お願いも出来なかったのかい。偉くなるって言うのも人それぞれだねぇ」

　手を後ろに回され、座らせられている男が一人──

　髭ひげを蓄えた初老の男性だ。顔や目は赤く腫はれあがっている。ワイシャツや緑色のスラックスは汚れ、所々に血が跳ねていた。股間の部分は濡ぬれた跡がある。

　男は雷鳥を見るや、その面相を怒りに染め上げた。

「初めまして。元・陸上自衛隊陸将、現・防衛省防衛副大臣、竹たけ中なか傑すぐるどの」

　男の前に椅い子すが置かれる。雷鳥は椅子に腰を下ろした。スーツポケットから煙草たばこを取り出す。一本を歯で抜き取り、ジッポライターで火をつけた。

「まずは話を聞かせてもらおうじゃないか」

　パチンとライターを閉じる。雷鳥の目は無機質なものに変わっていた。

「この売ばい国こく奴どが」







「んふふ～。ま、こんなとこかな」

　飛鳥はいつもの調子に戻る。円卓から跳び下りて元の席に座った。

「よしヒムロン、バトンタッチだっ！」

　内心、夏なつ樹きは胸を撫なで下ろす。円卓のスイッチを押して宙の立体映像を消した。

「今の説明で分かった通り、君たち二人にしか、この機体の性能を引き出せないみたいなんだ。こういうのはやってみないと分からない部分が多いからな。当面の間は〔テストパイロット〕で良いので、データ収集だけでも手伝ってもらえないかな？」

「ええと……まぁ、それくらいなら」

　日向ひなたが困惑しながらも微笑を作る。月げつ下かは腕を組む。小さく首を縦に振った。

「ありがとう。今は一刻も早く学園の戦力を拡充させたいんだ。今日、新しく来てもらった人たちは学園きっての凄すご腕うでばかりと聞いている。是非ともその力を貸して欲しい」

　言って夏樹は頭を下げる。葵あおいや紫し貴き、皆の顔に頰ほほ笑えみが伝でん播ぱした。しかし──

「メリット」

　ずっと静聴していた大和やまとが口を開いた。

「それを俺おれたちがやるメリットは何だ？　ただ『学園がこういう方向に行きますので付いてきて下さい』ってなら俺は承服しかねるぞ？　俺ら以外にも生徒は千人以上いるんだ。俺らだけそんなの、貧乏くじだろ」

　夏樹は少し困った顔になる。

「この島にいる全すべての人の未来のため……じゃダメかな？　ヘキサが窮屈な思いをしないで済む、安心して暮らせる場所を完成させたいんだ」

　大和は「未来、ねぇ」と、露骨なまでに皮肉な笑みを作った。

「昔いたんだよ。アンタと似たような事言っておっ死んだ奴やつ……」

　紫貴が──茜あかねが──月下が──日向が──誰よりも葵が……その目を吊つり上げる。

　葵が椅い子すを蹴け飛とばして立ち上がった。

「……テメェ、緑みどりネェが間違ってたとでも言いたいのか？」

「客観的な結果を述べただけだ。何も神かん無な木ぎの全部を否定してる訳じゃない。心象効用度についてはまた別の話だ……。あと怖いから怒らないでください殴らないでください」

　言葉に反し、その表情は人を見下していた。大和は、これだけの実力者たちに睨にらまれても動じていなかった。

「みんながみんな、一いちノの瀬せや亜あ賀が沼ぬまのようにはいかんだろ……共そ感れだけじゃ動けないって人間はこの世に五万といると思うぞ」

　大和は日向、月下に目配せする。

「少なくともこの場には、アンタに似た考えの奴についていって、過去に大おお火傷やけどをした者もいるんだ。用心深くなるのは普通の事じゃないのか？」

　夏樹は眉まゆ根ねを寄せる。大和は畳みかけるように言った。

「行動の果てにあるビジョンを隠されている以上、これは交渉のテーブルとはいえない。口八丁で巻き込んで、思い通りに動かしたいってのいうのなら、悪徳宗教の勧誘とかわらんだろ……命を預けろと言うのなら、まず踏むべき順序があるんじゃないのか？」




　雷らい鳥ちようが正面に座ると、竹たけ中なかは気が触れたようにまくし立てていた。

「こんな事をしてただで済むと思うな！　すぐに私の部下がここを押さえに来るぞ！　勝った気で居られるのも今のうちだ！　この戦争成金が！」

　雷鳥はうるさそうに顔をしかめた。

「おーおー。この部屋に来て二日になるのに、元気じゃないか……。私ぁね？　この日本を守る者同士、どこで行き違いが起こったのか、それが知りたいだけなんだよ」

「説明するまでも無いわ！　ただの民間企業がネイバーを占有し！　国土防衛をやっている！　その全すべてが間違っておるのだ！　再三のネイバー譲渡要請にも応こたえず、防衛予算を食い潰つぶす害虫が！　何が売ばい国こく奴どだ！　この非国民ども！」

　竹中は喉のどから血が出るほど怒鳴り声を上げ続ける。

「前回の戦闘で、学園モドキの解体だけで済んでいれば良かった物を！」

　一瞬だけ、雷鳥の眉まゆがピクリと動いた。

「見ていろ！　誰に盾突いたのか嫌と言うほど教えてやる！　糞くそ穴あなを舐なめて許しを乞こうのは貴様の方だ！　財ざい閥ばつは解体し、その資産も一片残らず──」

「副大臣……あんた昨日から飲まず食わずらしいね」

　唾つばを飛ばし続ける竹中を雷鳥の弁が止めた。雷鳥は小机に置いていたワインボトルを取る。竹中は驚くほど静かになった。その目はボトルのラベルに向いている。

「お、分かるかい？　【ロマネコンティ】のヴィンテージ物、時価にして一〇〇〇万はくだらない……昨今、良い酒はめっきり手に入らなくなったからねぇ。アンタ、これには目が無いんだって？」

　雷鳥が部下にボトルを渡す。すると黒スーツがワインのコックを開けた。

　竹中はごくりと喉を鳴らす。

「悪い様にはしないから話してくれないかい。こう見えて、子供たちの健全な心身の育成に頭を悩ます教育者の端くれだ。こういうヤクザみたいなやり方は、いい加減、廃業したいんだよ。いくら、強タ硬カ派のアンタが、現内閣に不満を持っていたとしても、今回の動きはさすがにリスクが高すぎる。後ろ盾があったとしか思えないんだ」

　口の開いたワインボトルを雷鳥が受け取る。竹中は豪胆に笑いだした。

「成金風情がこの俺おれと対等のつもりか!?　分際をわきまえろ！　氷ひ室むろの錆さび看板が！」

　ペっと、雷鳥の顔に唾を飛ばす。雷鳥はしかめ面で顔を拭ふいた。

「……たまげたね。今のは、一周回って感心したわ」

　急に雷鳥は態度を軟化させる。ワインボトルの飲み口を竹中へ近付けた。

「一ひと先まずはアンタの鋼鉄の肝っ玉に乾杯しとこうかね」

　竹中は驚きに面を上げる。すぐ自分から首を伸ばし、その口先を尖とがらせた。

「ほれお飲み」────一〇〇〇万のワインボトルが竹中の鼻頭を襲う。

「ぐぎゃあああああぁあ！」

　竹中は鼻血を出しながら絶叫した。

「こっ！　このクソババァあぁあああああああぁ！」

「負け犬には相応の酒の振舞い方ってもんがある。ちなみにこのボトルの中身はコンビニで買った二〇〇〇円のワインだ。あんたみたいな屑くずには、それでも高く思えるよ」

　血だらけになった竹たけ中なかに、雷らい鳥ちようは冷然と言う。竹中の耳元にその顔を近付けた。

「言い忘れてたがアンタの子飼いは今いま頃ごろ、反乱分子として摘発されてる頃だ……よって助けは来ない」

　雷鳥は割れたボトルを竹中の喉のど元に突き付けた。

「アンタに首輪をつけた、よその飼い主がいるはずだ。そいつが誰か、何が何でも話してもらうよ」

　竹中はここに来て、初めて恐れを見せた。雷鳥は血だらけの竹中を睨にらみつける。

「紳しん士し淑しゆく女じよの時間は終わりだ。あんまり氷ひ室むろを舐なめるんじゃないよ」







　黙りこんでいた夏なつ樹きはやがて口を開く。

「分かった。九重ここのえ、説明をお願いできるか」

　紫し貴きは一瞬、逡しゆん巡じゆんした。でも、すぐ「ええ」と立ち上がる。

　それを止めるように茜あかねも席から立った。

「氷室さん、待って下さい！　これを今の段階で話すのはリスクが高すぎます！」

　茜の不穏な物言いに緊張が走った。それとは余よ所そに、紫貴が室内の照明を半分消す。

「全責任は俺おれが取る。九重、やってくれ」

　紫貴は頷うなずく。円卓の端にあるスイッチを押した。紫貴は光学ＰＣを起動させる。

　ＰＣ画面とプロジェクターを同期させ、映像を白い壁に表示させた。

「まずはこれを見て下さい」

　紫貴が表示したのは世界地図だった。日本列島を中心に、それぞれの大陸が広がっている。地図上には〔緑色の光点〕が無数に点在していた。

　そして大陸を囲む海には、数百という〔赤い光点〕が徘はい徊かいするように動いている。

「皆さんは既に〔マリスの戦略概論〕で学んでいるはずですので再確認となります。これは教材用の映像ですが、地図上に見える赤い光点はクイーンを、緑色の光点はヘキサ保管領を差します。日本列島の真ん中ぐらいを見て下さい。あの緑色の光点が、私たちの住む第弐富士ですね」

　紫貴は光学モニターを指で操作する。地図上の日本列島を拡大させた。

　日本の東海沖にある緑の光点──第弐富士──に向けて二つ、赤い光点が近づいてくる。

　二つの赤い光点は緑色の光点の前で重なった。地図が動画に切り替わる。

「ひっ！」

　セレンが思わず、動画から顔を背けた。

　上映される動画──マリスの群れ同士が、互いを襲い合う共食いの映像だった。

　柔じゆう呉ごも「うひぃ」と声を漏らす。マリスの雄お叫たけびや、奇声が生せい途と会かい室しつに広がった。

　紫し貴きは動画を止める。

「このように、クイーン同士の餌えさ場ばがかちあった場合、最も良く起こる現象が、この〔共食い〕です。子育て概念の強い個体ほど、積極的に他のクイーンが率いる子団に襲いかかります。他にも、戦闘を避けて他の保管領を目指す〔餌場変え〕。先の集団が保管領から立ち去るのを待つ〔順番待ち〕というケースもあります。有史以来、クイーン複数体による同一保管領の襲撃は一度も起こった事がありません。この習性こそ、ネイバーがたった一一機しかないにもかかわらず、人類が防衛線を構築できている理由です」

　大和やまとは映像を見て歯は嚙がみしていた。

　彼が人類に大きな怒りを抱く由ゆ縁えんはここにある。

　二〇七〇年現代──マリスの侵攻はその九割が、ヘキサの密集する保管領へ誘導・限定されている。保管領以外の地域に侵攻するのは稀まれで、そのような想定外の進路を取ったクイーンを排除するのが、ＵＮ直属のマリス鎮圧部隊【ロイヤルガード】となっている。

　この【保管領システム】は、追い込まれた人類の執った苦肉の策に他ならない。

　同じ人類にヘキサという蔑べつ称しようを付け、保管領への幽ゆう閉へい・隔かく離りを義務化した。

　保管領に誘おびき寄よせられたマリスは、餌を奪い合って互いの戦力を削そぎ合う。

　人類は、保管領に向かってきたクイーンだけをネイバーで殺せばいいのだ。




　文字通り、〔ヘキサを餌にする事で成り立つ戦略〕なのである。




　そして……大多数の人間をシステムに取り込むべく、国という国が世論を操作したのだ。

　人を〔白〕、ヘキサを〔黒〕と言うように。

　人は誰も白でいたい。正当性という後ろ盾さえ在れば、どこまでも残忍になれる。

　結果、ヘキサが迫害される今の世界が醸じよう成せいされてしまった──

　紫貴が動画を消す。再び壁際に世界地図が現れた。

「これが今の世界の惨状です。人類は、私たちヘキサを見捨てる事で、より多くの命を生かす道を選びとりました」

　夏なつ樹きが再び、円卓の中央に来る。夏樹は怒りを抑えている様子だった。

「本当に……何が【ヘキサ】だ。俺おれは君たちと一緒に戦って確信している。君たちは、マリスに対抗するために生まれた人類の進化形だ」

　それを聞いた大和が息を止める。ゆっくりと横目で夏樹を盗み見た。

「はっきり言おう。君たちの力はギフトだ。でも、力ある者によって歪ゆがめられてしまった。今の世界中に蔓まん延えんしたヘキサの排はい斥せき感情は、当時のマリス侵攻を何としてでも食い止めたかった、時の為い政せい者しやの膿でしかない」

　夏樹が親指で背後の世界地図を指さす。

　傍そばにいる茜あかねは、観念した様子で説明に加わった。

「……この世界中に蔓まん延えんする『ヘキサの排はい斥せき事情』を何とかしない限り、私たちヘキサは、いつまでも真の安あん寧ねいを得ることはできません」

　夏なつ樹きは強く頷うなずく。それから皆に言った。

「だから変えてやるのさ。世界の方を……俺おれたち皆で」

　夏樹は円卓に両手を置く。計画の概要を説明した。

「まず日本中のヘキサを一か所に集める。詳細は明かせないが既に準備も整いつつある。現在、氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくの戦闘科の拡充を第一としているのもそのためだ。最低でも二個軍隊程の戦力は欲しい……世界中に氷室義塾の名を轟かせるためにな」

「それはつまり、日本にいる全ヘキサの解放……第弐富士のヘキサだけでなく、日本の全ヘキサに人権を与えるということですか？」

　日向ひなたが顎あごに手を添えて聞く。

　茜あかねはその見解をやんわり否定した。

「日本のヘキサ解放はこの計画の前段階にすぎません。ある程度、戦備が整ったら、今度はこのプランに賛同いただける〔穏健派の諸外国を取り込んでいく〕んです……お恥ずかしながら、まだ具体的には煮詰まって無いんですが──」

　話を聞き、大和やまとの身体からだに電流が走る……驚きよう愕がくに打ち震えた。

　何な故ぜなら、茜の言ったプランは神かん無な木ぎ緑みどりの存命中に、大和が必死に練り上げてきた計画の一つだったからである。

　そんな大和と同じように、頭脳労働専門の生徒たちも顔を青くしていた。

　夏樹たちの言う計画がどれだけスケールの大きな事か分かっているからだ。田た中なかや日向、柔じゆう呉ごなどは驚きで声も出なかった。

　片や、葵あおいやセレンを筆頭に、政治や各国の情勢に疎い者は『なんか凄すごそうな話してる』くらいの感動である。

　茜は考えるように視線を上に向けた。

「まーぶっちゃけ、中国を引きずり降ろしちゃって日本が国際連合の〔常任理事国〕になっちゃうのが手っとり早いんですよねー。あそこ、二年くらい前から酷ひどい内乱で国政がグチャグチャだし。日本の発言権が増せば、賛同する国は結構でてくると思うんですよ」

「おまえ、冗談でもそんな恐ろしいこと言うなって」

「でも、正せい鵠こくを射ているわ……角は立つけど効果は絶大でしょうね」

　田中がたしなめ、紫し貴きは悪い女の顔になる。

　大和は思わず、笑いかけた口を手で隠した。大和が規格外十番テンナンバーに一ひと廉かど以上の敬意を払うのはこういうところにある。

　彼らは、さも当たり前のように、目の前の障害を破る選択肢を明示してしまう。

　大和は強く左腕を押さえ付ける。全身を燃えるような興奮が駆けめぐっていた。

　夏樹が最後に、その決意を全員に表明した。

「氷室義塾の最終目標は、世界中のヘキサ保管領を一か所に統合し、一個の独立国家を建国すること」

　大和やまとが勢いよく面を上げた。葵あおいが声を無くす。セレンが瞬まばたきした。飛鳥あすかが口笛を吹く。

　田た中なかと大だい地ちたちの心臓が大きく跳ねる。月げつ下かと日向ひなたが息を吞のみ、柔じゆう呉ごが唸うなった。

　沈黙を守るアギトも笑みを浮かべる。

　夏なつ樹きは、力強い笑みで締めを飾った。




「俺おれたちが創るのは、ヘキサとヘキサを愛する者たちが気兼ねすることなく一緒に暮らせる国だ」




　生せい途と会かい室しつに静せい寂じやくが渡る。誰も声が出ない中、大和がその静寂を打ち破った。

「それが何を意味するのか分かっているのか？」

　夏樹は事も無さそうに応こたえる。

「ああ。俺たちは世界とケンカをすることになるね」

　大和は虚脱する────全身を突風が駆け抜けたような感覚が走った。

「世界中のヘキサを救う。そのために……君たちの力を貸してほしい」

　説明を聞いた者は、それが何を意味するか理解していた……図らずとも、夏樹の目指す目標とは、〔かつて神かん無な木ぎ緑みどりが目指した世界〕と同じだったのだ。

「くはっ、やべ！　ははっ！　ははは！」

[image: ]

　不意に大だい地ちが笑いだす。その目め尻じりには涙があった。大地は興奮しながら、円卓を両拳こぶしで叩たたき始めた。

「最高だっ。やっぱり俺おれは間違ってなかった……よし、よしっ!!」

　夏なつ樹きは大地を見て笑う。大地は獰どう猛もうに笑って夏樹に言った。

「総隊長！　この亜あ賀が沼ぬま大地！　地獄の果てまでも、お供させて頂きますよっ！」

　遅れてオルソン、山やま武たけが言った。

「ぼ、僕ぼくもついてくよ！」

「な、なんか凄すご過すぎて声も出ねっす。もち、俺も混ぜて下さい」

　三人を押しのけるように、今度は葵あおいが名乗りを上げる。

　良く分かってないセレンも立ち上がった。夏樹の傍そばに紫し貴きと茜あかねが立つ。

　田た中なかはこの場に呼ばれている事を誇りに思った。

　柔じゆう呉ごは、隣のアギトにサムズアップして眉まゆを上げる。「お前もどう？」と聞くように。

　アギトは鼻で笑ってサムズアップを返す。

　飛鳥あすかは「うぉお！」とゲームに没頭する。

　日向ひなたは戸惑い、月げつ下かも視線を落としている。




　そして大和やまとも揺れていた……自分はいったい、どちらの道に進めばいいのかを。






Ⅴ　かくれんぼと銃士









　生徒総会から数日が過ぎる。非戦闘科の間では大きな変化が起こっていた。

　まず休み時間に勉強する生徒が増えた。これは整備部、もしくは生せい途と会かいへの入部・入会をパスするためだ。地味な印象を持つ整備部ですら、やっている事は軍用機の専門整備である。一般部員でも、プロエンジニア並の給与待遇を受けられるが、求められる知識・技能もそれなりのモノになる。生途会の入会試験など、もはや高難度の国家試験レベルだ。

　その点、入部するだけなら、体力勝負の機兵部がまだ入り易やすい。

　一五時──戦せん騎き装そう・第一格納庫。

　ハンガー脇の一区画で、新入部員・一五名が整列している。

　皆、タンクトップにレンジャーズボン。ジャングルブーツを履いている。

　教官役に任命されたのは大地だ。彼らの正面に立つ。副指導員でオルソン・山武が大地の左右に控える。また生途会からは、田中が来ていた。

　田中が立ちあうのは大地の試験官役としてだ。大地は先日、学科試験をパスしていた。

　この新人育成の如何いかんで、大地の副部長昇進が決まる。

　田中は険しい顔をしていた。額から冷や汗を垂らしている。

　オルソンと山武については、顔から火が出る思いだった。

「キミタチがモーレツに戦う姿は、きっと多くのヘキサに殺気とかパワーを与えるだろう！　どうか、キミタチに憧あこがれる者を裏切らないでほしいんだ。力はただ力でしかない。でも、正しく使えば多くの人を導くガードレールになる！　俺おれはキミタチに、そういう存在であって欲しいと思ってるんだ」

　大だい地ちが熱弁をふるう。内容は、ほぼほぼ、以前に夏なつ樹きに言われた事のパクリである。

「……重いぞ。これからキミタチが背負うモノは」

　大地の目め尻じりに涙が輝く……言い終えた大地は完かん璧ぺきだと思った。

　そもそも大地は誰かに指導をするのが初めてだ。大勢の上に立つ、快感めいた何かに興奮していた。大地が描くオリエンテーション初日はこうである。

　彼らを連れて校外の丘をランニングする。ランニングを終える頃ころには、夕日が綺き麗れいに見える時間帯になるだろう。そこで大地は、彼らと打ち解けるのだ。

　みんなの夢を聞いてやる自分。決して笑わず、一人一人と向き合って──

　今の大地のテンションなら『あの夕陽に向かって競争だ！』くらいの事は言ってのける。

　しかし現実はそれほど甘くなかった。

「ぷは！　も！　も駄目！　ぶははは！」

　先頭の一人が腹を抱える。他の新入部員も一斉に笑いだした。

「なんすかソレ！　腹いてぇ！　キモ[image: ][image: ][image: ]！」

「亜あ賀が沼ぬまさんって怖い系と思ってたら、ギャグ、キレっキレじゃないスか！」

　山やま武たけとオルソンは、ですよねーと思った。

　歯の浮く綺麗事が通じるほど、今の若者は性根が真まっ直すぐではない。三人の場合も、命懸けの特訓を乗り越えたから夏樹の言葉が届いたのだ。

　一方の大地は、信じられなそうな顔をしていた。

「っていうかぁ、俺、あのオッパイ部長に教えてもらいたいでーす！」

「そーそー！　葵あおいちゃん出せやハゲ！」

「俺らの乗る機体どれ？　あの【巌がん流りゆう】って、もっさいのはイヤだぜ俺？」

　大地は遠い目になる。自分も春先はこんなど阿呆だったのかと思うと死にたくなった。夏樹もさぞ、自分を殺したかった事だろう……大地はそんな事を思った。

　真っ先に笑いだした男子──茶髪の彼が、大地の肩に腕を回した。

「まぁ？　俺ら来たんで任せて下さいよ。バシっと機兵部、盛り立てていきますんで。おら、そこのメガネ、今オレ、歴史的シュンカン、写メとれ」

　田た中なかに携帯電話を投げてよこす。オルソンと山武は「「ひぃい！」」と声を上げた。

　舌を出してポーズした彼＋モアイ像と化した大地──そんな二人を田中が記念撮影。

　田中は珍しく笑っていた。大地もつられて笑ってしまう。滝のような汗を流してだ。

「エータロー！　目が笑ってないよぅ！　これからよ！　大地まだ、やれる子よ！」

「先生！　先生ぇ！　今度、秘蔵のオッパイ画像集あげるからっ！　今の部分、カット！　カットで！　大地、鼻血だすほど勉強してたんだってば！」

　田た中なかに慌てて二人が言い寄った。茶髪の彼は更に状況を悪化させる。

「それとメガネ、ジュース買ってこい。俺おれと教官さんたちの分で四本な。あ、俺ペプシ。五分以内。時間、破ったらメガネ割るぞ。はいダ～ッシュ」

　山やま武たけとオルソンは、このバカ殺そうかなと思った。

「で、先輩。このあと、新入部員と機兵部の合コン企画とか期待しちゃっていいんすか？　俺、結構、葵あおいちゃんのことマジ狙いって言うか、ロマンス期待──ぶほぉ!!」

　彼の顎あごが、天に向かって跳ね上がる。大だい地ちの拳こぶしが火を噴いたのだ。

　山武とオルソンは「「あちゃー」」とユニゾンして、片手で顔を覆う。

「ヤメだ……」

　新入部員が笑みを無くす。大地は物もの凄すごい顔をしていた──額と首には無数の血管が浮かんでいる。『頭から齧かじって食ってやろうか？』と言わんばかりの面相だった。

「テメーらにはこれから死ぬまで走って、死ぬまで泳いで、死ぬまで腕立てしてもらうわ」

　大地は、気を失った新入部員の髪を摑つかんで持ち上げた。茶髪の彼は白目を剝むいている。口が開き、舌ベロが垂れていた。大地は腹の底から怒鳴り散らす。

「俺に逆らった奴やつ、ぶっ殺す!!」

　溜りゆう飲いんが下がったのか、田中は口元から笑みを取り去る。オルソンが言った。

「なんか期待できそうにないよ。どいつもこいつもアホそうね」

「まぁ、そうでもないんじゃないか」

　光学書面に文字を打ち込みながら田中が言う。これは大地の減点を記しているのだ。

「後ろの方だ。マシな面つら構がまえの奴も何人かいる」

「あ～。あの、メガネとデブとガリか」

　山武は後列に視線をやる。オルソンも真ま似ねるように、後ろの方を見た。

「オー。アイツらだけキンタマ引き絞ったような顔してるよ」

　新入部員の三人──彼らの顔には、何かを決意したような強い意志があった。

「身内びいきはしないからな」

「先生のケチー」

「まーなるようになるよ」

　三人は気を取り直して大地の傍そばに行く。新生五番隊による、鬼のシゴキが始まった。







　今回の大改革で、最も煽あおりを食ったのは整備部と言える。

　グランの整備チームの選定。機兵部増員を見越しての、戦せん騎き装そうハンガーの増設と人員確保。更には新入部員の受け入れ態勢を、併せて整えなくてはならないからだ。

　戦騎装・第二格納庫──重機の作業音や部員たちの声が反響している。

　入部テストをパスした非戦闘科生二四名が並ぶ。皆、下ろし立ての作業着に身を包んでいた。新品の黄色いヘルメットがテカテカと光っている。

　柔じゆう呉ごが声を張り上げて説明する。こうしないと声が通らないのだ。

「入部テストで色々と頭に詰め込んできた奴やつも多いと思うが！　別に忘れても構わん！」

　手にメモを持っていた新入部員たちは怪け訝げんそうな顔になった。

「俺おれの持論は『やってりゃ覚える。好きになったら三倍速』だ！」

　柔呉はニカっと笑う。足元の工具箱を拾い上げた。それから大声で、柔呉は部下たちに言う。

「お前ら──っ！　一班から二四班までヒヨ子を一羽ずつだ！　流儀は各班に任せる！　ただし！　最終的な確認作業は班員が全員で行え！　いつもより二回多くだ！　破った者は班単位で厳罰を下す！　俺の部に人殺し予備軍はいらねぇぞ！」

　新入部員は思わず背筋を伸ばす。それは内臓が震えるほどのボリュームだった。

「調整の終わってる班は全員、第一格納庫！　明日の午後には練習用のモグラが、もう二〇機搬入されることになってる！　ついでに第三に放ほうりこんでいた練習用の疾しつ風ぷうも出しとけ！　おら！　返事ぃいい!!」

「「「うぅううううううっす!!」」」

　部員たちの返事で格納庫が揺れた。

「とまぁ、こんな感じだ。とりあえず我が武む者しや羅らにやってみな。楽しくなってきたら、もう勝ち組だ」

「「「はい！」」」

　歯を見せた柔呉に、新入部員たちは姿勢を正す。各々の作業場に向かった。

　彼らが居なくなってから柔呉は一息つく。

「いなくなって分かるありがたみ……てヤツか」

　柔呉は、日向ひなたがいてくれたらなと思う。

　最近の日向は、専らグラン二号の調整に駆り出され、ずっと整備部を空けていた。







　氷ひ室むろ義ぎ塾じゆく・第一校庭──ここは校内にある戦せん騎き装そうの訓練場だ。

　この場所に、機兵部と夏なつ樹きが練習用の【土ど竜りゆう】──前世代の日本の主力戦騎装──を七機、並べていた。

　かんかん照りの太陽。部員たちはホースやデッキブラシを片手に土竜の汚れを落としていた。皆、楽しそうである。水浴びも兼ねた掃除だった。

　校庭に併設された仮設テント──その下には夏樹・セレン・茜あかねの姿があった。

　セレンは黙々と宿題をやる。時折、暑そうに首の汗を拭ぬぐう。夏樹は戦騎装の入門マニュアルを読んでいた。時折、茜から今後の部隊編成について意見を求められた。

　そんな三人の元に葵あおいがやって来る。ズボンの裾すそを折った裸足はだし姿だ。手には泡のついたスポンジ。鼻頭にも泡がついている。タンクトップの巨乳を揺らして、葵は夏樹の前に来た。

「隊長！　なんで亜あ賀が沼ぬまたちが指導教官なんですか！」

　葵あおいは机を両手で叩たたく。セレンがビクっと肩を跳ねさせる。

　夏なつ樹きは気け圧おされながらも、その意図を伝えた。

「い、言っただろ。亜あ賀が沼ぬまの今回の任務は昇進試験の一環も兼ねてるって。それに、君の操縦は天才的なセンスと、膨大な反復練習に寄り過ぎていて、共有させるのが難しいんだ。その点、三人は操縦のポイントをロジカルに押さえている。機動一つにしても疾しつ風ぷうという機体特性に合わせて、洗練されたモーションを実演しているんだ」

　そんな説明で納得できるはずもない葵──より声をボリュームアップさせた。

「なんかソレっ！　あいつらの方が上みたいに聞こえる！　っていうか、最近隊長、あの三人ばっかエコ贔ひい屓きしてません!?」

　夏樹はどう説明したモノかと困る。そんな時、茜あかねが耳元で「ごにょごにょ」と入れ知恵をした。夏樹は茜の囁ささやいた通り喋しやべる。

「せ、選抜採用された部員たちはその……全員、男しかいなかったんだ」

「私が女だからってなめられると思ったんだ！」

　途端、葵がさっきよりも強く机をぶっ叩く。巨乳がまた揺れた。

「そ、そうじゃない！　その……君は、ミ、ミリョクテキだからな。変な虫が寄りつかないとも限らないだろ？」

　夏樹の返しに、葵とセレンに電撃が走る。葵は「え？」と赤くなった。

　茜が耳元で「ごにょごにょ」を続ける。夏樹は頷うなずきながら言葉を発す。

[image: ]

「最初が肝心だからな……キレイな君に見み惚とれて、訓練が上の空になったら身にならないだろ？　君は自分の容姿にもっと気をかけるべきだ」

　葵あおいは大いに納得する。敬愛する隊長の真意が分かってしまうと、声も弾んでしまった。

「そか、うん……うんうんっ」

　葵はもじもじと指と弄いじる。照れるように手をバタバタ振った。

「もー！　隊長って意外と心配性なんですね！　私より弱い男なんて論外ですよぉ！　誰が言いよってきても、前歯折っちゃいますって！」

　葵のデレに夏なつ樹きは恐怖を覚える。自分の人選に狂いはなかったと確信した。

　──葵さん、チョレぇ。この人、悪い男に騙だまされてお腹なか大きくしないか心配だわ。

　一人で「キャーキャー！」盛り上がる葵を見て、茜あかねは心配になる。

　一方、眉まゆを斜めにしていたセレン……急に「むーっ！」と横から夏樹の髪を引っ張った。

「あだだだだっ！　セレン！　いた！　痛いっ！　どうしたんだ急に！」

「むう！　むぅうう!!」

　セレンは問答無用で夏樹の髪を引っ張る。茜が「特務、まーまー！」とセレンを引き剝はがした。痛がるように夏樹は頭皮を揉もんだ。

「さて。俺おれらも始めるか」

「へ？　何を？」

　言われて葵はきょとんとなる。夏樹はパイプ椅い子すから立ち上がった。

「おいおい。先週、言っただろ。戦せん騎き装そうの乗り方を教えてくれって」

　葵は「ああ！」と思い出す……こうして夏樹の戦騎装訓練も始まった。







　某共和国──国境付近・山岳地帯。

　其そ処こは山地に囲まれる盆地に作られた施設だ。地図上には存在しない軍事施設である。

　真っ暗なブリーフィングルーム──内装は視聴覚教室を彷ほう彿ふつさせる。

　正面モニターのバックライトが、二人分の人影を照らしていた。一人は部隊服を着る女性軍人だ。もう一人は日系の少年だった。

　二つの映像がモニターに映る。少年は映像を目に焼き付けていた。

　一つは氷ひ室むろ夏樹。もう一つは【エルフィーナ・ルインレーゼ】のイラストだった。

　女性型のフォルムをしている。ハイブーツのような下半身。顔にはＶ字型の大きなサングラスを付けていた。女性軍人は指示棒でロボットのイラストを叩たたく。

「これが目標となるスカーレット・レディだ」

　少年は少し、戸惑った様子で質問した。

「あの……コレよりも詳細な映像は？」

　そのイラスト画像は、あまり上手な絵ではなかった。女性軍人はこめかみを指で押さえる。頭を悩ますような顔になった。

「その場にいて、絵に起こせる者が少佐しかいなかったのだ。少佐は絵を描くのがお好きな割に中身が伴って……まぁいい。この機体に酷こく似じしたアニメーション映像が確認されている。おそらくはこの機体のデザインベースになっている物だ。後でそれも添付しよう」

　女性軍人が気を取り直して説明を再開する。

「識別のため、パイロットをスカーレットα。機体の方をスカーレットβと呼称する。貴様はＢＳチャーリーと合流後、奴やつらを護送する事となる……もっとも？　こちらは表向きの任務になるがな」

「表向き？」

　少年は怪け訝げんそうな顔になる。年齢は一〇代後半だろうか。

　ダークブルーの防護服を着る。シャギーの入った黒い髪。その顔は中性的な魅力を宿す。線の細い。温和な顔立ちをしている。

「そうだ。これより作戦を説明する」

　女性軍人は詳細な説明を始める。少年は、機械的にその情報を頭の中に入れていった。







　学園改革五日目／一五時──氷ひ室むろ義ぎ塾じゆく・第一校庭。

　グラウンドに鬼灯ほおずきが立つ。外部スピーカーからは葵あおいの指示が飛んでいた。

『ハイ！　そのまま四つん這ばい前進！　更に五〇〇メートル！』

　グラウンドに『うぉおおぉおおおぉ！』という雄お叫たけびが上がる。土煙が舞っていた。

　猛然とゴキブリみたいに走る一機──赤のラインが入った土竜だった。

　このゴキブリ走りは、ペダル操作と操そう縦じゆう桿かん捌さばきの応用訓練となる。見た目は馬鹿みたいに見えるが、機動訓練の中では恐ろしく難しいものだ。




　夏なつ樹きは既に、戦せん騎き装そうの基礎操縦に習熟しつつあった。




　学園改革七日目／一一時──エリアＡ16・第四演習場。

　ここは隣小島内にある演習場の一つである。隣小島は平時、自衛隊の演習や訓練で使われる。この場所で、日向ひなたと飛鳥あすかがグラン二号の射撃テストを行っていた。

　直径五メートルの円形ターゲットが並ぶ。勾こう配ばいの急な地面に等間隔で置かれている。

　一つのターゲットをペイント弾が貫く。ど真ん中だ。赤色ペイントが勢いよく飛散した。

　周囲の地面にまで飛び散る……それは一キロ先からのピンポイント狙撃だった。

『ふぅ』

〔鉛色の巨人〕がスナイパーライフルを足元に下ろす。

　単眼モノアイカメラが採用された頭部ユニット。長いセンサーアンテナを二つ伸ばしている。それはどこか、ウサギの耳に似ていた。

　九・七メートル──グラン二号は自衛隊の巌がん流りゆうよりも少し低い。

　しかし装甲の厚さで上回る。その両腕も、鈍重な身体からだを支える脚も太い。特に両腿ももは、全身の何割かを占めてしまうほど肥大したデザインだ。

　また通常、どの戦せん騎き装そうにも備えられている巨大タイヤロードホイールがない。代わりに踵かかとには、姿勢固定用のスパイクが備わっている。

　グラン二号の周囲には、様々な戦騎装規格の銃火器が並べられていた。

　ハンドガン・ライフル・アサルトライフル・カービン銃・グレネードランチャー・スナイパーライフル・長距離カノン砲・ショットガン・ヘビーマシンガン・サブマシンガン等。全一〇種、総数三八品目だ。日向ひなたは既に二四品目の試射を終えていた。

『さすが日向っち！　ここまでノーミス！　これが閃光の八ライトニング・エイトぉ！』

「撃つだけなら、ね」

　コックピットモニターに映った飛鳥あすかに日向は笑いかける。

　日向は現在、防護服姿だ。顔を冷やすように右手で顔を扇あおぐ。

　氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくにおいて、こと純粋な〔ガンファイト〕で日向の右に出る者はいない。

　早撃ちなら、葵あおいに軍配が上がるが、大元の命中精度に天と地ほどの差がある。日向は九九パーセント狙いを外さない。それは、どんな銃を使わせてもだ。

　閃光の八ライトニング・エイトの二つ名も、日向の反則的なまでの射撃テクニックに由来している。

「でもこれ……ホントに凄すごい。ノックバック制御をフルオートでやってくれるなんて……。グラン二号あなた、優しすぎて少し気持ちが悪いわ」

　日向は下半身に軽度の麻ま痺ひを負っている。そのせいでペダル操作が思うように出来ず、戦騎装には乗れなくなってしまった。

　でも、このグラン二号にはペダルがない。両手だけで操作が出来てしまうのだ。

「僕ぼくの発明したフルオートサスペンションだよん。パンチャーにはこれが積まれてるからね。理論値だと一四四ミリまでなら、絶対にコケない」

「一四四っ！　戦騎装に持たせられる最大火砲って、二種フレームの一一五ミリが運用限界だったはずよね？」

　日向はグラン二号に乗ってからは、タイムマシンに乗っている気分だった。

　この機体は、自分の戦騎装概念を次々とクラッシュしていくのだ。

「この頭の、イメージモーションサポートだっけ？」

　現在、日向の頭は〔ネコ耳みたいな脳波受信機〕が付いている。これは日向がイメージするだけで、機動に注文を付けられるというシステムだ。

『走れ』と考えたら速度が上がったりとか、そんな感じだ。

　日向はサイトスコープを覗のぞいてみる。わざと目をキョロキョロさせてみた。

　──なるほど。こっちの眼球運動にあわせて、データを自動更新してるんだ。

「……私の巌がん流りゆうのスナイピングシステム、カタログで一番高いヤツだったんだけど……この子のは比較にならないほど優秀──」

　日向はため息を吐つく。

　──でも……グラン二号この子の欠点は致命的すぎる。

　日向ひなたは既に、この機体に欠陥機の烙らく印いんを押していた。

　脳波による機動補助はあくまで申し訳程度──グラン二号の機動性は〔移動の粋〕に留とどまっている。動きが簡略化されすぎていてるのだ。これでは戦せん騎き装そう特有の複雑な戦術機動が取れない。言うなれば〔超・高性能砲台に足を生やした兵器〕。

　これなら人型である理由もない。

　一般人が乗るなら分かる……しかし日向はヘキサだ。マリスを誘因してしまう以上、機体には、逃げるためのスピード、状況対応できる機動性が求められる。

『いやぁ[image: ][image: ]。でもごみんね？　せっかく戦場から離れられる口実をゲットしたのに、またこっちに引きずり戻しちゃって』

　飛鳥あすかが世間話を振るように言う。日向は少しムッとなった。

「伏ふし見みさん。なんか、その言い方だと私が戦場から逃げたかったみたいに聞こえるよ」

『ん？　違うよぉ。日向っちが逃げたかったのは戦場じゃ無くて自分からっしょ？』

　日向は笑みを無くす。思わず低い声で「どういうこと？」と聞いた。

『だって日向っち、怖かったんしょ？　自分が完全な別物に変わっちゃうのが。まー、ずっと観察してた僕ぼくからして見れば、どうして人間の皮を被かぶりたがるんだろうって不思議に思ってたけど』

　飛鳥は調子を変えない。人の心の機微など眼中にない。

[image: ]

　飛鳥あすかはただ思ったままを話すだけだ。一方の日向ひなたは口元が引きつった。

「……ずいぶん、私のこと分かってるような口ぶりをするんだね」

　途端、モニター向こうで飛鳥が身を乗り出した。

『分かるよー！　だって僕ぼくら、自分の得意分野いちばんで戦う〔表現者〕だよ!?　野球選手もバイオリニストも絵描きも根っこは同じ生き物じゃん！　違いは、才そ能れをツールに使うか、アートと捉とらえるか。道具だって割り切れる人を僕はスゲー！　って言うし、芸術だ～って、突き進む人は、うんうんってなっちゃうもん！』

　映像通信の飛鳥は本当に嬉うれしそうな様子だった。

『僕は設計図の中に世界を創造するし、日向っちはスコープの中に、もう一つの世界を創造する……スコープの世界なら日向っちも神様なんだ。トリガーにかけられている人差し指に、生せい殺さつ与よ奪だつの全権が与えられ、相手の気付かないところで死神のラッパを鳴らす。相手は神様許してーっ！　って祈るしかできない』

　日向は双そう眸ぼうを細めていた。その表情は嫌悪感を隠せていなかった。

『先週、古い小説を読んだんだ。あれ面白かったなーっ！　文芸のエンタメ作品だったんだけど、それに面白い事が書いてあったんだ』

　モニターの飛鳥が人差し指を立てる。

『第二次世界大戦では、最前線の兵士は殺される恐怖より、殺すことにストレスを感じてたんだって。驚きなのが、敵と遭遇したアメリカ兵で、発砲できたのは全体の僅わずか二割だけだったんだ。で、ベトナム戦争では、帰還兵にすんげぇ大量のトラウマＰＴＳＤ患者が出た……その作品では、『心理的距離』って書いてあったんだけど──』

　日向は飛鳥の言わんとしている事が分かる──それはおそらく、戦せん騎き装そうに乗っている者なら容易に想像できる話だろう。

「ナイフよりも銃、銃よりも戦車、戦車よりも核ミサイルの発射ボタンってね。この心理的距離が離れていれば離れているほど、人は人を殺しやすくなる……ナイフで一人、刺し殺した歩兵より、爆撃機で一〇〇人ぶっ殺したパイロットの方がダメージ少ないんだってさ。ちょー興味深くない？」

　日向は、そうだろうなと思った。

　自分が敵の戦騎装を破壊したとする。中にいたパイロットがどういう風に死んだのか想像するより、五感をフル動員して殺したんだと自覚する方が、精神的負荷は高くなるだろう。当然のことだ。

『で・も……中には人を殺しても大丈夫な人がいるんだって』

　ソレを聞くや、反射的に日向の瞳どう孔こうが拡ひろがる。

『反社会性人格障害サイコパスなんかは有名だけど……殺傷行為そのものに快感を覚えるような人も世界にはいるんだよ』

　モニターの飛鳥はうずうずしている。これを話したかったといわんばかりの様子だった。

「大分前にさ、日向っちがあんまりにも絶好調だったもんから、コックピットに仕掛けした事があってさ。脳内を分析したことがあったんだ。で！　日向ひなたっちの脳は、銃を撃つ時に〔ドーパミン〕を、撃った後に〔セロトニン〕を分泌してたのよさ！」

　日向は直感した。これは聞いちゃいけない話だと。

「ドーパミンとセロトニンっていうのは幸せホルモン、高揚ホルモンなんても呼ばれてるけど、ドパはセックスしてイク時とかに分泌されるやつ。セロの方は朝起きて太陽あびて、『さわやか～』って目覚めた時に分泌されるやつ」

　──やめて。

　日向は心で願った。しかし飛鳥あすかの口は止まらなかった。




「日向っち。マリスをぶっ殺す時、むっちゃ楽しんでたでしょ!?」




　日向の心など関係ない。飛鳥は夢中で話し続けた。

「ドーパミンて！　過剰分泌が過ぎると病気になっちゃう、麻薬に近いところがあるんだ！　集中力が高まったり戦意が高揚したり、良い側面も強いんだけどね！　戦争とかで敵ぶっ殺しまくってガンナーズハイになった奴やつが、帰国した途端に心がぶっ壊れちゃうのもこれが原因だったりする！」

　飛鳥は「でも！」と万歳した。

「日向っちの凄すごいのは脳がセロトニンを分泌してそれを抑えてるトコ！　つまりドーパミンの良いトコ取りができてるって訳！　普通、人を殺すと強烈なストレスがかかるはずが、日向っちは『すっきり！』ってなってるの。つまりドーパミンとセルトニンがｗｉｎｗｉｎの関係になってるんだよ！」

　日向には覚えがあった……在り過ぎて全身に寒気を感じていた。

「データって噓うそは言わないんだ！　事実しか話してくれない！　で、僕ぼく、分かっちゃったの！　もし日向っちが戦争で出兵して一〇〇〇人ぶっ殺してお家に帰ってきても、次の日にはテレビつけて普通にモーニングを食べられる〔鬼畜さん〕なんだろうなって！」

　日向の中で何かが割れた……わなわなと唇くちびるを震わせる。

　日向はなんとか、作り笑いをでっち上げた。そして飛鳥に言う。

「もし、その妄想が事実だとしたら、そんな人に自分の作ったオモチャを渡すのに抵抗とかないの？　私だったらイヤだなー。だって気持ち悪いもん」

　日向なりの嫌いや味みのつもりだ。でも飛鳥は「全然！」と、顔の前で手を振った。

「【兵器の四アームズ・フオートイズ】の十番目テンス……グランシリーズは僕の最高傑作だもん！　でも世界中の人ってバカばっかでしょ？　分かり易やすく教えてあげないと、テンスが最高で最強なのを認めてくんないんだよ！　【銃の天才】で【殺さつ戮りくの天才】なら、そんなの一〇〇点通り越して、二〇〇点満点じゃん！　テンスのガンナーに、この以上の搭乗者ドライバは存在しないよ！」

　飛鳥は満足したように「んふふ」と笑う。

「これが僕が、日向っちにグラン二号パンチヤーに乗ってもらいたかった理由！　どう？　どうどう!?　あってた？　あってたっしょ？」

　トーンの高い飛鳥あすかの声──日向ひなたは非常に耳障りに感じた。心の中で呟つぶやく。

　──この子……うざい。

　日向は目を細くしていた。やがていつもの慈じ母ぼのような優しい笑みを浮かべる。

「伏ふし見みさん……大ハズレ。失礼しちゃうわ」

　日向は火薬抜きの薬やつ莢きようを咥くわえる。それから、再びグラン二号に別の銃を持たせた。

　一キロ先にあるターゲット──それが粉々に粉砕された。







　同日・一三時──氷ひ室むろ義ぎ塾じゆく・第一校庭。

　迷彩服の集団がライフルを担ぎながらマラソンする。オルソンが並走して彼らを罵ののしっていた。

「おまえらは走るブタよ！　トンカツよ！　食べられて死ぬだけの経済動物よ！　止やめたかったらさっさと止めて、ママブタにその汚いイチ○ツぶち込んでくるがいいね！」

　グラウンド端では大だい地ち・山やま武たけ・田た中なかの三人がいた。山武が楽しそうに笑う。

「オルソン、ぜってー楽しんでる！　俺おれも次あれやりたい！」

　一方、田中と大地はグラウンド中央を見ている。そこには拡声器を持った葵あおいと、かつて葵が使用していた赤色の【疾しつ風ぷう】があった。葵と夏なつ樹きは機動訓練をやっていた。

　上段受け・正せい拳けん突き・回し受け・前蹴げり──まるで空手の演武だ。それらの動きを夏樹は戦せん騎き装そうで実演している。田中が訝いぶかしげな顔で大地に聞いた。

「亜あ賀が沼ぬま。乗っているのは氷室総隊長だろ？　アレはなんの特訓なんだ？」

「いや……俺も初めて見る。っていうか……」

　──総隊長が戦騎装に初めて乗ったの、今週の頭くらいだろ？　それなのに何だよ、あの人間みたいな動き……。

　大地は我が目を疑う。山武も身を乗り出してそれを眺めた。

「あー。ありゃ多分、戦騎装の可動域を調べてるんじゃねーの？　総隊長、肉弾戦でもやるつもりなんかね。戦騎装でエルフィーナみたいな事したら、手足なんてすぐにオシャカになるのになー」

　一方の山武はそんなに驚いていない。夏樹には戦騎装の操縦経験がある……という先入観があるからだ。実際、エルフィーナの超絶機動から、そう勘違いしている者は多かった。

『あ！　隊長だめ！』

　グラウンド中央の葵が拡声器を通して言う。疾風は空中で回し蹴りの体勢に入ったが……凄すごい音をたてながらグラウンドに転がった。




　同時刻──某共和国・内乱軍本部。

　超・特大のトンネル内だ。建物でも入ってしまいそうなほどの大きさである。地下に引かれた一本道──通るのは巨大な水路だ。そこに何十隻せきという駆く逐ちく艦かんが整列していた。

　トンネルの終端には、トンネル内を一望できる高台がある。

　壁には横七メートル、縦一〇メートルの肖像画が掛けられていた。

　中国軍服を纏まとった中年──掲げるように両の拳こぶしを突き上げている姿の絵。

　その絵と全く同じ人物が高台に立つ。傍そばには参謀らしき男が控えていた。

　中国軍服を纏う中年【唐劉虎タン・リユウフー総統】が檄げきを飛ばしている。

　彼の眼下に広がるのは、整列する千人以上の兵士だ。誰もが、汚れた衣服ボロを纏っている。彼らは、この内乱に参加した民間人、つまり民兵だった。

　中華人民解放軍【唐紅軍タンホンジユン】──その水上艦隊である。

　最前列の何人かは、唐総統の檄に涙を見せる。最後に唐総統は肖像画と同じポーズを取った。彼に合わせ、民兵たちも同じ敬礼をする。

「「「老虎ラオフー・吃チー・龍ロン！　老虎ラオフー・吃チー・龍ロン！」」」

　民兵たちから、頭目を称賛する声が上がる──

　高台の舞台裏では、ダークブルーのパイロットスーツを着た少年の姿があった。







　同日・一六時半──戦せん騎き装そう・第五格納庫。

　ここは氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくの敷地内では曰いわくつきの場所とされる。

　立ち入り申請を出さないと入ることも許されない。中には、非合法に開発された特殊武装や、機体、物品などが放ほうられている。

　広大な屋内──照明は申し訳程度しか照らされていない。

　古びたコンテナ、戦騎装のパーツ群などが転がる。格納庫の中は、まるで整理が行き届いていなかった。巨大なメインゲート付近には紫し貴きの姿がある。

　紫貴立ち会いの下、整備部員たちが一機の戦騎装を運び出す。紫貴の背後には、手錠をかけられた睦むつ見みアギトの姿もあった。

　紫貴は恐れを抱いて、ソレを見上げる。反してアギトは、口元に笑み浮かべていた。かつての使用機体を眺める。超巨大トレーラーの背に、仰あお向むけで戦騎装が運び出される。

　封印をされていた黒塗りの【悪魔】が姿を現す。

　全長一二・八メートル──疾しつ風ぷうの一回りは大きい。瘦せ型のボディに不釣り合いな、逞たくましすぎる両腕・両脚を付ける。疾風の手足だけを筋肉質マツシヴにした感じだ。右肩には〔稲妻のペイント〕が施されている。

　特に目を引くのは〔四よつ目の頭〕だ。アイカメラが二つ並んだヘッドユニット。しゃくれ気味の顎あごが、デザインの不気味さをより際立てている。

　Ｓ－47Ｃ、疾風・改【雷らい公こう】──疾風に違法改造を施したアギト専用機である。

　本来、付ける事ができないはずの【決甲戦種フレーム】を、強引に疾風へ取りつけた機体だ。フレームというのは、戦騎装規格の〔両腕・両膝ひざパーツ〕の事を指す。

　決甲戦種フレームとは、対クイーン用に開発された最高級フレームである。

　バランス・耐久度・安定性・機動力と、通常フレーム全三種の、良いとこ取りをしたようなフレームだ。その性能は鬼灯ほおずきの素体ベースにも採用される程である。

　また陸上のみならず、空中・水上戦装備にも対応する、まさに万能フレームと言えた。

　アギトの機動──特に得意とする三次元格闘──は、機体に負担をかけ過ぎてしまう。

　アギトは大戦果と引き換えに、機体も壊してしまう。そこで柔じゆう呉ごが苦心して、疾しつ風ぷうにこの改造を施したという事である。紫し貴きがアギトの方へ振り向く。

「睦むつ見みアギト……本日をもって貴方あなたの〔禁固刑〕は解除されます。同じく、貴方の使用機体、雷らい公こうも再貸たい与よされます」

　紫貴は自分の学生証カードを取り出す。

　カードの上に、Ａ４大の光学画面が浮かび上がった。

　生せい途と会かい長ちようである紫貴の学生証は特別製だ。一般学生の学生証の管理アクセス権も持つ。

　紫貴は一七ケタのパスコードを入れる。それからアギトの学生証に掛けられていたプロテクトを解放した。アギトの手錠のランプが緑に光る。手錠から機械音が鳴った。

　アギトは手錠を外す。ポケットから学生証を取り出した。

　学生証──顔写真の横──には〔雷〕の一文字が、光学映像で浮かんでいた。

「部隊編成は以前の通り。独立小隊と体裁は整えていますが、一いちノの瀬せ部長と同じく単独戦闘の許可が下りています」

　紫貴はどこか、悔むような顔付きだ。アギトがその心中を当てるように言った。

「心配するな。もう身内は殺さない……気でも変わらない限りはな」

　それを聞いて、紫貴は忌いま々いましそうに毒づく。

「どの口で……はっきり言っておきますが、私は貴方を信用しておりません。今回の采さい配はいも氷ひ室むろ総隊長の強い意向があってのことです。もしも彼を裏切るような真ま似ねをしてみなさい……問答無用で、私が貴方をマップから消す」

「おー怖い」

　アギトは笑いながら両腕を抱く。紫貴の表情はより険しいものになった。

「……学園への尽力を期待します」

　紫貴はお役御免とばかりに踵きびすを返す。アギトが不意に呼び止めた。

「なぁ会長さん。アンタ、あの熱血くんが好きなのか？」

　紫貴は、双そう眸ぼうの温度を急激に下げる。氷の相そう貌ぼうで振り返った。

「貴方には関係のないことです」

『立ち入れば殺す』とでも言いたげな迫力だ。アギトはそんな紫貴の横を通り過ぎた。

「お似合いだと思う……上手く行くといいな」

「っ!?」

　紫貴の肩を叩たたいてアギトは立ち去る。その背中を紫貴は冷然と睨にらみつけた。

　──睦見アギト……結構、いいとこあるじゃない！

　お似合いと言われ、紫し貴きはとても嬉うれしかった。







　学園改革八日目／一三時──氷ひ室むろ義ぎ塾じゆく・教育棟。

　中庭の昼食用ベンチに月げつ下かが掛けていた。

　義手である左手を机に掛ける。足を組んだ格かつ好こうだ。黒のタンクトップにジャングルブーツ、灰色のレンジャーズボンを履く。大きな胸のせいで、タンクトップがパンパンに張っている。爆乳が織り成す、胸の谷間からドッグタグの反射光が輝いていた。

　月下が右手に持つのは、グラン三号の光学書面データ操縦マニユアルだ。

　月下はあの話し合いの日から、再び籍を戦闘科へ戻した。補欠部員であることを条件に、機兵部に戻ることを了承したのだ。

〔グランシリーズのテストパイロット〕が今の月下の肩書きである。現在はグラン三号への早期慣熟が期待されていた。

　月下はマニュアルを眺める。しかし、その心はここに無かった──





　　　　＊＊＊＊＊






　模擬戦上がりの五番隊が部室に集まる。そんな彼らに緑みどりが泣きついていた。

「陽よう動どう効率を来月までに二五パーセントあげるぅ[image: ][image: ][image: ][image: ]!?」

　大だい地ちが叫ぶように緑に聞き返した。緑は「ふぇえぇ！」と泣きながら応こたえる。

「そ～なのぉ～！　じゃないと、部費を半分にカット！　プラス、あんまり仕事が出来ない子はクビにするって言うのぉ！」

「あのババア！　先月も同じ事いったばかりじゃねぇかよ！」

　大地はボーズ頭をガリガリ搔かいた。月下はすぐに当てがつく。

　おそらく日本政府が圧力をかけてきたのだろう。現在、氷室義塾は連戦連勝だ。

　政府はそんな氷室義塾を統合幕僚監部の直下──つまり防衛省の傘下に吸収したい。

　月下はそんな話を聞いていた。きっと雷らい鳥ちようは、政府と熾し烈れつな主導権争いをしている。このオーダーもそれに関係しているのだろうと思った。月下は山やま武たけに聞く。

「山武。二五パーって、あとどんくらい」

「う～ん……先月のスコアが基準なら、もう一二〇～一四〇匹ってところっすかね。でも姐あねさん。現実問題、うちら手持ちの技術で何とかできる部分は潰つぶしきっちゃってますよ？」

　それを聞いて、緑がまた泣きだす。

「これ、なら、ひぐっ、葵あおいちゃんと、ひっぐ、紫貴の、ギロチンタッグさえあれば、いいって。お婆ばあちゃんに、『機兵部いらなーい！』って言われたぁ！」

「でも確かに……鬼灯ほおずきに乗ったイッチーとカイチョー、凄すさまじかったよ。奴やつらが地獄ね。あれと比べられても困るよ」

　困った顔のオルソンが腕を組む。緑みどりは月げつ下かに泣きついた。

「どうしよ月下ちゃぁあん」

「んー。ま、心配しんな。五番隊テメーらの事だ。自分のケツ持ちくらい何とかする」

　緑の顔がパァっと明るくなった。五番隊全員の顔が引きつった。

「月下さん！　二五パーっすよ二五パー!?　うちら、今でもギリ運用じゃないっすか！」

「関係ねーよ。うちらの緑アタマが困ってんだ。何とかすんのが下のモンの筋だろ」

　月下は大だい地ちを門前払いする。その颯さつ爽そうとした姿に緑は胸をときめかせた。

「どうしよ。月下ちゃん、カッコよすぎ……私が男の子だったら、今ので惚ほれて、無む理り矢や理り、手篭にしたと思う！　結婚するしかない状況に追い込む感じで！」

「それもう、女の発想じゃねーよな」

　月下は緑の鼻にデコピンする。緑は「ふぎゃ！」と声を上げた。

「お前を行きたい所に連れて行くのが私の仕事だ……仕方ねー仕方ねー」

　そう言って月下は部室を立ち去る。背中を見せながら右手を上げた。

「お前は向く方向さえ間違えなきゃいい。チケット握りしめてな……そうすりゃ、夢いっぱいのネバーランドへは私が連れてってやる」

　顔だけ振り向き、月下はニヒルに笑う。

　視線の先にはひまわりのような笑顔が咲き乱れていた──





　　　　＊＊＊＊＊






「──っんと……つまんねーよな」

　月下は小さな声で呟つぶやいた。一分、二分と時間が流れる。やがて月下は両頰ほおを叩たたく。

「今はコレが私の仕事だ」

　月下が腰を据すえてマニュアルを見る。右目が左から右へ移動を繰り返す。スライドを進ませ、月下はマニュアルを熟読した。やがて……その口が感想を述べる。

「なんだコレ？」

　月下は溜ため息いきが出るような美人だ。そんな美人が鼻をヒクつかせていた。

　グラン三号の特徴は何と言っても、その機動力・運動性の高さだった。

　跳躍力・加速力・マックススピード等、機動面に関してだけなら、鬼灯ほおずきすらも超える数値を記録している。引き離していると表現しても間違いではないくらいだ。

　葵あおいやアギトでも、コレには乗れないと月下は判断を下す。

　この機体は、並の運動神経で扱えるような代物ではない。おそらくはトップアスリートレベルの動体視力と反射神経が求められる。

　また随ずい所しよに月下の興味を煽あおる機能も搭載されていた。

　出力が四〇〇〇キロワットなんていう機体は、月下にとって未知の領域だ。

　他にも従来の〔人型機動〕に加え、車両のような〔四輪機動〕、更には【アニマルスタンプ】という〔動物的機動〕も可能にする。さまざまな加速手段を備えていた。

　月げつ下かは悟る。この機体は機動──つまり『走る』ことのみに特化した機体だと。

　だが……それら美点をまとめて潰つぶしてしまうような欠陥を孕はらんでいた。

「これ……根本的にダメだろ」

　グラン三号は武器を一切、持たせられなかった。

　そもそも手であるはずのマニピュレーターが、熊みたいな形をしている。

　前方の敵への対処は〔殴る〕か〔体当たり〕の二択だけと書いてあった。

　武器は、背中や尻部に内蔵された【ベアリング散弾】や【投下式爆弾】といった申し訳程度の非常用の物ばかり。こういった武装は、通常武装のノリで使っていたらすぐに弾切れを起こす。ただ、ずっと逃げ回っていろとでも言うのか。

「バッカくせ」

　月下はマニュアルを消す。机に背を預けて青空を仰いだ。







　学園改革九日目／一四時──氷ひ室むろ義ぎ塾じゆく・第一校庭。

　曇天のグラウンドで二つの機影がぶつかっては離れる。

　激突する剣けん閃せん──飛び散る火花──砂を巻き上げる巨大タイヤロードホイール──

　双刀を構える鬼灯ほおずき。相対するは、コンバットナイフを逆手にもった赤い疾しつ風ぷうだ。

　本日は、葵あおいと夏なつ樹きが模擬戦を行っていた。観戦する機兵部は沸きに沸いている。

「はーい！　オッズは１対４で部長だよ！　さぁ張った張った！」

　夏樹はほぼ一週間で、戦せん騎き装そうを乗りこなしつつあった。







　同日・一八時半──戦騎装・第四格納庫。

　今日のテストを終えた日向ひなたが車くるま椅い子すを進ませる。グランシリーズは機密扱いのため、通常の戦騎装とは整備区画が別に指定されていた。

　誰もいない空間を日向は一人進む。その面持ちは沈んでいた。

　飛鳥あすかに指摘された事が、ずっと頭から離れないでいた。

　──もともと兆ちよう候こうはあった……。

　戦場に立つ度、何かが変わっていく気がしていた。

　だから日向は、心のどこかで安心したのも知れない……医師に戦騎装にはもう乗れないと宣告されて。漠ばく然ぜんと破滅までのビジョンを自分自身持っていたという事だろう。

　このままだと自分は、飛鳥の言う【殺さつ戮りくの天才】に変へん貌ぼうしてしまうと──

「あれ？　副部長、遅くね？」

　日向は顔を上げる。作業服の柔じゆう呉ごがハンガーの奥から出てきていた。柔呉は首に巻いたタオルで汗を拭ふく。

　日向ひなたは息をするように、いつもの〔観音スマイル〕を浮かべた。

「はい。でも部長も随分遅かったですね？」

「まー、超優秀で、かゆい所に手が届きまくりの副部長が……うん？　あれ、暗いじゃん。どしたよ？」

　日向は内心ギクっとなる。でもそれをおくびにも出さない。日向は素っとぼけた。

「え？　何もないですけど」

「あ、あっぱり。なんか嫌な事あったんだべ」

　でも一瞬でバレる……他の男と違って柔じゆう呉ごには日向の微う笑そが通じない。何な故ぜ、バレてしまうのか未いまだに日向は理解しかねている。

　片や柔呉は苦笑した。目に入った自販機に向かう。

　柔呉はコーヒーを二本買うと、一本を日向に手渡した。

「言うてみ。部員のお悩み相談は、何も副部長だけの専売特許じゃねーんだぜ」

　日向は敵かなわないなと思った。日向は自分の生活圏が脅かされるのを非常に嫌う。だから、世間体には常に細心の注意を払うタイプだ。

　誰もが日常生活で使う〔建前〕と〔ブランドイメージ〕──日向の場合、それを強く持ち過ぎている節がある。故に、どれが本心なのか、ときどき見失いそうになるのだ……だから柔呉を凄すごいと思ってしまう。

　──この人は……いつもかくれんぼをしている自分の方に会いに来てくれる。

　柔呉は暖の簾れんでもくぐるように、日向の防護柵さくを抜けてくる。それが堪たまらなく嬉うれしくなる時があるのだ。今、この時もそう……。

　日向は作り笑いを止やめる。もう一人の自分が『やめなさい』と言った気がした。

「部長は……私が本当は──最低の人間だったらどう思いますか？」

　日向は顔を俯うつむかせる。柔呉は首を傾かしげた。

「これまた、斜め上の質問だな。具体的にはどういう感じに最低なんさ」

「……いつもは常識人の皮を被かぶってるくせに、実は中身なんて大したことないっていうか」

　言ってて日向はバカらしくなる。もう止めようと思った。

　翻ひるがえって柔呉は分かったような顔になる。

「あ[image: ][image: ]。裏と表的な？」

「…………そんな感じです」

　日向は一秒前の意思決定を反ほ故ごにしていた。

　どうしてこんなことを聞いたのだろう。日向はそう後悔する。柔呉に、メンドクサイ女と思われたらどうしようとか、そんな心配が鎌かま首くびをもたげた。日向は横目で気付かれないように柔呉を見上げる。柔呉はというと…………右の小指で鼻をほじっていた。

「いんじゃね？　隠し事くらい。俺おれなんて休みの日、五回くらいオ○ニーするぜ？」

「もっ！　部長っ！」

　日向は柔呉の上腕二頭筋を叩たたく。パシーン！　と良い音が鳴った。その拍子に柔呉の小指が奥まで行く。柔じゆう呉ごは痛みに声を漏らす。日向ひなたが顔を赤くして怒った。

「私のはそういうのじゃなくて！　もっと、低てい劣れつでおぞましい感じなんですっ！」

　日向は思う────八や雲くも日向と伍いつ橋はし月げつ下かの仲の悪さに、決定的な理由は無かった。

　月下から突っ掛かってきて、それがどんどんこじれて行った感じだ。

　でも最近になって、日向はその理由が分かった気がする。

　どうして月下と自分が、ここまで反りが合わないのか。

　月下は鼻が利く。だから感じ取ったのかもしれない……日向の中にある〔残虐性〕に。

　もしそうだとしたら、月下が日向に怒る理由も納得できる。

　月下は、大切な人の為に戦場を走る。対して日向は、暗い欲求を晴らす為に銃を撃つ。

　月下は信じてくれる者に対して、決して自分を偽らない。反面、日向は誰であろうと、自分の本心を見せない。それは、二人の信奉する神無木緑に対しても例外ではなかった。

　仁義に厚い月下は、それが我慢ならなかったのだろう。日向はそう思い始めていた。

　対する柔呉は地面に座る。胡坐あぐらをかいて缶コーヒーのタブを開けた。

「前に氷ひ室むろと二人で飯を食いに行った時の話なんだけどさ」

「？」

　日向は拍子抜けする。柔呉はお構いなしに話を続けた。

「あいつ、『自分の事を正義の味方みたいに言うのは止やめてくれ』って言ってたんだわ」

　柔呉はその時の情景を思い浮かべる。

　夏なつ樹きこと、エイルン＝バザットは〔正義〕という言葉があまり好きではない。

　守られる側からすれば、外敵から身を守ってくれる介入者はそういう風に映るのかもしれない。しかし、外敵も同じ人間で、戦わなくてはならない理由を持っていたとしたら？

　その外敵にも愛する人がいて、家族がいたら？

「あいつ曰いわく、〔正義〕っていうのは、とても不誠実で、誰の耳にも優しい……まぁなんだ。チャラい言葉なんだと──」

　敵の側から見れば、介入した第三者こそ外敵だ。〔悪〕に映っているはずだろう。

〔正義〕と〔悪〕は表裏一体──見る側の都合で簡単に裏返ってしまう。

　だからエイルン＝バザットは正義の味方にはならない。

　なりたいのは、いつだって弱い者の味方なのだ────

「前戦に立つ奴やつって、そいつなりにグチャグチャ考えてんだなーって思った。で、アイツが言った訳よ」




《誰かの側に立つという事は、自分が誰かを泣かせるという事でもある。それを忘れないために『正義』なんて言葉で誤ご魔ま化かしちゃダメなんだ……返り血を浴びた者には、返り血を浴びただけの責任がある》




「それは……」

　日向ひなたは眉まゆを曇らせる。

「面倒クセーこと、考えてるべ？　でもカッケー……俺おれにぁ無理だ」

　柔じゆう呉ごは飲み干した缶を置く。改めて日向を見上げた。

「副部長が何を想おもって戦場に出るのかは知らない。何がそんなに許せないのかもよく分からん。でも先月、一緒に巌がん流りゆうに乗ったとき、俺は思ったぞ。銃を撃つ副部長、ヤバかった。痺しびれて声にならんくて……もう、むっちゃカッコ良かったんだわ」

　日向は不意打ちの言葉に顔を赤くした。

「でよ？　カッコいいって、それだけで、やっぱ正義だろ？」

　言って柔呉はスッキリする。どうにか上手く伝えられそうだなと思った。

「アイツや副部長ってのは、戦えない俺らから見れば、代わりに武器持って敵と戦ってくれる〔ヒーロー〕なんだわ。戦う側そつちの視点なんざ知りませんよ。俺から見るお前らはいつだってヒーローなんだ……だからそんな奴やつ、嫌いになれますか」

　──あ……ダメ。

　日向は胸を押さえる。真っ赤になって、柔呉の顔を見れなくなった。

　柔呉は立つ。屈かがんで日向に顔を近付けた。日向が変な声を上げる。

「へうっ！」

「安心しな。もしも副部長を責める奴がいたら橘たちばなさんがぶん殴ってやるよ。それでも黙んなきゃ、橘さん必殺のレンチパンチだ」

　そう言って柔呉は日向の頰ほおに噓うそパンチをする。日向の頰をぷにぷに押した。

　──それダメ、部長……殺し文句。

　日向には、柔呉の笑顔が光って見えた。どうしてこんなカッコいい人が近くにいた事に気付かなかったんだろう。日向はそう思った。

「あ、ありがとございます」

　日向の火照りは取れない。そんな日向を見て柔呉は満足そうな顔になった。

「さぁ帰んべ」

　この日、二人は一緒に帰る。柔呉の奢おごりでまた、つけ麵屋に行った。







　同日・深夜──大和やまとが自室のベッドの上で胡坐あぐらをかく。

　大和はあの会議の日からずっと迷っていた。首を上げて見るのは、スクリーン大に拡大した世界地図だ。大和は連日、夏なつ樹きの計画の実現性を検証していた。

「穏健派の諸外国を取り込んでいく……陽ひ葉ようがああ言ったという事は、俺の着眼点は間違ってなかったという事──」

　予かねてより大和にも構想があった。緑みどりが夢見た〔ヘキサに優しい世界〕を実現させるため密ひそかに温め続けていた計画があったのだ。大和は黙もつ考こうする。

　──イギリスやドイツなんかは長年、ヘキサの排はい斥せき問題について否定的な姿勢を見せてきている。氷ひ室むろ義ぎ塾じゆく発足の際も、反対勢力の封じ込めに助力したという情報も確認済みだ。

　大和やまとは傍そばに浮く、光学キーボードのエンターキーを押した。

　世界地図データの一国が黄色に塗り潰つぶされる。それはイギリスだった。

　──イギリス……ここさえ抱きこめば、このプランの半分はクリアしたようなものだ。イギリスのヘキサを日本で預かり、ローランごと17番機を引きずり込む。そうすれば大西洋方面の主要保管領……少なくとも七つは、日本にヘキサを預けざるを得な──

　大和は思考を止める。視線を落とし……その口を噤つぐんだ。思ったのは緑みどりの事だった。

「でも……じゃあ、神かん無な木ぎはどうなる？」

　その名を口にした途端、大和を強烈な空むなしさが襲った。

　今の氷室義塾は〔神無木緑の骸むくろ〕の上に聳そびえ立っている。

　緑の人望を利用した。緑の夢を食い物にした。緑を慕う者たちを兵隊に変えた。そして……緑自身を研究材料にした。

「勝手な都合で、あんな頭の悪い女を戦場に立たせたんだ……氷室義塾は」

　神無木緑はもういない……氷室義塾に殺されたから。

　あの、生クリームが掛かったような甘い声が聞けない。

　あの、陽の光を浴びる縁側のような温かい雰囲気を味わえない。

　あの、ヒマワリ畑のように元気で綺き麗れいだった……神無木緑を見る事ができない。

「あんな阿あ呆ほうに銃なんて持たせて……戦せん騎き装そうとの取り合わせなんて、もはやコントだろ。出来もしない料理に四苦八苦して、フライパン焦がしてる方がよっぽど似合ってたんだ……あんなＩＱの低い女は──」

　俯うつむく大和──その目め尻じりには僅わずかな涙があった。

「絶対に死んではならなかった。絶対、死んでほしく……なかった」

　大和は悔しさを握り潰すように前髪を摑つかむ。

　そして最後……誰に言うでもない、自分に問うように大和は言った。

「あいつを殺した氷室義塾に復ふく讐しゆうを誓ったんじゃなかったのか……七なな扇おうぎ大和」




　七扇大和は揺れていた。




　それから二日が経たち……週明けとなる。

　大和は、機兵部の部室たる多目的室に呼び出されていた。

　氷室義塾・転覆を狙う復ふく讐しゆう者しやとして力を蓄えるか──

　動き出したかつての戦友と共に、亡き緑の夢を叶かなえるか──

　どちらにするのか決めかねる中、夏なつ樹きから連絡があったのだった。

『君にしかできない事がある。助けてくれ』

　そうして、のこのこと呼び出された大和の前には……領収書の山があった。






Ⅵ　脅迫と裏切り









　六月終わりの多目的室はジメジメしていた。荷物が壁際に散乱している。二五度を超える温度が、室内の異臭を強くしていた。そんな機兵部の部室には一台の光学パソコンがある。部屋の片隅に置いてあるソレと、手狭な作業場所──

　大和やまとはそこにポツンと立つ。埃ほこりを被かぶったこの学習机が、他人な気がしなかった。

　──確かに俺おれは『少しくらいなら手を貸してやってみてもいいかな？』と思いはした。

　大和は豚小屋のような部室を見渡す……死んだ魚のような目で。

　未洗濯の体操服や防護服が山を作る。あれが異臭の素だと大和は悟った。

　再び死んだ魚の目を戻す。見えるのは領収書、領収書、領収書……。

　──あんな大事件の後だ。部員だって半分以下に減ってしまった。お財布番の双そう条じようや体の良い雑用（俺）が抜けてしまって、後方業務にまで手が届かなくなったのは想像に難くない……だが、しかし！

「多すぎじゃないですかね!?」

　大和は居もしない誰かに突っ込む。

　机の横にはレジ袋にパンパンに詰められた〔領収書〕があった。全部で七袋分である。

　機兵部は、部費の使用報告が約一年分、未提出になっていたのだ。

　そこで本日……元雑用庶しよ務むの大和が駆り出されたという事だ。

　大和は目を血走らせてパソコンを立ち上げる。学習机の引き出しから、超勤関係や業務費等の会計ファイル群を引っ張り出した。

　流れる手つきでファイルをめくる。大和はギリギリと歯を嚙かみ鳴らした。

　──残業申請をやってる奴やつもいればやっていない奴もいる！　学園側も学園側だ！　給与の振り込みどうしてるんだ！　適当すぎるだろ氷ひ室むろ義ぎ塾じゆく！　労基法をなんだと思ってる！　日本中にあるブラック企業死ね！　ブラック死ね！　あいつらもあいつらだ！　あれほど領収書は月ごとにまとめておけと言っておいたのに！

　大和はこの糞の山を、顔面に叩たたきつけてきた野郎の顔を思い出す。

《すまん。なにやら報告物をかなり滞納しているらしいんだ。君は経理の経験もあったというし、代わりにやってあげてくれないか？　終わったら勝手に帰っていいからさ》

「これ帰るどころか、休むなって言ってるだろ！　暗に寝ちゃダメって言ってるよね!?　あの善人面、のっけからコレとか、やり方がブラック過ぎるだろ！　ブラック死ね！」

　更に我慢できないのは、夏なつ樹きの去り際に、現部長が言った言葉だ。

《あ、七……ん？　えと、七先輩ありがとでーす！　後よろしく！　いこ、隊長♪　今日も模擬戦やろーね！》

「行こ、じゃねーよ!!　あと七なな扇おうぎだから！　いいかげん覚えて！　そしてこれ君の仕事！」

　大和はヒステリーを起こす。その頭皮を搔かき毟むしった。

　それから二分ほど癇かん癪しやくを起し……大和やまとは落ち着きを取り戻す。「ふん」と鼻で息を吐いた。

「やってられるか」

　部室を出ようと振り返り……それが目に入る。

　学習机が一つ──写真立てと、一輪指しのガラス花瓶が置かれている。

　そこだけは綺き麗れいに掃除がされていた。大和にはこの部室で一番神聖な場所に見えた。

　大和は傍そばまで行く。その写真立てに手を伸ばした。

　──こいつも部費の管理はずさんだったな。

　写真は神かん無な木ぎ緑みどりの遺影だった。大和は目を細める……小さな笑みを浮かべていた──
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　この場所で一人、領収書整理をしていた自分──そこに防護服姿の緑が来る。

「ヤマえも～ん！　大変だよぉ～！　前に打ち上げに行ったときに領収書もらい忘れちゃったのぉ！」

　大和はまたかと思った。大和は緑と二人きりだと、つい地が出てしまう。言い過ぎないようにせねばと心がけた。

「神無木さん、私的流用って言葉知ってます？　やってることかな～りマズイですからね？　……で？　幾ら食べたんでしょうかね」

　緑はその時の味を思い返すように、口元に指を添えた。

「新装オープンの焼肉屋さん！　五〇人くらいで行ったから、三五万くらい？」

「ちょっ！　おまえ最低だよ！　そして俺おれは呼ばれてないぞ、このアマ!!」

　大和はショックで辛しん辣らつになる。緑は目を泳がせた。

「え？　お、オカシイナー。葵あおいちゃんにお願いしたのに」

「あんな筋肉少女隊にお願いしちゃダメでしょ!?　脳みそまでムキムキだよ!?　バカなの!?　あーもう自腹だ自腹……部費では落とせん。今回のでお前は少し懲こりとけ」

　緑はショックを受ける。泣きながら大和の肩を両手で叩たたきだした。

「ふひ～ん！　三五万も出したら今月！　水と草しか食べられないよぉ～！」

「いいか神無木。第二次世界大戦で栗くり林ばやし中将率いる硫黄島日本軍の皆さんは、備蓄を温存するために雑草汁なるものを食して──」

　大和は叩かれながら、カワイイとか思ってしまう。緑はしょぼんと肩を落とした。

「ソープで働くのイヤだな……四〇回くらいやったら稼げるかな。三五万」

「だから君はもう！　もっと自分を大事にしてください俺が悪かったよコンチクショウ！」

　大和は自分でも訳の分からないキレ方をする。堪かん忍にんして立ち上がると緑が目を丸めた。

「え？　じゃ何とかしてくれるの？」

「オマエをソープに沈めたなんて噂うわさが広まったら、俺は駿する河が湾わんに沈められる。比ひ喩ゆじゃない意味でな」

　大和やまとに浮かんだのは葵あおいに殴り殺される未来だ。どうにも大和は葵が苦手だった。

「行ったの三日前だろ？　多分ＰＯＳデータに残ってると思うから。そんな大所帯で行ったんなら向こうも覚えてるだろ。行ってやるから、はよ着替えろ」

「わ～い！　ヤマえも～ん！　だから大好き～！」──
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　──ホント、事あるごとにベタベタしてきおってからに……。

　大和は遺い影えいを静かに置く。几き帳ちよう面めんなため、写真立てと花瓶の位置も勝手に直し始める。

　──なぁ、神かん無な木ぎ……俺おれはあの男に賭かけてもいいのだろうか。

　この写真の主が、どう言うかなど分かり切ってる。でも大和は答えを先送りにした。

　大和はＵターンをする。かつての自分の作業机に腰を据すえた。

「雑用くらい手を貸しても罰は当たらんだろう……」

　首、両手首、両指の順でポキポキと骨を鳴らす。大和は気合を入れるようにワイシャツの袖を捲まくった。







　同時刻──雨が強く降ふり頻しきる。窓の外を眺めながら夏なつ樹きが歩く。

　夏樹は特別棟の廊下を進む。先日本土から帰ってきたばかりの雷らい鳥ちようの執務室に向かっていた。瀟しよう洒しやな木製扉が聳そびえ立つ。執務室の前で夏樹は休めの姿勢になる。

「氷ひ室むろ夏樹！　ただいま参りました！」

「入りな」

　雷鳥の声が返ってくる。夏樹は扉を引いた。

　ブラインドが下ろされて中は薄暗かった。中央には大理石の円卓が置かれている。

　最奥には、豪勢な執務椅い子すに雷鳥が座っていた。夏樹は雷鳥の近くまで行く。雷鳥は老眼鏡を外して、読んでいた光学書面データから視線を離した。夏樹が言う。

「塾長。長旅ご苦労様でした」

「やっぱり家が一番落ち着くねぇ。外そと見みも中身も汚くなったジジイ・ババアの相手は年々、しんどくなってる。まぁ、収穫もあったけどね……これを見とくれエイルン」

　言いながら夏樹に書面データを渡す。夏樹は右目に二センチ四方の光板を生成する。

　これは、紅の懐中時計──万能多目的ツール【エンブレムクロック】──を使用したのだ。これを介さないと夏樹は、難しい漢字や英語が読めない。

　夏樹が目を走らせ……やがて慄りつ然ぜんとなる。

「政府に潜んでたでかいネズミをふん捕まえて、いろいろと吐かせたら、とんでもないことが分かった。敵はロイヤルガードだけじゃない。本当の敵はその上にもいる」

　この情報は最高機密に部類される。逆をいえば、それを雷らい鳥ちようが明かしたということは、夏なつ樹きはそれだけの信頼を雷鳥から勝ち取っているという意味でもあった。

「早急に学園の戦力拡充を図ります。併せて対人戦闘も視野に──」

「まぁ慌てなさんな。氷う室ちは人間とやり合う方が得意なんだから。イニチアティブはこっちが握ってる……じっくり外堀から埋めてこうじゃないか」

　夏樹は苦笑する。この老齢な司令官を頼もしいと思った。雷鳥は次に別のデータを渡す。

「次はあんたが所望していた【規格外十番テンナンバー】についての詳細なファイルだ。一般公表用じゃない、持ち出し禁止のヤツだからここで読んでいっとくれ」

　夏樹は申し訳ないと思いつつも、手渡された情報に目を通す。やがて一人のファイルで手を止め……その声を震わせた。

「塾長……やはり、これは──」

「やっぱりアンタも感づいたね。織り込み済のつもりだったが私の目算より二日早かった」

　雷鳥はにやりと笑う。引き出しから煙草たばこを取り出し、火を付けた。

「【明星奪取計画】の最重要ファクター……私と武蔵むさしの爺じいさんが七年以上も前から、唾つばを付けていた【明みよう星じようの後継者】だ」

　夏樹の中でパズルのピースが組み上がっていく。引っ掛かっていた規格外十番テンナンバーの謎なぞ。そして、どうして彼女が彼を欲したのか……夏樹は隠さずに恐れを漏らす。

「彼もまた、規格外だったということでしょうか？」

「少なくとも研究班はそう見てる。小こ賢ざかしく育って上手く隠してるから、現在の実力は正しく計れていないがね……。エイルン、何が何でもこのガキは味方に引き込んどくれ。武蔵のジジイが居なくなったりで、いろいろ悪い考えを持ち始めている」

　夏樹は再び人物ファイルを見る──そこには【七なな扇おうぎ大和やまと】の事が記されていた。







　その深夜の事だ。海上には深い霧がかかっていた。視界の一切を奪ってしまうほどの濃霧である。その濃霧の中を〔船団〕が進んでいた。それも大規模な……艦隊と呼べるほどの船団である。しかし不思議な現象が起こっていた。

　その遥はるか上空に浮かぶ衛星はその船団を映していなかったのだ。

　同じく、この周辺海域を隈くまなく索敵する【海上自衛隊】及び【米軍第七艦隊】のレーダー網にもだ。海面を静かに割る船団──その先頭には〔亀の甲羅〕のような物が、海面から覗のぞいていた。甲羅の隙すき間まからは、絶えず〔黄色い霧状の粒子〕が噴出されている。

　船団は静かに進む。その進路を第弐富士に取っていた。







　今日も朝から雨が降る。朝早くから部室に来た夏樹は目を丸めていた。

「見違えたな、これは」

「ふん……あたり前、じゃなくて……頑張りましたとも」

　大和やまとが涼しい顔をする。目元には濃い隈くまがあった。

　機兵部の部室は完かん璧ぺきに整せい頓とんがされていた。

　まず部屋中に散乱していた部員達の荷物は、一か所にまとめられている。汚臭を放っていた防具服等は全すべて洗濯済みだ。現在はリネン室の乾燥機の中に放ほうられている。

　部室内には芳香剤の匂いが漂う。

　──ムキになっても完璧にやっちゃうから俺おれ素敵。ああ、俺怖い。

　大和は心で悦えつに入いる。夏なつ樹きが感心しながら辺りを見渡す。

　光学パソコンの周りもきちんと掃除がされていた。事務ファイル群も窓際に綺き麗れいに並べられている。学習机には、月ごとに整理された領収書の束と、滞納していた部費の使用報告書が置かれていた。

　残業関係の書類や、未記入分も完璧に出来上がっている。

　精魂を使い果たしたように窓の外を見る大和──そんな彼に夏樹は言う。

「さすがは、神かん無な木ぎ緑みどりさんが陰で最も信頼していた七なな扇おうぎ大和くんだ」

　大和の表情が急速に曇る。一方の夏樹は、大和と対たい峙じした。

「神無木緑さんは無意識に……本当に無意識に、自分の描くビジョンにあわせて、それに必要な要因を『引き寄せる』ことができたんじゃないか……人材も環境も関係なく……。氷ひ室むろのヘキサ研究班の人物ファイルにはそんなことが記されていたんだ」

　大和は一瞬、眉まゆを動かす。

　──死して尚なお、人間共こいつらのモルモットか……。

「機兵部の発足当時は【支援部】という、戦せん騎き装そうを用いた後方支援を専任する部活があったそうだね。配属されたのは、戦闘に不向きな性格や、戦闘科に振り分けたものの、成長や活躍の期待できない、いわゆる〔見込み違いの生徒〕……この機兵部の何人かは、そこから、神無木緑さんが集めてきたと聞く」

　──そーいやそうだったな。妙に懐かれて……何十回、勘違いしそうになった事か。

　大和は追憶した。部活上がりによく、緑に呼び止められた時の記憶を。

　夏樹は続ける。

「発端は彼女の気まぐれ……偶発的な始まりに見えるかもしれない。でも、だ──」

　夏樹の目には驚き……驚きよう愕がくにさえ匹敵する色があった。

「弾道から空間状態、着弾タイミングまでを、ほぼ完璧にイメージできるＳ級複合変化分類ハイブリツト……。かの、閃光の八ライトニング・エイトを砲撃部隊にスカウトしたのも神無木さんだと言うじゃないか」

　大和はとぼけるような口調で言った。

「そうだったのか。なにぶん友達がいなくてな。見ての通り、一年以上、一緒の部活にいて名前と顔を覚えられていないくらいだ……そういう話は初めて聞きました」

　夏樹は乾いた笑みを漏らした。

「他にもあるぞ？　神馬の五スレイプニル・フアイブ、伍いつ橋はし月げつ下かくんの動体視力はトップアスリートすらも大きく上回るらしい。彼女の眼は〇・一秒間に最大一二文字まで知覚できるそうだ。そして彼女もＳ級身体変化分類フイジカルだと分かったのは、神かん無な木ぎさんが機兵部にスカウトした後の話だった」

「それは凄すごい。偶然って続くんだな」

　軽い調子で大和やまとは返す。でも胸中はそうではない。黒い炎が燃え始めていた。

「睦むつ見みアギトくんに至って言えば未いまだに測定不能……無変化分類ノンギフトの彼が、何をどうすれば、あの操縦技能に繫つながるのか、研究者は未だに答えを見つけられてないそうだ」

「そういえば睦見の奴やつ、ここに来る前の体力測定、ごまかしてたって聞いたな。非戦の運営部でブラブラしてたところを神無木に連れてこられたんだっけ」

　夏なつ樹きはここに来て初めて不快を露あらわにした。

「……君は知ってるか？　Ｓ級指定の才能開花に目覚めたヘキサは、全体の〇・二パーセントにも満たないと……規格外十番テンナンバーというあだ名、誇張でもなんでもない。本当に皆、規格外の人材だ」

「あのさ……テンナンバーの上げー発言は、ここにいた頃ころから耳タコなんだよ。俺おれは興味ないから、他の奴とやってくれ」

　夏樹は口を噤つぐむ。口の周りに皺しわが出来た。夏樹はその声を低くする。

「そうやって君は……ずっと煙に巻いてきたんだな」

　大和は座っていた学習机から腰を上げる。もう、その顔には友好的な色など微み塵じんもない。

「神無木部長の興味を持った人物に普通はいなかった……だから君のことも申し訳ないが調べさせてもらった。そうしたらどうだ？　君も十分に、異常だったじゃないか」

　夏樹は苛いら立だっていた。怒りを抑える様子で大和に言う。

「日本における公く家げの一門【七なな扇おうぎ】。今は没落してしまったが、その天てん賦ぷの才と最高の英才教育をうけ、周りから神童とよばれた少年……鬼灯ほおずきの前身となった試作戦せん騎き装そう【無花果いちじく】のテストパイロットを務めたのが、当時九歳の君だったというじゃないか」

　夏樹は一歩踏み出す。強く、力を込めて。その目には明確な怒りがあった。




「どうして本気を出さない。七扇大和」──夏樹の燃える瞳ひとみと──

「……不快だ。それ以上、さえずるな」──大和の冷えた瞳がぶつかった。




　一気に距離を詰めた夏樹……その両手を伸ばす。

　片や、伸びてきた夏樹の手首を大和は摑つかむ。夏樹を放ほうり投げようとした。

　──なっ！

　大和が目を見開く。体感したのは、サイにでも体当たりされたかのような衝撃だった。

　大和の身体からだが、音を立ててホワイトボードに叩たたきつけられる。

　大和の胸倉を摑んで夏樹は声を張り上げた。

「君を知っている部員から聞いた！　神無木緑みどりさんが死んだあの日！　残存部隊の総指揮を務めあげ、全員を生還させたのが君だと！　何な故ぜだっ！　どうして、それだけの力があってお前はっ！」

　激情する夏なつ樹き。大和やまとはその表情を強く歪ゆがめる。

「見てきたんだろ！　この学園の惨状を！　多くの人が傷つき、それでも何とかしようともがいていた！　自分たちの運命と戦っていたんだ！　君ほどの力があれば何かを成すことが出来たんじゃないか？　彼らを助ける事ができたんじゃないのか!?　答えろ七なな扇おうぎ！」

「その『自分が誰よりも一番ヘキサのことを考えてます』みたいな口ぶり……今すぐに止やめろ。本気で不快だ」

　大和は夏樹の耳元で囁ささやく……とても低い声で。

「ヘキサをさんざん食い物にしてきた氷ひ室むろの手先が……知った風な口を叩たたくなっ」

　大和の突きが夏樹のこめかみを襲う。でも夏樹は見もせずに、大和の手首を摑つかんだ。

　──っ!?　完全に死角から打った一撃だぞ！

　大和は拳こぶしを振り解こうとする。しかし夏樹の左手は万力のように絞まる。大和はその腕を離すことができなかった。夏樹は絞り出すように言う。

「やれる事があって……できることがあって……為なさねばならぬ事がある……。でも自分は傍観者面で遠くから眺める！　そんなのがカッコイイと思っているのか！　そんな生き方で君は本当にいいのか！」

　夏樹は大和に訴える。大和も唾つばを飛ばして叫び返した。

「断りもなく、人の中にズカズカ入り込んできて！　こっちの都合、お構いなしに説教する奴やつもどうかと思うがな！　離せ！　本気でノすぞ！」

「七扇！」

　夏樹は堪たまらず拳を振り上げた。大和も同じく拳を引く。

『氷室総隊長！　以下、指定された方は至急、生せい途と会かい室しつに！　繰り返します──」

　二つの拳が互いの顔面すれすれで止まる。

　夏樹は唇くちびるを引き結ぶ。乱暴に大和を解放した。大和も不快そうに襟えりの乱れを正す。

　部室を出ようとして……夏樹はドア口で足を止めた。

「一度零こぼしてしまったら、取り返しのつかない事だってある」

　言われて憶おもう──大和の脳裏を掠かすめたのは神かん無な木ぎ緑みどりの後ろ姿だった。

「だから俺おれは、常に全力でやるんだ」

　乱暴にドアが閉められる。一人残された大和は俯うつむいた。

「人が……何もしていないみたいに言うなよ」

　その顔は年相応の少年のようで、今にも泣きそうになっていた。







　地下通路を走る夏樹。その後ろに葵あおいがやってきた。

「隊長！　いったい何!?」

「分からん！　とにかく急ごう！」

　司令管制室の機械扉が開く。中に入ると二人の緊張が何倍にも膨れあがった。

「船種の確認急いで！」「こちら氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくこちら氷室義塾！　伊い豆ず基地に入電！　至急──」

「先輩！　里さと神がみのビッチ、電話に出ません！」「内閣府にも繫つなげ！」「自衛隊には絶対にまだ攻撃させちゃダメだからな！」「船団、未いまだ膠こう着ちやく状態を保ってます！」

　役員たちの声が轟ごう々ごうと飛び交う。室内を奔はしる役員もいた。中央スペースに紫し貴きが立つ。

「戦騎装第五中隊サンイチＢＳ６、戦騎装第六中隊サンイチＢＳ６は訓練弾頭のままでいい！　ポイントＡ１～３！　ポイントＢ１、ポイントＣ１の順へ急行！　到着次第、陣形を構築！　とにかく威い嚇かくになればいいわ！」

　生せい途と会かいは完全に戦闘状況に入っていた。先に来ていた大だい地ちたちは、茜あかねにどやされながら物を運んだり資料を取りに行かされている。

　状況が摑つかめない夏なつ樹きと葵あおい……夏樹が不意に正面モニターを見る。思わず息を止めた。

「なんだ……これは？」

　海上に漂う数多あまたの船影────第弐富士は謎なぞの艦隊に包囲されていた。

　規模にして空母二、巡洋艦二、駆く逐ちく艦かん一〇の一四隻せきだ。これは米軍第七艦隊の平時戦力に匹敵する。警備網の薄い、第弐富士の北側を中心に配置を完了させていた。

「米軍や海自は何をやってたんだい」

「こちら同様、レーダーに引っ掛からなかったそうです！　向こうも目視での確認だったため、報告が遅れたのかと！」

　雷らい鳥ちようの問いに、田た中なかが声を大きくして答えた。

　夏樹は右モニターを見る。通常、右モニターには敵と味方が、光点マーカーで表示される。でも右モニターに謎の艦隊は表示されていなかった。

「すごい霧……」

　葵が呟つぶやく。正面モニターの映像は、濃い霧に覆われていた。黄色い霧で、スモッグのようにも見える。この黄色い濃霧が発見を遅らせる一因となっていた。

「司令！　これはいったい！」

　夏樹が中央スペースまで来る。紫貴の鋭い目付きが、一瞬でハートマークになった。

　上方の司令席に座る雷鳥が下を向く。

「こんな朝っぱらから、お客さんだ。アポなし武器持ちのね」

「前のクイーンじゃあるまいし……何でレーダーに反応しないの？」

　茜が顔を曇らせる。モニター画面が突如、切り替わった。

『我らは、中華人民解放軍【唐紅軍タンホンジユン】である』

　中国軍服を着る中年男性が映った。メガネをかけた肥満体形の男である。

　その声のトーンや喋しやべり方には違和感がある。これは機械が自動的に翻訳しているためだ。

　二〇七〇年現代、言語の壁は無くなりつつある。一般に普及される携帯電話にも、リアルタイム翻訳の機能がついている程だ。雷らい鳥ちようが眉まゆを動かす。

　──唐紅軍タンホンジユン。中国で暴れ回ってる内乱軍が、なんで氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくに？

『龍暴れる【王黄龍ワン・フアンロン】の悪政を見逃す日本に正義の鉄てつ槌ついを落とせと、皇帝新しい聖なる【唐劉虎タン・リユウフーさま】が勅ちよく命めいを下された。勅命を汚い耳で静聴しなさい』

「なんか受けね？」「黙って聞け」

　不謹慎な山やま武たけに大だい地ちが言った。そんな中、飛鳥あすかも司令管制室にやってくる。

「ねねねね！　外凄すごいよ！　なになに!?　これ何のパーティー!?」

『氷室義塾及び、総理大臣・濱はま田だ総理に私たちは要求する。一つ、新型兵器【グランシリーズ】の設計データと試作機体を献上せよ』

　正面モニターにグラン二号とグラン三号の写真が表示された。紫し貴きが目を丸める。

「どうして！　グランは機密保持されてっ」

「あ──っ！　僕ぼくが【３ちゃん】で流した画像だ！　勝手に保存してんなバーカバーカ！」

　紫貴がゆっくりと首を曲げた。低い声で「今、なんて？」と飛鳥に聞く。

「グランが出来てすぐネットで自慢したの！　そしたらもうブザイクだ、腿ももデカすぎだ、テラワロスだ、マジうっぜー死ね！　あいつら目腐ってる！　あんまりにも頭キタから、ディスったヤツ、全員特定して、個人情報ばら撒まいてやったけどね！」

　ドヤ顔した飛鳥に、葵あおいが飛び掛かる。ドガ！　とか　バキ！　とか打撃音が渡った。

「葵ちん、ぐべ！　止やめ！　止めてぇ！　顔は殴らないでぇ！　お嫁にいけなくなるぅ！」

「うっせーっ！　オメー結婚する気ねーだろ！」

　飛鳥が悲鳴を上げる中、唐紅軍タンホンジユンの声明は続く。

『二つ、同じくネイバー【デストブルム】の献上。そして三つ──』

　最後の要求に全員の背筋が凍りついた。

「氷室夏樹の身柄を要求する』

　夏なつ樹きの瞳どう孔こうが拡ひろがった。同じく顔を青くした生せい途と会かい役員たち。馬乗りで飛鳥を殴っていた葵が振り返る。一拍置いてから、物凄い剣けん幕まくで吠ほえた。

「──ざっ、けんなっ！」

　正面モニターに映るテロリストは悠然とした態度で続けた。

『なお、要求が聞き入れられない場合……我々は日本国首都・トーキョー。もしくは、この第弐富士に〔戦術毒による無差別制裁〕を決行するものとする。また、敵対行為も同じと見なす。応援を要請した場合も同様だ」

　画像が変わる。モニターに一本のミサイルが映し出された。

　画像を見て生途会の面々が絶句する。紫貴は声を震わせて呟つぶやいた。

「Ｅ、９７０……ウイルス、弾頭」

　二〇一六年──人類史に残る最悪の細菌兵器が誕生した。

【天てん然ねん痘とう】という感染症がある。かつて世界中で不治・悪魔の病気と恐れられた疫えき病びようだ。

　恐るべきはその感染力にある。飛沫ひまつ感染等で簡単に伝染範囲を拡大させる。二〇世紀に、三億人以上の犠牲者が出たと言われた。

　その致死率を極限まで高めようと開発されたのが、この【Ｅ９７０ウイルス弾頭】だ。

　天てん然ねん痘とうはそもそも、世界保健機構ＷＨＯによって根絶された病気である。

　根絶運動の際に、各国に存在する天然痘ウイルスも回収された。これは天然痘ウイルスが細菌兵器との親和性が高かった事も理由に含まれている。

　そんな天然痘ウイルスに着目したのが当時の米軍だった。

　ネイバーが発見されていなかった当時、クイーン攻略という至上命題に駆られて、様々な兵器が各国で開発された。このＥ９７０ウイルス弾頭もその一つといえる。

　しかし、強い抗毒体質を持つマリスには効果が薄かった事から、Ｅ９７０の量産は見送り。生産分は全すべて、海底深くに投棄された。

　人間相手に使われた事は一度も無かったが、その威力はミサイル一発で一国を滅ぼせると警けい鐘しようを鳴らす専門家もいるほどだ。都市などの人口密集地帯に使われた場合、一二時間以内に感染エリアを封鎖、対策を講じない場合、爆発感染パンデミツクを止める術は無いと言われている────敵はそんな細菌兵器を交渉に持ち出したのだ。

　夏なつ樹きが紫し貴きに聞く。

「九重ここのえ！　どういう兵器なんだアレは！」

「国際条約違反に指定される……世界一凶悪な細菌兵器よ」

　司令管制室に激震が走る。良く分かっていなかった機兵部もやっと認識が追いついた。

　──どこの馬鹿だい！　こんな物騒なモン、こんなチンピラに渡したのはっ！

　雷らい鳥ちようは指に挟んでいた煙草たばこを握り潰つぶす。

　米軍・海上自衛隊の索敵網を抜けてきた謎なぞの手段。またテロリストの態度から、敵は退路を確保している。何より、一国の内乱軍が入手できるとも思えない細菌兵器──

　それらの事実が雷鳥に、敵の背後にいる誰かを推しあてた。

「才能開花したヘキサと言えど、ウイルスへの抵抗力は常人と変わらない……落とされれば第弐富士は間違いなく壊滅よ。アジア東海の絶対防衛線である、この第弐富士が陥かん落らくすれば、背後に控える日本全土に、マリスの牙が向く事になる──」

　紫貴は双そう眸ぼうを震わせて説明する。




「奴やつらは、この第弐富士と、日本国民一億人を人質に取ったと言う事よ」




　大だい地ちたちが固唾かたずを吞のむ。画面の首謀者は、口の端を持ち上げた。

　そんな中……茜あかねは一人、強烈な違和感を感じ取っていた。小さな声で呟つぶやく。

「デストブルムネイバーを要求しておいて……特務の身柄は要求してこない？」

　ネイバーは登録したネイバーフッドにしか操縦できない。軍部上の機密事項ではあるが、ネイバーを欲している者がそれを知らない訳がない──茜の疑問はそこから来たものだ。

　全員の視線が夏樹に向かう。誰もが動けなくなった中、一人がその静せい寂じやくを打ち破った。

「これ、もう議論の余地ないだろ」

　冷たい金属音──夏なつ樹きの後頭部に銃口が当てられた。

「七なな扇おうぎ」

　夏樹が低い声で言う。背後には拳けん銃じゆうを構えた大和やまとが立っていた。左手には携帯電話を周りに見せるように持っている。大和は首謀者に言った。

「こいつらは俺おれが要求に従わせる。引き渡しの手順を言ってくれ」

　大和が画面の首謀者に言う。首謀者は闖ちん入にゆう者しやの登場に眉まゆを曇らせた。

「何やってんのか分かってるのかアンタ！」

「ブッコロスヨ!?」

　山やま武たけとオルソンが大和を怒鳴りつける。葵あおいは言葉よりも先に身体からだが動いていた。

　大和が携帯電話に親指を付ける。

　突如、司令管制室が揺れた。全員は何が起こったのかすぐに直感する。

「通学用の第三モノレールを爆破した……他にもまだある」

　大和の言に茜あかねが眉をひそませた。大和は厚こう顔がん不ふ遜そんに言い放つ。

「この学園はジャックした。俺に従え」

　テロリストの襲撃に合わせ……七扇大和が今、その反旗を翻ひるがえした。






Ⅶ　七扇大和









　緊張が走る司令管制室内──大和の恫どう喝かつが続く。

「この氷ひ室むろ義ぎ塾じゆく本部に七つ。第弐富士内の主要幹線道路に四つ。通勤・通学利用客で溢あふれる、第弐御ご殿てん場ば、第弐沼ぬま津づの各駅にそれぞれ一つずつ。北ブロックの第一電波塔に二つ。西ブロック住宅街の俺たちの塾生マンションに三つ。ダメ押しに駐屯地ブロックの上官用寄宿舎にも三つ……合計で、あと二一個の爆弾がこの島には仕掛けてある」

　大和は一人一人に視線を渡す。

「飛び掛かってきてもいいが、覚悟を忘れるな……自分たちのせいで人が死ぬという覚悟だ。まぁ？　コイツ以外なら、ここにいる誰が来ても、返り討ちにする自信も実力も持ち併せているつもりだがな」

　大和は銃口で夏樹の後頭部を突く。モニターの首謀者が質問した。

『君は誰だ？』

「俺は七扇大和。この学園の転覆を目もく論ろんでいたヘキサだ。こいつの身柄は俺が確実に引き渡すことを約束する。他の条件も必ず吞のませよう。その対価としてはなんだが……俺を反乱軍のメンバーに加えてほしい」

　大和は銃で夏樹の背中を押す。田た中なかのコンソール盤までくる。大和は顎あごをしゃくって離れるよう田た中なかに指示した。画面の首謀者は見透かしたように笑う。

『私がそんな見え透いた噓うそにかかると──』

「今から第弐富士に設置される防犯カメラへのアクセス方法を教えよう。個人で使っていた物だが盗聴器の周波数もな。そっちの見張りが到着するまでの監視に使ってくれ」

　大和やまとがコンソール盤を操作してデータを送る。

　画面内で首謀者の部下が横からやってきた。首謀者はその部下に確認を急がせる。

「何をやっているか分かってるんですか？　ヘキサがこんなことしたら！」

　茜あかねが大和の背中に問いかける。大和は静かに振り返った。

「……俺おれはずっとこの機会を窺うかがっていた」

　その視線は雷らい鳥ちようへ向く。

「何がヘキサの人権擁よう立りつだ……このペテン師め。その婆ばばあがやってきたのはマリスに有効な新兵器の開発で、その原材料が俺たちヘキサだ。そんな事も分からず、踊らされおって」

　大和は銃口を夏なつ樹きの後頭部へ向け直す。

「こいつも言ってただろ。兵士となったヘキサが、このご時世でどれだけの戦術価値を生み出すのか……ここはヘキサを使って新たなビジネスモデルを作り上げる、糞まみれの実験場だよ。欺ぎ瞞まんと噓で塗り固められた最低のプラットフォームだ」

　大和が夏樹の膝ひざ裏うらを蹴ける。夏樹がコンソール盤に倒れ込んだ。大だい地ちが口をへの字に曲げる。紫し貴きがその双そう眸ぼうの温度を急激に下げた。

「どいつもこいつもそれに気付かないで、コイツや、あのババアの手の平でブレイクダンスを決め込んでる……哀れすぎて涙が出るよ。お前ら、もう手遅れだ」

　大和はモニター画面を向く。首謀者に言った。

「この学園をぶっ壊したとしてもヘキサの俺に未来はない。かといって何もしなくても、俺はこの島から一生出られない。でも……今、目の前にチャンスがぶらさがってる」

　モニターの首謀者はにんまりと笑った。

「見ての通り、このババアに一泡吹かすつもりで準備した、半年かけての仕込みもパァとなった訳だが……逃亡先が海賊というのも華があると思わないか？」

　唐紅軍タンホンジユンは大和に、引き渡し場所と時間を指定した。







　一〇時半──第弐富士・第一埠ふ頭とう。

　全高一〇〇メートル超えの特大クレーン車クライミングクレーンを始め、何台ものコンテナクレーンが置かれている。カラフルなコンテナが港にズラーッと並んでいる。中に入っているのは食料品や生活用品、衣類など、島に運ばれる予定の物ばかりだ。

　ここは海上貨物を一手に引き受ける港である。

　港際には駆く逐ちく艦かん二機と巡洋艦一機が横付けされていた。戦艦と岸を結ぶ橋が渡されている。其そ処こを唐紅軍タンホンジユンの武装兵、およそ一〇〇名が占拠していた。

　コンテナを背に、氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくの中核メンバーが引渡しを見守る。

　背後から紫し貴きに腕を回されるセレン──その心は、空と同じ雨模様だった。

「クロ……」

　セレンの前を、超巨大ハンガーに固定されたデストブルムが横切って行く。

　デストブルムは大きすぎるため、牽けん引いん車しや等で運び出すことが出来ない。そのため、専用ハンガーそのものが動かせる仕様になっているのだ。

　次に二台の四〇トン・トレーラーが埠ふ頭とうの真ん中付近に止まる。

　荷台にはグラン二号とグラン三号が置かれていた。

　運転手の柔じゆう呉ごが下りてくる。民兵が柔呉に小銃を向けた。柔呉は愛想笑いをして手を上げる。そそくさと見送り人の列に紛れこんだ。

「この泥棒──っ！　僕ぼくのテンス返せー！」

　飛鳥あすかが飛び出そうとする。柔呉が慌てて飛鳥をはがい締めにした。

「バッカ！　殺されちゃうぞ！」

「うわぁああああああああああああああぁんん!!」

　飛鳥は地面に伏して大泣きする。柔呉は仕方なくその背に傘を掛けてやった。

「うわぁああん、あん、あん、あん──」

　地面に伏す格かつ好こうで、飛鳥は周囲を探る。

　二つのトレーラーを、民兵たちが隈くまなく調べる。荷台、運転席、車体の下側なども。

　グラン二号の荷台には大量の銃器──スナイパーライフル・ヘビーマシンガン・ショットガン・グレネード、そして二つ折りになった、特大口径のカノン砲が置かれている。

　グラン二号のコックピットが開く。

　一人が中を覗のぞいた……シートに誰もいない事を確認する。

「よし。大丈夫た」

「こっちもだ」

　広東カントン語で二人が言う。確認を終えると、民兵はトレーラーから跳び下りた。最後に彼らがやってくる。

「夏なつ樹きぃ」

　セレンが堪たまらず泣きそうになる。

　拘束具で両腕をぐるぐる巻きにされた夏樹が歩いてくる。その背後には拳けん銃じゆうを突きつける大和やまとだ。上半身に〔爆弾が付けられたチョッキ〕を掛けている。その腰にはポシェットが巻かれていた。民兵が全員、二人に銃を向ける。

「総隊長っ」「たいちょーぅ！」「くそっ！」

　大だい地ちが俯うつむき、オルソンが声を上げて泣いている。山やま武たけは悔しそうに左手に拳こぶしを打ちつけた。紫貴はその光景を見て思う。聖書の時代、十字架を背負ってゴルゴダの丘を登ったキリストはこんな感じだったのかと……

　大和は民兵二人の所へ、夏樹を連れていく。セレンは見ていられなくなった。

「夏なつ樹きぃ[image: ][image: ]っ!!」

「セレン、ダメ！」

　紫し貴きの腕を振りほどいて夏樹の下へ走り出す。民兵たちの銃が一斉にセレンの方へ向いた。夏樹が慌てて銃口の前に身体からだを割り込ませる。

「待ってくれ！　来るなセレン！　来ちゃダメだ！」

　夏樹に銃が向けられて、セレンは慌てて止まる。

「許可もなく動くなよ」──夏樹の側頭部が銃のグリップで殴られた。

　アスファルトに夏樹の血が飛び散る。血は雨に濡ぬれてすぐ薄くなった。

　大和やまとはセレンに警告する。

「戻れ、ネイバーフッド。さぁ早くっ！　さもないと──」

　夏樹の腹が蹴けり上げられる。夏樹の頰ほおが銃のグリップでぶん殴られた。髪を引かれ、顔面に膝ひざ頭がしらがめり込む。

「ぐっ！　が！　あっぐ！　ぶほ！」

　夏樹の苦く悶もんの声が続く。その度に、辺りに夏樹の血が散った。セレンは泣きながら一歩、二歩と後ずさる。葵あおいや大だい地ちたちの額には青筋が浮いていた。茜あかねは見てられず顔を背ける。

「ぶは！　ハぁーっ！　ハぁーっ！」

　大和が夏樹の前髪を引く。その面を上げさせた。

　夏樹は鼻血で顔半分を真っ赤にしていた。呼吸がしずらいのか、息が荒い。そんな夏樹の腹に大和がボディブローを打ち込む。夏樹があまりの威力に目を剝むく。

　我慢できなくなった葵が飛びだそうとする。

「七なな扇おうぎぃっ！」

「っ!?　このアホ！」

　咄とつ嗟さに大地が葵の腰回りに抱きついた。遅れてオルソンが葵を後ろから拘束する。

　それでも葵は止まらなかった。怒り狂った狼おおかみのように吠ほえる。

「テメーは絶対っ！　絶対にっ！　この私が嚙かみ千切る！」

　涙を浮かべる両りよう眼めには、剝き出しの殺意しかなかった。

　大和は気分を害したのか、息を強く吐く。挑発するように、夏樹の顔をまたぶん殴った。

「女の子がそんな言葉づかいしないでくださいよ。怖くて泣いちゃいますから」

　葵が唇くちびるを嚙み締める。大和は倒れた夏樹の髪を引いて起こした。

「さすがは今をときめく氷ひ室むろ総隊長殿だ。良かったですねー。皆さん、実に寂しそうにしてくれていらっしゃる」

　大和は夏樹の右耳を引っ張る。その耳穴に指を突っ込んだ。

「耳かっぽじってよく聞け……体育館の演説だが、俺おれにはまったく響かなかった。今どき根性論とか、バカか貴様？　どうにもならない事に、どうにもならない奴やつで溢あふれてるから、現実さまが偉そうに踏ん反り返ってるんじゃないのか？」

　夏樹は苦しそうに大和を見上げる。

「現にお前には、この拘束具はどうにもできないし、牢ろう屋やにぶち込まれれば、先方の所まで直送だ。それでもこの口は夢だの希望だのとほざくのか？」

　夏なつ樹きの顎あごを持って引く。夏樹は強がるように、笑って見せた。

「諦あきらめの、悪い性分でな。希望は取りに行くものだと思ってる……そこに柵さくがあるなら、全力でぶち破るだけさ」

　大和やまとは黙する。しばらくして「良く分かった」と夏樹を突き飛ばした。

　民兵の二人が夏樹の身体からだを受け取る。重い足取りで夏樹は船の方へ歩いて行く。

　その背中を見てセレンはどうすればいいかわからなくなった。

「夏樹ぃいいいぃいいっ！」

　セレンが吠ほえるように大泣きする──同時にデストブルムのアイカメラが点灯した。

「な、なんだ！　おい！」「急にネイバーが！」

　広東カントン語で驚きが上がる。

　港に轟ごう音おんが響き渡った。鉄同士がぶつかる音だ。

　デストブルムを拘束するハンガーが、音が鳴る度に盛大に震える。

　紫し貴きがセレンを後ろから抱く。耳元でセレンに囁ささやいた。

「セレン……気持ちを落ち着かせて。デストブルムが暴れ出すわ」

　紫貴の声は感情を押し殺しているようだった。

「この低能どもは、私が一人残らず冥めい府ふへ叩たたき落とします。その為に今は落ち着いて……氷ひ室むろくんは、必ず皆で取り戻すの」

　それを聞いてセレンは目を丸める。

　夏樹を取り戻す──強烈なまでの使命感と義務感がセレンに芽生えた。そのために……夏樹を取り戻すために、セレンは泣くのを我慢する。心でデストブルムに暴れないでとお願いする。セレンが泣き止やむと、動き出したデストブルムは機動停止する。再びそのアイカメラを滅灯させた。港に響いていた音はやがて収まる。

　セレンを抱きしめる紫貴──地面を睨にらむその顔は笑っていた。それは氷の女王・氷の九アイス・ナインの凍えるような頰ほほ笑えみだった。

「いったい誰の逆げき鱗りんに触れたのか……骨の髄ずいまで後悔させてあげるわ」

　夏樹を連れ去った唐紅軍タンホンジユン艦隊は、祝砲を鳴らして港を出発した。







　雨は次第に強くなっていた。波も荒れ始めている。海も空と同じ灰色だった。

　赤い光がゆらゆらと揺れる──それはまるで海中で無数の目が輝いているような光景だった。海面からは亀の甲羅のような装甲が覗のぞいている。見ようによっては潜水艦の船体のようにも見えるだろう。

　ネイバー16番機【ショワンウー】だった。

　ダークブルーのパイロットスーツを着る少年──甲羅の上で双眼鏡を覗いていた。

　足元には花束を置いている。ヒマワリの花だ。その花弁は雨に濡ぬれていた。

　少年は米粒大の大きさで船影を確認すると双眼鏡を下ろした。

「【ミスティミスト】を再展開。粒子濃度を八〇パーセントに」

　後方の装甲板に二か所、正方形の穴が開く。排気孔が現れた。

　そこから黄色の粒子がガスみたいに噴出される。黄色い粒子は〔黄色い霧〕となって周囲を覆っていった。

【ミスティミスト】──ネイバー・ショワンウーが持つ特殊機構である。

　これは散布式の〔高性能ジャマー〕と言える。粒子で覆った物質は、レーダーなどの索敵網に引っ掛からなくなる。

　濃霧と区別がつかず、視認阻害効果も高い。衛星にもキャッチされなくなる。

　唐紅軍タンホンジユンはこの霧に隠れて、氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくの懐まで忍び寄ったのだ──

　少年は足元の花束を拾い上げる。ヒマワリの花を悲しげに見つめた。

　──女々しい奴やつだな。もう忘れろ。あんな女のことなんて。

「無理だよ。あの人は……あの人だけは、特別だったんだ」

　──お前はよくやった。あの状況は完全に詰みだ。俺でもお前でもありゃ無理だよ。

「それでも僕ぼくは……あの人を守りたかった」

　少年は目を閉じる。頰ほおに当たる雨と、伝う涙が混じって落ちた。

「ただ、生きていて欲しかったよ」

　少年は花束に顔を押しつける。唇くちびると震わせ、泣くのを耐えた。

「初恋でした……今もこれからもずっと愛しています。緑みどりさん」

　──あばよ。バカ女。

　少年は第弐富士めがけて花束を放ほうり投げる。

　この少年は、かつてテンナンバーの一人に数えられていた人物である。

　変幻自在のオールラウンダー──【波の二ウエイブ・ツー】の双そう条じよう水す久く那な。

　それが、この島にいた頃ころ、彼が呼ばれていた肩書きだった。

　投げた花束が、荒れ始めた海に吞のみこまれる。水久那はその様を最後まで見守っていた。

　──今のうちに休んどけ。俺おれらの出番はまだ後だ。

「これでどこまで釣れてくれるか、だね」

　水久那は遠くにいる唐紅軍タンホンジユンの艦隊を見た。







　誰もいないグラン二号のコックピット──突如、照明が付く。

　椅い子す型のシートが裏返るように動きだす。壁の向こう側から、防護服姿の日向ひなたが現れた。日向の防護服はメインカラーが黄色である。全自動車くるま椅い子すに乗っている状態だ。

「潜入成功っと」

　日向は息をつく。手に持っていた、カップのアイスカフェラテで喉のどを潤した。

「用意が良いと言うか、ピンポイント過ぎというか──」

《敵に捕まったと見せかけて『実は中にいるんでしたぁ！』っていうのがやりたくて作ったカメレオンルームだよ！　コックピットの後ろ側が丸々休憩室になってんだぜ！　ということで乗って乗って！》

　そんな感じでグラン二号に押し込まれ、日向ひなたは現在に至る。

「このギミック作るために、脱出装置を外したっていうんだからなぁ」

　これで、もしもの事があったら、さぞ自分は飛鳥あすかを恨むだろう。ちなみにグラン三号の中には、同じく月げつ下かが潜んでいる。

「茜あかねちゃん、何をやるつもりなんだろう」

　日向は作戦の詳細を聞かされていなかった。聞かされたのは合図があったら暴れろという事だけだ。日向はもう一度、アイスカフェラテをすすった。

「氷ひ室むろさん大丈夫かな──」







　夏なつ樹きが連れてこられたのは、狭い船室だった。

　釣り下がったオレンジ色の照明が揺れる。窓はない。カビ臭い二段ベッドと、小さな執務台。その他に麻雀マージヤン牌ぱいが散乱した机があった。

　民兵の一人がパイプ椅い子すを置く。夏樹はそれに無む理り矢や理り、座らされた。

　もう一人が円形の無線機のような物に話しかける。それは翻訳機だ。

　民兵の広東カントン語が日本語で発音された。

「これで意味は分かるな。日本人」

　夏樹は顔を曇らせる。民兵の二人が視線を交差させて笑い合った。

「お前に許されるのは、良い子で質問に応こたえるだけだ……さもなければ」

　不意に、夏樹の頭めがけて警棒が落とされた。

　夏樹は無言で面を上げる。その額が割れ、血の線が頰ほおを伝った。

「こうなる。さて……まず第一。貴様は何者だ？　どうして貴様みたいなガキを同盟主は欲している？」

　──同盟主？

　夏樹は眉まゆを顰ひそめる。しかし口は強く引き結んだままだ。その表情が気に障ったのか、民兵はもう一度警棒を振り上げた。







　船長室には煙草たばこの匂いが染みついていた。品のないシャンデリアがギラギラ光る。

　部屋の中央に白いソファー。ニスの塗られた木製の執務机が奥に置かれる。壁際には二人の民兵だ。彼らは一般兵と違って中華軍服を着ていた。肩から小銃を下げている。

　執務机に座る肥満の中年男性──船団のリーダーが執務机のマイク越しに言った。

「私は、李浩然リー・ハオラン。幾つか質問がある」

　首謀者改め、李リーが翻訳機を介して日本語で喋しやべり出す。そんな彼を大和やまとは右手で制した。流りゆう暢ちような広東カントン語で返す。

「中国への亡命は兼ねてより計画していた。翻訳機は使わなくていい」

　李リーは口元を緩めて部下に目配せする。大和は安心しかけるが──

「っ！」

　二人の部下が大和に銃を向ける。

　大和は即座に、上半身にかけた〔爆弾チョッキ〕の起動スイッチを彼らに見せた。

　李リーは笑みを崩さない。

「私はけっこう心配性でね。安心が確保できない以上、君を仲間とは見れないなぁ……。日本の賢く、勇ゆう敢かんな少年兵よ。君が信用できる人物だと私に証明しておくれ」

　大和はゆっくりと何度も頷うなずく。芝居臭く両手を広げた。それから起爆スイッチを棄すてる。

　スイッチがカーペットに転がり、部下の一人が慌ててそれを拾う。

　大和は次に爆弾のチョッキを脱ぐ。そのままソファー前のテーブルに置いた。

「これで完全に丸腰だ」

　ポケットに手を突っ込み、引っ張って裏側に何もない事を見せる。李リーは含み笑いをした。それから大和はポケットを元に戻す。明後日の方を向いて切り出した。

「なぁ……アンタみたか？　あのババアの悔しそうな顔」

　大和は笑う。でもその内心は生きた心地がしなかった。背中には汗が垂れている。

　どんな言葉なら目の前の男の興味を引けるか……それだけに腐心していた。

「あのババアは、【ウォー・プロダクター氷ひ室むろ】なんて、御ご大たい層そうなあだ名が世界中で広まってるんだ……氷室雷らい鳥ちようを前にしたら、政府のお偉いさんだって頭を下げて道を譲るくらいだ」

　大和は勝手にソファーに座る。ゆっくりと長い足を組んだ。

「そんな奴やつの顔に泥を塗った奴なんて、俺おれとアンタ以外に、あと何人いるんだろうな？」

　大和が苦笑いを向ける。

　李リーは嬉うれしそうに目を細めた。「もういい」と部下に言う。

　すると部下たちは銃を下ろした。

「大和。君はとても賢い子だ……だから、もう少し安心が欲しいかな？　君には親愛なる聖王への忠義がない。志以外の、納得できる理由を教えてくれよ。君の目的は何だ？」

　大和は一瞬、言うべきか迷う。でもすぐ首を横に振った。大和は足を解く。

　テーブルに両手を付いて、大和は真剣な顔で李リーに懇願した。

「……ヘキサに市民権を与えて欲しい。もちろん人権を保障した上での話だ」

　李リーは一瞬、眉まゆを動かす。

「何だってやる。然しかるべき役職と権限を与えてくれれば一年……いや、八ヶ月で聖王さまとやらに勝利を捧げる……もしも現中国政権を打倒した暁には日本にいるヘキサを救うと確約して欲しいんだ」

　大和やまとは目を潤ませる。深く……深くその頭を下げた。李リーは口から笑みを無くす。

「あんたも知っての通り、ヘキサが発症したら未来なんてない。どの国も〔排はい斥せき〕という枠組みを敷く以上、俺おれたちには家畜以外に生き方がない」

　緑みどりが見た夢────ヘキサが安心して暮らせる世界。

　それは大和が緑の在世中に掲げていた、大目標に他ならなかった。

　そして今、それを叶かなえる事こそ……緑を死なせてしまった自身への贖罪でもあった。

「新政府を立ち上げる事が出来れば、ヘキサを受け入れる風土を作る事が出来る！　それから日本のヘキサを新天地に招いてやりたい……もう俺には、これしか方法がないっ」

　大和は机に額を押しつける。高いプライドをかなぐり捨て、必死に懇願した。

「だから……頼むっ！　どうかヘキサを救ってやってくれ！」

　大和は何度も「頼む！」と続けた。

「顔を上げてくれ」

　李リーが言う。大和はゆっくりと面を上げた……そして目を丸める。

　目に涙を浮かべて李リーは頷うなずいていた。その鼻をすする。

「素晴らしい……さぞ、さぞ君は、辛つらい経験を重ねてきたんだな」

　大和は笑みを零こぼしそうになる。ありがとうと言おうとして──

「なぁんて言うとでも思ったぁ!?」

　李リーは表情を一変させる……その変へん貌ぼうぶりが、大和の反応を遅らせた。

　部下の二人が後ろから襲いかかる。大和の身体からだがテーブルに押さえ付けられた。

　李リーは大笑いする。笑いを堪こらえられないのか、バンバンと机を叩たたいた。次第に笑いが収まっていくと引き出しから拳けん銃じゆうを取り出す。

「ヘキサおまえらは、死ぬその時までマリスの餌だろ？　人間様に飼われる以外に生き方があるはずないじゃないか」

　李リーは銃を大和の額に向ける。大和は表情を凍りつかせた。

「どの道、我らが同盟主様より、氷室義塾を陥落せよと命を受けている」

　大和の全身に怖おぞ気けが走る。

「なん……だと？」

「光栄に思えっ日本人！　この島は、聖王さまが歩まれる、覇道の礎いしずえになったのだっ！」

　李リーは大口を開けてまた笑いだす。大和は力なく項垂うなだれた。

　──俺は……間違えたのか？







　第弐富士・地下エリア──発電区画。

　夏なつ樹きが連れ去られて一時間近くが経過する。飛鳥あすかは第弐富士の地下エリアに来ていた。

　周囲に見られるのは大量の太いチューブ群だ。中央にはスクリューの形をしたタービン──大型バスほどの発電機──が横たわる。

　飛鳥あすかが「さてと」と、右を向いた。横にはバスケットボール大くらいの球形ユニットがある。球体ユニットには〔１〕の数字が彫られていた。

「拗すねないでよ【フェニックス】……君は一人じゃ戦えないんだからさ」

　飛鳥の背中にあるマニピュレーターが球形ユニットを拾い上げる。その重さに、飛鳥の重心が横に引かれた。

「ととっ！　……さぁって。君のハート、ちょっとの間だけ借りるよん。君の熱さを皆にも見せてやろうぜ」

　飛鳥はサングラスをかける。そのまま巨大タービンに向かう。タービンには円形の窪くぼみがあった。そこに背中のマニピュレーターが球形ユニットをはめ込む。




「バァ～ニングソウルっ、イいいいぃンッ[image: ]」──飛鳥が球形ユニットを押し込んだ。




　球体ユニット──グラン一号【フェニックスハート】のメインエンジン──が、緑色に光り出した。すると巨大タービンが音を立てて回りだす。

　タービンの回転は早くなる。バチバチと稲光を発した。飛鳥は嬉うれしそうに声を上げる。

「キタキタキタキタぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　発電区画は、ほどばしる光で埋め尽くされた。







　──何ど処こで間違えた？　どうしてこれを考えなかった？

　大和やまとは瞳どう孔こうを震わせる。テーブルに押さえつけられ、背中には小銃を向けられていた。

　ニタニタ笑う李リーは、銃口を大和の額に向けている。

　──どうして、このブタの人心を摑つかむ事だけにピントを絞った!?　なぜ善後策を講じなかった!?　良心に訴えるなんてバカか!!　なぜ弱みを前面に出す交渉法を取った!?　そもそも、国民性の違いをなぜ考慮に入れなかった!?　もっと利用価値をほのめかす媚び方はなかったのか!?

　大和は畳みかけるように自問する。

　呼吸が荒くなる。顔には一片の余裕も残っていない。唾つばを飛ばして大和は言った。

「国際条約違反兵器なんて使えば、政権を打倒する前にＵＮが内戦に介入する！　政権を打倒したとしても、中国に未来はない！　世界中を敵に回す気か！」

「それは、これから死ぬ君には関係の無い事だ」

　大和はそれでも必死に食い下がった。

「ヘキサたちは!?　俺おれはいい！　だが、あの馬鹿どもは見逃してやってくれ！　あいつらはあのババアに踊らされてるに過ぎな──ぶぉっ！」

　大和の顔が再びテーブルに押さえつけられる。李リーは勝ち誇った顔になった。

「ボロが出たねぇ。体よく私を丸めこんで仲間を救おうとでも？　ぶふ！」

　李リーは椅い子すから立ち上がる。船内マイクで全艦隊に命じた。

「同士諸君！　凱がい歌かをあげよ！　我らが聖帝の勅ちよく命めいを果たす時がきた！」

　館内に中国語の軍歌が流れ始める。李リーは首に掛けた鍵を取り出す。

　それは【Ｅ７９０ウイルス弾頭】の発射キーだった。

「今より、聖帝の御声は天へと上り！　人モドキどもを地獄に落とすだろうっ！」

　大和やまとは押さえつけられながら……発射キーを見つける。すると……




「そんな所に隠し持ってたのか」────その口を三日月の形に変えた。




　部下と李リーが大和を見る。大和は酷こく薄はくなまでの笑みを作っていた。







　尋問室では夏なつ樹きが力なく頭を垂らす。椅子に座らされ、両手を背後に回す格かつ好こうだ。

　右目は腫はれ上がっていた。顔中が血で真っ赤だった。また、白いワイシャツも自身の血で赤く染まっている。

　煙草たばこを咥くわえ、民兵は尋問を続ける。

　夏樹の髪を毟むしって面を上げさせる。夏樹は左目だけで尋問官を見上げた。

『思いのほか頭が悪くて助かった。本命は船長室だ』

　突如、夏樹の右耳から大和の声が流れ込んでくる。夏樹が小さく笑った。左目に力を取り戻す。夏樹は左目を閉じる。意識を集中させた。民兵が怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる。

「か、髪が？」

　波紋が渡るように、夏樹の髪が〔紅〕に染められる。

　夏樹の真紅の瞳ひとみが開けられた。両腕を縛る拘束具が勢いよく引き千切られる。




　吹き飛ばされる船室扉────民兵二人が廊下へと放ほうり出された。




　自由を取り戻して夏樹が立ち上がる。顔中の血を両手で拭ぬぐい落とした。

　氷ひ室むろ夏樹改め、エイルン＝バザットは新人類である。

　月の天才科学者・ドクターツルギに、改造人体を与えられた超人戦士。

　鋼鉄よりも堅い進しん化か鎧がい骨こつ格かく──絶対に破裂しない蛮弾力内臓──爆発増加する強化人工筋肉──何百倍の伝達速度を誇る超敏化神経系──

　エイルンは、理不尽な悪と対たい峙じする時、迷うことなくこの力を行使する。

　エイルンは手首を回す。腫れた右目部分を、親指の爪で擦った。血がブチュと噴き出る。

　閉じられていたエイルンの右目が開く。紅の瞳は真っ赤に燃えていた。

「さぁ……反撃開始だ」

　エイルンは廊下へと跳び出る。民兵の姿を廊下の端に捉とらえた。

　外れた船室扉を持ち上げ、エイルンは一気に駆け出した。







　船長室の三人は怪け訝げんそうに大和やまとを見る。押さえつけられた大和は、日本語で延々と喋しやべり続けていた。

「船長室は艦かん橋きよう付近だ。おそらく船内の──」

『君たちの声を追っている！　君はそのまま喋り続けてくれればいい！』

　大和の耳奥にエイルンの声が届く。大和は化物かよと思った。

　ゴーン、ゴーンという、音が聞こえてくる。時折、人の叫ぶ声と銃声も。

　音が鳴る毎に船長室に微震が走った。そして、音と揺れは徐々に大きくなっていく。

「貴様いったい何をした！　何が起こっている!?」

　李リーが大和に拳けん銃じゆうを向け直す。大和は鼻で笑いながら広東カントン語で返した。

「ふん。同情するよ、この船団の兵士全員にな」

　李リーは歯を剝むき出しにする。「どう言う意味だ！」と大声を張り上げた。




「バカをトップに持つと早死にするって意味だ」──壁をぶち破ってエイルンが現れる。




「「「っ!?!?」」」

　声を失う李リーと部下二人。

　銃じゆう痕こんまみれの船室扉──通気口の隙すき間まから、エイルンの紅あかい瞳ひとみが覗のぞく。

「でやぁっ！」

　エイルンが船室扉をぶん投げた。

　部下の二人が弾き飛ばされる。同時に大和がテーブルの下に避難した。エイルンも床に伏せる。大和はすぐさま自分のベルト──バックルの裏側──のボタンを押す。

　炸さく裂れつする爆弾ベスト──マズルフラッシュが船長室を覆った。

「ぎゃあぁああああああああぁっ！」

　李リーは至近距離で散弾を食らう。右手が吹き飛ばされていた。無くなった前腕部分から勢いよく血が出る。

　李リーは口の端から泡と涎よだれを垂らす。あまりの痛さにカーペットの上を転がり回った。

　大和がその様子を見下ろす。

「頭の中でさ。噓うそでもいいから自分を追い詰めるんだ。すると自然に表情が出来てくる……どうだった？　万策尽きたような〔マヌケ〕の顔をしていただろう？」

　李リーが鼻の穴を拡ひろげる。大和の顔を見上げると声を無くした。




「貴様は生皮剝はいで殺してやる……印ナシ」──凄せい惨さんなまでの笑みが其そ処こにあった。




　敵の首謀者は悲鳴を上げながら駆けだす。船長室から逃げ出した。

　大和やまとは血だまりに落ちた〔発射キー〕を拾い上げる。

「ほい。ゲット」

　大和がエイルンを殴った時──エイルンの耳穴に指を突っ込んだ、あの瞬間だ。

　大和は小型の無線機をエイルンの耳奥に忍ばせていたのだ。また腹を殴った時に、シャツの内側に無線機のマイクも忍ばせていた。

　その事からエイルンは、大和の反逆が芝居だったと分かる。そして大和に賭かけ、時を待った……細菌兵器を押さえるチャンスを大和が摑つかんでくれるのを。

　エイルンと大和が睨にらみ合う。しばらくするとエイルンの方が笑い出した。

　その反応に大和は困惑する。大和も二つだけ想定外の事があった。

　──一つはコイツの怪物染みた戦闘力。そしてもう一つ。

「どこまでも小こ癪しやくな奴やつだな、君は」

　エイルンは穏やかに笑っていた。大和は噓うそだろと思う。

　演技とはいえ、大和は本気でエイルンの事をぶちのめした。数発分のお返しは覚悟していたつもりだったが……大和は毒気を抜かれてしまう。照れ隠しに腕を組んだ。

「え、演技派と言え。細菌兵器あの手の物は、だいたい核ミサイルとかの発射装置が使われるのが相場だからな。陽ひ葉ようの事だから何かしらの手は打つと踏んだが、確実性を取りたかった……だからまぁ、その、あれだ。本気で殴ったことを悪いとは思ってないので謝らないから変な期待は止やめて下さい」

「？　何をゴニョゴニョ言ってるんだ？　とは言っても無む茶ちやをしたな……何とかならなかったらどうするつもりだったんだ」

　エイルンは右手を腰に当てる。大和は「それはない」と即答した。

「手札には切り札二枚が来るように運んだからな……俺おれは勝てるゲームしかやらないタチだ」

　大和は意地の悪い笑みを浮かべる。エイルンは「性格の悪い奴だ」とまた笑った。







　李リーが操そう舵だ室しつに落ち延びる。怒り狂いながら部下に二人の始末を命じていた。

『あーあー、唐紅軍タンホンジユンの皆皆さま──』

　操舵室のモニター画面にニコニコ顔の雷らい鳥ちようが映し出された。






Ⅷ　規格外十番テンナンバー









　時は一時間前に遡さかのぼる────夏なつ樹きの引き渡し後、義塾の中核メンバーは氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくに戻った。茜あかねに誘導され、全員は美術室に集まっていた。

「演ぎっ!?　──っ！」

　叫びかけた葵あおいの口を紫し貴きが押さえる。茜が「しーっ！」と口元に指を立てた。それからまた光学キーボードを打つ。プロジェクターを通し、茜の文面が出来ていく。

《ここには防犯カメラがありませんけど、七なな扇おうぎさんの盗聴器がどこにあるかわかりません。だから黙って読んでください。私語厳禁！》

　セレンは自分の口をヌイグルミで塞ふさぐ。全員が息を吞のんでプロジェクターを見る。

《七扇さんのアレはおそらく演技です。恫どう喝かつの為、最初に爆破した通学用の第三モノレールですが、あれは以前の多頭型戦で、デストブルムが大暴れした時に壊されたモノなんです。事実、爆破による被害は生徒側に出ていません》

「でもアイツ！　隊長のこ──ぎゃん！」──葵の後頭部を紫貴が叩たたいた。

《特務。その脳筋の口、閉じて下さい》

　セレンはこくんと頷うなずく。葵の口を両手で押すように塞いだ。

《敵の要求については、まだ腑に落ちない点が幾つかあるん──》

　茜は打っていた文字を途中から消す。他の者たちは怪け訝げんそうな顔になった。

《今のナシ。直接関係無いので忘れて下さい。七扇さんの真意は読みかねますが、要求に素早く応じることで敵の警戒心を下げようとしたんじゃないかな？　氷室さんも氷室さんで、わざと捕まって敵の細菌兵器を押さえるつもりなんだと思います。ですが、こちらでも策は打つつもりです……グラン三号には月げつ下かさん。グラン二号には日向ひなたさんが乗って、敵艦隊に潜入済みです》

「ん[image: ][image: ]!?!?」「め！」──葵がリアクションを取ろうとして、セレンがその口を押す。

　茜が真剣な顔で飛鳥あすかを見た。

《飛鳥さん。アレの準備をお願いします》

　全員の視線が飛鳥に向く。飛鳥は仮面○イダーのような変身ポーズをとった。最後にゆっくりと親指を立て……ペロと舌出し・ウインク顔で、サムズアップする──





　　　　＊＊＊＊＊






　操舵室ブリツジの窓を雨が叩く。外の景色は灰色の地平線と黒雲だ。それに薄ぼんやりと黄色いヴェールが掛かっている。黄色の霧は晴れつつあった。

　ここは唐紅軍タンホンジユンの旗艦を務める巡洋艦、その操そう舵だ室しつだ。

　船長である李リーは、無くなった右腕にベルトを巻く。止血を行っていた。

　操舵席の画面には老ろう婆ばのバストアップが映し出されている。雷らい鳥ちようだった。

『その様子じゃ、心配は杞き憂ゆうだったようだね。どうだい、毒ダンゴを腹に納めちまった気分は？　下手すれば内臓ごと持ってきかねない、自慢の毒ダンゴたちだ』

「このっ！　このぉおおぉ！」

　李リーは怒り心頭で雷鳥に吠ほえた。

『田舎の内乱軍ごときが、よりにもよって氷う室ちにケンカを売るたぁ、いい度胸だ。売られたケンカは借金してでも買うっていうのが私の流儀でね……やってやろうじゃないか。戦争だ』

　画面の雷鳥は笑う。それは教育者の顔ではない……闘争を楽しむ悪人の顔だった。

『最近はめっきり人とドンパチをやってないが、それを人間とやりあえないって履き違えているとしたら、ど偉い間違いだ……こっちゃあ、むしるモンがあった方が、俄が然ぜん鼻息が荒くなるんだ。リストに載せる兵隊の数がケタ単位で変わってくる』

「い！　いいのか！　細菌兵器をばら撒まかれても！」

『やってみなよ？　こっちはもう確認が取れてんのさ。ねぇ茜あかね？』

　雷鳥が聞く。画面の向こうで茜が応こたえた。

『ハイ！　氷ひ室むろ総隊長からの電文、確認済みです！　敵の発射キーは海に投げ捨てたそうです！』

　李リーは一層に顔を赤くする。片や、唐紅軍タンホンジユンの民兵たちは顔を青くして李リーを見た。雷鳥は画面の中で片目を瞑つぶる。

『まぁ？　坊やたちがどうにかしなくても手段が無かった訳じゃないんだ。ただ、核ミサイルの発射装置を使われていた場合、奥の手が通じない可能性があったからね……良かったよ。これで一方的にぶん殴れる』







　司令管制室では、生せい途と会かいが戦闘態勢へ移行していた。

「司令。伏ふし見みさんの準備、整っています」

「伝令！　敵艦隊位置！　最後尾の船も氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくより、およそ三〇キロまで離れたと確認が取れました！」

　紫し貴きが言って、田た中なかが続く。田中がやり取りをしていたのは現地付近にいる水兵だ。

　中央モニターの敵リーダーに雷鳥が言う。

「うちは兎角、敵が多いからねぇ。アンタらみたいなドテチンの襲撃は十分に考えて、この第弐富士は作られている……マリスだろうが、人間だろうが、いつ襲われても対処できるよう、備えは万全さね」

　言いながら雷鳥が茜に視線をやる。茜は、両腕で頭の上に〔○〕を描いた。

「もしも去年くらいに、一人の大天才がキロ単位で発動する強烈な〔電磁パルスＥＭＰ兵器〕の開発に成功していたら……どうなると思う？」

　李リーが口をあんぐり開けた。前触れもなく、自らの会社の倒産を聞かされた社長のような顔だった。

「本邦初公開さ……あんた等のその小汚い船、どれもこれも何世代も前の中古品じゃないか。そんなボロ船のＥＭＰ対策は十分なのかねぇ？」

　モニターに映る、李リーの顔には脂汗が噴き出ていた。

　雷らい鳥ちようは紫し貴きに視線をやる。中央スペースに立つ紫貴は、飛鳥あすかに映像通信を繫つなぐ。

　紫貴の周りに浮かぶ四つの光学画面──その一つに飛鳥の顔が表示される。飛鳥の手には〔ドクロマークのスイッチ〕が持たれていた。

「くひひひっ。準備は万端でございます事よ。生せい途と会かい長ちようさま」

　紫貴は飛鳥に許可を出す。右手の親指を真下に向け……落とした。

「やっておしまい」

「よいよいさー！　ポチっとな♪」

　画面の飛鳥が、喜々としてドクロスイッチを押した。







　第弐富士より三〇キロ地点・海上──

　海中から、直径六メートル程の〔繭まゆ〕のような物体が七つ現われた。鉄塔に吊つるされた鋼鉄の繭である。七つの繭は円を描くように、中心部にいる船を囲んでいた。

　突如、繭が内側から破裂──現れたのは巨大な〔電磁コイル〕だった。

　巨大コイルが発電を開始……青い光を帯び始めた。

　するとコイルの付近にいた七隻せきの敵戦艦が即座に沈黙する。

　外周にいた七隻を残し、唐紅軍タンホンジユン艦隊は完全にその動きを止めてしまう。

　電磁パルス兵器──ElectroMagnetic Pulseの頭文字をとってＥＭＰ兵器とも呼ばれる。

　これは電磁パルスを利用して、電子機器やデジタルデータにダメージを与えるという代物だ。都市がこのＥＭＰ攻撃に晒さらされた場合、電気網や重要インフラは全すべて破壊される。

　もし範囲内に旅客機がいれば墜落を起こす。これは、戦艦や戦闘機などのコンピューターを内蔵する軍事兵器も例外ではない。いわば〔電子機器を殺すための兵器〕である。

　軍事機関の多くが、自軍の戦術兵器にはこのＥＭＰ対策を施す。それでも完全という訳にはいかない。そして……飛鳥の作り上げたのは広範囲かつ、強力な物だった。







　司令管制室の正面モニターが戦場を映す。

　機兵部の戦せん騎き装そう【疾しつ風ぷう】が水上を走る。全部で二五機だ。携行式ロケット弾を抱えたり、肩にミサイルポットを積んだ重武装である。逆扇状に隊列を組む。

　その先陣を切るのが、リボルバー式グレネード【クロガネ】を両手に持つ鬼灯ほおずきだ。

「パルスから漏れた敵もいます！　なるべく船影に隠れるように移動してください！」

　茜あかねが全機に通信を飛ばす。紫し貴きも中央スペースで号令をかけた。

「全軍に通達！　混乱が解ける前に各艦を強襲！　最優先は氷ひ室むろ総隊長の保護です！　それ以外の船は一切、遠慮は無用！　スターワン以外の各機！　一隻せき残らず撃滅せよ！　皆殺しになさい！」

　全役員が、恐々と後ろを向いた。紫貴の檄げきは続く。

「敵は害虫にも劣るテロリスト共よ！　投降してきたら、惨たらしく殺してやりなさい！　ジュネーブ条約の適用外だから罪には問われないわ！」

　言って、紫貴が親指の爪を咬かむ……前髪から覗のぞく瞳ひとみは、愛憎に狂う女の目だった。

「私のハニーを傷物にして生きて帰ろうなんて、おめでた過ぎて目からスパゲッティが食べれそうよ……生きたまま脳みそをくり抜いて、駿する河が湾わんにばら撒まいてやる──」

　役員達がドン引きする。敵に憐みを感じる者も出た。そんな中、田た中なかが小さな声で聞く。

「あ、あの、七なな扇おうぎ三年生は？　一連の行動は敵の目を欺くための演技だと、総隊長の確認も取れた事だし──」

「ああ。あの男……氷室くんを殴った」

　紫貴はツンと鼻先を持ち上げる。茜は「うわー」と声を上げた。

「生きていたら浮輪くらいなら上げても良いでしょう。不ふ慮りよの事故で亡くなってしまったのなら仕方ないけど。この島の英霊として、線香の一本ぐらいは焚たいてあげてもいいわ」

　田中はすぐ小声で通信を送る。大和やまとの救出も命令に付け加えた。

　正面モニターを見る雷らい鳥ちように茜が話しかけた。

「凄すごかったですね、飛鳥あすかさんの発明」

「氷室義塾うちは敵が多いからねぇ。マリスにゃ使えないが、こういうのは人間相手には覿てき面めんさ。まぁ、何してくるか分からないマリスより、人間の方がうんとやり易やすい……米軍第七艦隊の襲撃だろうが、返り討ちにできるだけの戦力は備えてるつもりさ」

　茜は「おお」と拍手した。雷鳥はニヒリスティックに笑う。

「先制パンチは日向ひなたと月げつ下かの犬猿コンビか……コレで終わっちゃうかもねぇ」







　中央左列・駆く逐ちく艦かん──前部甲板。

　グラン二号のコックピットでは日向が顔を引きつらせていた。

　モニターには『電磁パルスを検知中。対策許容内。運用に支障なし』という光学文字が点滅している。

「電磁パルス兵器なんて……飛鳥あの子なんでもありだわ」

　日向はこれを機と捉とらえる。左下にあるダッシュボードを開けた。火薬抜きの薬やつ莢きようが大量に現れる。「さて」と、肩にかけたポニーテールを後ろへ払った。

「グラン二号、八や雲くも日向……殲せん滅めつ戦に移ります」

　日向が操そう縦じゆう桿かんを両手で握る──グラン二号の単眼モノアイカメラが赤く光った。十字を切って稼働する。

　荷台の上で膝ひざを突くグラン二号。九・七メートルの鉄巨人が立ち上がる。固定用のワイヤーが弾けるように切れた。グラン二号は荷台から跳び下りる。

　甲板に巨人の足跡が付いた。雨に濡ぬれた鉛色のボディが、その威容を際立たせる。

　グラン二号が荷台を向く。置かれている銃器の一本に手を伸ばした。

　九五ミリ徹てつ甲こう榴りゆう弾だん砲【ヒステリーマイワイフ】──砲撃戦を得意とする、巌がん流りゆうの主兵装として有名なカノン砲だ。

『まずはポジションングの確保──』

　グラン二号がカノン砲の砲身を延ばす。それを右腕にマウントした。グラン二号が右膝をアスファルトに付ける。砲撃体勢に入った。

『これ、砲台無しじゃ撃っちゃダメなヤツなんだけと……スパイクパイク一番・二番！　ステーク！』

　グラン二号の両踵かかとから、〔杭くい状のスパイク〕が打ち出される。二本の鉄杭が深々と甲板に突き刺さった。次にグラン二号は砲身のレバーを摑つかむ。

『固定ヨシ！　初弾装そう塡てんっ！』

　火花を上げて引かれるレバー──重音と共にカノン砲に榴弾が装塡された。

『……これで、私も人殺しか』

　鉛色の全身を雨で濡らし、グラン二号は厳かに銃口を艦かん橋きように向けた。
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　その時だ。グラン二号の背後を銃弾が襲う。音を立てて弾が弾かれた。グラン二号の後ろにいたのは民兵五人だ。手に持った小銃を一心不乱に撃ち続けていた。

　腰を起点に、グラン二号の上半身が一八〇度回る。上半身のみが背後を向いた。

　グラン二号の単眼モノアイが怪しく光る。民兵たちは一斉に逃げだした。

『皆を守らないといけないから、仕方ないよね』

　外部スピーカー越しに、日向ひなたの声が響く。グラン二号は左手を彼らに向けた。

　肘ひじを起点に、半円を描いて〔グレネード〕が起き上がる。そして……外部スピーカーから上ずった声が漏れた。

『だから私はっ、何も、悪くない☆』

　民兵らの足元が吹き飛ばされる。甲板の破片ごと五人は海へ投げ出された。







　中央右列・駆く逐ちく艦かん──後部甲板。

　ここは日向がいる船とは対角線上にある駆逐艦である。月げつ下かも異変には気付いていた。グラン三号を起動させ、早々にトンズラしてしまおうと考える。

　バイク型のコックピット──月下の防護服はメインカラーが緑である。月下は嫌そうに右目を細める。自分の義手を見た。

「これ……なんか気持ち悪ぃんだよなー」

　月下の左前方には〔機械穴〕がある。コレの中に義手を挿入しないとグラン三号は動かないのだ。月下は覚悟を決める。「ええい！」と義手を突っ込んだ。

　義手を入れた途端、蟹かにが、ハサミを挟むように穴が閉じる。

「痛ってえええええええええええええ！」

　左腕から神経を直接刺すような痛みが走った。だが痛みが止やむと……。

「…………あれ？　なんだこれ。ある？　あるぞ、指っ！」

　感じたのは失ったはずの五指の感覚──グラン三号の牙が光る。

　これは牙のデザインをしたカメラだ。グラン三号は現在、身体からだを丸めるようなポーズで荷台に繫つながれている。外部スピーカーから月下の声が流れた。

『基本は戦せん騎き装そう規格に準拠……いけるか』

　固定用ワイヤーを引き千切る。鋼鉄の人獣がのそりと起き上がった。

『やべ！』

　甲板にテロリストの乗る戦騎装が集まってきた。全部で三機だ。

　ドラム缶に手足を生やしたような戦騎装──中国第三世代サードシーズンの主力戦騎装【猛虎モンフー】だった。大部分は飛鳥あすかの電磁パルスで潰つぶしたが、それでも難を逃れた機体があったのだ。

　グラン三号が後ろ脚を曲げ縮め……

『あば……よっ、うわあぁっああああぁあ』──トレーラーの荷台がぶっ壊された。

　グラン三号が垂直に跳び上がる。猛スピードで上空を突き進んだ。

　コックピットの中で月げつ下かは、忘ぼう我がの境地に囚とらわれる。

「雲？　雨だ……」

　モニターには曇天の空があった。高速で横切っていく景色が次第に緩慢になる。

　今度はコックピットモニターに海と艦隊が広がった。これはグラン三号が上空で自由落下に転じたからだ。

「今、こいつ何した？　跳んだのか？　いや、そうじゃない。知らない光景だった。知らない体感、スピード……スピードっ！」

　月下の右目が思い切り拡ひろげられる。喜びに涙が滲にじむ。その口元が緩んだ。

　月下は防護服のポケットからヘアピンを取る。左目を隠す前髪を乱暴に上げた。

　落下の最中、月下の両りよう眼めが狂喜に打ち震える。




『こいつ……速ぇええええええええええええ！』──グラン三号が甲板に着地する。




　船体が大きく傾いた。波がシャワーになって甲板を濡ぬらす。

　グラン三号の巨大タイヤロードホイールが急回転──グラン三号が甲板の上を滑り始める。猛虎モンフーが三機、マシンガンを発射した。

　グラン三号はゴリラのような両腕で顔をブロック──音を立てて銃弾が弾かれた。

『ハハ！　お前、止まらないのかっ！　いいな！　男の子だっ！』

　グラン三号はそのままの格かつ好こうで加速……前方の猛虎モンフーに体当たりをした。

　まるでダンプカーだ。回転しながら猛虎モンフーが跳ね飛ばされる。手すりを突き破って、猛虎モンフーは海へと落ちていった。

　滑走中のグラン三号が転ぶように右腕を擦りつける。

　右腕──内蔵されたコーナータイヤ──が水を切った。グラン三号は雨で濡れた甲板の上で華麗なコーナーリングを決める。グラン三号が転進した。

『これも知らないっ！　これもカッコイイ！』

　二機の猛虎モンフーが滅め茶ちや苦く茶ちやに銃を撃つ。それをグラン三号は、右へ左へと跳躍して回避。二秒でその内の一機に肉薄した。

『お前分かるんだなっ！　私がどう走りたいか！　どんなふうに跳びたいか！』

　グランの左爪が猛虎モンフーの胸部装甲を貫く。猛虎の背中からグランの左腕が飛び出した。猛虎モンフーを腕に付けたまま、グラン三号は猿みたいに跳び上がる。

　空中で力任せに左腕を振る……猛虎モンフーが飛ばされた。

　艦かん橋きようの操舵室ブリツジと、猛虎モンフーが激突する。艦橋は円形に陥没した。

　グラン三号は艦砲台を踏み潰つぶして、また跳び上がる。隣の空母へ飛び移った。




　電磁パルスで機動停止に陥った空母──その甲板にグラン三号は降り立つ。

　今度は広大な滑走路甲板が広がった。

「さぁ、これはどうだ！」

　月げつ下かがギアチェンジをするように右横のレバーを弄いじる──グラン三号が四つん這ばいになる。バギー走行に切り変わった。グラン三号が雨水を搔かき上げて急発進する。

　猛虎モンフーが七機現れた。四方からグラン三号へ向かってくる。

　走るグラン三号が上半身を上げた。両腕を水平に広げる。

『邪魔っ！』

　両爪が水平に躍る……重さ・遠心力が加えられた獣撃だった。

　猛虎ドラム缶が二機、二つに折られて吹っ飛ばされる。グラン三号は減速せずに滑走に転じた。

　滑走路甲板に整列する戦闘機──その一機をグラン三号が摑つかみ上げる。

『ほーらっ！』

　グラン三号が戦闘機を放ほうり投げた。猛虎モンフーの右半身を戦闘機が潰つぶす。すかさずグラン三号が体当たりをぶちかます。戦闘機ごと猛虎モンフーがプレスされた。

　他の四機がグラン三号を追いかける。しかしスピードの次元が違う。

　グラン三号がまた走り出す。三秒でその距離が数十メートル以上広がった。

『遅ぇ！　遅ぇ！　エンジンが燃え尽きるまで噴かしてみな！　じゃなきゃっ──』

　グラン三号が反転、四つ足で跳躍した。一機の猛虎モンフーが押し倒される。その背中が甲板を削った。飛び掛かった豹ひようのように、グラン三号は猛虎モンフーを押さえ付ける。




『この月下さまは捕まんねーぞ！』──そのまま猛虎モンフーを押し潰す。




『ひょっとぉっ！』

　グラン三号がまた跳び上がる。空中で縦に回る。回転しながら両爪を振り下ろす。

　猛虎モンフーが頭頂部から縦に潰される。グラン三号は潰した敵機の股ぐらに右手を突き入れる。横にいるもう一機に、その残ざん骸がいをぶん投げた。

　最後の一機が銃を撃ちながらグラン三号に突撃する。グラン三号は右へ、左へと回避した。氷の上を滑るような柔らかい動きだ。途中、途中で両腕を叩たたきつけて音を鳴らした。

『こっちこっちぃ！』

　グラン三号が踊るように走る。鋼鉄のゴリラを追って猛虎モンフーが加速を求めた。加速し、追いつきそうになって、また引き離され……それを広大な滑走路で繰り返す。

　しばらくしてから月下の声が上がった。

『あーあ。ご愁しゆう傷しよう様……』

　追いかける猛虎モンフーの両膝ひざは火花を上げていた。足下の巨大タイヤロードホイールは火の車になっている……既に機体限界を迎えていたのだ。

　猛虎モンフーの全身が内側から燃え出す。猛虎モンフーは自壊し、そのまま海へ飛び込んでいった。

　グラン三号は十分な加速を付け、艦かん橋きようを豹のように飛び越えた。

　交差しざま──グラン三号の背中が縦に割れる。携行地雷が五つ放られた。

　空母の船橋を爆発の炎が覆い隠す。

　コックピットにいる月げつ下かは、遊園地ではしゃぐ子供のように興奮しっ放しだった。

「ぶつかるか、殴るしかないって、戦せん騎き装そうっていえるか!?　本当に走るしか能がないのな！　そうか！　不器用な奴やつはお姉さん好きだぞ！」

　目まぐるしく変わる景色──月下はその加速世界を楽しんでいた。

　一秒を間違えれば大事故に成りかねない世界で……月下は飛鳥あすかとのやり取りを思い起こしていた──
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　それは初めて月下が、グラン三号に乗った時の事だ。

　コックピットモニターに表示される機体情報を見て、月下は呟つぶやく。

「……鬼灯ほおずきより速いって、本当だったのか」

　モニター横に表示されるのは飛鳥だ。飛鳥は映像通信で月下に言った。

「でしょ♪　鬼灯ちゃんは〔スピード〕と同じくらい〔パワー〕も求めた欲張り設計だからねー。『戦術機動はやりたい』けど『武器もいっぱい持たせたい』『殴り合っても押し負けたくない』って設計。その結果、機動に一切の遊びがなくなっちゃたんだよ。これがあの機体を暴れ馬にさせちゃう一番の要因。『ちょっとアクセル踏んだだけで二〇〇キロ出るスポーツカー』。『中パンチと中キックの無い格ゲーキャラ』って言えばイメージ付く？　そう……鬼灯ちゃんは動きに繊細さがまるで無いんだ」

　月下は内心で同意する。映像の飛鳥は、まるで見透かしたような目になった。

「だから葵あおいちんとは相性が良くて、月下ちんとは相性が悪い……。葵ちんの操縦はアレ、思考を挟んでないからね～。ほぼ勘、条件反射で最善手を選び抜いてる。しかも、何十手先を読んだ棋き士しみたいに間違えないときもんだ……葵ちんは分かんね。もうエイリアン。対して月下ちんは機動をイメージする。でも月下ちんの思い描く機動を鬼灯は再現できない。だからイメージにズレが生じて、リズムのズレに繫つながる……結果、機体に振り回される」

　月下は右目で飛鳥を睨にらみつける。

「僕ぼくから言わせれば当然なんだけどねー。人型である以上の限界なんだ。人間は走るしかしない生き物じゃないんだから」

　画面向こうで飛鳥が指さす──左目を隠す、月下の前髪を。

「月下ちんのその前髪。現役時代からず～っとそうだよね？　コレってとんでもないハンデとリスクになるんだけど……遠近感を狂わしても、視界を半分塞ふさいでも、誰一人、月下ちんを抜く事はできなかった……すごいなぁ。でも何でそんなことしてたのかなぁ。不思議だなぁ」

　飛鳥は「にゅふふ」と意地悪く笑った。

「月げつ下かちん、退屈だったんしょ？　何に乗っても、満足なんて出来なかったんだ」──
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「ああそう！　退屈だった！　何に乗っても！　誰が敵でも！」

　グラン三号のコックピットで月下は吠ほえた。

「私の周りだけ時間が止まってんじゃないかって疑う時がある！　私の描いた世界が見えない！　見覚えのある、見た事あるモンばっか！　退屈過ぎてババアになる夢も見た！　でも緑アイツがいたから『まぁいいか』ってなれた！　慕って付いて来るモンがいたから『しゃんとしないと』ってなれた！　夢なんて持てない私の代わりに、アイツや子分たちがたくさん夢を見てくれたっ！　それを近くから見てるのが心地よかったんだ！」

　月下は再びギアを変える。モードが〔猿立ち〕の電光表示に切り替わった──グラン三号が別の駆く逐ちく艦かんの甲板に跳び移る。

『だからずっと我慢してやったんだ！　最速の風!?　最強の鬼!?　素人童貞に、ベッドマナー最低の早漏ヤローだろっ！』

　グラン三号が爆走……その右爪を振り上げ、一気に跳躍した。

『そんなんでイケる訳────っ、無ぇだろ！』

　グラン三号の右爪が艦かん橋きように突き刺さる。
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　グラン三号が腕を引き抜くと、鋼鉄の上腕には赤い血が付着していた。

　モニター越しにそれを見る月げつ下か──歯し牙がにもかけず、蕩とろけるような声を漏らした。

「でも、グラン三号アンタは違う……もう私はメロメロでビショビショさ」

　もう月下に逃げるなんて選択肢はない。どう走るか、どう飛翔とぶか。

　月下はとにかく、この機体と戦場を駆け回りたかった。







　そんなグラン三号を日向ひなたがサイトスコープ内に納める。グラン三号にターゲットカーソルが現れては消えていた。

　──あら、いけない。

　日向はつい、昔の癖で月下を追いかけてしまっていた。グラン三号を照準から外す。これは別に月下を後ろから撃ち殺したいからではない。

　月下を視界に納めていれば、より多くの敵を殺せるからだ。

　月下が派手に暴れ回っていた時間───その間、日向がやっていたのは環境整備だ。敵を思う存分、撃ち殺す為の。

　日向がいるのは駆く逐ちく艦かんの前部甲板である。艦砲が一門と、艦かん橋きよう──高所に設けられた指揮所──が見える場所にいる。現在、艦砲は折られ、艦橋は炎上していた。

　パルスで動きが止まったのは分かっていたが、日向は真っ先にその二つを破壊する。

　後ろから撃たれたり、通信設備が生きていて、助けを呼ばれても面倒だからだ。

　次に様々な銃器をグラン二号にマウントさせる。最後は空になったトレーラーを吹っ飛ばす。荷台ごと海へと沈めた。

　甲板に残ったのは過剰武装した戦せん騎き装そうが一機だけ──

　グラン二号の出いで立たちは、武蔵むさし坊弁慶さながらだ。四種類の銃火器を両肩・両脛すねにつける。

　両腕には常備の火炎放射機とグレネードだ。

　日向は最初、二つ折りの特大カノン砲をグラン二号に拾わせた。







　中央後列・巡洋艦──この船は艦隊の最後尾にいる船である。

　外周で難を逃れた唐紅軍タンホンジユン艦隊は未いまだに状況を摑つかめずにいた。

　突如、鳴りだした破壊音──跳び回る機影──船団中央で起こっている騒ぎ──

　でも彼らの一番の問題は、直前で動きを止めた駆逐艦についてである。

「誰が止めろなんていった！　船団が乱れる！　早く進ませろ！」

　甲板で喚わめく民兵。同じく放送では、前方の船に『前進しろ』と勧告が発せられていた。

　そんな時だ。不意に……誰も意図しない形でそれは襲ってくる。

　特大ハンマーで、船体をぶっ叩たたかれたかのような衝撃。船体が大きく傾いた。

　甲板にいた民士は柵さくにしがみつく。転倒を防いで、民兵はそれを見た。

「穴？」

　船体のどてっ腹には〔巨大な穴〕が開いていた。次の瞬間──




　大爆発──巡洋艦が、内部から紅ぐ蓮れんの炎を吐き散らした。




　その一キロ先……甲板で片膝ひざを付くグラン二号。両踵かかとの杭くい型スパイクが甲板に深々と刺さっている。右手に構えられているのは一四四ミリ・スナイパーライフルだった。

　コックピットでは日向ひなたが薬やつ莢きようを咥くわえていた。

「ぷっ！」

　日向が薬莢を吐き出す。これは閃光の八ライトニング・エイト独自の射撃儀式である。日向は、めらめら燃える炎をモニター越しに眺めた。

「凄すごっ、機関部を狙えば巡洋艦クラスでも一発なんて！　初めて撃つけど癖になるかも……ただ、あと一発しか残ってないのが残念、っと──」

　日向は横にある右レバーを引く──グラン二号が砲身のレバーを引いた。

　砲身横からドラム缶のような薬莢が跳び出す。アスファルトを割って薬莢が転がった。

　車両大のシリンダー──弾が込められているユニット──が、撃げき鉄てつ音を鳴らして半回転する。逞たくましい重音が鳴った。

　次弾が、大口径・長距離カノン砲に装そう塡てんされたのだ。グラン二号はすかさず銃を構える。

　爆はぜる砲口──大反動がグラン二号と船を揺らす。

　直後、五〇〇メートル先の駆く逐ちく艦かんの腹に大穴があいた。大爆発が起こる。

　海上にもう一隻せき分の炎の花が咲いた。

　グラン二号は落とすように一四四ミリ・スナイパーライフルを棄すてる。代わりに一四四ミリよりもずっと小さい、九五ミリ・カノン砲を拾う。グラン二号はそれを右腕に下げた。

　コックピットの日向は、炎上する二艘そうを眺める。その顔は、かつて誰も見た事がないような表情になっていた。

　両手を頰ほおに添える日向──目はとろんと垂れ、顔は上気しきっていた。

「こうやって私が撃たないと皆が殺されちゃうから。だから私は……壊していいっ」

　日向の表情は、恋に恋する乙女のソレだった。

　そんな乙女が悩むのは次にどんな銃を使うか。どう壊すかだ。

　六二ミリグレネードで、甲板をひしめく民兵たちをハンバーグにするか。

　五一ミリスナイパーライフルで、艦かん橋きようを狙撃してクルーを肉片に変えてしまうか。

　九五ミリカノン砲で船体に穴を空け、中にいる船員を爆発であぶり殺してしまうか。

　四九ミリヘビーマシンガンで、人の居そうなところを無差別に撃ちまくるか。

　燃え拡ひろがる光景が好きだ。形ある物が吹き飛ぶ様に心を奪われる。誰もが強いと認識している存在を、安全圏でゴミみたいに壊すことが────

「私は狂おしいほど……愛している！」

　求められる戦果──人目のない戦場──絶好の狙撃ロケーション──

　単一戦術として好きに動けるこの状況が……日向ひなたの〔タガ〕を外した。

「第三射♪」

　日向はダッシュボードから薬やつ莢きようを取りだす。ガチリと歯に咥くわえた。

　サイトスコープを覗のぞきこむ。ターゲットカーソルが隣の駆く逐ちく艦かんを捉とらえた。

　日向はトリガーを引き絞る────サイト内の駆逐艦の艦かん橋きようが無くなった。

「ぷっ！　キャハっ」

　日向は薬莢を吐く。嬌きよう声せいを上げた。日向は第四、第五の薬莢に手を伸ばす。

　壊そうとすると足が震えるほど興奮して、壊せると青々とした爽快感が広がる。

　日向は、獲物をスコープに納め続ける。照準を合わせた先から、トリガーを絞り続けた。

　合わせてグラン二号も、銃を変え、弾を変え……次々と破壊を吐き散らす。

　──ヘビーマシンガンの重い銃声が木霊こだまする。──グレネード弾が猛虎モンフーの上半身を吹き飛ばした。──火炎放射器から炎の龍が噴き出される。

　目まぐるしく、グラン二号の単眼モノアイが動く。次の標的を探し続けて。

　巨大な腿ももと、胸の装甲板は砲熱で赤くなっていた。これは休むことなく日向が銃を撃ち続けるからだ。火花のシャワーをその身に浴び、カノン砲に弾を込める。

　グラン二号は火薬庫だ──閃光の八ライトニング・エイトが銃を撃つ為だけに存在する。こんなイカレタ姿を誰かに見られたら……頭の片隅で、日向はそんな心配をした。

　でも、糸目の彼を思い出す。するとそんな心配、すぐに消えた。

　──その時は……あの人にもらってもらお♪

　責任を取ってもらえばいい……こんな自分を〔ヒーロー〕と肯定してしまった橘たちばな柔じゆう呉ごに。

　日向は心底から、そう思った。




　水上を滑る二六機────機兵部の疾しつ風ぷうと鬼灯ほおずきである。

　疾風は水上バイクのように海面を滑っていた。全機、水や上号戦戦装備である。バズーカ砲や、魚雷、ミサイルポットを付ける。打撃力を優先した水上戦仕様となっていた。

　陸上戦しかできない鬼灯は自動高速艇サーフボードに乗る。

『オーガゼロより各機！　紫し貴きから情報は行ってるね！　このクソッタレ共は聖戦とか抜かして、体制側の人間なら、民間人だろうが容赦なく殺しまわるアホ革命軍だ！　女なら所構わず強ごう姦かんするってさ！　迷う必要なんてない！　全員ぶっ殺しちまいな！』

　彼らは遠目で戦闘を確認していた。

　爆発音や砲声が鳴り響く。時折、機影らしきものが宙を跳んでいた。

『日向と姉御、もう始めてる！　オーガゼロ、このまま先行する！　皆は、日向と合流してから手はず通りに！』

　鬼灯の自動高速艇サーフボードが速度を上げる。荒波を蹴け飛とばして鬼灯が大破した二隻せきを追い越した。赤く燃え始めた海上を進んで行く。

　慌ててその後を、青い疾しつ風ぷうが追い掛ける。このアイカメラの疾風は大だい地ちの機体だ。

『馬鹿！　俺おれとこいつが本命だろ！　護衛がいなくなってどうすんだ！』

　フットボールを抱えるように、大地機が救命ポットを運ぶ。この中にはセレンが入り込んでいる。大地機はスピードを上げて鬼灯ほおずきの後を追った。

　他の二四機も、四機編成で六班に分かれる────




　左後列・駆く逐ちく艦かん──船倉格納庫。

　船倉の入り口が吹き飛ばされている。横たわるように破壊されているのは四機の猛虎モンフーだ。格納庫内は既に火の海となっていた。

　鬼灯の右足が、一機の猛虎モンフーを壁に縫いつける。猛虎モンフーがマシンガンを向けようとした。鬼灯が太刀を無造作に薙なぐ。マシンガンの銃身が半分に斬きられた。

『いろんなモンすっ飛ばして可哀かわいそうになるわ』

　左手のクロガネを真横にぶっ放す。突進してきた猛虎モンフーが景気良く爆砕した。

『アンタら、この島で一番ケンカを売っちゃいけない十人にケンカを売ったんだ……今は元十人だけどね』

　みしみしと鬼灯の右足が敵機──その胸元にあるコックピット──を潰つぶしていく。

　外部スピーカーを通して、男の悲鳴が上がり続けた。

『マリスアイツらならまぁ分かる。土も人も、間違って食っちまう脳無しだからね……まだ落とし所はある』

　周囲の炎が揺らめく。鬼灯の面が赤く照らされた。

『でもテメーら何？　算数できんでしょ？　一と一〇〇、どっちが大きいか分かるよねぇ!?　どうしてケンカ売ってくるかなー』

　──金属が金属を潰す音。──ボリュームアップした男の悲鳴。

　それらを余よ所そに葵あおいが吠ほえた。

『アンタらが踏んだのは犬っころの尻尾しつぽじゃなくて狼おおかみの尻尾だっ！　それもデカくて、いつも腹をすかしてる凶暴な奴やつのね！』

　鬼灯の右足が一気に沈む。猛虎モンフーの上半身が潰れて爆発した。




　一方──旗艦の艦かん橋きよう通路からエイルンと大和やまとが外を眺める。海は真っ赤に燃えていた。

　三国志に例えるなら【赤せき壁へきの闘い】状態だ。味方の獅し子し奮ふん迅じんぶりに二人は閉口する。

「……激しいな」

「おう。どっちが悪者なのか分からなくなるくらいには一方的だ」

　エイルンに大和が応こたえる。その手にはアタッシュケースが持たれていた。

　大和はその場でしゃがむ。腰のポシェットから鉄製の箱を取り出した。文庫本程の大きさである。

「それは？」

「予備の携帯だ。手持ちのはさっきのＥＭＰで逝いっちまったからな。なんたって数少ない交渉道具だ。万全を期したつもりだったが……頼むぞアマゾ○二七〇〇〇円っ」

　その鉄箱は、電磁波等から電子機器を守るという触れ込みの小物入れだった。

　大和やまとは箱を開ける。中から携帯を取り出した。携帯電話の作動を試みる。

「………………よしっ。氷ひ室むろも通信手段は持っていたな？　今のうちに目立つ所に。この分ならすぐに迎えがくるだろ」

　エイルンは顔を曇らせて「君は？」と聞く。大和はアタッシュケースを見せた。

「まだ懸念要素が残っている。それを潰つぶしにな。二手に分かれた方が追手もまき易やすいだろ。何かあったら互いに連絡を」

　エイルンは頷うなずく。二人は別方向へ走り出した。







　今回の茜あかねの作戦はこうだ──電磁パルスで敵の半数を無力化にし、グラン二号・三号で開幕打撃を食らわせる。後追いの疾しつ風ぷうと鬼灯ほおずきは陽よう動どうも兼ねて、派手に破壊工作を開始する。

　敵の目が強襲部隊に向かっている間に本命を搔っ攫う。

『チビスケぇ！　用意はいいかぁ！』

　海上を走る大だい地ち機──胸の前で救命ポットを掲げた。

　救命ポットがパカと開く。中からパイロットスーツ姿のセレンが現れた。横殴りの雨と向かってくる突風に、セレンは長い髪を攫さらわれる。前方からの凄すごい風に、一瞬目を閉じた。

「うん！」

　セレンは黄金の髪を耳後ろにかける。それから両手を口に添えた。




「クーっ！　ローっ！」──まるでペッドでも呼ぶように……自分の半身を呼び起こす。




　中央次列・空母──飛行甲板。

　艦載機の滑走場である飛行甲板に、デストブルムのハンガーは置かれていた。

　魔ま女じよ帽子の下──デストブルムのアイカメラ──がパールに光った。




「いた！」

　セレンが遠目でデストブルムを見つける。大地が『ひっ！』と声を上げた。

　デストブルムは空母の甲板で暴れ始めていた。

　デストブルムは高度を上げ……体当たり──空母がＶの字に割れた。

　そんなデストブルムに向け、周りの船が砲撃を始める。付近の海面に水柱が上がった。

「クロ！　お仕置き！」

　セレンは砲撃を始めた艦船を指さす。するとデストブルムが空母の瓦が礫れき──割れた航空甲板──を二つ、持ち上げる。トン単位の鉄鋼せんべいだ。

『まさか──』

　疾しつ風ぷうの外部スピーカーから大だい地ちの戦おののきが漏れる。

　それを一個、二個とデストブルムが放ほうり投げた。瓦が礫れきはゆっくりと放物線を描いて敵艦に落ちて行く。一隻せき、二隻と敵戦艦が水柱を上げて海の藻も屑くずとなる。

　その後、デストブルムは飛ひ翔しよう……大波を起こして大地機の前に降り立った。

　疾風との全長差は二倍以上ある。あまりの迫力に大地は敬語になった。

『ウッス。いつもお世話になります！』

　デストブルムは『うむ』とでも言うように、頭部ユニットを下げる。

　大地機は差し出すように救命ポットを上に……セレンが嬉うれしそうに万歳した。

「クロ！」

　デストブルムが蔓つるをセレンに伸ばす。セレンはデストブルムのコクピットに入った。

　三六〇度がモニター画面となる。中央には大きな水晶ユニットとコックピットシートだ。

　デストブルムのコックピットに入るや、セレンはシートに飛び乗った。シートからベルトが延びてセレンの身体からだを固定する。

「クロ！　夏なつ樹きどこにいる？」

　セレンはデストブルムに聞く。デストブルムは一秒でその位置を解析した。三六〇度モニタ──一隻の船が何度かに分けて拡大される。船橋の通路に彼の姿を見た。

「夏樹！」

　セレンに笑顔の花が咲く。







　艦かん橋きよう通路をエイルンが走り抜ける。既に大量の追手がエイルンを追いかけ始めていた。

　武器はなく、多勢に無勢だ。エイルンは不要な戦闘は避け、とにかく逃げ回っていた。前後──廊下の端──から、小銃を下げた民兵たちが一〇人以上で押し寄せた。

「くっ！」

　エイルンは腹を決めて格闘戦に転じようとしたが。

『夏樹！　とんで！』──突如、セレンの声が響いた。

　エイルンは迷わず横の窓ガラスをぶち破る。そのまま嵐あらしの海へ飛び出した。

　エイルンの腹に鋼鉄の蔓が巻き付く。エイルンが首を横に向けた。

「セレン！」

　飛翔するデストブルムがエイルンを捕えていた。デストブルムは胸元にエイルンを寄せる。コックピットのハッチが開く。デストブルムは中にエイルンを放りこんだ。

「とっ！　ぶふ！」──エイルンはセレンの爆乳に顔を埋うずめる。

「クロ！　逃飛行！」

　セレンはエイルンの頭をそのまま抱く。デストブルムは二人を連れて氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくを目指す。




　遠くなるデストブルム──その背を見るのはブリッジにいる李リーたちだ。

「ショワンウーはどこだ！　いったい何をやっている！　どうして援護に入らないっ！」

　片腕になった敵首領は傍そばのオペレーターに摑つかみかかった。

「それがこちらの通信に出ずっ！」

　李リーはそのオペレーターを殴り飛ばす。八つ当たりにもう一発、二発と。返り血が散って、折れた歯が舞った。李リーの顔は、興奮したブルドッグのようになっていた。

「アレだ！　もうアレを出させろ！　全機だ！」

　唾つばを飛ばして他の部下に命令する。近くにいた部下が聞き返した。

「しかし！　あれは来るべき聖戦のため──ぐほっ！」

　その部下も李リーは殴り飛ばす。顔を真っ赤にして怒鳴った。

「ここで我々が負けることが聖王さまへの不義だ！　そんな事も分からんのかこの馬鹿チンがぁっ！」

　この後すぐ、旗艦から赤と緑の信号弾が打ち上げられる。

　艦隊外周にいた巡洋艦一隻せきと四隻の駆く逐ちく艦かん──その甲板ハッチが開放された。

　甲板内部が露出する。下からリフトが上がってきた。リフトに乗せられているのは新品の戦せん騎き装そうだ。断続音を鳴らし、次々とリフトが甲板に到達した。




　雨空の下、〔鋼鉄の狩人かりうど〕たちがその姿を晒さらす。




　敵の混乱は今、ピークに達している。機兵部にはそれが肌で伝わっていた。

　停止船は、動ける猛虎モンフーを引っ張り出して、甲板から威力射撃をするだけである。動ける艦船は、味方に当たらない様に配慮しながら敵を狙い撃たなければならない。

　先ほどから砲弾は、明後日の方角を撃っていた。

　船影に隠れながら進み、まだ生きている船を狙い打つ。一方的な試合展開と言えた。

　海上を滑走する疾しつ風ぷう四機──水上バイクのように波飛沫しぶきを上げている。

　ゴーグルをかけたような頭部。グレーのカラーリングは一般部員の機体だ。

『え？』『っ！』『は？』『ちょ！』

　全員のコックピットに警報音が鳴った。

　突如、空から鉛の雨が降り注いだ。一機の股間から足元を貫く。背中からパイロットブロックが射出される。次の瞬間、その疾風は爆砕した。

『凛りん子こっ！　なんっ──』

『馬鹿、来てる！』

　更にもう一機のアイゴーグルが撃ち貫かれる。上空からの銃弾だった。すぐさまパイロットブロックが射出される。一拍置いて、胸部装甲にも十発の弾だん痕こんが刻まれて爆砕した。

　生き残った二機が左右に散開する。

『聞いてないっ！　こんな！』

　一機が上を向く。もう一機から女子生徒の叫び声が上がった。

『だ！　脱出[image: ][image: ][image: ]っ！』

　二機の頭上──白煙の軌跡を作ってロケットミサイルが降ってくる。

　更に二つ、パイロットブロックが射出……二機の疾しつ風ぷうが爆発と共に砕け散った。







　生せい途と会かいは、セレンから作戦成功──エイルンとデストブルムの奪還──の報告を受けていた。戦勝ムードが漂い始める中、司令管制室に不穏な知らせが届く。

「バックス２班、音信途絶！」

「バックス５班もです！　これで合計八機、戦闘不能です！」

　田た中なかと女子役員が報告した。正面モニターの映像が切り替わる。

　雨を引き裂いて高速飛ひ翔しようする戦せん騎き装そう──全部で一四機だ。

　流線形のシャープなデザイン。背中にジェット機の翼を付ける。片手にマシンガン、両脚にはミサイルポットを装着していた。紫し貴きが報告する。

「司令！　識別が取れました。ＵＳＡＦの開発した【イェーガー】です！」

「先月出たばかりの最新型じゃないか……どうしてあんなもんまで」

　雷らい鳥ちようが司令席から僅わずかに身を乗り出す。

　Ｅ－１０１【イェーガー】──米国空軍が主導開発した、空中戦を得意とする最新の戦騎装である。もともとは首都防衛を目的として開発された機体だった。田中が紫貴に言う。

「これ！　水上戦仕様の疾風じゃ勝ち目なんてありませんよ！」

　開発コンセプトというのは、その用途・性能に大きく影響する。

　例えば【疾風】──この機体は〔マリスから逃げ回ること〕に主眼を置かれて作られた機体だ。陸上戦、更には悪路にも対応した野戦仕様がベースとなる。

　燃費の良さ、滑らかな戦術機動を売りとする。陸を走らせたら、間違いなく世界でもトップランクに食い込む。だが、水上戦においては、その長所が潰つぶされる事を意味するのだ。

　茜あかねがイェーガーのデータを読みながら言う。

「これって、まだニューヨークにしか配備されていないみたいです！　なんで中国の奴やつらがこんなの持ってるの!?」

　対するこの【イェーガー】は対人戦に主眼を置く。

　高層ビルの谷間を潜り抜け、敵を駆逐するために作られたような機体だ。

　空を自在に飛び回り、敵を追い詰める様から、狩人イエーガーと名付けられる。

　雷鳥は舌打ちした。即座に命令を下す。

「ガキ共を下がらせな！　相性が悪すぎる！　自衛隊に空戦装備で出撃を要請！　出せる戦闘機はみんな向かわせな！　ヘキサには絶対、被害を出すんじゃないよ！」

　生途会はすぐ、自衛隊に救援を要請した。







　甲板に立つ、グレーの疾しつ風ぷう四機──グラン二号と背中合わせに立つ。

　この疾風は、元四番隊の部員たちの機体だ。先ほど日向ひなたと合流したばかりである。彼女たちは、味方の支援砲撃に回っていた。日向がオープンチャンネルで言う。

『みんな。少しの間だけ、任せていい？』

『『はい！』』『任せて下さい！』

　部下の到着で、日向は部隊長としての顔に切り替わっている。

　敵戦力の洗い出しを行い……新たな敵影を察知した。

　日向は解析を済ますと顔を強こわ張ばらせた。急いで葵あおいと月げつ下かに通信を繫つなぐ。

「葵ちゃん！　伍いつ橋はしさん！　緊急事態です！」

　葵と月下の顔がモニター右に表示される。

「敵が空戦装備の機体を投入してきました！」

　月下が両りよう眼めを鋭くした。葵も眉まゆを曇らせる。

「米軍の最新鋭です！　今の疾風に勝ち目なんてありません！　皆、このままだと鴨狩りダツクハントにあいます！」

　即座に月下が通信を切る。モニター内にいたグラン三号が、別方向へと跳んで行った。

　モニター内の葵が焦りを見せる。

『この機体、そんなに強いのかよ！』

「グランのデータベースに載ってました。米軍の新型です。水上戦仕様の疾風じゃ相性が悪すぎる！　地の利もなければ、疾風十八番おはこの高機動回避も使えない！　私たちで優先して撃墜を！　このままだと死人が出ます」

『ッ!?　分かった！』

　葵が顔を引き締める。すぐに通信を切った。

「ワンサイドゲームはお終しまいか」

　日向は愛用の五一ミリスナイパーライフル【スレイコンドル】をグラン二号に持たせた。







　雨を切って戦闘機が滑空する。編隊飛行する五機が、戦場海域へ向かっていた。

　下方から三本のロケットミサイルが打ち上げられる。五機の戦闘機が一機に上空へ角度を変えた。

　ミサイルも進行方向を変える。ミサイルは戦闘機を追っていた。




『ホーミング弾──』──着弾。曇天の下、一機が爆砕した。




　更に二本のミサイルが、もう二機を撃ち落とす。

　運よく当たらなかった二機──その背後に猛スピードで二機のイェーガーが迫る。

『『うわぁああぁあぁ！』』

　戦闘機の両翼と外装に穴が開く。何十発も。逃げた一機が火ダルマになって爆砕する。

　最後の戦闘機に銃を向けようとした時──

　イェーガーのこめかみを銃弾がぶち抜く。背部スラスターにも二発の弾だん痕こんが刻まれた。

　航行能力を失い、イェーガーが墜落する。残った一機がすぐ下を向いた。




　発射地点は一八〇〇メートル先……駆く逐ちく艦かんの甲板から撃たれた物だった。




「ぷっ！」

　コックピットで日向ひなたが薬やつ莢きようを吐く。サイトスコープ内では、イェーガーがこちらに向かってきていた。日向はすぐ別の薬きょうに手を伸ばす。

「偉そうにして！」

　薬莢をガチリと嚙かみ締める。サイト内のイェーガーが乱機動を取った。不意にその脹ふくら脛はぎから赤外線ホーミングの誘導ミサイルが撃ち出される。

「まふっ!?」

　薬莢を咥くわえたまま、日向は目を拡ひろげる。左横のボタンを叩たたき押した──

　グラン二号の左肩から炎玉が打ち出される。何十本もの白い煙が上がった。フレアというデコイの一種だ。

　ホーミングミサイルが向きを変える。明後日の方角で爆発が起こった。

　黒煙を潜ってイェーガーが迫る。日向たちの甲板へ向かっていた。

　グラン二号が改めてスナイパーライフルを構え直す。だが、それよりも速く大きな影が上空に飛び上がった。

『手間かけさせんな！　四番隊！』

　空中のイェーガーをグラン三号が殴り飛ばす。

　イェーガーが炎上する駆逐艦へと落下していく。グラン三号は背中を見せたまま隣の船へ飛び移った。コックピットの中の日向は憎々しげに漏らす。

「ありがとうございましたっ！」







　旗艦の船倉格納庫には大和やまとの姿があった。

「はーい。手を上げて。じゃないとお兄さんぶっ放しちゃうよー」

　大和は広東カントン語で警告する。拳けん銃じゆうで天井を何発も撃った。格納庫にいた民兵たちが手を上げる。大和はざっと格納庫内を見渡した。

　いるのは自分と同じくらいの同年代程の子供ばかりだ。おそらくは民兵として拉ら致ちされ、強制労働を強いられているのだろうと、大和は思った。

　格納庫内はカビ臭い。鋼材は錆さびて茶ばんでいた。幾つかのコンテナが重なって壁際に積載されている。小汚い空間で、戦せん騎き装そうハンガーだけは新品だった。

　六基のハンガー──一機だけ、出撃せずに残っている。

　それは現在、戦場で猛威を振るっているあの【イェーガー】だった。

　大和やまとは口の端を吊つり上げる。先ほど見つけたコンテナボックスの一つに視線を戻した。

　大和はおもむろに銃を捨てる。「交渉しよう」と、空いた右手でイェーガーとコンテナを指差した。

「コレにアレを付けてくれ……報酬はこれだ」

　大和は左手のアタッシュケースを無造作に開けた。バサバサと札束が落ちてくる。少年たちは札束に目が釘くぎ付けになった。

　この札束は、先ほどの船長室で大和が拝借してきたものである。

「お兄さん、ビジネスにはうるさいぞ。一番早い奴やつに、一番多く支払おう」

　大和が言う。少年たちは競争するようにイェーガーに向かった。







　雨が降りしきる。波も荒さを増していた。海面を切り裂き、一機の疾しつ風ぷうが懸命に逃げる。

『や！　や！　や！　止やめてっ！』

　疾風の足元を火線が過よぎる……その背後には二機のイェーガーが迫っていた。

　二時と一〇時の方向から山やま武たけ機とオルソン機が滑走してくる。

『騎兵隊、参上じゃオラぁあ！』

『もえな！　そのままフルスピードよ！』

　二機が、担いでいた空のミサイルポットを棄すてる。膝ひざから戦騎装運用コンバットナイフ【バレルスライサー】を抜き放った。

　イェーガーが後方へ飛とび退のく。女子部員の疾風を山武機とオルソン機が追い越した。

『二人とも無む茶ちやだよ！』

　山武機とオルソン機がイェーガーに向かう。

　空中にいる二機のイェーガー目がけて……一気に跳び上がる。

『『ッ!?!?』』

　二人を強烈な違和感が襲う。二人の背筋が凍った。いつもの跳躍量の半分もない。

　装備の違いと水上という盲点……二人の経験不足が招いた失策に違いなかった。




　コックピットの中で二人は直感する──殺される、と。




　空中のイェーガー二機が、足のミサイルポットを発射する。

『そこのアホ×２っ！』

　オルソン機の下から火線が二つ伸びる。乱射したマシンガンの弾だった。

　弾は空中でミサイルを掠かすめ、誘爆を引き起こす。

　空に爆炎が広がる。水上をつんのめるようにオルソン機と山やま武たけ機が着水する。

『『大だい地ちぃ～っ！』』

　スイートビーを二丁抱えた大地機が海面を滑る。大地が二人の下までやってきていた。

『模擬実習でやったろ！　水上と陸上、全然違うって！　ずらか──っ！』

　大地機が即座にブレーキをかける。巻き上げた波が空からの銃弾を吞のみこむ。

　既にイェーガーは滑空を始めていた。狙いを大地機にシフトさせたのだ。

　スピーカー越しに民兵二人が笑う。広東カントン語で興奮しながら何かを喋しやべっていた。

　イェーガーが、大地機目がけてマシンガンを乱射する。その時だ。




『ぎゃははははははははははははっ！』──哄こう笑しようの中に混じる、別の哄笑。




　スター小隊よりも民兵よりも先だ。一番遠くに逃げていた彼女がそれを捉とらえていた。

「あれはぜったい……味方には見えないっ」

　女子部員のコックピットモニターに映るのは、四つ目の黒い悪魔だった。

『ん？　笑えよ。ご機嫌なんだろ？』

　イェーガーの背中に立ったのは、黒い翼を生やした【雷らい公こう】だった。

　四つ目のアイカメラとしゃくれた顎あご。逞たくましすぎる腕と足を付ける。両手に三五ミリ二丁剣銃【夜光虫】を持つ──その様相はまさに、雷と共に降ってきた一匹の悪魔だった。

　アギトの雷公は、他の疾しつ風ぷうと違って空戦装備をオプションできる。その取り付け作業で、ここまで出撃が遅れてしまっていた。

『ゴングだ』

　右の夜光虫が火を噴く──イェーガーの背中がハチの巣にされた。

　この夜光虫は、カービン銃──取り回し重視のマシンガン──の銃身に、ブレードを付けた武器だ。遠近両用である。アギトが好んで使う、雷公の主兵装だった。

　バイク型のコックピットでアギトは薄く笑う。

　メインモニターの中で、残った一機がマシンガンをこちらに向ける。

　アギトが操そう縦じゆう桿かんを引く──雷公が二丁剣銃を交差させた。

　イェーガーの両肘ひじから先が斬きり飛ばされる。両腕の残ざん骸がいが宙を舞った。

『うわあぁあああああああ！』

　イェーガーが転身する。バーニアを噴出して逃げ出した。雷公は右の肩から二つ折りの銃身を伸ばす。それはカートリッジ式のレーザーガンだ。

　銃口のレンズが白く輝き……発射──白い光線がイェーガーの背中に照射された。

　イェーガーが発光に包まれる。装甲が徐々に融解していき、爆砕に至る。

　風に煽あおられて残骸が落ちて行く。

　雷公はレーザーガンを折りたたんで背中に収納する。

　警告音──敵機接近を知らせるアラームが、疾風と雷公のコックピットで鳴った。

　三人が急接近するソレに気付く。無論、アギトもだ。

　空中を鋭角に跳び回る戦せん騎き装そう──その軌道は雷撃を描く。

　同じイェーガーだった。だが、この機体は装備がまるで違う。

　両肩に旋回補助のターンブースター──バックパックの推進用ジェットが四基──両肩と胸部、両脚にミサイルポット──

　イェーガーの高機動爆撃装備メテオジヤケツト仕様だった。大だい地ちがスピーカー越しに言った。

『スター小隊離脱！　一いちノの瀬せたちと合流する！　俺おれらがいても邪魔になるだけだ！」

　疾しつ風ぷうの三機は即座に後退を始める。一方、空中でホバリングしていた雷らい公こうが急発進した。

『遊ぼうか』

　雷公はそのイェーガーを真っ向から迎え撃つ。

　対するイェーガーは更に加速した。前腕からソードエッジを延ばす。

　雷公はその頭をかち割るように二丁剣銃を振り下ろした。

　剣けん戟げきの火花──イェーガーは雷公の夜光虫を双刃で防ぎきった。

　雷公の両腕がモーター音を鳴らす。一気にイェーガーの身体からだが空中で沈んだ。

　だがイェーガーはジェットを更に噴かす。パワーの差を、ジェットの推進力で埋めたのだ。イェーガーは鋭いシフト運動に切り替える。インファイトを挑んだのはイェーガーの方だった。双刃が踊り、舞う。二つの剣けん閃せんが執しつ拗ように雷公を襲う。

　雷公は半身でそれを受け止める。目にもとまらぬ速さで雷公の右腕がしなり続けた。関節のモーターが悲鳴を上げる。雷公は夜光虫・一本だけで双刃を防ぎきっていた。

　イェーガーは身体でぶつかりに行く。鍔つば迫ぜり合いが起こった。間合いをとっては、また激突する両機──一見すると力押しの攻防に見える。

　しかし、二機のソレは巧みな戦術機動の応おう酬しゆうだった。

　メテオジャケットのイェーガーは、接近戦が度外視された高機動仕様だ。

　機動力が高すぎて、対象を懐に捉とらえるのが困難なのだ。でもこのイェーガーは、ターンブースターで無理やり機動を修正し、接近戦に転じている。

　一方、雷公もそのスピードに全すべて反応している。巧みに混ぜられたフェイントも完全に見抜いていた。回避は全て紙一重……並の神経ではできない芸当だ。

　高速戦闘を繰り返す二機──徐々に船団中央へと押し出されていった。




　それと同時刻の話だ。

　四番隊が集まる甲板には、葵あおいたちが集結していた。

『ちっ……これで最後だ。姉御。弾、あとどんくらい残ってる？』

　鬼灯ほおずきがクロガネのリボルバーに榴りゆう弾だんを装そう塡てんする。隣にはグラン三号がゴリラ立ちをしていた。グラン三号の装甲は銃弾で所々が凹くぼんでいる。

『クレイモアが一回分。陰険ウサギ、オメーのグラン二号耳長は？』

　月げつ下かが日向ひなたに聞く。【陰険ウサギ】とは日向のあだ名だ。四番隊のコードネームには〔ラビット〕が用いられていたので、ウサギを文字って名付けられたのである。

『こっちもほとんど撃ち切ってしまいました。まぁ？　誰かさんよりも、ずっとお仕事をしていたので当たり前の事なんですけど』

　グラン二号が九五ミリカノン砲に弾を込める。グラン三号から『あん？』と威圧めいた声が上がった。グラン三号がグラン二号を見下ろす。

『ケンカ売ってんの？　貧乳』

『……胸の大きい人って、どうして粗野で頭の悪い人が多いんでしょうね』

　辺りに一触即発の空気が漂う。しかし空気の読めない葵あおいが笑った。

『ププ！　そーだよ姉御。そんなんじゃお嫁にいけないよ』

　それを聞いた日向ひなた達の部下は幸せな人だなと思った。毒気を抜かれたのかグラン三号が視線を別に移す。すると三機に同じ通信が送られてきた。

『？』『っ！』『あ？』

　回線元は未登録。知らない機体からの通信だった。

『パーティの時間だ。指定するポイントに来てくれ……目いっぱいめかしこんでな』

　謎なぞの通信主は、早々に通信を切った────

　一方、雷らい公こうとメテオジャケットのイェーガーの空中戦は続いていた。

　イェーガーが空中で雷公を押さえ付ける。二機がもつれるように墜落していく。その最中、外部スピーカーから大音量で広東カントン語が流れた。




『現在、空戦タイプの戦機装と戦闘中！　空戦タイプはこいつだけだ！　しかし手ごわい！　誰か！　援護を求む！』

　機兵部を追跡していたイェーガー三機が即座に転進する。




『間違いない！　コイツが敵のトップエースだ！　雑ざ魚こは後回しにしろ！　こいつに攻撃を集中させてくれ！』

　同じく、他の五機が真っ先にアギトの方へ向かう。




　他のイェーガーが続々と集まってくる。

　雨を切り裂く、鋼鉄の狩人かりうどたちだ。合流しては空中で隊列を組み直す。

　矢や尻じり状に編隊飛行する九機──メテオジャケットのイェーガーが雷公の下へ向かう。

　雷公が組みついていたイェーガーを蹴け飛とばす。メテオジャケットのイェーガーが猛スピードで落下した。

　バトンタッチするように援軍の九機が雷公へ向かう。全機が、雷公を射程内に納めるか、納めないかのギリギリの距離で…………空一帯を強烈な白い光が覆った。




　それは落下するメテオジャケットのイェーガーが撃った〔閃せん光こう弾だん〕だった。




『ラノベ主人公設定はもう廃業か？』

『俺おれのは強したたかな計算と、確固たる信念に基づいてやってきたものだ』

　アギトの通信に応こたえたのは、落下中のイェーガーのパイロットだ。

　イェーガーのコックピットには、七なな扇おうぎ大和やまとの姿があった。

「だが、俺の真逆を行く奴やつに出会ってなっ！　表舞台に興味が出た！」

　大和が天てん蓋がい部のスイッチを弾く──大和のイェーガーの胸部・脚部・肩部のハッチが開く。弾頭群が顔を覗のぞかせた。

　閃せん光こう弾だんの光が収まる……雷らい公こうがイェーガー隊の背後を取っていた。他の演者たちも舞台に上がる。オープンチャンネルで続々と通信が入ってきた。

『丁度いいドレスが無かったから、私はこれかなー』

　雷公の四〇〇メートル下──グラン二号が九五ミリカノン砲を空に構えていた。

『レディーを誘うなら、次はもっとシャレた文句で頼む』

　雷公の横……背中を向ける格かつ好こうで跳躍してきたのはグラン三号だ。そのグラン三号の右腕に抱えられるのは鬼灯ほおずきだった。

『こっちにだって選ぶ権利あるよねぇ、そうじゃない、姉御？』

　鬼灯がリボルバー式グレネード・クロガネを二丁、正面に。

『お前と同意見とは……あー、だから雨が降ってるのか』

　雷公が二つ折りのレーザーガンを伸ばす。それを脇に抱えた。

　同じくグラン三号の背中のハッチが全開した。

　下では、グラン二号が砲身のレバーを引く。

　そして最後に……コックピットにいる大和が残忍に笑った。




「オープン……ファイアッ」──イェーガーがミサイルを全弾発射する。




　グラン二号の九五ミリカノン砲が火を噴く。

　グラン三号の背中から、数千発分の散弾が炸さく裂れつする。

　鬼灯のクロガネが爆炎の渦うずを巻きあげた。

　雷公のレーザーが敵団を貫く。

　イェーガーのミサイルが、何十本もの線を描く……集約して一か所に。




　曇天に起こる大爆発──九機のイェーガーが、一個の巨大な炎に吞のみこまれた。






Ⅸ　大波スクナ襲来









　司令管制室の緊張状態は、ほぼ解けつつあった。

「スカーレット・レディ。敵機の全滅を確認。これにて状況終了です」

　田た中なかが振り向きながら報告する。田中は後ろのやり取りを見ると破は顔がんした。

「こ！　九重ここのえ！　見た目ほど大したことないからっ、そんな大おお袈げ裟さに──」

「いえダメです！　あぁ！　ここにも、ここにもっ……あの犬にも劣るド畜生ども、尋問の時間が楽しみね。死んだ方が良かったと思えるくらいに後悔させてやるんだから」

　椅い子すに座らされたエイルンが紫し貴きに介抱されていた。紫貴はピンセットでつまんだガーゼをエイルンの額や頰ほおに当てる。その心は固く復ふく讐しゆうを誓っていた。

　エイルンはセレンに送られてすぐ、出撃しようとしたが雷らい鳥ちようからストップが掛かる。

　司令管制室に直行すると、テンナンバーたちの活躍で唐紅軍タンホンジユン艦隊は、ほぼ壊滅状態になったのを知らされる。

　一安心したエイルンは、そのまま生せい途と会かいのサポートに……そして現在に至っていた。

　エイルンの下に、救急箱を持った女子役員がくる。

「会長、後は私がやっておきますから、皆の──」

「結・構です！　引き続き、Ｅ９７０ウイルス弾頭の捜索を急がせて下さい」

　紫貴は彼女を睨にらみつける。女子役員はその剣けん幕まくにたじろいだ。紫貴の心中は、傷ついたエイルンの世話は私の仕事よ！　だ。そんな中、茜あかねが報告をする。

「紫貴さん。特務が細菌兵器を探知しました」

　司令管制室に安あん堵どが広がった。







　あれほど強かった雨が止やむ。雲の間からは日が差し込んでいた。

　戦場となった海域は沈静化している。既に海上自衛隊が包囲していた。現在は生き残った民兵の捕縛などに当たっている。

　また付近の隣小島では、浜辺から機兵部の機体が続々と上がってくる。他にも回収されたパイロットブロックが幾つも砂浜に打ち揚げられていた。

　終息に向かう戦場をデストブルムが横断する。海上を飛ひ翔しようしていた。

　海域には敵艦の残ざん骸がいが幾つも浮かんでいる。そのうちの一隻せき──半壊状態の巡洋艦の隣にデストブルムが来る。後頭部から噴出する、スラスターの推力が海面を泡立てた。

「ん、と──」

　デストブルムの中にいるセレンは少し逡しゆん巡じゆんした。

　三六〇度モニターに、焼け焦げた船の外装が映っている。その中の一か所がターゲットカーソルで示されていた。セレンに目的物の在あり処かを伝えているのだ。

「クロ。優しくね」

　セレンが念を押す。瞬間、モニター内でデストブルムのマシンアームがしなった。

　縦一直線の割れ目ができる。デストブルムは触手四本で、割れ目をこじ開けた。

　現れた一発のミサイル──全長六メートル、翼幅は三メートル程度だ。

　発射台の上に直立するのは【Ｅ９７０ウイルス弾頭】だった。

　デストブルムはマシンアームでそれを巻き取る。近くまで持ってきた。すると、大きくなったミサイル画像に〔？マーク〕が表示される。

　セレンは小首を傾かしげた。デストブルムに聞く。

「違うの？」

　全方位モニターに、別のミサイル画像や数列データが羅列された。次に、回収した【Ｅ９７０ウイルス弾頭】が様々な角度で何パターンにも分かれて表示される。

　やがて【Ｅ９７０ウイルス弾頭】に〔×マーク〕が付いた。

　セレンは生せい途と会かいに通信を繫つなぐ。茜あかねのバストアップ映像が画面横に表示された。

『早っ！　特務、もう見つけたんですか！』

「茜、茜……クロ、これ違うって」

　セレンが報告するや、茜は『はぁあああぁ!?』と、目を真ん丸にした。

『ほ！　本当なんですか特務！』

　映像の茜が叫ぶように聞き返す。セレンは水晶ユニットに手を乗せた──

　デストブルムが本格的に解析する。

　ミサイルを持ち上げて下から見た。強度を確かめるように魔ま女じよ帽子にゴン！　とミサイルをぶつける。茜の『おい』という声が響く。デストブルムは、ミサイルを二本の蔓つるで振りだす。バーテンがシェイカーを振るような手並みだった。茜の絶叫が渡った。

『何やってんのよ、バカ触手────っ！』

　デストブルムのアイカメラが赤くなる。ミサイルを敵の駆く逐ちく艦かんへ投げつけた。盛大に爆発が起こって、その駆逐艦は轟ごう沈ちんする。

　コックピットのセレンは間を空けてから言った。

「……茜が悪い」

『『『『『『じゃなくてええぇええええ！』』』』』』

　雷らい鳥ちよう・紫し貴き・田た中なか・エイルンと、司令管制室にいる全員の顔が一斉に表示された。

　セレンは小首を傾げる。するとデストブルムが、解析したデータ群をモニター一面に広げた。セレンはそれを見て頷うなずく。データを生途会へ転送した。







「私悪くないもん！　全部あの黒触手怪獣ビオランテのせいだもん！」

　茜が泣きながら自己弁護をする。一方でデストブルムから送られてきたデータを田中が読んでいた。

「司令……特務の言っていた事は本当です。大気中からは、細菌や類する有害物質は検出されませんでした」

「ほ、ほ、ほっ、本当かいっ……田た中なかっ」

　雷らい鳥ちようは酸欠患者のような様子だった。田中は唸うなりながらデータに目を走らせる。

「はい。まるで病理の診断レポートですね……巡航ミサイルトマホークの外見を酷こく似じさせて作っただけの偽物のようです」

　田中が報告する。司令管制室はため息で溢あふれ返った。だがエイルンだけは違う。

　──なんだ……この違和感。

　一国の防衛網を巧みにすり抜けた事実と、唐紅軍タンホンジユンの一連の行動──行き当たりばったりに思える穴の多さ──に、エイルンはちぐはぐさを感じていた。

　もしミサイルが偽物だとバレたら、氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくと海上戦力の両方から総攻撃を食らっていた事になる……しかし敵の首領はミサイルを撃つ体だった。それがどうもエイルンの中で引っ掛かる。やがてエイルンは呟つぶやいた。

「もしかして、奴やつらは──」

　ほぼ同タイミングで女子役員が叫ぶように報告する。

「司令！　ポイントＥ近海にアンノウン確認！」

　エイルンの悪い予感は的中していた。




　現在、第弐富士の近海には、日米の護衛艦隊が陣を張っている。

　全部で一六隻せきだ。米海軍最強と謳うたわれる【第七艦隊】と【海上自衛隊】の混成艦隊である。遅れて到着した彼らは、第弐富士の警護に回っていた。

　そんな大艦隊を睥へい睨げいする一機──海面から、上半身だけを覗のぞかせる。

　丸みを帯びた人型……亀の怪物のような機体だった。

　両肩と背中に特大装甲を纏まとう。〔亀の甲羅〕に酷似したモノだ。

　同じく両手には甲羅型のラージシールドを装備していた。後頭部からポニーテールのように〔機械の大蛇〕を伸ばす。全部で八匹だ。

　ネイバー16番機【ショワンウー】は、まさに堅牢さが具現化したようなネイバーだった。

　シート型のコックピットに水す久く那なが座る。

「半分は釣れたね……餌が良いと掛かりが違う」

　──やっちまおうぜ。あんま時間ねえぞ。

　水久那の頭の中で声が響く。そんな中、正面の艦隊が警告なしに発砲を始めた。

　ショワンウーが両手の巨大盾を正面に掲げる。

　艦砲が直撃──海面が爆発して波が舞い上がった。ショワンウーが波飛沫しぶきと黒煙で見えなくなる。

　その間も両艦隊は砲撃を繰り返す。周囲の波が爆発しては水柱を立てた。

　ショワンウーを、連装速射砲の弾幕と、艦砲砲弾が間断なく襲う。

　前者は、艦船の装甲板すら咬かみ千切る──後者は、砲弾重量が一発三〇キロを超える──そんな砲・弾幕の中だ。

　周囲にいる巡洋艦の甲板が光った。計八隻せき分である。

　今度は炎華が咲き乱れた。甲板が光る度に火が上がる。レーザー兵器による攻撃だった。ショワンウーを容赦なき集中攻撃が襲う。

　息をする間も与えない。艦砲は雄お叫たけびを上げ続ける。苛か烈れつな鉛と熱の洗礼だった。

　やがて砲撃が止やみ、水柱が収まる……。

　ショワンウーは全くの無傷だった。







　司令管制室の中央モニター内で、ショワンウーが盾を下ろす。

「噓うそ、でしょ？」

「明星並の装甲……いえ、もしかしたらそれ以上？」

　茜あかねと紫し貴きが瞠どう目もくする。皆、声を失う思いだった。

　大きさとは、それだけで武器になる。〔戦艦〕は、戦せん騎き装そうや戦車の十倍以上の大きさ、重さを持つ。その大きさに比例した火砲を装備できるのだ。

　艦砲射撃の前では、戦騎装でさえも易々と粉砕される。

　たかだか二〇メートル大のサイズで、一個艦隊の集中砲火に耐えられる戦術兵器など、この世には存在しない。それが現代兵器の真実である。

　しかし、それを覆してしまう存在が、この世界には一つだけある。

　雷らい鳥ちようは恐れと共に、確信した。

「間違いない……こいつ、【ネイバー】だ」

　エイルンが勢いよく中央モニターを見上げる──ショワンウーは前進を始めていた。

　じりじりと海面を進む。再びショワンウーに、艦砲弾幕が浴びせかけられた。

　ショワンウーの盾がその悉ことごとくを防ぐ。特大口径の火線が跳弾して火花を上げる。艦砲射撃を食らっても、ショワンウーはずしんと身体からだを沈ませるだけだ。

　まさに、デタラメなまでの防御力だった。

【ネイバー規格】に通説の兵器概念など適用しない。

　パワー、タフネス、スピード、索敵能力……現代兵器水準など超越した武装・個体戦力を有する機体が幾つも存在する。デストブルムなどは実に分かり易やすい。その面制圧力、ＩＭＥ兵器群は、もはや戦略兵器と言っても差し支えない。

　事実、たった一機で二個師団を壊滅させた機体も存在する。

　ちなみに〔師団〕とは部隊の編成単位の事だ。兵員規模にして六千～二万人。投入する戦車も何百となる。つまりは〔戦争〕をやるための戦力と考えてもらっていい。

　マリスを狩るだけが能ではない。ネイバーは軍隊すらも凌りよう駕がするのだ。

　そして、ネイバーの真価は、機体毎に与えられた特徴・固有武装に起因する。

　ショワンウーの後頭部──八匹の蛇が鎌かま首くびを持ち上げた。

　それは機械の大蛇だった。蛇たちが一斉に口を開ける。裂けた下顎あごと上顎の間に、紫色の炎球が発生した。エイルンに、壮絶なまでの悪寒が走る。

　紫の炎は渦うず巻き、凝縮されるように小さくなっていく。

　そして……八方に散らばった。

　中央モニター内で、ゆっくりと放物線を描く。紫の炎球が空母や駆く逐ちく艦かんなど、両軍艦隊へ落ちていく。




　八つの太陽────極大化した火の玉が海上一面を吞のみ込んだ。




　全員、目の前が真っ暗になった。

「なんだい……今のは？」

　世界中の兵器という兵器に精通している雷らい鳥ちようが……そう言った。

　中央モニター──蒸発した海から、真っ白い蒸気が上る。

　海面に浮かんでいたのはドロドロに融解した鉄塊だ。全部で九隻せき分。

　あれほど苛か烈れつな攻撃を繰り返していた艦隊は、たったの一撃で半数を失っていた。

　司令管制室の時間が止まる。

　驚きよう愕がくに青ざめる者──夢から覚めたいように頰ほおをつねる者──失った命の数を想像して涙を浮かべる者──

　各々が肌で感じていた……ネイバーを敵に回した時の恐ろしさを。

「パターン【ＫＫＫ】！」

　雷鳥が迷わず命令を下す。

「アイツを絶対に第弐富士へ入れるんじゃないよっ！」

　田た中なかが血相を変えて振り向く。

「しかしアレは【海洋型】にしか使用許可がっ！」

「この場面で文句言ってきたら、逆にミサイルをぶちこんでやるよ！　早くしなっ！」

　雷鳥が怒鳴り散らす。茜あかねがすぐに動いた。自分の光学画面を操作する。それからコンソール盤のガラス盤を叩たたき割り、手を伸ばして奥にあるレバーを摑つかんだ。

「よい、っしょぉ！」

　茜がレバーを重そうに引く。

　中央モニター──ショワンウーの全周から〔巨大投網〕が飛び出す。

　投網がショワンウーの全身を絡め取る。これは全重五〇〇トン、全長四〇メートルを超す【海洋型】と呼ばれる水生クイーンを足止めするために考案された罠わなだった。

「ぶちかましなっ！」

　雷鳥が吠ほえた。四つの光学画面を操作していた紫し貴きがそれに応こたえる。

「Ｅ23海域の全機雷！　点火しますっ！」

　光学画面の〔確認ボタン〕を殴り押す──二〇〇個の機械水雷が作動した。

　中央モニターに映る海が白く光り出す。投網を被かぶったショワンウーが光に照らされた。

　海中で大爆発が起こる。百メートル超えの水柱が天に立ち上った。

　水の昇竜は空で水に還かえる。白い舞台幕となって、再び海へと落ちてきた。

　白い霧が立ち込める中、黒い影が動く……さしものエイルンも我が目を疑った。

　モニターが映したのは、投網を内側から破るショワンウーの姿だった。

「化物め……」

　雷らい鳥ちようは戦おののきにその顔を歪ゆがませた。




　ショワンウーのコックピットでは水す久く那なも顔を歪ませていた。

「大歓迎だよ！　もう！」

　──お返しするぞ！　代われ！

　頭の中で怒声が響く。水久那の目つきが荒いものに変わった。

　水久那は右操そう縦じゆう桿かんのレバーを捻ひねる──ショワンウーのマウスガードから蒸気が噴き出た。

　ショワンウーの両肩が持ち上がる。点火したスラスターが赤くなった。ショワンウーが天空に飛び上がる。上空で反転……重落下を開始する。

　残存艦隊が対空射撃に切り替えた。対空砲の火線が何本もショワンウーへ伸びた。

　しかしショワンウーはガードもしない。火線は弱々しく装甲に弾かれた。

　ショワンウーは彗すい星せいになる。生き残った一隻せきに頭から落下した。




　大だい海かい嘯しよう──巡洋艦が真っ二つに折れる。周囲の波が急激に盛り上がった。




　──津波が全方位に広がる。──大波に駆く逐ちく艦かんが吞のみこまれた。──海上で空母が横転する。──大津波が第弐富士の巨大外壁を殴りつけた。

　ショワンウーが海面から上半身を上げる。すると左肩の甲羅装甲が爆発した。




　隣小島の海岸沿いには戦せん騎き装そうが陣を構えていた。戦車がそのまま人型になったようなフォルム──自衛隊の主力戦騎装【巌がん流りゆう】だ。

　巌流四機が右腕のカノン砲でショワンウーを狙い撃つ。だが──

　海面を豪速で何かが割る。円形のソレはフリスビーのように投とう擲てきされていた。




　直撃──五機の巌流が木端になって吹き飛ぶ。




　浜辺に突き立ったのは、厚さ三メートル・全重五〇トンの大盾だ。ショワンウーのラージシールドである。ショワンウーがただ投げただけで、この威力だった。

　甲羅型のシールドが自動的にショワンウーの方へ戻っていく……ショワンウーの左腕に装着された。コックピットの水す久く那なは口笛を吹いた。

「ひゅう！　堪たまんねぇ！　コイツに乗ったら戦せん騎き装そうなんて乗れねぇよな！」

　──これで海上戦力はだいたい潰つぶした！　もう行こう！

「分かって、るって！」

　水久那は笑って二本の操そう縦じゆう桿かんを押す──ショワンウーの両肩の甲羅装甲が顔を隠した。

　一対のラージシールドが左右の肩にぴったり付く。

　亀が、手足や首をひっこめるように、ショワンウーが変形する。後頭部の大蛇たちをしならせ、海中へと潜った。鈍重さが一転、ショワンウーはロケットスタートを切る。

　蛇を携えた亀神獣【玄武】が、海中を進む。海面に白い線が引かれた。進行上にある護衛艦の残ざん骸がいめがけて突貫する。

　──船体が爆炎に包まれる。──超巨大な甲羅が、船体を貫通していた。

　ショワンウーは残存艦隊の包囲網を力づくでこじ開ける。

　水中を高速で進む破は城じよう槌ついだ。海面を引き裂き、玄武が第弐富士へ特攻する。

　目指すは一点。敢行するは突破。ショワンウーは第弐富士の海底外壁をぶち破った。







　司令管制室に、けたたましいまでの警報ビープ音が鳴り響く。

「アンノウン！　第弐富士内に侵入！　五五番隔壁から五四！　五三！　五二！　次々と隔壁が破られていきます！」

「どうして非常用の隠し水路を!?」

　田た中なかが叫び、紫し貴きがコンソール盤を操作する。

　右モニターに第弐富士の立体マップが映った。黄色い〔？マーク〕が基地内の壁を次々とこじ開けていた。〔？マーク〕はスピードを全く緩めず、一直線に何かを目指す。

　中央モニターには激走するショワンウーの姿が映っている。短い足を、猛然と前に出し続ける。両手の盾で、隔壁を障しよう子じ衾ぶすまみたいにぶち破っていた。

　口元に手を当てて、茜あかねが立体マップを見る。目を見開き「まさかっ」と呟つぶやいた。

「陽ひ葉よう！　どうした！　何か分かったのか！」

　エイルンが茜を見る。茜は双そう眸ぼうを震わせて思考を続けた。

「この進路……間違いない。じゃあ敵の狙いは始めから？」

　茜が一人、納得するように「うん、うんっ」と頷うなずく。

「グランシリーズは分かる。でもデストブルムは特務しか乗れないのに、どうして特務の身柄は要求してこなかったのか……デストブルムが暴れる危険があったからだとしても不自然よ。それに、どうして氷ひ室むろさんの身柄だけを要求してきたのか──」

　茜がゆっくりとエイルンの方を見る。エイルンは固唾かたずを吞のんだ。

「……ずっと府に落ちなかった。氷室さんの身柄を要求したという事は、当然、彼女の存在も認知しているはず。でももし……もしですよ？　あの艦隊パレードが、自分たちが陽よう動どうをやらされている捨て駒だと知らなかったら？　その間、この亀ネイバーが氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくの背後まで近づいていたとしたら？　それなら全部辻つじ褄つまが合うんです！　第一の狙いは氷室義塾を〔もぬけの空〕にすること！　そして第二！　これが一番の狙いだったんだ！　なんで気付かなかったのよ私ぃ！」

　茜あかねは悔しそうに頭を抱える。それからエイルンの両腕摑つかんだ。

「ネイバーやグランを要求したのは戦力を削そぎ落すのもそうなんだけど！　こちらの注意を逸そらしたかったからです！　敵は私たちに『ネイバーを欲しがっている』って思ってもらいたかったの！　でも本当の目的は、彼女から氷室さんを遠ざけたかった！　確実に彼女を破壊するために！」

「じゃあつまり……敵の真の狙いは──」

　話を聞いていた紫し貴きが戦おののく。エイルンは自失した。

「……エル、フィーナ？」

　エイルンの脳裏を愛機が掠かすめる。エイルンは司令管制室を飛び出した。







　ショワンウーは既に、氷室義塾の敷地内に侵入していた。

　氷室義塾の広大な地下スペースには、機体輸送用の地下線路が縦横に引かれている。ショワンウーは、最短でその区画にまで足を踏み入れていた。

　ショワンウーが第七地下シェルターの入り口──メインゲート──の前に立つ。

　全高四〇メートルはある鋼鉄の門だ。ショワンウーは二二メートルのため、頭がゲートの中腹ほどにある。この場所は、ネイバーの予備格納庫に当たる。

　ショワンウーが大盾ごと拳こぶしを振り上げる。

　轟ごう音おん──厚さ八メートルのゲートが大きく凹くぼむ。ショワンウーは二つの盾を交互に振り続ける。凹みが二つ、五つ、六つと出来上がっていった。

　巨大ゲートは見る見る歪ゆがんでいく。ゲートの中心に隙すき間まができ、大きくなった。ショワンウーは最後、隙間に両手を差し込む。メインゲートをこじ開けた。

　真っ暗な格納庫内で緑色のアイカメラが不気味に光る。その目が捉とらえたのは、格納庫中央──うたた寝をするような格かつ好こうで鎮座するエルフィーナターゲツトだった。

　ショワンウーが背中の甲羅の隙間から、二つ折りの砲塔を取り出す。それを伸ばして右腕に下げた。ネイバー規格用の特大アンチマテリアルライフルだ。

　ライフルをエルフィーナに向けて構える。コックピットの水す久く那なは照準を合わせた。

「任務……完了」

　──だな。

　十字のターゲットサイトが一七メートルの淑しゆく女じよをロックオンする。

　水久那は迷わず、トリガーを引き絞った──ショワンウーのライフルが火を噴く。

　マズルフラッシュの閃せん光こうがショワンウーを下から照らした。

　だが、それとほぼ同時……異変が起こった。

「っ!?」

　コックピットの水す久く那なが声を吞のむ。何かがターゲットの前を横切ったのだ。水久那は無意識にトリガーを絞る指の力を強めた。

　硝しよう煙えんの煙が辺りに立ち込める。モニター全体を煙が覆っても、水久那はトリガーを引き絞っていた。

　ライフルが弾を吐き出し続け……やがて弾装が空になる。

「うっ！」──突如、水久那の視界が真っ白になった。

　格納庫内の照明が一挙に点ついたのだ。立ち込める煙の中から何かが勢いよく飛び出す。

「疾しつ風ぷう!?」

　空中で、赤の疾風【葵あおい機】が巨大な装甲板を投げ捨てる。

　金属を打ちつける音が鳴った。コンクリートに転がったのは、ハチの巣にされたファラリカのパーツだった。そして──




『うぉおおおおおおおおおおっ！』




　エイルンの怒号が外部スピーカーを通して響き渡る。

　幼おさな馴な染じみの忘れ形見を守るため……エイルンの命を盾にした戦いが始まった。





　幕まく間あい　【ドール・ワルツ・レクイエム　　第二二話　〔ルインレーゼ伝説〕


２０６９年１月29日　放映】



　────────　アニメーション映像が流れる　────────




　小惑星に浮かぶ人面──星の脈動〔コスモフィリア〕の一つを動力源とする。

　それは量子コンピューターと同化した人間だった。

　黄金に染められた宇宙空間で〔人面惑星〕と高機動兵装コンバツトオプシヨンの【エルフィーナ・ルインレーゼ】が対たい峙じする。

　その人面惑星は、狂気のマッドサイエンティスト【ベン・ヴァンヴァム博士】の成れの果てだった。エルフィーナの胸元と、サングラス型の仮面にはヒビが入っていた。

「無事か……エルフィーナ」

『ノープロブレム、バザット大尉。少し前髪が乱れただけです』

　コックピットのエイルンは涙を流す。エイルンとエルフィーナは、幼馴染が命を捨ててくれたから、この場に来られていた。

　罪も無い人々が無為に殺される未来──それを阻止するためにエイルンは、ドクターツルギから【エルフィーナ・ルインレーゼ】を託される。




《助けてきなさい。泣いている全すべての人たちを》──その言葉を最後、彼の胸に刻んで。




『所しよ詮せんはあの小娘も女だったということかぁ[image: ][image: ]』

　人面惑星が間延びした口調で言う。エイルンとエルフィーナがその言葉に止まった。

『あの女も気付いていたはずぅ。この姿こそが人の到達点。人の最後の進化の形……しかし、人であることに固執し、〔恋愛感情〕などという脳のバグで、正しき選択をできなかった。それがあの女の限界ぃ……しかも最後に作り出したのは、今や過去の遺物でしかない、たかだが【シュプリームドール】一機だけぇ。それを、何の取り柄もないただの小僧に渡す。なんと愚かぁ──っ！』

「たかが……シュプリームドール、だと？」

　エイルンの両りよう眼めが血走る。その瞳ひとみと髪が、〔紅色〕に染まった。

『すでにオリジナルフレームなど必要無いぃ。あの王が持つ贋がん作さくもだ～。だから、あの小娘の作ったそのエルフィーナ人形もゴミと等価ぁ──』




「何と言った貴様ぁああああああああああああああああ！」──エイルンが激げき昂こうする。




　エルフィーナの眉まゆが動く。それはエイルンが劇中で初めて見せる、感情の発露だった。

「彼女がこの機体にルインレーゼの名を冠した意味！　それを分からない奴やつがアイツを！　そしてっ！　この機体を侮ぶ辱じよくするなど、俺おれが絶対に許さないっ！」




《ねぇエイルン。ルインレーゼ伝説ってさ。素敵だと思わない》




「どうして……どうして俺はアイツの気持ちに応こたえてやらなかった！　俺だって好きだった、大好きだったさ！　でも自分とアイツは釣りあってないとかっ！　俺は凡人で、あいつは天才で！　何より綺き麗れいでっ……貴族の生まれで。でも俺は一介の軍人でしかなくて！　平民の出だからとか！　だからってえぇえ！」

　エイルンは片手で顔を覆う。大粒の涙を零こぼし、その唇くちびるを震わせていた。




《すごいじゃん。七回死んで生まれ変わっても、好きな男と結ばれるなんて。女神のくせにイイ根性してるわ……それにまぁ、ただの羊飼いに恋をしたっていうのも、他人な気がしないんだよね。なんていうか……目が追っちゃうの、分かる──》




「俺は自分が大嫌いだ！　弱くて泣き虫で！　いつだって上手にできない！　一番大事な気持ちにも目を背け続けてきた臆病者だ！　それでも、それでも涙を止めたいと思ったんだ。アイツが本当に嬉うれしそうだったから……泣いて喜んでくれたアイツの顔を見たから俺は軍人になれたんだ」

　フラッシュバックする原風景──公園の砂場でボロボロになった人形を抱える、一人の女の子。それは泣いて喜ぶ、幼少時のツルギだった。




《アンタって羊みたい……臆病なくせに、いつだって真っ先に自分のことを捨てられる》




「傷ついているのは慣れてる！　でもっ、でもぉ……お前にだけは傷ついて欲しくながっだ。そして……俺おれが一番、君を傷つけたっ」

　エイルンは顔を伏せ、涙を零こぼし続ける。

『理解不能[image: ][image: ]こんなバカなガキに何な故ぜぇ～』

『口を閉じろ下郎。本機の搭乗者ダンスパートナーを罵ののしる事は、このエルフィーナ・ルインレーゼが許しません』

　人面惑星にエルフィーナが毅き然ぜんと言う。エイルンが目を丸めた。

『貴方あなた様の想おもい……確かに聞かせて頂きました、バザット大尉。いえ、だんな様ムツシユ。私は、生涯のダンスパートナーに貴方様を設定入力させていただきます』

　エルフィーナが首元のブローチを撫なでる。

『お母様は素敵な恋をしていたのですね……貴方を乗せる事、私は心から幸せに思います』

　エイルンにまた涙が込み上げる。しかし、それを我慢して「ありがとう」と言った。

　やがてエイルンは、真まっ直すぐに前を向く。

「俺の信念ワガママに付き合ってくれるか？　エルフィーナ」

『この身が朽ち果てる、その時まで……貴方様の進む道に、私も在りましょう』

　エルフィーナが仮面を投げ捨てる。そして、スラスター群ウイング・パレオを外した。全すべての武装を捨て、エルフィーナはアップにしていた髪を解く。

　長い髪が流れるように舞い踊る。二人の瞳ひとみに、燃えるような戦意が宿った。

「このクソ野郎をぶちのめす！　エイルン＝バザットオレと！　エルフィーナオマエで！」

『この不ふ埒らちモノをぶちのめす！　エルフィーナわたくしと！　エイルン＝バザット貴方さまで！』

　今、一人と一機の声が重ねられる。

　紅の勇者と真紅の淑しゆく女じよ────二人の伝説は、ここから全て始まった。






Ⅹ　月の女神ルインレーゼ









　第七地下シェルター──赤い疾しつ風ぷうが片膝ひざを付けて待機している。

　正面で眠るのはエルフィーナだ。その様は、木陰で転寝をする淑しゆく女じよのようである。

　傍そばには、真紅のパイロットスーツ姿のエイルンがいた。

　エルフィーナはエイルンが呼び掛けて二〇分が経たたないと起動しない。敵の到着まで、起動は叶かなわないとエイルンは踏んでいた。

　エルフィーナの膝元まで来る。エイルンは彼女のドレス裾すそに触れた。

「なぁツルギ。この娘こはいつだって俺おれの事を守ってくれてるよ」

　エイルンは穏やかに笑う。その心中には覚悟の刃を携えていた。

「安心して眠ってくれ……君には指一本触れさせやしないさ」

　紅の勇者は、月の女神【ルインレーゼ】に誓いを立てる。

　愛する人が遺のこした愛まな娘むすめを守り切る。例え……この身が朽ち果てようとも──





　　　　＊＊＊＊＊






　二つ目アイカメラの頭部ユニット。双肩に旋回補助のブースターを付ける。かつて葵あおいが使用していた疾風である。【葵機】改め【エイルン機】が煙の中から飛び出した。

『うぉおおおおぉおお！！！』

　エイルン機が、空中で携行地雷をショワンウーに投げつけた。

　即座に、腰にマウントしていたスイートビーを構える……銃口が爆はぜた。

　ショワンウーの懐で爆発が起こる。爆風をもろに受けるも、ショワンウーは身体からだを揺らしもしなかった。しかし──

『武器破壊っ!?』

　ショワンウーの右腕に下げられていたアンチマテリアルライフルは、砲身が折れ曲がっていた。

　エイルン機は火花を散らして接地、そのまま高速移動を開始する。

　縦じゆう横おう無む尽じんに格納庫内を滑る。コンクリートにタイヤの跡が付いた。エイルン機のスイートビーが唸うなりを上げる。

　ショワンウーを銃弾が襲う。しかし、ぶ厚いショワンウーの装甲に空むなしく弾かれる。それでもエイルン機は銃を乱射しながらショワンウーに特攻した。

　ショワンウーが拳こぶしごと大盾を振り上げた……エイルン機目がけて振り下ろす。

　エイルン機が紙一重で跳び上がった。

　激震──ショワンウーの大盾が敷地鋼材をめくる。大衝撃が格納庫全体を揺らした。

『なぁ──っ!!』

　エイルン機の巨大タイヤロードホイールが回ま転わる。ショワンウーの振り下ろした右腕を道に、エイルン機が一気に駆け上がった。

『でぇいやぁっ！』──ショワンウーの顔面を左足で蹴けり飛ばす。

　エイルン機がショワンウーの背後で着地する。右肩のブースターが火を噴く。エイルン機が旋回した。同時に空になったスイードビーをショワンウーに投げつける。

『火の玉女か！』『違う！　彼女はっ──』

　ショワンウーから、同じ声で、二人分の驚きが流れた。

　ショワンウーが、投とう擲てきされたアサルトライフルを盾で弾く。でもそれは眼潰しだった。

『っ!!』

　次の瞬間、二個の携行地雷が飛んでくる。

　再び爆発が起こる。ショワンウーの上半身が爆炎に包まれた。

『彼女はここまで考えないっ！　第一──っ』

　爆炎の中からショワンウーが顔を出す……眼前には既に、携行地雷を持って左拳こぶしを振り上げるエイルン機がいた。

　水す久く那なの驚きよう愕がくがショワンウーから漏れる。

『戦せん騎き装そうで肉弾戦をやるバカが生き残れるほど……氷室義塾ここは甘くない！』

『はぁあ！』

　爆撃の左ストレート──エイルン機の左半身とショワンウーの上半身を炎が包んだ。

　さしものショワンウーも後ろへ下がる。エイルン機は、敷地鋼材の上を何回転も転がった。エイルン機が地面に右手をつけて立ち上がる。

　エイルン機の損害は甚大だった。捨て身の一撃で左肩から先を無くす。左のアイカメラは潰つぶれていた。顔半分の塗装は剝はげ、鉄色になっている。

　対するショワンウーは……全くの無傷だった。

　その事実が、戦騎装とネイバー──両者のマシンスペックの絶望的なまでの差を、エイルンに見せつけた。

　ネイバー16番機ショワンウー──ロイヤルガード秘蔵の〔隠おん密みつ強襲〕を得意とする汎はん用よう機だ。それは【ミスティミスト】を始め【八〇ノットの無音進水】など、対・戦術兵器に有効な機能を有すことに起因する。

　マリス殺しの代名詞たるネイバーの中では異端の機体といえよう。

　だが、その真価は決して〔高い隠密性〕にあるのではない──

　エイルン機が右膝ひざからバレルスライサーを引き抜く。コンバットナイフを逆手に、滑走した。跳躍し様にナイフを振り上げる。ショワンウーの頭部を一いつ閃せんした。

『っ!?』

　避けもしないショワンウー──折れたナイフの刃が虚空に舞った。

『無駄だよ。ショワンウーこいつは世界で最も堅いネイバーなんだ』

　ロイヤルガードのデータでは、発見済みのネイバーでショワンウーの硬度・耐久度に勝る機体は存在しないとされている。防御形態に入ったショワンウーは核ミサイルの衝撃にすら耐え切る。戦せん騎き装そうの武装くらいでは損害を与えられないのだ。

　コックピットにいるエイルン──ライダースタイルで操そう縦じゆう桿かんを強く握る。心中の刃は折れるどころから、煌きらめきさえ帯び始めていた。そう……理屈ではないのだ、この戦いは。

「だから……どうしたっ！」

　エイルンは右の操縦桿を最奥まで押し出す──エイルン機が再び滑走を始めた。

　ギュルギュルと鋼材を嚙かんで巨大タイヤロードホイールが回る。ショワンウーの懐まで一気に距離を詰めた。

　ショワンウーの全高差は一〇メートル以上だ。力士と園児ほどの対格差がある。




　それでなお、丸腰のエイルンが挑んだのはゼロ距離────血風決死の格闘戦ドツクフアイトだった。




『来ぉおおぉい！』

　エイルン機から咆ほう哮こうが上がる。するとショワンウーから二人分の感想が届けられた。

『いかれてるぜコイツ』『だが、どうしようもなく……熱くさせられるっ』

　ショワンウーは真っ向からエイルンの挑戦を受け止める。

　片腕一本。武器は無く、性能差は天と地だ。それでもエイルン機は戦う。

　ショワンウーの顎あごをアッパーでかち上げる──エイルン機の拳こぶしが手首まで潰つぶれた。

　ショワンウーの豪ごう拳けんを紙一重で避ける。顎下のアンテナがへし折られた。

　カウンターざまにショワンウーの頭部に頭突きをする。エイルン機の前頭葉が陥没した。

　しかしエイルン機は止まらない。

　機体の四し肢しを武器に、ショワンウーへ攻撃を繰り返す……攻撃こそが最大の防御だった。

　ショワンウーの身体からだは大きい。懐に入られると攻撃のパターンが極端に限定される。エイルンは鈍重な蹴けりと、両手の盾さえ避け切ればいい。

　しかし、そのリスクは極限だ。

　ショワンウーが盾を振り下ろす。敷地鋼材がめくれた。石柱が二つ出来上がる。

　ショワンウーの一撃の前ではエイルン機など、重機プレスの前で躍る鉄材に過ぎない。

　クリーンヒットすれば、コックピットごとペシャンコにされる。

　そんな一瞬、一瞬の命のやり取りで、エイルンは追憶する……相棒との思い出を。

《紹介するわ。私の可愛かわいい娘で助手の【エルフィーナ】よ》

《お初にお目にかかります。バザット大尉》

　幼おさな馴な染じみが紹介したのは、幼女と見間違える可愛らしいアンドロイドだった。

　──君と出会ってずいぶん時が経たったように思うよ……エルフィーナ。

　エイルン機がショワンウーの懐を飛び回る。

　ショワンウーの腕や盾を足場に変え、回避運動を取った。ショワンウーの顔に向け、エイルン機は潰れた右拳を振り上げる。

《私は私の認めたお方としか踊りたくありません。その辺の軍事兵器ごときと同列視してくる、粗野で狭きよう窄さくな視野の持ち主など、私に乗る資格はないと意見します》

　彼女が【エルフィーナ・ルインレーゼ】になってからの衝撃は今でも忘れられない。パイロットの搭乗を拒むシュプリームドールなどエイルンは初めて見た。

　──最初の方、君はずいぶんと俺おれを乗せるのを嫌がっていたよな。

　コックピットのエイルンが苦笑する。

　外界ではエイルン機の上腕が舞っていた。エイルン機は肘ひじから先を失う。切断部分からは火花が上がっていた。

《どうしてこんな朴ぼく念ねん仁じんにお母様は（ボソ）……お母様のお願いですから搭乗を許可しているのです。そこのところをお忘れなく。バザット大尉》

《な！　どうして君はそう！　突っかかるような言い方を！》

《やめなさい！》

　エルフィーナは何な故ぜかよく突っかかってきた。自分もムキになって言い返すと、ツルギに頭を叩たたかれた。ツルギはいつだって、エルフィーナの肩を持つのだ。

　──今思えば……君は煮え切らない俺の態度に怒ってたんだろうな。

　エイルンが短く息を吐く。両方の操そう縦じゆう桿かんを引いた──エイルン機の右肩のブースターが火を噴く。両足の巨大タイヤロードホイールが敷地鋼材に円を描いた。

　エイルン機がコマになる。折れた肘先をショワンウーの腹に叩きつけた。ショワンウーは一歩、後ろへ下がる。エイルン機の右肩が残ざん骸がいになって転がった。

《この身が朽ち果てる、その時まで……貴方あなた様の進む道に、私も在りましょう》

　そしてエルフィーナは……ツルギを亡くした自分にそう言ってくれた。

　だからエイルンも誓ったのだ。

　自分の信念で死なせてしまった幼おさな馴な染じみと、自分の信念に今も付き合ってくれる忘れ形見に────この命を以て報いると。

　弱き者の味方になる。一粒でも多くの涙を止める。牙を持たぬ者の牙になる。

　それがこの改造人体とエルフィーナを与えられた、エイルン＝バザットの余生────そうしなければ、胸を張って愛する人に会いに逝いけないのだ。

『もう無駄なんだ……諦あきらめてくれないか』

　突然の申し出に、エイルンは目を見開く。

　気付けばショワンウーは攻撃を止めていた。サブモニターの機体状態ステータス画面は、全身のほとんどが赤く点滅している。エイルン機の限界はとうの昔に超えていたのだ。

「あきらめる？」

　コックピットでエイルンが焦点を失う。紅の両りよう眼めは震えていた。

『君からは凄すごい覚悟が伝わってくる。初めて会ったんだ……敵対して殺したくないって思えた相手には……僕ぼくたちはその機体さえ壊せればいいんだ。だから──』

「だから？　だから…………なんだっ」

　エイルンは唇くちびるを嚙かみしめる。赤い線が口元を伝って落ちた。

『もう、引いてくれ』

　エイルンの怒りが最高潮に達する。涙を溜めて操そう縦じゆう桿かんを前に押し出した。




『娘を捨てる親がいて堪たまるかぁ！』──エイルン機の右膝ひざがショワンウーの顔面を襲う。




『この機体はアイツの大事な娘なんだ！　そして俺おれはそれを預かった！』

　エイルン機がショワンウーの腹を蹴けたぐり回す。足の甲が潰つぶれる。左の巨大タイヤロードホイールが外れて転がった。

　それでもエイルン機は蹴りを止やめない。

『女を見捨てる男に成り下がれと言うのか！　娘を捨てる下げ種すになれと言うのか！　俺は軍人だ！　四し肢しをもがれ、首一つになろうと！　守るべき者を放棄するわけないだろう！　死ぬその一と瞬きまで、果たさなければならない使命がある！　在らねばならぬ姿が在るんだ！』

　エイルン機がショワンウーから距離を取る。壁際にある硝がら子す盤──作業用リフトの稼働スイッチ──を蹴り潰す。ショワンウーの足元が高速で動き出した。

　ハンガー移動用の巨大リフトだ。ショワンウーが体勢を崩す。エイルン機が飛び掛かった。ショワンウーの身体からだが仰あお向むけに倒される。

　高速で格納庫の外へと押し出される二機──ショワンウーの装甲と敷地鋼材が擦れて火花を上げた。その最中、エイルン機はショワンウーの首に両足を絡ませる。

　エイルン機の内側が光り出す。中から悲痛なまでのエイルンの叫びが上がった。




『そうしなければ俺は……アイツに合わせる顔が無いんだぁあああああぁ！』




　自爆するエイルン機──高速で押し出される二機を灼しやく熱ねつの炎が包み込んだ。

　炎を引き裂き、中からコックピットブロックが飛び出す。

　コックピットブロックが外壁にぶつかった。それでもジェット推進は止まらない。コックピットブロックは激突を繰り返す。エルフィーナの方まで転がった。

　中のエイルンが外へと放ほうり出される。エイルンは額をぶつけ、頰ほおを擦った。エイルンの身体が何度も地面に叩たたきつけられる。やがてその身体はエルフィーナの前で止まった。

「ぐ！　がはっ！　はっ！　はっ！」

　苦しそうに息を吐きながらエイルンが立ち上がる。額からは血が垂れ、真っ赤な髪やパイロットスーツはススだらけになっていた。

　前方に広がるのは炎の海……巨体が揺らめく事にエイルンは気付く。荒い呼吸を整えながら面を上げた。地面を揺らし、ショワンウーがゆっくりとやってくる。

『こいつ危険だ。もう殺せ。時間もかかり過ぎた』『待って、もう少しだけ』

　エイルンは、まただと思った。同じ声なのに口調が全然違う。エイルンは先ほどから、一人芝居を聞かされている気分だった。そんなエイルンを余よ所そに、水す久く那なの声が響く。

『やっぱりスカーレットα……君が乗ってたんだね』

　敵意など微み塵じんもない。憐れん憫びんさえ感じられる声で水久那は言う。

『その機体の破壊さえできれば、僕ぼくはすぐにでもこの島を去る。最低限の抵抗はさせてもらうけど、無為に命を奪ったりするようなこともしない。だからもう引いてくれないか？』

　エイルンは虚脱する。無意識に懐中時計を取り出し、蓋を開けた。

　二〇分にはまだ届かない。エイルンは眉み間けんに皺しわを寄せ、目を閉じる──

　それは万策が尽きた事を意味していた。

　エイルンは茫ぼう洋ようとした視線で後ろを向く……背後ではエルフィーナが眠っていた。そんな彼女の寝顔を見ると、エイルンの口元が自然と緩んでいった。




　一方、エルフィーナのコックピット内は照明が点ついていた。

　コックピットモニターに、プログラム言語が高速で走り続ける──

　スペルが横向きに表示されては『Ｅｒｒｏｒ』が浮かんでリセットされる。すぐまたスペルが走り出し『Ｅｒｒｏｒ』とリセットされる。それが何百回、何千回と繰り返されていた。そして……サイドモニターにはエイルンの姿が拡大表示されていた。

『この娘こは、いつも俺おれのワガママに付き合ってくれるんだ。文句も言わず、いつだって俺のことを支えてくれる。本当に俺にはもったいない、過ぎたダンスパートナーだよ。君は……』

　エルフィーナの閉じた右目からはマシンオイルが流れ出す。




「だからっ──！」

　エイルンはショワンウーに向き直る。エルフィーナを守るように、足を前に踏み出した。

「俺の全部で二人に報いる！　俺の目の黒いうちは、コイツには指一本触れさせないっ！」

　エイルンはショワンウーに敢然と言い放つ。ショワンウーから諦てい観かんの声が漏れた。

『そのロボットを作った人が……本当に好きだったんだね』

　エイルンが駆けだす。ショワンウーも地面を揺らして走り出した。

「うぉおおおおおおぉおぉおおぉっ！！！！」

　エイルンは走りながら拳こぶしを握った。一歩毎に巨大化していくショワンウー……身体からだを軋きしませる痛苦を無視して、エイルンはショワンウーへ立ち向かう。

　──ルインレーゼよ！　悲しくも美しい、闘いの女神よ！　俺は数え切れない人を殺してきた！　俺にはもう、その資格は無いのかもしれない！　でもっ！

『君とは、こんな形で出会いたくなかった！』

　ショワンウーが右手のラージシールドを振り上げる。エイルンも弓を引くように右の拳を引いた。

　──でも、叶かなうなら！　許されるのなら！　どうか俺おれをアイツのところへ……ツルギの下へ導きたまえっ！

　涙の粒が儚はかなく宙を舞う。エイルンは泣きながら唇くちびるを震わせていた。

「それがダメなら……せめてっ、せめて、あのエルフィーナ寂しがり屋だけでも！　ツルギ母親の下へ連れてってやってくれえぇっ！」

　エイルンの視界全部を、ショワンウーのシールドが覆い隠す。

　エイルンも握った拳こぶしを解き放つ。

　それが愛する家族へ自分ができる……せめてもの悪わる足あ搔がきだった。

　──エルフィー……ナ。

　刹せつ那な────鮮やかなまでの〔真紅〕がエイルンの視界を横切る。

　次の瞬間、身体からだが跳び上がるほど地面が揺れた。

　──なぜ？

　巨大で真っ赤なハイヒールが、エイルンの前の鋼材を盛大に踏み割っていた。

『なん──っ！』

　ショワンウーの振り下ろした甲羅の盾が、勢いよく後ろへと弾かれた。

　──まだ二〇分、経たって……

　エイルンが面を上げる。頭上で、天幕のように真紅のドレス袖がなびく。

　長い髪が金色に輝く。一七メートルの淑しゆく女じよが右拳を引いた。まるで主の振り上げた拳に応こたえるかのように……。

　貴婦人帽子の下から美び貌ぼうが覗のぞく。頰ほおにはマシンオイルが涙の軌跡を作っていた。




『ハァアアアアアアァっ！』──ショワンウーの胸部装甲が陥没する。




　エイルンの視界が映したのは、はしたなくも拳を振り下ろした淑女の後ろ姿だった。

　──吹き荒れる豪風。──一直線に後方へ殴り飛ばされるショワンウー。

　衝撃の大波が襲ってくる。エイルンは顔を腕で覆った。

　そんな彼を包み込むように、大きな影がエイルンを隠す。

　やがて衝撃が止やむ……エイルンはゆっくりと目を開けた。

　眼前には、しゃがんだ格かつ好こうで自分を見下ろすエルフィーナがいた。エイルンはポケットから紅の懐中時計を出す。

「まだ、二〇分経ってないのに──」

『今回……初めて本機の判断で、お母様のプログラム言い付けを破りました。貴方あなたさまのお声、しっかりと届いておりましたよ』

　驚くエイルンにエルフィーナが話しかける。エイルンは目を丸めた。

「自分の意思で……プログラムを書き換えた？」

　エイルンはにわかに信じられなかった。エルフィーナは、その表情に悲しみを湛たたえていた。両手で水を掬すくうように、エイルンの足元に手の平を寄せる。

『アナタ様の死を忌き避ひして、お母様は私にこのボディをお与えになられました。それなのに……これではまるで逆ではありませんか』

　エイルンは緊張の糸が切れる。全身の重さが何倍にも膨れ上がった。エイルンは重い足取りでエルフィーナの手の平に乗る。

「いつも君には守ってもらってるんだ。これくらい何でもないよ」

　エルフィーナが両手を眼前まで持ってくる。間近でエイルンの顔を覗のぞきこんだ。

『本機の存在理由に疑問を持たざるを得ません。どうか……どうか二度と、このような真ま似ねはしないとお約束して下さいませ。ムッシュ」

　エイルンは腕を伸ばす。エルフィーナの頰ほおを優しく擦った。

「無理だよそれは。あいつにとっても俺おれにとっても、君は掛け替えないのない宝物で家族なんだから。それに……君に何かあったらツルギに顔向けできない」

　エルフィーナの右目からマシンオイルがまた垂れる。エイルンは安心させるように、その笑みを深くした。

『……仕様の無いお方です』

　エルフィーナがエイルンに頰擦りをする。エイルンの上半身を、女の肌の感触が包んだ。

「わっぷ！　はは！」

　エイルンも自分の頰をつける。エルフィーナの頰に全身を預けた。

「ツルギの下に逝いくなら二人一緒にだ。絶対に俺は……君を一人にしないよ」

　エルフィーナの青いブローチ──コックピットハッチ──が下にずれる。

　エイルンはエルフィーナのコックピットに飛び乗った。

　エイルンが豪ごう奢しやなパイロットシートに腰を掛ける。両サイドから操そう縦じゆう桿かんが伸びた。コックピットモニターが外の景色を映し出す。

　格納庫内は所々に炎が燃え移っていた。メインゲートの外でショワンウーが起き上がる。

　エイルンがエルフィーナに言った。

「エルフィーナ！　ここで戦ったら被害が出る！　まずはあいつを本部から引き離す！」

『かしこまりました。全方位格闘戦闘フアンフアーレを自動選択します』

　ドレススカートのバラの意匠、ロックボルトが回転──スカートが三つに分割する。

　ドレス装甲がパージされた。エルフィーナの真っ赤なヒールと脚線美が覗く。

『コンバットモーションが七五二八パターンから二四七八九パターンまで拡張されました。【アルティメットコンバット】……リミッターを解オ禁フにします』

　エルフィーナは貴婦人帽子も投げ捨てる。長い髪を振り払った。

　エルフィーナは腰に左手を当てポーズを決める。睨にらみつけたのはショワンウーだ。エルフィーナは右のヒールを前へ出す。ショワンウーもエルフィーナに向けて歩を進めた。

『殴り合いはこちらも所望するところですが……場所を変えましょうか。甲羅野郎』

　エルフィーナの瞳ひとみが青く光る。右手を払ってエルフィーナが命じた。

『ドーターっ！』──真紅のスーパーカーのヘッドライトが点つく。

　シェルター内にエンジン音が木霊こだまする。音に呼ばれるようにショワンウーが横を向いた。

『資料にあった武装格納庫か！』『来るよ！』

　真紅の巨大スーパーカーがショワンウーへ向けて走り出す。

　同時に、エルフィーナの右脚がショワンウーの肩を蹴けり上げた。ショワンウーがこけてファラリカ・ドーターの車体に乗せられる。

　エルフィーナも飛び乗り、ショワンウーを車体へと押さえ付けた。







　同時刻──第弐富士・地下輸送通路。

　広大なトンネル内をデストブルムが飛ひ翔しようする。デストブルムの魔ま女じよ帽子──目のようなデザインの──ライトが光る。前方を照らしていた。トンネル内は所々がめくれている。

　巨大な何かが通ったことを容易に想像させた。次々と通り抜ける隔壁群は、もれなく大穴が開けられている。また、トンネル内には黄色の粒子が立ち込めていた。

　デストブルムのすぐ後ろにはアギトの雷らい公こうと大和やまとのイェーガーが随伴する。

『この黄色い粒子がレーダーを無効化にしているようだな』

　雷公の外部スピーカーを通してアギトが言う。

　ショワンウーの出現からすぐ、テンナンバーには帰島命令が下される。飛行可能な彼らの機体は、一早く第弐富士へと到着していた。

『早く早く早くっ！　特務たちだけが頼りなんです！』

　デストブルムのコックピットモニターには涙目の茜あかねが映っていた。状況を聞かされていたセレンとて、気が気でない。心の中でデストブルムに、早く、早く、とお願いしていた。

『通信も繫つながらないし！　レーダーは反応していないし！　これじゃ状況が分からないじゃない！　あぁ氷ひ室むろくん氷室くん氷室くんっ！　お願いだから無事でいてっ』

　同じく狼ろう狽ばいするのはモニターに映る紫し貴きだ。迷子になった子供みたいに動転している。

　紫貴の下に映る大和──画面の向こうで紫貴に言った。

『あんたがそんなんじゃ全体の士気に関わる。切り替えられないならしばらくは──』

『じゃかあしぃ！　ぶっ殺すわよ！』

　紫貴がすかさず逆切れをする。大和は『す、すみません』と、顔を引きつらせた。

「クロ？」

　不意にデストブルムが一つの映像を拡大させる。それは二時の方向・五〇〇メートル地点の映像だった。爆走するスポーツカーの上で揉もみ合う二つの機影──

　セレンは涙を浮かべて目を拡ひろげる。

「夏なつ樹き!!」

　スポーツカーの上でショワンウーを殴るエルフィーナだった。

　デストブルムはすぐトンネルを曲がる。随伴する二機もトンネルを曲がった。

　すぐ後に、巨大なスポーツカーがトンネル内を横切った。







　第弐富士・市街地──オフィス街。

　六車線分の太い公道が十字に引かれる。一〇階建てのオフィスビルが区画ごとに整列する。そんな街中に衝撃音が響いた。併せて地震が断続的に起こる。

　信号が揺れる。乗り捨てられた乗用車やバスも揺れた。そして──




　その全てが垂直に吹き飛ぶ────ショワンウーの丸い身体からだが天へと放ほうり出された。




　公道を挟むオフィスビルが衝撃に煽あおられる。ビル中のガラスが割れた。破片で波が巻き起こる。遅れて、地面を殴り上げたエルフィーナが現れた。

　ショワンウーが無人のオフィスビルに背中から突っ込む。高層ビルが後ろへ倒れた。ビル同士がドミノ倒しに合う。ショワンウーのコックピットで水す久く那なは頭を振った。

「すごい人、本気にさせちゃった」「テメーが情け、掛けるからこうなったんだろ！」

　水久那は口調に合わせて、顔つきが別人になっていた。第三者から見れば非常に異質な光景に見えることだろう。

　水久那はショワンウーを立ち上がらせる。正面モニターには指をパキポキと鳴らすエルフィーナが映っていた。水久那はサブモニターに視線をやる。

　この機体情報ステータス画面には、ショワンウーの損害情報が表示されている。顔や胸部分がオレンジ色に点滅していた。

「予測衝撃値の……一四九〇パーセントっ!!　パンチ一発で、弾道ミサイルハープーン一〇発分の衝撃エネルギー……ネイバー規格さえ凌りよう駕がする攻撃力だ。ショワンウーでも傷つく訳だよ」「感心している場合か！　射撃武器はもう無ぇ、接近戦だ！　俺おれがやるぞ！」

　水久那の目元が荒々しいものへと変わる。




　翻ひるがえってエルフィーナは美しい鼻を持ち上げた。ショワンウーを見下ろす。

『乙女の寝所を荒らした上に……ムッシュに対する暴虐非道の攻撃行為。万死に値──』

　エルフィーナの口上を余よ所そに、コックピットでは各所から映像通信が送られていた。

『夏なつ樹きぶじ？　痛いとこ無い？』『隊長隊長隊長っ！　もう心配し過ぎて死ぬかと思っちゃったじゃん！』『総隊長ぉおおおぉ！　俺！　俺！　俺ぇ！』『私はちゃーんと氷ひ室むろさんは生きてるって信じてましたよ』『私、亡くしそうになって初めて自分の気持ちを見直したの！　氷室くん！　私はあなたの事を──』

『邪魔です』

　五人分の映像通信がエルフィーナによって打ち切られた。

　先ほどのコメントはセレン・葵あおい・大だい地ち・茜あかね・紫し貴きの順である。

　コックピットのエイルンは気を取り直す。前方の敵に集中した。

「エルフィーナ。あの堅さは骨だぞ……君の拳こぶしで抜けるか？」

『この世界に来てから、という話ならば、間違いなく最硬度に部類されるでしょう』

　言いながらエルフィーナは半身になる。静かにヒールを前に出した。エルフィーナは右拳を腰に構え、左手を前に掲げる。

『ですが……アリスあの女の装甲を破るのに比べたら、厚紙を破るよりも簡単な作業です』

　エイルンは両りよう眼めをぱちくりさせる。それから眉まゆを〔ハ〕の字にした。

「頼もしい……だが、やりすぎるなよ。手心を加えられた身だ。あの機体、鹵ろ獲かくする」

　エルフィーナから返事はない。エイルンは「エルフィーナ？」と呼びかけた。

『どうせネこイのバ規ー格は勝手に修復するのでしょう？　ならば手加減など不要』

　エルフィーナの声のトーンは低い。どこか怒りを感じさせる声だった。

「エル？　フィーっ！　ナぁああぁあ!?」

　エルフィーナが勝手に動き出す。機体のコントロール権をエイルンから奪いとったのだ。

　エルフィーナが道路をめくって走る。ショワンウーとの距離を一気に縮めた。

　エルフィーナのミッドナイトブルーの瞳ひとみが細くなる。

『この不ふ埒らち者をぶちのめすっ！』

　その右踵かかとが持ち上げられる。ヒールの先が太陽光を反射した。

『エルフィーナわたくしと──』

　咄とつ嗟さにショワンウーが盾を頭上へ。エルフィーナの踵が落とされた。




『エイルン＝バザット貴方さまで！』──ショワンウーの足元で地割れが起こる。




　大衝撃が放射状に広がった。ビルが一〇棟、後方へ倒れる。衝撃は市街地どころか、第弐富士全体を揺らした。

『噓うそだろ!?』

　ショワンウーから水す久く那なの叫ぶような驚きが漏れた。ショワンウーの盾は表面が欠けていた。一方、エルフィーナは既に拳を振り上げていた。ドレス袖を思わせる前腕の装甲が持ち上がる。その右拳が青色に光った。

『ルイン・ハンマー』

　大気中に飛び交った瓦が礫れき、石、ガラス破片──それを吞のみこみ拳隕石が落ちてくる。




　再び轟ごう音おん。ショワンウーのラージシールドが陥没する。




　盾と拳の激突の衝撃が、大気の壁を突き破る。周囲の乗用車や街路樹が吹き飛ばされた。

　拳けん足そくの一発一発が爆風にも勝る衝撃を生んでいた。

『コントロールを返還します』

「予あらかじめ言ってくれ！」

　エイルンが慌てて操そう縦じゆう桿かんを握り直す──エルフィーナがボクシングスタイルをとった。

『バーショアっ！』

　ショワンウーの後ろ髪──八匹の機械大蛇──が、エルフィーナに飛び掛かった。

『ふ！』

　エイルンの声に合わせてエルフィーナが左ジャブを突き出す。牙を向けた一匹の頭が潰つぶされた。続けてもう七匹の機械大蛇がエルフィーナに向かう。

『遅い！』

　弾幕の左ジャブからのワンツー……七匹の蛇頭が一秒で殴り潰された。

『化物かよ！』

　エルフィーナが左肘ひじを持ち上げる。エルフィーナの左腕が鉞まさかりとなった。ショワンウーの首根っこを捉とらえる。

　激突する腕と喉のど──エルフィーナのラリアットでショワンウーの巨体が宙に浮く。

　コックピットのエイルンが叫んだ。

「ここだと被害が出る！　吹き飛ばすぞ！」

『かしこまりました』

　エルフィーナが四股を踏む。ヒールの踵かかとが公道をクッキーみたいに割る。併せて、エルフィーナが両拳こぶしを腰まで引いた。一呼吸分の乱打をショワンウーの腹へ。

『ぐっごっ！』

　百発分の拳跡がショワンウーの腹に出来上がる。

　ショワンウーが高速で後方へ飛ばされた。

　──高層ビルの腹を抉えぐる。──高架の橋ゲタが倒壊する。──ショワンウーは打ち上げされたロケットのように、一直線に市街地・上空を駆け抜けた。







　自衛隊の駐屯地ブロック──ショワンウーが高速で落ちてくる。比ひ喩ゆではなく第弐富士が僅わずかに傾いた。砲弾の着弾どころではない。土で津波が巻き起こる。

　ショワンウーは尚なおも転がった。何べんも地面に機体をバウンドさせ、やっと止まる……落下したのは演習場内だった。

　数秒後にエルフィーナも演習場へと降り立つ。ショワンウーはむくりと起き上がった。

　甲羅装甲と大盾以外、装甲のあらゆる箇所が凹くぼんでいた。関節や装甲の隙すき間まからは火花が上がっている。エルフィーナが走り出す。ショワンウーが両手を天高く振り上げた。

『接近戦が得意なのは何も──』

　二つの盾が地面に叩たたきつけられる。土の嵐あらしが巻き起こった。周囲の視界を一瞬で隠す。

『テメーだけじゃねぇー！』──土つち嵐あらしから何かが飛び出す。

　エルフィーナは裏うら拳けんでそれを弾く。地面に突き立てられたのはショワンウーの大盾だった。土砂を搔かきわけてショワンウーが上半身を覗のぞかせる。

　エルフィーナの首めがけ、その大盾が水平に振られた──

『もらったっ！』

　盾がエルフィーナの顎あごに届くか届かないかの距離……エルフィーナは華麗に背中を倒す。天に上がった右足が、ショワンウーの側頭部を蹴けり上げる。

『ぐぉお！』

　エルフィーナは、そのまま足を振り抜く。空中で一回転……ショワンウーが体勢を大きく崩した。バレリーナのような、柔らかく優雅なバック転だった。

『筋は悪くない！　だが──っ！』

　エイルンが攻勢に出る。着地と同時にエルフィーナがショワンウーの頭を抱え込む。

『まず練度が違う！』

　左膝ひざがショワンウーの顔面にめり込む。ショワンウーの頭部が半壊した。

　エルフィーナは止まらない。右拳こぶしが地面すれすれを滑り、一気に掬すくいあげられる。

『戦ってきた！　敵が違う！』

　痛烈なアッパーカットがショワンウーの顎をかち上げた。アイカメラの一つが弾ける。

　エルフィーナが跳ぶ。ショワンウーの頭部を、エルフィーナの開いた両腿ももが挟む。

『そして何よりも、くぐり抜けてきた──！』

　エルフィーナが反動を付けて回転……ショワンウーの首を一本釣りにした。




『修羅場場数が違うっ！』──ショワンウーが脳天から地面に叩たたきつけられる。




　フランケンシュタイナーという大技だ。第弐富士にマグニチュード六の地震が起こった。

　現在、エルフィーナは非武装である。

　この姿はアニメの放映時、視聴者の間に爆発的なまでの反響を呼んだ。

　アニメ視聴者及び、劇中キャラクターからは『エルフィーナは脱いでからが本番』『紅の闘神』『ゲンコツ淑しゆく女じよ』等の語源になったくらいである。

　こと、単純に殴り合うなら、エルフィーナは武器を持たない方が強い。

〔武装〕は戦術の幅を広げるための手段であって、攻撃力を補うための物ではないからだ。

　無手格闘こそエルフィーナの本領──それはこの世界でも揺るぎない事実であった。

『パイロットに告ぐ。投降しろ。既に勝負は決した』

　エルフィーナからエイルンの勧告が飛ぶ。

　対するショワンウーは頭部が地中に埋まっていた。その両腕は力なく、動きを止めている。エイルンの勧告が続いた。

『人道に基づき、捕虜として扱う事を約束しよう。たった一機でこの第弐富士に乗り込んできた気概、それを可能にした力……敵なのが残念に思えるくらいだ』

　ショワンウーが地中から首を抜く。全身から火花を上げてゆっくりと立ち上がった。

『人道……ねぇ。アンタさ、これがネイバーだって分かってるだろ？　つまり乗ってる俺おれはネイバーフッドって訳だ。それを人みたいに……行儀の良いこったなっ！』

　ショワンウーが盾を投げる。エルフィーナはそれを蹴けり上げた。

『ネイバーフッドの工作員に、未来なんてあるわけ無ぇだろうが！』

　ショワンウーが地面を蹴って前に出る。正面に向けて手をかざした。弾かれた盾が空中で反転、自動的に腕に戻ってくる。併せてショワンウーが横回転した。スピンナックをエルフィーナに突き出す。エルフィーナが両手で大盾を摑つかみ取った。

『し！　信じてくれ！　この氷ひ室むろ義ぎ塾じゆくはヘキサの人権を──っ』




『言われなくたって知っている！　でも僕たちは、もう帰れないんだっ！』




　ショワンウーから悲痛な声が上がった。

『何を犠牲にしても守りたかった！　でも守れなかった！　僕ぼくたちは失敗したんだっ』

『何を言って！』

　エイルンが叫ぶように聞き返す。

　ショワンウーが左のシールドも突き出した。エルフィーナはそれも片手で摑み取る。

　玄武と淑しゆく女じよが手四つに組み合う。

『見下してんじゃねぇ！　俺とこいつがどれだけ胃袋に泥、詰め込んで生きてきたか分かるか!?　分かんねぇだろ！　陽だまりの中、暖かい世界を歩いてきた印ナシが！　寝言ほざいてんじゃねぇえ！』

　ショワンウーがエルフィーナを押す。エルフィーナの踵かかとが大だい地ちを掘った。

『アンタと俺！　どうしてこんなにも違うんだよ！　生まれ育った環境！　このクソッタレな刻印しるしっ……それだけで、どうしてここまで違っちまうんだよぉ』

　コックピットでエイルンは声を失う……その声は涙に濡ぬれていた。

『あの人に会って変われると思った。希望なんてものを初めて抱くことができた。この人たちとずっと一緒にいたいって……僕は心の底から思ったんだ。でも、緑みどりさんは──っ』

「もしかして……君は？」

　エイルンは瞠どう目もくする。

　交互に変わる口調……エイルンは二人分の嘆きを聞いている気分だった。

『どうして上手くいかねぇんだよ！　俺らのところには不幸ばっかが集まって！　幸せなんて影も見えねぇ！　なんで俺やコイツばっか！　クソっ！　クソぉおおぉ！』

　エイルンはガチリと奥歯を嚙かんだ。

「歯をっ！　食いしばれえっ！」

　エイルンが右の操そう縦じゆう桿かんを押し出す──ショワンウーの顔面に右フックがめり込む。

『生まれ方は選べなくても！　君の人生は君だけのものだろう！』

　肘ひじ打ちに上段回し蹴り……ショワンウーが地面に叩たたき伏せられる。

　エルフィーナがショワンウーの両肩を摑つかんで無む理り矢や理り立たせた。

『その涙は、幸せになりたいから流れるんじゃないのか！　その嘆きは、それでも諦あきらめきれないから出るんじゃないのか！　もう心を騙だますような生き方は止やめろ！』

　エイルンの檄げきが飛び続ける。併せてエルフィーナの拳けん足そくが舞った。

『生き方までくれてやるなっ！　君の人生は！　君だけのもののはずだっ！』

　エルフィーナの浴びせ蹴けりで、ショワンウーが仰あお向むけに倒れる。最後にエルフィーナはショワンウーの両足を脇に抱えた。

『エルフィーナ！　最大出力でいく！』

『かしこまりました。ルインウィールを最大回転マキシマムローテーシヨンに』

　エルフィーナの胸元が赤く光り始める。エルフィーナは引っこ抜けるほど強く、ショワンウーの両足を引っぱった。ショワンウーの足を抱えて大きく回り出す。

『幸せになる権利は……誰にでもあるんだぁああぁっ！』

　エルフィーナが大回転を始める────







　突如、大和やまとのイェーガーに通信が入った。秘匿回線でエイルンからだった。

「っ！　オマエ今、戦闘中だろ!?　何──っ」

『七なな扇おうぎ！　第弐富士の通信塔にも爆弾を仕掛けたと言っていたな！　すぐにそれを爆破してくれ！　彼にどうしても伝えたいことがあるんだ！』

　画面のエイルンは必死の形ぎよう相そうでそう言った。大和は目を剝むく。

「ちょ！　おま！　何言って──」

「双条くんなんだ！　このネイバーに乗っているのは！」

　エイルンの言葉に大和は一瞬、真っ白になる。

『理由は分からない！　だが彼がネイバーフッドであったことから、抱えている事情なんて、ある程度想像はつく！　彼もまた〔犠牲者〕なんだっ！』

　エイルンが喋しやべる中、大和は既に動きだしていた。携帯電話を取り出し、高速でその親指を動かす。

「……三〇秒だ。メインの第一通信塔が使えなくなった場合、通信系統は予備の第二通信塔に切り替わる。詳しい話は後で聞かせろ」

　大和は携帯電話にパスコードを入れていく。エイルンは『恩に着る！』と通信を切った。

「これで借りは……チャラだ」

　大和の親指が携帯画面の〔確認ボタン〕に触れる。

　この瞬間から三〇秒間、第弐富士内の通信系統が全すべて使用不能になった。







　大回転するエルフィーナ。胸部装甲の内側が赤く光る。光の軌跡がエルフィーナを赤い竜巻に変えていた。

『ムッシュ。全通信回線の途絶を確認』

『いっくぞおぉおぉおおぉ！』

　エルフィーナの報告からエイルンの咆ほう哮こうが上がる。回転の最中、エルフィーナのヒールが大だい地ちを削った。ショワンウーを投げ飛ばす際、エイルンは願うように想おもいを伝える。




『生きろっ！　双そう条じよう水す久く那な！』




『っ!?!?』

　エルフィーナがショワンウーを放ほうり投げる。ショワンウーの身体からだが音速を超えた。その巨大が天空にうち上げられる。

　ショワンウーは第弐富士を飛び超え、海の彼方かなたまで飛んでいく。

　それは闘いの決着であり…………エイルンが敵を逃がした事を意味していた。

　コックピットの中でエイルンは、モニターに映る空を眺めた。やがて通信が回復する。

　雷らい鳥ちようの顔がモニター左に表示された。次に茜あかねの映像も映る。

『今の通信障害、通信塔で爆発が起こったみたいです！』

　茜が画面内で雷鳥に報告する。すると大和やまとの顔が表示された。

『あーすまん。あのデブと直接交渉した際、ポーズで時限式の爆弾を作動させたんだ。そのあとすぐＥＭＰを食らって……そのまま忘れていた』

　大和は飄ひよう々ひようとそれらしい事を言う。モニターの雷鳥は半眼になった。

『坊や。あのネイバーはどうした？』

「……申し訳ございません。敵の抵抗が思いのほか強く、鹵ろ獲かくしようとしたのですが失敗に終わりました」

　雷鳥が怒っているのは、エイルンにも伝わっていた。

『私の目には、ずいぶんと戦力差があったように見えたんだがね……鹵獲は無理でも撃破はできたんじゃないのかい？』

「いえ。あのまま、やっていればこちらも危険でした。手落ちの無い判断だったと自負しております」

　エイルンは態度を変えずに報告する。茜がハラハラしていると、紫し貴きの顔が表示された。

『非公式の！　何の情報もないネイバーの襲撃を退けたんです！　彼がいなかったら、この本部もどうなっていたか分かりません！　最善の戦果と私は見ております！』

　すると今度は田た中なか、他の役員達もエイルンの弁護に入ってくる。

「司令……」

　エイルンは堅い表情のまま雷鳥を正視した。険しい顔の雷鳥はやがて嘆息する。

『……そうかい。じゃあ、地球上の誰にもできない事になっちまうね。お偉いさんたちには上手い事言っておくよ。ご苦労だったね。坊や』

　そう言って通信が切られる。エイルンにどっと疲れが押し寄せた。心中で雷らい鳥ちように謝罪する。弁護してくれた者たちも、一言・二言、言って通信を切っていった。

『この後、なんかあったら弁護しろよお願いします』

　大和やまともそう言って通信を切る。エイルンは「はぁあ」と、シートに背を沈めた。

　二人きりになると、心底疲れたように視線を放ほうる。

『まったく。人の涙には、とことん弱いお方です』

　エルフィーナのダメだしにエイルンは苦笑する。

「借りを返しただけさ。彼にも甘さがあったから……俺おれも君もまだ生きている」

　エルフィーナもしとやかに笑う。喉のど元の青いブローチを優しく撫なでた。

『貴方あなた様とこうして話せること……とても嬉うれしく思います。マイ・ムッシュ』

「ああ、俺もだ。エルフィーナ」

　こうして二人はしばしの会話を楽しむ……互いに生きている事の幸せを、互いが嚙かみ締めるかのように────







　一五〇キロ先・洋上──大破したショワンウーが海面に浮かぶ。

　ショワンウーは日本の領海の外まで投げ飛ばされていた。

　狙ってか偶然か、脅威となるような船影は見当たらない。肉眼で把握されない以上は、ショワンウーのミスティミストで十分に逃亡ができる状況と言えた。

　コックピットモニターにギラギラに光った太陽が映る。それをボーっと眺めながら水す久く那なは一人、呟つぶやいた。

「完敗だったねー」

　──ありゃ勝てねぇなー。

　想おもうは先ほどの闘いだ。あれほど胸を熱くさせられた戦闘は生まれて初めてかもしれない。水久那にとっても、宿儺にとっても。

《生き方までくれてやるなっ！　君の人生は！　君だけのもののはずだっ！》

　水久那は唇くちびるを嚙み締める。目め尻じりから涙が零こぼれた。

　──簡単に言うんじゃねぇよな。

「本当に……そうだね」

　水久那は声を殺して静かに泣く……こうして【エルフィーナ破壊計画】は失敗に終わる。

　堅けん牢ろうなる水神と、二つの心を持つ少年──彼らを降した淑しゆく女じよと勇者は、それぞれに、しかと刻んでいた。

　その比類なき強さと……希望という名の灯火を。
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　四日後──第弐富士の中央公園セントラルパークにはアギトの姿があった。

　ベンチが二脚、背中合わせに置かれる。そのうちの一脚にアギトが座っていた。アギトは長い足を組む。光学の書面データを読んでいた。

　それは既に幾つかの組織が、極秘に追跡を始めている【富士ファイル】──そして、それに付随するドール・ワルツ・レクイエムの〔オリジナルアニメ脚本〕だった。

「最後まで読んでなくてな。なるほど、こういう感じに転がっていくのか」

　アギトは独り言をつぶやく。しかしそれは、通信先の相手に言った言葉である。

「本当にこうなるのなら、とことん神様は人類俺たちを嫌っているようだ」

『これで六人の無変化分類ノンギフトが舞台に上がった……いや、故・神かん無な木ぎ緑みどり氏が引き寄せた、か』

　アギトの耳奥で声が響く。

　アギトは書面データから視線を上げる。正面の慰霊塔を見上げた。

『生存アライブ、第六感センス、二心二技ダブル、呼応ボイス……そして、お前の数秒予知ビジヨン……これだけの無変化分類ノンギフトを一か所に集めた、故・神無木氏の遭遇エンカウント……彼女の尊い犠牲に、心から敬服の意を送る』

　アギトは慰霊塔に向かって「だとよ」と、声をかける。

『あのハズレクジは後回しだ。今のところ計画の邪魔になっている訳でないからな。今は目の前の大事に備えるとしよう……お前の【アモン】が完成した。そちらの【巨人狩り】に合わせて投入しよう』

「そうか。今、乗っている雷ヤ公ツも気に入ってたんだがな。あと、俺おれの方でスカウトしたい奴やつがいるんだ。機会があればまた会ってくれ」

　アギトが通信する中──粛然とした空間を壊す者がやってくる。セグウェ〇に乗った彼女はバタバタと手を振った。アギトは両眉まゆを上げる……やってきたのは伏ふし見み飛鳥あすかだった。

「アギた～んっ！　話ってな～に～っ！」

　ベンチ前にセグウェ〇が止まる。ピョンと飛鳥が跳び下りた。アギトは耳の穴に人差し指を入れる。ゆっくりとベンチから立ち上がった。

「なぁ伏見……おまえ世界征服に興味無いか？」

　聞いた途端、飛鳥は目をきらきらと輝かせた。







　時刻不明──其そ処こは寒くて薄暗い、石作りの牢ろう獄ごくだった。

　日の光も差さない。生臭い匂いで充満している。

　中央の壁に、水す久く那なが両手首を吊つるされ、拘束されていた。上半身裸である。身体からだや顔に鞭むちの痕あとや、打だ撃げき痕こんが残っている。爪も何枚か剝はがされていた。

　水久那は命辛から々がら、敵地からショワンウーを持ち帰る。

　帰島後の彼に下されたのは厳罰だった。【スカーレット・レディとの戦闘データ】が無ければ、間違いなく廃棄処分にされていただろう。水久那はそう思っていた。

　──なぁ……。

「止やめてよ。痛いし、疲れてるんだからさ」

　水久那は中の自分と会話する。

　水久那は解離性同一性障害──俗に言う二重人格──に似た症状を、ヘキサになったことで併発している。二つの人格が一つの身体の中で共存し、入れ替わる事が出来るのだ。でも彼の場合、精神が入れ替わるとスキルや身体能力に著いちじるしい変化が現れる。文字通り、変身してしまうのだ。

　研究者は水久那のこの異能を【二心二技ダブル】と呼んでいる。

　もう一人の自分、【宿儺すくな】は水久那に言った。

　──ロイヤルガードここ、抜けださねぇか？







　翌日一四時。

　機兵部の部室に月げつ下かがやってくる。着替えの入ったボストンバックを肩にかけていた。

　月下は鼻歌交じりでホワイトボードに視線をやる。その口元を緩ませた。

〔祝！　亜あ賀が沼ぬま、副部長昇進[image: ]〕

　昨日、この部室で亜あ賀が沼ぬまの昇進パーティーが開かれたのだ。もちろん月げつ下かも参加した。

　緑みどりが死んで以来だった……あんな風に機兵部の皆と騒いだのは。

　月下は緑の遺い影えいの前まで来る。静かに目を閉じ、三〇秒の黙もく禱とうを捧げた。

　──緑……お前の守ったものは、今もちゃんと、この部室にあるよ。

　月下は静かに目を開ける。緑の写真をみて「よし」と気合を入れた。

「そーいや、あいつら、まだ来てねーのか」

　月下は誰もいない部室を見渡す。親分の自分よりも遅く来るなど月下は許さない。

　月下は三人の子分どもを叱しかろうと決めた。







　一九時──ファミレスの四人席に、柔じゆう呉ごと日向ひなたの姿があった。

　学校帰りなので二人とも制服姿である。柔呉たちは少し真剣な話をしていた。

　面倒見のいい整備部の親方は、糸目をより細くした。

「じゃあ、正式に機兵部に戻るんだな？」

　日向は少し間をおいてから「はい」と答えた。

　柔呉は仕方ないと思う。先日の日向の戦果は凄すさまじかった。初搭乗のグラン二号で、敵戦力の実質、四割を壊滅させてしまったのだから。学園が戦力拡大に向かう今、こんな心強いパイロットを整備兵として遊ばせておく理由はない──

　柔呉は寂しい気持ちを殺す。日向の門出を祝福した。

「副部長。この半年間……本当にお世話になりました」

　柔呉はテーブルに手を付き、頭を下げた。

　一方、柔呉のつむじをみて日向は悲しい気持ちになる。どうして『行かないで欲しい』と言ってくれないのだろう。日向は心の片隅でそう思っていた。







　二〇時──セレンと葵あおいがロープウェイに乗る。一緒に車内で揺られていた。

　時間も時間なので、通学用のロープウェイは二人しかいない。

　私服姿のセレンは、下の森を窓から眺めていた。横には紫し貴きと茜あかね、エイルン夏樹の為に作ってきた夕飯が、四段重ねの重箱に入って包まれている。

　生せい途と会かいは今日も学園に泊まり込みだ。エイルン夏樹もまた、エルフィーナの整備で今晩は帰らないとメールが入っていた。そこでセレンと葵は、学校に押し掛ける事にしたのだ。セレンを横目で見ていた葵……ふと思い立って質問した。

「セレンってさ……隊長のこと好きなの？」

　セレンは無表情のまま葵の方を向いた。







　二〇時半──雷らい鳥ちようの執務室で茜あかねが書面データに目を通す。

　雷鳥が豪ごう奢しやな椅い子すに腰かける。その横には紫し貴きと田た中なかの姿もあった。茜が光学書面データをゆっくりと閉じた。声を震わせて雷鳥に聞く。

「塾長……中国と戦争をする気ですか？」

　雷鳥は悪い顔になる。否定も肯定もせずに笑った。雷鳥は茜に聞き返す。

「嬉うれしそうじゃないか？」

　茜は笑っていた……顔の形を確かめるように両手で触る。雷鳥の隣で紫貴が言った。

「茜。貴方あなたはその計画を詰めてちょうだい。人員・予算は遠慮なく注文してくれて構わないわ……これは絶対に失敗が許されない計画よ。心して掛かってちょうだい」

「【明みよう星じよう】を奪い取るなんて……下手すれば国家反逆罪だ」

　田中が青い顔で零こぼす。雷鳥は笑いながら田中に言った。

「アンタも聞いちまった以上は共犯さ。田中は今後、二人のバックアップに回っとくれ」

　最後に茜は質問する。その瞳ひとみの奥にあるのは、怖いもの見たさ──好奇心だった。

「彼にはこの計画を既に？」

「お披ひ露ろ目めは明日さ。ハッピーバースデイ、【刀の七ブレイド・セブン】ってとこかい」

　茜は不謹慎にもワクワクしていた。そしてこの物語の主人公である彼を、少しだけ羨うらやましいと思ってしまう……彼の人生が大きくねじ曲げられると知って。







　二二時──第七地下シェルター。

　重機と作業車が格納庫内を行いき交かう。ウインチが真紅の装甲板を水平に運んで行く。

　整備部の女子部員が声を張り上げながら意思疎通を図る。彼女たちは大破したファラリカユニットの修理に従事していた。中央スペースにはエルフィーナが膝ひざを折って座っている。その瞳は開いていた。中にいるエイルン改め、夏なつ樹きはとある人物と交信をしていた。

　コックピットモニターに映るのは、赤バンダナにサングラスをした老人だ。顎あご髭ひげをたっぷりと蓄える。胸と肩の筋肉でＴシャツは大きく盛り上がっていた。

『いやぁ！　驚くほど美少年に成長して！　目元はきっと雷さんに似たんだなぁ！　きっと、モテモテだろう!?　ぐぁっはっはっは！』

　そのパワフルな人柄に、夏樹はやや気け圧おされる。

「恐縮です。すみません夜に……しかも秘匿回線でなんて」

『いーのよいーのよ！　お祖父ちゃん、そんなことじゃ怒らないから！　ぷは！　お祖父ちゃんだって！　くぅ！　いーなーっ！　お祖父ちゃん！』

　老人は豪快に笑う。夏樹はチクリと心が痛んだ。

　エイルンが名乗っている【氷ひ室むろ夏樹】という名前は、雷鳥の孫の名から来ている。

　その孫というのが、この老人の血を引く……二人の隠し子の実子なのだ。

　この事実は公には知らされていない。氷室財ざい閥ばつ総そう帥すいとヘキサの間に子供がいたなんて、世間に知られれば大スキャンダルになるからだ。

　そんな雷らい鳥ちようの孫【氷ひ室むろ夏なつ樹き】は二年前、ネイバーの起動実験で命を落としている。

　そして……その事実を、目の前の老人は知らされていない。

「お目にかかれて光栄です……結ゆう城き武蔵むさしさん」

　老人・武蔵は笑う。サングラスを持ち上げ、少年のような瞳ひとみを夏樹に向けた。

『お祖父ちゃんでいいのよ？　マイグランサンっ！』

　彼こそ、日本をマリスから半世紀守り抜いた大英雄、結城武蔵その人だった。







　翌日の八時。

　七なな扇おうぎ大和やまとは一人、特別棟の廊下を歩く。明朝、紫し貴きから出頭命令を受けていた。

　──ったく、こんな朝っぱらから呼び出しおってからに。

　あれから大和は正式に機兵部に籍を戻した。学園に仕込んでいた破壊工作等の罪は、今回の功績とで相そう殺さいされる。賞罰なし。またゼロからのスタートとなる。

　──おまけに待遇は改善しないわ、周りの奴やつも体の良い雑用が戻ってきたくらいしか思っていないわで、ムカつきますわー。あいつら一回、殴りたいわ！

　あの戦闘の次の日、葵あおいから渡されたのは今回の戦闘の報告書類（部長様記入用）だ。他の部員の反応も『七扇さんって強かったんスねー』くらいだった。

　大和は憮ぶ然ぜんと窓の外を見る。燦さん々さんとした太陽を見て、自然と顔が綻ほころんだ。




　愛する人の死──少年はそれを受け入れられなかった。だから理由を求めた。

　胸に残ったやるせなさを、何かに転嫁したかっただけなのかもしれない。

　でも少年は、自分の真逆を行く男に出会った。

　歯はに衣きぬ着きせぬ言動。裏表の無さすぎる性格。強すぎる力を全く出し惜しみしない。頼みもしないのに他者に干渉しようとする……少年にとっては疎ましいこと、この上ない人物だ。だが皮肉な事に……かつて少年の惹かれた少女と重なる部分も多かった。




《ヤマえも～ん。困ったから何とかして～》




　少年・大和は「ったく」と笑みを零こぼす。

「まー、やる事があるのは……存外、悪いことでもない、か」

　こうして大和は表舞台に立つ。かつての大和は力の振るい先を見つけられずにいた。

　でも今の彼は、自分の向かう先がはっきり見えている。かつて守れなかった女ヒ性ト……彼女に変わって、自分が皆を連れて行く。

　彼女が描き続けた〔夢の終着点〕に。

　今のところは、自分と対等と認める事が出来た……彼と────────






　舞台裏









　其そ処こは秘匿された施設の一画──薄暗い格納庫だった。

　巨大ハンガーの作業通路に富ふ士じ光こう三ぞうが立つ。手すりを摑つかみ、一機のロボットを見上げていた。その胸中は重石おもしを納めたかのように重い。

「世界を救うために、世界を壊す……か」

　それは同志の言っていた言葉だ。しかし、ここに来て光三にはまだ迷いがあった。愛する娘のためとはいえ……多くの血を流し、世界の敵になる事に。

「私の選んだ道が、そしてこの機体が、〔正しい選択〕になることを祈るしかない」

　光三はそう言い、自分が完成させてしまったネイバーを見た。

「ネイバーナンバー15……【悪魔】のアルカナを持つネイバー──」

　腕を組む漆黒の機体──四枚の翼を畳むその姿と、六つの目は悪魔という形容しか浮かばない。光三は不安と期待、その二つを抱いたままその名を呟つぶやいた。

「頼むぞ。アモン」

　悪魔の中の大悪魔────ネイバー【アモン】は出撃の時を静かに待つ。





ＦＩＮ








あとがき　　　（注：本編の余韻を楽しみたい方は、時間をお空け下さい）









　僕ぼくのＰＮを覚えていれば【青龍】の位置を間違えなくて、四カ月以内の発刊を目指すと言って出来なかったペド野郎、もとい東あずま龍りゆう乃の助すけと申しま御免なさい（土下座）

　皆さん知っていますか？　ロボットモノには鉄のお約束で、ロボットが発進する【基地】や【母艦】といった、ロボットを整備したり運んだりする施設や戦艦等が存在します。

「どお？　これがＳＭ○の戦い方よ♪」

「何言ってんだ。男は家に帰ってきたらパンツ一丁って決まってんだろう」

「バカばっか」

　特に三人目の少女が出るこの神作！　この子が可か愛わゆくて可愛ゆくて！　東、「もーらめぇーっ！」と、うつつを抜かしていたら未婚で三〇代になってましたとさ。

　今巻はページ制限ございまして、巻きで行っております。早速、謝辞を！

　困った時の担当様！　大おお晦みそ日かに元旦と、正月を返上してまでお付き合い頂き、ありがとうございました！　担当様が女性でしたら、もう四回は告ってフラれていると思います！

　みことあけみ先生！　大和やまとの設定助かりました！　ギャグ特化させてすみません！

　汐せき山やまこのむ先生！　グラン二号・ショワンウーのデザイン、ありがとうございました！

　四巻も最高の絵に感無量です！　先生方……どうぞ、５巻も宜よろしくお願いいたします。




　そしてなんと！　あの『スーパーロボット大戦シリーズ』を長年手掛けられてきた生きる文化【寺てら田だ貴たか信のぶプロデューサー】から激励のメッセージを頂きましたぁああぁ！（吼）

　東、帯を見てガチ泣きしました。初めてやった『第４次スーパーロボット大戦』……ダ●モスが好き過ぎて、全武器をフル改造していた小学生がこんなに大きくなりました（涙）

　スパロボに出会ってロボが好きになり、それから、たくさんの神様たちが残したロボ作品に触れて今がございます……足りないだらけですが、それでも私の中で燃える『ロボ魂』を、心を込めて叫ばせて頂きます。今後も、不屈・必中・ド根性・魂の精神で作品を作って参ります!!　寺田プロデューサー様！　この度は本当にありがとうございました！




　最後は読者様に戻ります。

　この度は『エイルン・ラストコード４』を手に取っていただき、まことにありがとうございました。３巻は重苦しかったので４巻は明るい雰囲気で書けたかと思います。

　次巻はいよいよ【脳筋ネイバー】大暴れで節目巻です。

　そして幸運なことにシリーズ一周年を迎える事ができましたぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！（号泣）

　これも一重に、こうして本を手に取り、読んでくれている読者の皆さまのおかげです！

　いつも『エイルン・ラストコード』を応援して頂き、誠にありがとうございます[image: ]

　今後も、一人でも多くの人に喜んで頂けるよう一筆入魂！　努力・精進してまいります。

　それではまた、５巻でお会いいたしましょうね！


東　龍乃助
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